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ロベリア草アルカロイ・ドの製造に就て

　　　　　　　（第　2報）

工業的製造私案法の側壁並改良試瞼

技　二

二　　二

元囑託

　近　　　藤　　、　龍

　市　　川　　重’憲

　藤　田　知　一　郎　　ノ

目　　　　　　次’

　　第1章　工業豹製遙私案法の批剣’

　　　第1節’蝶醸造私案法鰍磯馴験成輝砒較＼1
　　　蕗2節　内地産”ペリア草を原料とせるロベリア・アルカロイ

　　　　　　　碇量法に依る・ペリア・アル加イ晦造試験
　　　第3節’内地i董・ペリァ章を原料とせる工業的製造私案法に

　　　　　　佼る・ペリア・アル加イ噸造試瞼、

　　第2章工業的製造私案法の三郎櫛　　　L
　　　第1節工業的製造私案独の工程簡略化試瞼

　　　第2節　工業的製造私案法五二程に於ける旋光三曲定　・

　　　第3節クロロホルム溶液を振盈洗源せる脱酸水溶液旧び
　　　　　　、1・ロベリンの回吹　　　　　，　　　　　　、　『

　　　第4節ηべ・リナ・アル加イド短類溶液より・．ベリ二二

　　　　、、1をエーテルに高溶析出せしむζ隙のpHに就て
」　．

　　　・結　　諭

　　　引用文献　　　　1　　　　　　　’

／ ／

　　ノ三等三巴・於て脚・ぺ晒アル・…抽騨法を凱繍羅來の離

’　　の工業的武雄に際し幾多Q難瓢あるに鑑み工業的製造法として實行を容易ならしめんと企圖・

’　　し，アルカロイドに封ずる酸性白土の吸着作雨を利用せる／ロざリア・アルカロ｛ド製造私案法

・　を創案t該法の三蔵晦日の結果・刈ア・晒加断り蝶的弓私三法を提案し．・
　　　　その製逡試験成績に就き記述せづ（第1報第9表参照）．・・

．　　　　余等は該工業的製造私案法に依り昭和13年度より内地産ロベリア草を原料として塩酸廿ベ

　　　　リ三冠こ從事し一献種敏良研究の結果年と共に欄恥鰍増加レ1三度1こ於て聯・

　　　徽記載（第三参照）め如き良照る購を納め得紳灘も該潔依回して・轡・・

　　　‘草中のアルカロイドは完全に牧得し得べきや否やは疑問なり・依って此疑問を解決せんと欲し

　　　　ロベリア草アルカ、6イドの定量法に準捺して製造試験を行ひその試験成績と工業的製造私案法

　　　　に依る試験成績とを比較したるに私案法あ牧待量は定量値と良く一致し私案法は工業的製造法

　　　　として推奨すべきものなるを確認巷り・　　．　　　　　・　　ゴ

　　　　　然れ共定量値の約815％内外を結晶性塩基として牧得せしのみにして旧約90％は樹脂様物

　　　　質としセ残留せり・依って蝕に生成する碑脂檬物質の結晶化は研究を要すべきものと思料←・
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2 ・ペリア草7ル加イドの製造に就て（第2報）

蘇該μ案灘依り趣’ン鷺分離し肺掩酸ロベリンの製造淫事する傍ら灘卑申の「

離物なる樹麟瀕の旧識を御たうに蹴物よりZ一▽ベリぞ及副アルカ切イドを回

すると数灘の製造琿杯七三あるを稜見せり・

依って以下第2報として工業膿醜案法の欝u並灘工程申の繍を除去すべく獅噛

　験

　　　　　　　　　　第1章　工業的製輩私案法の揖1到・、

　　　　　　　　　第燭工業的製邉私案法に依る製造識威績の比較

　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

エ業黙坐私案法の改購歩め過程を了解せしめんカ1革め滋に初野（昭和13年度）以

降・ケ年間に於ける内地曹ぺ・・興囎とせる躁的製造礁法に依る・ぺ・・ヴ・・ヵ

・・ド蟷試撚掛ヒ鵬照し咽示すれば第・圖却如し・・

　　　　　　　　　　　第1六十　ロベリ「客盛基牧戸：量比較自照圏表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　質ベリァ草仕込量毎回800kg

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂

：ぺ

碍

藪．、

、

　　　　　　　　　　　収内面数
　　　備考　昭和13年度仕込回敷48回申800kg仕込17回あるも敦得量80g以上a◎印4団のみなり、

　　　　　　　鞠牧榊｛撰1§羅8：8る纏，・昭和14鞭α0199％「

　備考：
　　　　　　　　　ゆ
　私案法Aは第1三三3章のロベリア’アルカロイド製準私案法の威方を工業的規模に於て施

行回るものにして，初年度仕込第19號迄實施せり．．
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近藤計市川・藤‘田 3

、

　　・私案法BはAに於けるトリクレセ濃縮液を合併して塵理せるものにして初年度仕込第20號

　　以降に實施せり．

　　私難賦Aに於ける離離のメタノー・紬織程及・トリグレン髄液の灘工程潴略．

　せるものにして昭和14年度第5號仕込より實施せり．

　　’第1圖表の識成績二二するに明り註記の三一逐年増力爬り・之蓋瑚年度は鰍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　器具の不備技術の不熟諫に加ふるに原料ロペリァ草は搾三期に洪水のため浸水し徽を生ぜしも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポ

の多面しに回するならん昭和14年廟料・．ダ・興三三13噛砒し良妨なりし上

　　に機械器具の整備すると共に製造技術の熟練せしため牧得量増加せるものと思料す．昭和15年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
・　度は牧得率最：も良好にしてH．Lestr～の二二を凌駕するに至れり．乏過去ニケ年間の経験た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　徴し改良すべきは改良し製造技術ρ圓熟したる上に原料ロベリア草の晶質優秀なりしに依るも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
　のと思料す．　　　一　　〆　『　　．　　　　　’・

　　　　　　　　　　第2節内地産ロベリア草を原料とせる．ロベリア・ナ　　　　L　　　　、
　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　／　　　　　　　　　　ルカロイド定量法1亡依るロ冨リア・アルカロイ

　　　　　　　　　　　　　　．ド製造試験　　　　　’　　・　　　　　・、1
　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　コ
　　二等は襲にロベリア草中ρアルカロイド定量法と、して今日迄公奉熟れたる諸法中P？yer及

G・・k…法・M・fkw・11．法及瑞西肪の3法蹴批素直の堺・呼リ輝のカ・ヵ・イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ド含量齪には瑞西肪即二二當なうを認めたり・依って本論試論瑞西局方法の戸ペ

　　リア・アルカロイド定量法に二二して施行せり．即ち内地産ロ’ベリア草品位0．3274箔（茨城縣

　　　　　　　　　　　　「

三無産昭和14三面旧訳真kgを淫乱唇次の齪灘働蟷試論飾せり・
　　　　　　　　　　　　　　　　　製遭試験實施法

　　・づ・嘱・末1k・三三20’r灘器に肱工一・ル81三面・・砲水

　350ccを注加レ（pH　9β），2時確証拝抽出し濾過す，エーテル抽出液をAとす．ロベリア草、
　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　ヘコ　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　残渣は更に1エーテル7Z，20％．アンモニア水100と。を注回し（pH　9．6），2蒔聞握搾抽出し濾

　過す，エーテル抽出液はAと合併しN－HC12・1宛数回1時闇宛掩二品心して抽出し酸山分は

　合併し，エーテル分（約15Z）は蒸溜して二二す（回牧エーテル11．7　Z）．

　　合併せる塩酸抽出液（約15Z）は分液漏斗中にてアシモrニァ・アルカリ性．（pH　8・6ん9．4）と

／なし（29％NH40H　580bc；40cc；唄50cc），ゴーテ鋭（1　Z；（応Z、0．5　Z）に亡16分間宛三回振

　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ

　燈抽串し・エーテル二軸液は合併し・「水洗後K2CO3紀τ二水したる後工一デルを蒸溜「して大・，

　部分を回牧し（1・8Z），濃縮濯を氷室に1四這す・然る時は3日後に結晶を析幽するを以て之津濾一

謂讐細越擢盤難冠，肋寡康法榔的蹴な。は＿、…
　　B6hringe鍬法なりと：琴ふ，而して同氏はikgの生藥より縛アルカロイド3．9g感得，この中よ

　　り結晶性短基（1一口ペリン）は0．2gを歌得せり

．♂
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　　ロベリア草アルカロイドの製造に就て　（第2報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　・集しエーテル（26cc宛3回）にて洗灘し乾燥するに第一次結晶（Fp　114～119。）0ユ9を牧得す

　　　（収得率0∬1％）．　　・『　　　　．　㌦　　　＼り　　　　　　　　1

　　　　母洗雪は更に濃縮し氷室に放置参る1と一週闇後結晶を析出す之を濾妬しエーテルにて数回洗

　　　徽乾燥する聯款綿（Fp123想・覇α・29を欄奴欄率．α・・2紛’・

　　　　エーテル母洗液は禽更に濃縮し氷室‘こ放置するに一夜にして丁丁結晶を析出す，之を丁丁し

．』一… 投｣燥す・嘩糊・：Fp118－12「）α0癖回す（牧得翻05％〉

　　　　難の職灘之膿些し氷室一階する・撮早繍の棚物櫓んど聖旨化せう褐働

　　　飴状となれり，依って加温（50。）してエーテルを駆除したるに樹脂檬物質2．8：瓦を残留せり
　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　rl　◎　　　　　　　．　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　ρ

　　　（牧得率028％）．

　　　　上記製造試験と）結果はロベリア草（品位0．3274％）1kgより結晶性アルカロ4ド合計0．多7

　　　9及樹脂様物質含．89、総計’3ρ79を牧得し（牧得率6．307％），ロベリア草の定量値（0．3274

　　　％）と殆ど一致するを謬めたり・　　　　　／

　　　　帥ちロベリア草アルカロイド定量淘ζ準陣して製：造せる総アル、カゴイド量（3．07g）に押す

　　　る結晶性塩基及樹脂様物質の牧得率は夫々β797％及91．02％なるを認め準り」
　　　　　　’

　　　　＝　　第櫛内地産血リ璋を麟とせる工業的騨、
　　　　　　　　　　　　　　　　私案法に依るロベリア・アルカロイド製造試験

／

」’

第2節・・於て三三る如く滅法1乙準謝る蝉識に依れゆベリア草1k・仕込にて績

晶性塩基・P．279及樹脂様物質2．89を牧得せる故之をロベリア草800kg仕込に換算すれば結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
晶性塩基2169及樹脂様物質：，22409を牧得すべき筈塗り・’　　　　　　　　　　　　　　・

　然し℃工業的製造私案法に依りロベリア草．800kg仕込の昭和15年度畢造試験成績’（第1報　‘

第・諺照）・・脚ば毎回…k叫込・回即64…玄の・べ・・草よ・贈副肝繍性・

浸ゆ…ア・・ヵ・・’・際＋手8・4…して鯛8・・騨L込の三三得量は22α75Lgξなリ

工業的製造私案法に依る牧野章は定：量法に準寄せる製造試験の牧得量と大腿に於て良く一i啄す

るを認めたり．

　爾工業的製造私案法の定量法に準回せる製造法に封ずる優劣を比較せんが爲めに同一めロベ

リア草（品位0．3274％）1k9を原科ξレて工業的製造私案法に依り製造試験を施行したるに

第一次繍（F・1吊3～1やα259〈騨α02吃％）；第；嫌（Fb127㌻α039㈱’

牽0心03％）i樹脂様物質29艇牧｛尋せり・　　　「　・　　　一．

・欄謙物質は撫性鶴探難の搬らず，ク即ホル噸溶工程中ト・動塩酸塩を溶
　存せるクロロホルム溶液を自国濃縮に依りクロロホルムの大部分を団撫したる後蒸溜水を添擁

騰照欝箋鳴す郷平蝋之等の騨騨騨『て

　　　　　　　■
　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　σ　．　　　　　　　　　　　　　．　　　、



　　、
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　　　　　　　　　第』2章　工業的製造私案法の改良試験

　　　　　　　　　　第1節　工業的製造私案法の工程簡略化試験

“鱒嘩謀るロ刈璋アル加4ドの礫的製離はご仕込800kgの大顯1こ於ても

鱒鞭を騨る事なく‘三三完了u尋る千三1醸輝轍績に依り躍せり・依って
更に該私案法の工握を簡略化せんと企乱し禿づ硫酸輻溶工程を省賂し摩るや否やを決定せんと『㌧

回し，同一検置豊（ト’り‘クレン抽出液）’を二等分し其一牛は硫酸轄溶工程を経てソーダ・アルカ

リ性に点てクロロホルム輻溶を行ひク．ゴロホルム抽出液を塩酸水にて酸性となし振盈し，クロ

琳・・ム分に加副ン膿塩を鞘せしむ（之を從三法と二二他の一二硫囎二手程』

を省略し，、ト冴クレン抽出液を直接塩酸水にて振盟し塩酸水液をクマロホルムにて振盟し，ク

・・ホル・分にz一・ゆン鰍塩を溶存せしむ（之を簡離と勘第3鰺照〉上言已灘に

依り得たるク四ホ・レム頒從來法嗣様些嘘理し融の上ヒ鰍験を施行したる鵬2表の結

果を得たり．

　第2表の成績は從來法並簡略法はロペリぞ塩基の総高得量に於ては大差なきを示し硫酸高溶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
工程は之を省略し得べきを立謹せり．・

　　　　　　　　　　，第2表從來法と簡略法の比較試験成績表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

盧壇法 從 來 ，法 篤 　　FA略 法
使用品品駆奮、」　　　　　、』三三得塩基　＼

　　、
謔R1牌 第33號 第34號 第＄1號 第33號’ 第34號

L硫1．　　　酸・ N　　．N
怩QZτ2」 号a7飽1 号215Z薯21 〒一聯r

一
一　一　　　　　　　　　　隔

〃ロロホルム

磨@　　　酸

　4Z
@　　ら
T％500cc

　4」

T％400cc
R0劣50cc

　4z
@　．パ
E5％500cg

3Z（5回）

曹≠S1誉・21

3．5」（7回）

m　　　N　　’
ﾁ31署一21

3．51（5回）　1

m　　「N
活黷Q’τ93Z

ソーダ荻10％液 1．8Z ．2．3」’ を．田．

一 一　ド 一
＼

アンモニア水 120cc ユ00cc 410cc 100cc 140cc

塩酸ロたラニン 91窪 ユ2．Og㌔ ’8．09 9．49 1、10．Og ’　12．1g

罵　・＾ツン第一回 　ig。09（F釦12ト・2・） 　30．99（Fp122－i23） 　142g（Fp1琴2－123） 　20．59　　22．69・
iFp卑一12a5）（Fp123一工24）

　16．5g（Fp123－124）

．” @　第二回’ 　2．99（Fp118－120．5） 　1．49（Fp120－122） 　3．09（Fp118－120） 　3．89’
qFp122－12の

　13gr
`Fp116『120）

クロロ・ホルム振

盟後の塩酸平水
．溶液庭理分よ．り・ 　噛w 『　、 一 析出せす 2．79 0．99・

析出せるロベリ
（Fp122－123）　　ヅ「 （Fp122－124）

ン
，　　L

、

1

　　　　＼ ’　「

し

〆
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ロベリア草アルカロイドの製捲に就て　（第2報）

　　CHC13：10％ソーダ衣溶液

　　謡溺L酷zl懸8・
　　No．3　0．51

第3崇從來法と三法
　　　　　ト　リ　ク　γン

1政從新法）

酸縛溶．

　NノジH2SO42Z
N／4一”　2Z

、、

昏昏HC1，分（4，、，、水飴．

　　1，き響1犠（，Ha，）・・

．H

　　　．1　　　　’
　．．合併CHC13分

　　li⊥三三…璽一　　　・
　CIIC13分　　　　　水洗分　　，

　　　1十芒硝200g　　。
　乾燥C耳CI3（5　Z）

　　1回牧CHC13（42　Z）
℃HCI3濃縮液　　　　　．　　’二

　　　　工水2Z十5％HCI　200cc（pH4。0）

　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　塩酸ロペラ昌’ン、
濾液　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9．19）
　　十エーテル0．75Z十NH40H　120cc（pH8．8）．
　　』‡　　，多・　　8：舞多　　　　　・　　　　　　　　ゴ　　，．．

　l　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　水液分，エーテル合併三

エーテル分NaC1水
1主讐9置瀧（L1の　、

エー隠テル濃縮液
1（氷室放置）

、

結晶19g（Fp1201－121。）
　第33號30．9g　　　　，
　　　　（Fp1220－123●）

　第34號14．29・
　　　　（Fp1220－123。）

蜜

、

’

世譜
　　／エ”テ咽牧（氷室）

結晶2．99
　（Fp118◎一120．5。）

　第33號なし
　第34號1．4g
　（Fp1200　f　122。）

母洗液

響

　　　　／』

．，／

＼



躍

　　　學　　’
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』の・比較試験塵理法圖表

，濃縮液10ズ

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリクレン分．

lz（簡略法）

　十N／2HCI　2．41（pH4．0）

、　N18”　　　　　　11
　　N／8”　．11

　　　　　　　　　　HC1分（4．4　Z）

　　　　　　　　　　　　1（器錨。宛

1・薔CH、、分（a51）　・Hd盆・．1∫

’濾ド鴨鵡晶噛藩臨（謝
　　　　　〕No・1エーテル0751十NH40H　loocc　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J＝＝一．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（pH8．8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CHCI3’　　　、・HC1
　　　　　葺8：μ8：ll（NaC”2509）1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＋C旦C1・α51

麺i廟　　’、袖灘・さ蒋㎜
雛騨騨．・㍑－・．1己撫血∴欝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽　u
　　　　　　　　　　　　　　　　　．φ
1　　・

結晶20．59
（Fp121。一1225。）

第33號27．69
（Fp　123。△124◎）

第34號16βg
～（Fp　123。一124。）

蹴液

「影回
結晶3．09母三三．
（Fp118。一120。）

第33號3．8g
（Fp122。一124・）

・第34號13g
（Fp116●一120。）　・

CHC13濃縮液
　　湖水11十5％HCI　locc

水分（氷室雄摂響．

塩酸ロベラニン析出せす）
　十工・一テル0．5ゐ0．31：0．2Z

　NH40正【60㏄（pH8．6）
　　　（Naq　100g）　、

1回牧CHC1・（21）

鰻

！

’

　　、　1
　　　　エーテル合併三

目』黹eル穿

　「エーアル回牧（0．8Z）
エーテル濃縮液
　1氷室放置

1＋K・90・20・

　1
第31號結晶なし
第33號，”呂7g（Fp122？一123。）

第34號”0．9g（Fp1220－124。）

　邑

　I
NaC1水

　1
水液分

φ

　1　　’
母洗液

、
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　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　1　　　　「　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」1

　　　8．．　　　　　　・ペリア草アル加イドの製造に就て（第2報）
　　　’

　　　　　　　　　第2．節、工業的製迭私案法各工程に於ける旋光三三牢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め
　　試に第1節記述の簡略法に於けるクロロホルム振回後の塩酸水溶液（第3表HC1分）を’

　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　の　ド
　吏に從開法の硫鯵液の虚理法に從ひ第3表HC1分以下の如く塵賦したるに時としてロベリン・

　塩基の析出を見たg，此事實はアルカロイドの塩酸塩済液より塩酸ロベリンのクロロ．ホル、ムllも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ瞬断朗な硫示すと共に此郎・．ン敗般をぢ撫すれ踊離の施亡牧得附きをヅ

　立：誰せり．．　　「　。　　　　　，　　　　、、　・

　　然るに比鰍駄翻せし翻は睦童戯二騎せしものなるを以て鮪せる7・レr㌍イ

・胴量嫡べ繕ゆば從雑略論中に・刈・の損失蘇嬢あるべしと思料ぜるを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さの　　　　し
　二って試に：二二法に於けるクロコホルム振回後の塩酸水溶液（第3表HC1分）に就き旋光度

　を槍するに旋光度を有し二二法のクロロホルム振量操作も亦Z一ロベリン塩酸塩のクロロホル・

　4中に溶存不充分なる温品を認めたり．依って二等は先づ工業的製造私案法の各工程に於ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し、蹴度を話しZ一・べ・シの行互螺零した・面一の如き結果翠たり二’

　　　　　　　　　　第3節　クロロホルム溶液を振燈洗源せる塩酸水溶　　　　・
ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　藤野のZ一・ペリンの回牧　・、㌔

　　工業的製造私案法のクロロホルム帯側工程に於ては穗アルカロイドを含有せるク仁マホルム

単軸塩醐（‘pH3．8～4．0）にて櫨四条し…加イ陸耀塩となし・．掬べリ・の鎌

塩を卿ホルム中判せしめ跡ヵロイドの韓塩を塩醐醐興せしむうF・白r．

　なるが，其効果如何を第4表の旋光度測定成績に就きで楡討、すうドクロpホルム溶液童塩酸水

にて離し…力国臆鍛冶となしたる際の弊・画ム溶液の三度は四駅1聾て

又轍縮液の三脚一46「を示ロアベリン鍛塩のグ卯ホ・・岬に游不充分にして

　塩酸水溶液中にも相當量移行すちを認めたり．此塩酸水溶液に移行せるZ一ロベ．ゾンを回牧㌃

る爲に灘に騨塩瀬液面蛭勿ロ桝にて振罎、してみ圃・一塩を…1

勲・に濡せ㌣めたり・雌の”・・ホルムの量温温韓船脚否を確認せ雌

　し次の如き虜理を行へり・

　　　　　’磁性油けるク卯ム殿櫨法に依る旋光度震幅態試瞼、

　　ムロベリン含有の塩酸氷溶液を2、倍容量のク懇到ホルみにて振重したるにクロロホルム分
　　　　　　　　　　k　　　、

　に一部分のみ回牧せらるるを認めたり．依って次に4倍容量，20倍容量及60倍容量のクロ

・‘ zルムにて順嫉駿理をなしたるもノ叩淘ンは紛回槻らるのみにし七曲全滅回

牧され外事5赫照）溌至に鰍せんが牟めには恐ら鰍徊の櫨騨峰すべし

＊Wielandは粗製ロベリア・アルカロ｛ドの弱酸性溶液を，20倍容量宛のク””ホルムにて10回擾
刺せり・　　．　　　　　・、 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　L　’

讐

1
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と思料し・三振蛋回数限度を津定すべく次の如き盧理を施行せり・，　　　　　．’

　塩酸洗灘分500ccを分液漏斗に取り1クロロホルム500　cc宛にて毎回30分間宛7回振

回鯛艦せ三二及・▽吋ルム分のpE三論三三の二等澗定しア・レ加，
イドの移行三態をも測定し左るに第6表の結果を得たり．

　　　　　　　　け第6二瀬樋費するに如鉢ルム分脇1回三三4回三色し旋光臨肥しZ一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のロベリンの移行せるを認むるも第5回以後は攣化を認めす・塩酸水溶液に麟ても第4回以後

は三度憂化せ虜．・～・加・粉も亦移行せす淀の膿あるを三三り・　．、　、

＼’
E．’ hI・、・ヵ・性に於け、グ・卿・ム反覆棚物

　　　　　　　　　　　　依る旋光度移動三態試験　　．　・

　上記1の三三に於て塩酸洗牒分申の旋光度等は酸性に於ては完全にクロ・ロ1ホ～レム分に移行

・吻一定の三三るを鋤妙・雌度ド到津輪騒二分を・Q％・一瑚容灘て記

しpH鱒〃三二しめ・・レカ牲瞠・於ては二二はク鴨ホ・レ紳磯何程離行ず

るやを試験せるに第7表の結果を得たり．　　　　　　　　　．　　1

　第7表の成績はpH　3～9の聞に於てのみ旋光度及アルカロィ，ドは埠二分よりクロ、ロホル

ム分購行すろを回り・「　　、

　　　　　　　　L　III堆酸海條分中のZ弔ペリン三牲試験

鰍灘分（三三6r）繊臨職て・叩ホル罐完全囎回して得た縄言色澄

明液（pH！．4），を氷室に韓回せるに最早結晶を析出せす兆依って塩酸洗三分中には塩酸ロ．ペ
　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

ラニンは最早混溶せざるもρと脚該液．500ρ・を襯として10％ソーダ荻溶液100c碗を

分劃的に注点するに其pHは次の女・鍵化す・　・　‘．　’　　　　．’
＼、

　依って先づ此旗6β～7．0に於てエーテル300℃cを注加し振盈するにエ」テル分は黄茶

色酬となり分離せうも乳靴駅水論との三回分離せり・面一テル分を分取譲撚

にて洗濠後炭酸ガリにて三水し土一テルを回牧し濃縮液を氷室に放置せるも結晶を析出せす，

・而るに之を塩酸塩溶液となすに雄光三一〇・75。を示せり・次に水三分は乳朕化暦を自然濾過し濾

液を放置するに器壁に茶荻色め飴状物を析出するをμて之を濾過した戸に濾液（pH　7．0）は旋’

光慶12ぐを示せり・依つ丁之にエrテ・・100r・を添加し．10％ソr叛溶液50　ccを追加

しpH　8．4となし振回しエーテル分を分取しエーテが回牧後残渣を塩酸水に溶解したるに旋光
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ρ　　　　　　　　　　　　　ノ

’ 第4表　工業的製造私案法昏工程に

各職敵於ける苛躍舗　’．F pH 可槍、趙外観

　　　　　　　　　＼
3．8 茶・色・不透明

〃　　　　　ゾ（第二回）1 3β 〃　　　　　　〃

1

遍　　　　　　　　　　　　　，

”ゼ @　　　　～第三回）　　　　　　　　　　’ 4．0 ，　　〃　　　　　　〃

@　　　　　　　L
第一回浸出液の珪藻土露理絡了濾液

H三三、・多　　　　。

ト　38　．3．8　4．0

茶色羅明　〃　　　　　　〃　〃　　　　　　〃

第一回浸出液の酸性白土吸着母液

|　・・1
3．8
≠W’．4．0

淡茶色，透明　〃　　　　　　〃

@〃　　　　　　〃

．

・

酸1生白土のNα1リクレン抽幽液． ＆6 セ彦や色，不透明，　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　　．_性白土のNo2トリクレン抽出液：． 8．8
〃．‘

酸性白土のNα3トリクレン抽出溶 9ゆ “　　　　〃　　　　　　〃

1．2 　　’ﾔ色，浴明
”’ @　　　　　　　（No．2） 1．2 〃　　　　　　〃

馳”　　　　　　　　　　　（No．3）　　’ 1．2 茶色　　”’
」　　　　　　　　　　　　　　　」　「

”　　　水洗霊液 3．0 淡黄色．”

硫騰液よリソヅアルカリ性に於てCHC』幣鱈） 7・2 赤色　　”、・

ゲ　　　　”　’　　　　、　　　　　（No．2） 8．6 茶黒色，Emulsioa多し

”　　　　　　　　　　　　　　（No．3） 、9．0 ’　　　　　・〃

クロロホルム溶液を二二洗遭せる塩酸溶液 3．6－4．0 　　　　　　　　　聖E茶赤色，透明
塩酸永で振回洗回せるクロロホルム溶液

〃
〃　　　　　　〃

クロロホルム溶液より．CHC13溜去後の塩酸水溶液塩酸ロベラニン結晶分離後の塩酸水溶液 z’ 旧弊鮮，明、　　　　　　　t

エ∴テル車專溶液　 ・　（No．1）

　　　”　　　　　（ド。．2）
エーテルま辰盟母液　　　1

母液を三盛せるクロロホルム溶液
クロロホルム振盟後の最後の母液

・8．4

9．0

〃

〃

〃

．茶黄色，鮮．明
茶　色　　”・
・青茶色㌧　”

、

4
奪

命
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於け。旋回識鹸表’
　　　　　　　　　　　、1

藁　、

旋‘’．光　　度 二三』燉e三態．
1

P ’備 考

0（光輝不鮮明）

撃潤i1”．）

ﾐ㈱，鮮萌）　　、

　，●8　芝・赫彗　ミ〃鮮…萌i；　・

P　0（　　”　　）
撃件Q．1多騨1、、

｛　　・（光輝不醐）

@、o⊆　”　）．

@　0（〃’）∫
一1．03。

@　9@　　　　　　鴨E． O　　　　　〆

D0

』＿

一4．61。　．

x3．25。

黷S．34。

Q4．43。．，
一　　8　　G「　，　　　　　　　‘

｛　　，
｛

、｛

（養。～瀦姦。，．

（磁。踊。，

（露温姦。，

塗

　　　　　　　　　　　クロロホルム：分　　　噛｛

　5％HC且02　Z：30鬼HCI　O．3Z

　　　　　　　　　」
　クロロホルム残溜物｛水　，

泉べ町草

工用硫酸．
　’多

膿血
　　ρ．

工濃硫酸』

珪藻土

　ガ

酸舶土い’
　タ
　〃、　　　　　　　1

酸性白土

　　〃

　　〃

硫酸嘉
10％ソーダ友溶液
ク星 ^ホルム．

ソーダ；爽溶液、

クロロホルム
　　ク
ソーダ荻溶液

クロロホルム

クロロ」赤ルム分

　　　　　　〃
工一アノレ

　　〃

鷺…・∫

器蹄’．

　　7z

　　5Z・

　　31．

20kg
・10kg

　5kg’
35kg
15kg

　5k無

55kg
15P1

1G撃戟D1

10P1

3望8ヂ，．

　1dll

　　52－．

，　5Z

　25Z
　　6Z
　・3耳

　　5Z
　　2Z、

　　2Z
　　lZ

　　6．5Z’

　．6・5Z

　　．4ガ

　　2．Z

　O．5Z．
　　4Z・
　．0．3Z・

　　4Z．

晦；．㎞・・駐

　　　　　　”、’

　　　1、，

　　　　　　彰

」瞬騨旧著・＝．
　　・　　　　　”　．

　　　　　　　　L　　　ζ

　　　　　　〃．’

　　　　　　〃

　　。ペリン，・たラニン

　　難姶む　　　’
　　　　　　ガ〕11

　　　　　　　　　　　　喰・
で　　　　　〃』

　　副アルカロイ．ド塩酸
　　．塩を含む筈

　　塩酸岬囎む㌔・
、準放置前Fl

’．

／　．

、’
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12 ロベリア草アルカ冒イドの製造に就て（第2報）

第　5『．表　　ロベリンのクロロホルム溶液

各工程に於’ ｯるL O三腿名四 pH

　クロロホルム溶液を振盟洗瀧せる塩酸水溶液．　　／

　塩酸水で同盟洗灘せるクηロ』ホルム溶液　」　　　　　　　、

・・塩酸で胆汁CHC1・分を水にて洗灘る水ρ分「

　旧離塩酸分を四倍量のグ亡ロホル云にて振盟せるHC1分　　　’

　洗潅塩酸分を四倍量のクロロホルムにて振駒せるCHC13分

　更に此のCHCI3振回後ゐHCI秀の中20ccを取り40倍
屡　のクロロホルムにて振盟後のCHCI3分

　　3．6～4の

　　　　等
し　　　　　　〃

　　4．0～5．0

　　3．6～4．0．．

　　　〃
　　　〃

’第6表
　ノ　　　　　　　　　　　　　　ロ

塩酸洗瀞分申の旋光度の

瀞 分

ノ

振盧回数

振畳，前

回1回
第2回
第3回
第4回
第5回
第6回
第r7回、

塩 酸 ，洗

旋光劇・H
’一 V．25。

一6．62。

一5．25。

一5．20。

一5．20。

一5．20。

　　　1、一520。

一5．20。

1．2

1．4

L6
〃

〃

〃、，

〃

‘〃

色 調

茶紅赤色
茶　赤　「色

小豆赤色
　　〃
　　〃
　　・・〃

　　〃
　　〃

Mayer・Reakt．

ノ　　　十

　　’十
　　　〆　　　十
　　　十
　　　十
　　　十
　　　十
　　　十

、

第7’表　．塩酸洗三分中の旋光度がアルカリ性に

・　　　　　　　塩　　　　酸　　　　洗・，　　濠　　　　　　　　　　L

振鑑回数
　　’P0％ソ．一グ友

n液添加量 旋光度’
『1

垂g 色　　　　　1調’
1

　　振盟前
　　第1回
　漁，

　　第2回
　　第3回
　　第4回
　　第5回
・．　第6回
　　第．7』回

　　第8回
　　第9回
　。第10回

　φ

40cc

．〃

20cc
㌔

40cc

2Qcc

60cc

locc

ナ

一5．20か　　，

’L5．20。．

＿4．36。

一3．55。

一2．50。、

一1．68。

一〇β6。

　0
　0、

　0

　　　1．6

　　　2．0

　　　3．0

　　4。2～4．4

　　5．8～’6．0石

　　6．8～7．2

　　8．0～8．2　‘

．十磯轡
　　　〃
　　　〃

茶・小豆，色1
．＝　　　　〃　　　　L

稽濃茶赤色
茶　　　 ・色’

茶　　黄　　色．

濠茶黄色’
黄　　　　色

薄蓼色
　　　〃
　　　〃

’

／

磯

〆
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並塩酸溶液相互間に於ける三三欺態試験成績表

可楡趙外観 ト旋光劇● 可検髄内容歌態

茶赤色，透明

　”　．　　”

茶色透明・

　〃　　　〃

淡黄色〃

淡色　”

．一S161・

L3●25。　’

一5．71。

一3．13●

一〇．87。・

一〇．86。　　8

クロロ1ホルム分　　　6。51｛

5％HC10．2み30％HC互0。3Z

　　　　　　　　「クロロホルム分

｛泉ロロ桝∫「

　　r｛HCl
CHC！3

CHq3
CHC13

、

　6．5Z

　6．5Z・
200cc

．500cc
2000cc

2000cc、

800cc

備 考

ク亡ロホルム分に移動三態試験域績表1

タロ∫ロホ・『ルム手由「
H回

旋光一pH 色 調1￥・y・・Reak・

　　　　　　0
　　　　　　」0．S8。

　　　　　　一〇．62。
　　　　　　二〇．58。
　　　　　　　　　も
・　、　　　　　少許
　　　　1　　0

　　　・　　　0

　　　　　　0

Ia・

6夕

　　；．

　　；

　蕪　　　　　色
i三蓋皇

　淡　黄　色

，僅微黄色
　無・　　色
　　　〃

　　　〃

十

十

十

十

惰 考

塩酸洗灘分500ccをク1ロ
ロホルム毎回500cc宛30
分間宛振盟す

‘

総てグロロホルムに移動する歌態試験成績表

分 クロロホ．ルム抽出分　r

Mayer．Reakt．

十

十

十・

十

十

十

十

微　　少

旋光劇頑」舗i珂・￥er　Reak・

　0

　0
一α興．

、一
Z．85。

一1．25●，

一2．20。

一1．75。

一〇．44。・

　0　、

　0
　、0

1o
、弱酸性『

　　〃

　　〃

中～弱酸
6．8【》7．2　「

7．8～82

　19．0

　　〃

無　色

無’色・

僅’微』

黄色
　〃
　〃’o

茶黄色

淡黄色

，無　色

　匁　・

微・’

十

十

．十

十

十．

層十

1少・

徴　　少

備　　、
・　’

・考

・　　　　　　　r、

酸液500ccをクロロホル’ム500㏄

宛30分宛振回

Emulsion析出し始む

　　　　　　〃

E】ねdsion析出多：量・溝過す

Emulsion少し畠

£mulsめnなし
　　　　　、　”

　　　，　　．．σ

　　　　　　　　　命　　　　　’
　　　　　　〃

、

’



8 、

f
14 』ロベリア草アルカロイドの製造に就て　（第2i報）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ三一2．50。を示せり。水液分は更にエ・一テル100ccを添加し10％ソーダ衣溶液：50　ccを追

加じpH9・と三三巨∴テル髄分取後回し四魔髄酸溶液となすに三度一a・7を

示せり，而して最後のエーテノセ振盤母液は最早旋光度を認めす㌧　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’●
　樹先に器壁に析出せる飴挙挙はアセトセ「・クロロホルムに溶解し放置せるも析出直なし・依

って之を晒し婦渣を蟹騨（・H4・）と聴し更に如・ホル・構法を騨事たるも何

れの個所にも旋光度は認められす，即ち析串飴挿物には最：早：Z一ロペリ．ンは含有せざるものと

思料す。　層　　・　　　　　　　　　　　　　’　　．

　上記の豫試験の結果ぶり塩酸洗濃分申の　レロベリン回牧は次の虚理法に擦るを得策と認む

ゐ譜第なり・

・鵬蝉吟灘は樋眼て・・昧ル・を完全囎恥し岬町・・％・一嫁澱を注

加しpH　6・8となし木純物を琴歌物質として析出下しめて濾貸し．濾液に更IF．10％ソー・ダ

麟瀧分鋤に注加しp脚；pH＆4及pH90の三幅工卿テ・娠三三ひ工ニテη分

は各別に食塩飽和水にて洗毒し炭酸カリにて毒水後エーテルを回牧しZ一ロベリンを結晶せし

む．

　試に妓にpH別に振盈せるエーテル努の下襲残渣を塩酸水溶液となし旋光度を測定し㍗る

に其成績次の如し．　　　　’　　　　，　，　　　　1b　、－

　　　　　　　pH　7・0よりめエーテル残渣→塩酸水溶液旋光度一〇・75。

　　　　　　つH．＆4　夕r　曾　・”　・a5α
　　　　　　　pH：9ρ　　　　　　　”　　　　・　　→　　・　　　　”　　　　　　．一2．07。

　註：飴状物質及pH．9・0學上よりの二一テル部分には」一ロベリンを含有せす・

　　　　　　’第4節・・ベリア・ア・・加イ噛類溶液よ鯉ペリン撫基●
　　　　　　　　　　　　をエーテル1亡轄溶析出せしむる際のpH：に就て　’　・　　’

　　　　　　　　　　　　9
　ロベリア・アノセカロイド塩類溶液よりZ一ロベリンを結晶性として分離せしむるには第1輯

に於て記述せる如く2∫法あり，即ち一は塩類溶液をアルカリ性に於てエー」テルにて振聾しエ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ターテル分を合俳し水洗脱水後エーテルを濃縮し適度の濃度となし（純レロベ・リンを接種し）冷虜

歩脚放置してZ幻剛ンを結晶せしむる法他の憎は・ルヵリ性と’なす際に…ヵ欄を

分劃的に添加しpH別にエーテル振量を行ひエーテル分な各瑚々に濃縮レてZ一ロ’『リンを分

離する法なり．華甲2法の優劣を比較するに前者はエーテル分を合噂し純理する故操作上に　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ
於ては簡懸るも結晶の棚欄間腰し析出不充分なる時は甦母瀧馨して第二結晶を

超せ、し嘩るべから窮之腰すう1τ縮の殿の齪困黙ると共に副アルカロイドが多

難混還る構に於で即一・刈璽結晶搬困難にし旭不純となるの麟あり・之に’
　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　，　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂

　　反し後者はアルカリ剤を分劃的に添加し，pH別にエーテル振回庭理を行ふ故操作上三三の厭

　・あるも塩基度の差に俵り轄溶せしむる故Z一ロベリンの結晶析出迅速且分離完全にして多くの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　げ　場合Z一・刈ンは第一結晶として完全に析臨母瀧濃縮するも第三結晶の縮殆どなく第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　’一結晶母液はエーテルを回沸して副アルカロイドの分離（第3報酬3章第2節参照）に移

　．すも麦弱なし，依って1一戸ペリ，ンの分離法としては後者に依るの有利なるを認めたり・

　　依って更にムロベリン¢ンェーテル鱒溶工程に於ける最適pHを三三的に比較し決定せんが

・し ｽめ如試験朧醸せり・即ち髄第r報轟轟・鰍渕ンの結嗣集後の樹麟

　物質の槍明試験の實験に立てロベリンの結晶析出を見たるはpH　7．6～8．2なるを認めし故先

　づ・pH　7・0；P耳8・0～8・2；pH．珍・0～9・2になる様にアンモニア水の分劃添加を行ひP正｛別に“

　　土一デ・・振齢施行しエーテ紛は認り々膿幽して得たる結晶の牧櫨，融雪等を比較せる

　　にZ　郎リンを辛テ，レ1礁溶し回せしむる騨はbH　7つ；呂12及92の手回1扮劃的に

　振遇し暗ゆH別に虎戯するを最適とするを認めたり．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧　　　〆
　　以上の試瞼成績を総括しで結論すれば次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　ド　．論

　　　　　　　　　　　　　の　　　　1・第1勲於細面驚・べ・7…レ加・ド蝶曄聯案激依る・刈ア・アル

　　　ヵロイド牧得量は瑞西局方のロ拶リア・アルカロイド定量法に準凝せる製造に依る牧得量と良

　　　く一致せり．　”　　　　　　　1

　　　　2・ロベリア草定量に依りて得たる糠アルカロイドめ中約8．5銘内外は結晶性塩基として分

　　　離するを得たるも90％内外は樹脂檬物質として残留するを認めたり．

　　　　、a瑞西局加・ベウ・草・堕…越川下凱比三三に雛幽べ・・聴を

　　　分離し得べきを認めたり．然るに多量のエーヲルを使用するを以て工業的抽出製造法としては

　　　實施不可能なり・1，　’　　　『、・一－　　’
　　’4工業的製造私案灘瑞西局潮懸・鞭せる製造法に題する㈱量を得るのみなら’・

　　　す，製品の紳度等に於ても優秀にして工業的製造法として推溢すべきものなるを確認せり．｝
、／

　　　　5・工業的難私案脚躍山嶺纈の劇職麟溶工概省略晦べきを蝦吻．

　　　　・6・工業的製造私案法のクロロホルム轄溶主程中塩酸言振盟操作中1－bペリンの損失を罪す

　　　を認め之が回牧方法に就き研窯せり．

　　　　乳ロ慌リア8アルカロイド峯類溶液よりPペリン峯基を’モーテルに轄溶し析馴せしむる際　　　　・

　　　の贈爵鰍的に晒せる・i・H7ρ・＆2即2のF細分舗に振凱騎せしめ各．

　　　別々に一理するの得策なるを認めたり．．

　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　、



　　　♂16 ・ペリア草アル加イドの製造に就て（第2報）

＼

　　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　献

　P　近藤・市川・・藤田：當所藁報61・63～84、（昭和18年）

　2）　H．Lestra・：Bu11．　Scienc．　pharmac．1926．　S．16．

　　　　　　　　　　　　　　　も
　3）近藤・市川・藤田：三所藁報57690～97（昭和16．年‘3月）・

　　　　　昭和・19年10．月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
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　　　　ロベリア草アルカロイドの製造に就てギ
。　　　’

　　　　　　　　　　　　　　．（第3報）

　　　工業的製造私案法の各工程に於ける副生物：質の

、

検朋塵理拉副アルカロイドの分離精製

妓　官　　近

技　官　　市

元囑託　　藤

罠

　藤’　　龍

川『　重

田　知・一　郎

　次・

第1章瓢製硫酸ロベラ昌ンの脇明試瞼．

　第1節　粗製硫酸ロ疲ラ昌ンよリロペラニン短基の分離

　第2節一粗製硫酸ロベラニンの精製露理（水再結晶法）　1

第3節粗製硫酸鹸ラ’昌ンの精製応訴アセトン再結融）

第2章粗製盈酸・ペラロ昌ンめ検明試瞼　　’
　第1節　粗製塩酸ロベラニンの各種溶媒に鍬する溶鯉度試瞼

　第2節・粗製塩酸ロベラニンの桧明塵理法

　　　　　　　　　　　の第3章樹脂檬副生物質の検明虎理

第1節ク・・ホルム男衆工程中の副生物なる棚旨檬物質の

　　＼　検明試験　　　　・

第2節1弔ペリン結贔探集後のエーテ嘉燈液より得たる樹
　　　　脂梼鋤質の検明試瞼

　結’論・

　引溺文献　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

y

、・

、

　　　ロベリア草中に三見されたるアル均ロイドは現今約10種を数ふるに至れるも乏呼吸興奮藥

　　として賞用せらるるは　Z一ロベリンのみにして，他の副アルカロイドは呼吸興奮作用何れも・．

　　　　　　、、　1　　　　　　　　』　　　　　　　1’）
　　1一ロぜリンに比し著しく古きものの如く，目下副アルカロイドは臨言上に使用せらるるに至ら　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　の

　　すと難も，副アルカロイド就中ロベラニン三十ペラニヂンとロ犀リンとは化學構造上非常に密
　　　　　　　　　・　　　　」　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　接なる關係を有し，ロベラニヂン及ロベリンを氷酪とCrO3にて酸化すればロ・リニンを生じ！，

一　反回にロ犀ラニン及ロベ羅ンをNa・amalga㎡にて還元すればロベラニデンを得べし，叉ロペ

　　えニンを接隣還元すればdノーロベリンを得之を光性的分割塵理法に附せばZ一ロベリンとなすを’

㍉　’得べし（第1圖表＝参照）．．　　‘　　　　　　　　　　＿、　　、　　　　　．

　　　依って副アルカロイド中少くともd，1ロベリン，ロベラニン及ロベラニヂンはロバリア草の

　　重要成分と謂ふを得べじ。∫　嘔　，　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1”，　　　　　，’
　　　余等は第1報及第2報に於て主としてレロベリンの製造試験に就き記述し，傍らロペラニ

　　ン等哩ア助ロイドを副生物とし撒奢專せる総噸繊告せり・蘇鱒三業白勺蝿私

　　　　噂　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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案法の各工程に於ける三生物申の成分槍萌試験を綾行中なりしが是等の副生物中より上記の副
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

アル加研を艦回せるを三つ磁にその鋤雌聯3回し獺齢べし一

　　　　　　　　第1章　粗製硫酸ロベラニンの忌明試験　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　の
　第1報記述の工業的製造私案法のトリクレン抽出液より硫酸轄溶工程．（主として第二回N－

H・SO諏即際）眼て回せる硫酸ロベラニンと桝る結晶はFr．62～6ぎ赫し（時と．

！して70。なる事あり）ぞ本四1分は常温1τ於て80翁の水に溶解し（約50『に加温すれば

20分の水にて、も容易に溶解す）淡青色透明液（pH　2．6）となり’旋光度を回せす．二品の水溶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
液にアルカリを添加し塩基を遊離せしむるに其Fp　92～94。を示し1丈献言巳載のロベラニン塩

基のFp　99。より著しく低ぐ本結晶は粗製硫酸ロペラニンなるもの義如し．

　依って該結晶を瞼明せんと三七先づ各租溶媒に野する溶解度を試験したるに第2表の如き成

績を得たり．

　　　　　　　　　第2表　粗製硫酸ロκラニン1の溶解度試験成績表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　の

白白溶媒舗1明白i白白不溶雑 備 考

　　水　　’

@　　　　ノF　畠　テ　ル

　菅）
W0cc

Q0cc
可溶

s溶

019
菅）50。に加温すれば20ccにても易溶なり．加温して得たる溶液は放冷するにFp　66。の結晶（0．649）を折出す。

、 L

ρ 純アル穿一ル ’　　〃

可溶 0　・ 本溶液は放置するも結晶折出せす濃縮
レ

ア　セ　ト　ン　　　、 〃

可溶 0
し：放置するにFp　66。の結晶（0．49）を折出す．　　　　・・

「ベンゾー’ル

hクロ廿ボムル

@ト　リク　レン

　〃

@〃
ｿ　〃

不溶

s溶
s溶

　0．959＿

o　19、

@Or959

アセトン溶液は放置するに第一結晶Fp　135。（0．1g）を弾出し，　　　　　　　　　　　此結晶母液

ｶ鶴戸に．Fp6⑩第二結晶σ49

第2、麹結馳欄する・こ本結晶は水・．純・ルー吸…ン蹴可瀧ち’も其他の溶

徽螂ど不回るを示せり・而して水・・封ず・解灘温度脚て著しく差異ありカロ温

’して騨る溶灘靴聯するのみ1τてF・68の結晶・64％を撫する轡て三品の二二

溶媒としては水が最適なるを認めたP・之に反し純アルコrル溶液は之を放置するも結晶析出

マ画濃縮すれば初めてFp硲の結晶40％一を析出し，叉アセトン三二は放置中1τ第一結晶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　としrF♀鞠結晶10％を析出し此四這母灘回すう・磁F・・噸二承吉晶蠣

を析出せり．

　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

燃を御る蹴酸回ラ㌣OF吻記載塗く上言巳酪瀦媒よ粥たる鞭品の中F・

6σ’のものと、Fp　13『のものと卿力く隙郎》ンなる糟礫せんがため1・次に記謝る

如き検明露理試験を雄臣せり．

＊硫酸ロベラ昌ンのFpは丈献言弓載なし

◎

■

’

、
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　　　　　㌃．　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　。「

　　　　　　　　’第・節線轍・ぺ・・ンより丙・騨の雑＼・’

　　　　　A：粗製硫酸ロベラFン（Fp（12rげ鱒。）19に水、80ccを注加し溶解せしめたる水溶液に

　　　　アンー・蝉遍し・吻性となし塩奉を灘せし嘩濾別水洗し硫脚に乾燥したる

　　　　に三三92ヴ94を示ぜりし・　　　　　　　・　　　ご．，
　　　．・・膿鯉・雨ニンCFp　65－7α）59i・水．・1・Occを注加し・5－5吻琳中1・於て

“　力三三回瀾騨（・Ha・旋回し）・・エー・・q噸圭考・し…モ・ア

　　　　・k．（・・％）2・・r．を添加し再9・と々・し櫨レモr…価分取し水洗晩水回エーテル姻

　　　　逸濃撒を回すれば縮色の結晶a・・（甘・・乞・～晶晶郷・母麟は更膿三三

　　　　置すれば第二結晶0．189（Fp　9念【護）4。）轍得す．　　　　　　　　’

　　　　　・・粗鱒一・ニン搬述嘘騨依り蹴るFp　66－67の編・・三脚

　　　　上記A及Bと同様に虚目したるに遊離せる塩基は其Fp夫々97～98；98～99。を示せり．』

趨

第3表　粗製硫酸ロベラ苧セ槍明虚理法：

　粗製硫酸ロ隠ラニン（Fp　65～70。）5g

i磯水…cc（45一・勤1温1辮し滞醐
　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　「 　　」

不溶分
（黒褐色，少量）

、、

〆

＼

　一・　　　“　　　　　1
第三（翻心繍躍糖三．

ナセトン溶液・一（氷室に液放置

　・　　　．　すれば結晶を折出す）1　　　　，
　　　　　　　　　1
　　　　　　　　母洗液…低温回忌

’膿ザ）　仁
　　　　　　　l　　　　　l

利1瀕瓶

＋アセトマ70cc（徽すれば回す）祉結晶（舶F，鋤

第⊥一面色

　三二記載なし

　　　　　1

・　母1蹄鯉轍冷却す
「一一一』一『一一「

　　　　　　　　　　　母洗液

面詳密攣製　L

繍繭2叫野獣磁
・アセトセ溶液（氷室一夜0．⊥9（2％）

　　　放置結晶折勘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ勲α，。）二一㌦！結晶（Fp164。），（6，。）母鹸

’

の

「

美粗製醗酸ロベラニン（Fp　65ん70・）を精製しないでそのまま

　19をとりアセトン』20ccにて庭理し再結晶する時は第一・
結晶としてぞP135。の結晶0・19を得（該品も：文獄なし）・

　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　㍉

　　　1『　　　　　　　、　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　！　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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、　　　　　　　　　　第2．節「粗製硫酸ロペラ「ニンの精製虚理（水再結晶法）

　　　　粗製硫酸ロペラ≒シ（Fp－65～70。）59を蒸溜本100cc中に投じ潭水（45～50●）中に於て

　’　加温し溶解し盗時に高湿し，．濾液（pH　2・6旋光度なし）を氷室に放置する時は白色結晶を析出

　　　す，此第一結晶を濾集し水洗後乾燥するにFp　66～67。の結晶3．29を牧得せり’（牧得率64

　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ

　　　％聯一茄吉晶母液前郷牌する舶色の躯結晶L1・（F・6σ〉を綿（牧榊22％》更1で

　　　第瀦玉壷澱り綿三幅91・∫Fp　16チ7168）を自得す・（牧得率2％）（第3藩照）・

’　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　弓　　　　・F　　　　　／1
　　　　　　　　　　第隅粗製鞭穆ρ骸騨㍗ト喋晶法）ヨ　

，

　　　　　△1：粗製硫酸ロたラニン（Fp　65～700）59にアセトンユ00¢を注加し彊く振回し完全に

　　　・溶解せしめたう後濾過し濾液輩氷室に放置するに第一結晶としてFp　135。の締晶0159を析’

　　　出す，此結晶母液を濃縮し放置すれば第二結晶2．0．9．（Fp66。）を牧得す．’・・　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　」B：粗製硫酸ロベラ・ニンを上記の水再結晶法により学理して得たる第一結晶3．29（Fp　66～

　　　67）に・ヤ・・70cc轡・し・と同様鴫賦する・・購吉晶として幽魂なる結晶L89（F・

　　　166。）を牧得す，更に此結晶母液を濃縮すれば第二結晶（Fp’66。）0．39を牧得す（第3表参照）．

　　　　　C：上記の水：再結晶法に’より虞理←て得たる第二結晶：L19（Fp　66。）をB・と同謙にア

　　　　セhン25ccより再結晶するにFp　164～166。・Z．の結晶0．69を牧得・せり（第3表参照）．

　　　　硫酸ロペラ』ンのFpはタ献記載なきも上記の精製庭理法に依り得たるFp　66～67。・の硫

　　　隣よ噛離せしめたる画面ぞPが・ベラ昌ぞに一致せるを以てFp晦67・を以て硫酸

　　　　ロ母ラニンのFpと認むる蓼至當と思粁す．

　　　　、依って上記の槍虚血試験の結果は粗製硫酸官ペラ』レと稻せし結晶は約86％は硫酸ロベラ
　　　ジ
　　　　子ン藤下他はFp　13『及、F・16尋～16σの画趣偏れるを示せり．・｝而して之等の二物

　　　質は交献に記載なきものにして二者同一物質なりや否やは他日の研究により決定すたし．

　　　　　　　　　　　　　　　月

　　　　　　　　　　　　第2章　粗製塩酸ロベラニンの検明試験

　　　／　　　’　　・　　　　　，1
　　　　第1報記述の工業的製造私案法のクロロホルム縛溶工程に於て析出せる塩酸ロバラ三ンと　，
　刷　　　、　　　　　　早　　　　　　　　　、　　1　・　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　、’　　　　　　　　．　　　　　’

　　　　稻する結晶はFp　184。を示し正規の塩酸ロ《3ラニシ（Fp　188。）に比し粗製品なり．二二製塩

　　　　酸ロベラニンー分は蒸溜水八回分に溶解し（但し20。に加温す）本水溶液は旋光度を有せす，

　　　　之・F・ぞモニア水御ロし臨を灘せしむるにFp　8、助塩基を得純粋の・ベラ・・の・・，

　　　　99．よ虚しく低鯉細るを認めたれば之が搬を行はざ砂躯丈献幽するに

　　　　Wie1ρnd及Sch6phは粗製塩酸ロベラニ、ンξ25％、アルコLル8倍量に溶解し再結晶すれ

　　　　ばFp　188の髄酸価・二・欝準結晶面湯に醜し炭酸・一応称て聴を灘せ

　　　　しむれ’ばFp　99。のロ．ベラニン塩基を得べきを報告せり．　　　．　　　．　　　　　ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

8



i

ノ

　　　　　22　　　　　　　　　　　　　ロペウア草アルカロイドの製造に就て　（第3報）

’　　　依っ三余等は本法の追試を行びたるに25％アルコール8倍量にては50～60。に加温し

　　　40分間に友ぶも全溶せす不溶分多く（45％），之を三時濾過せる濾液は氷冷するに第一結晶とし・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　　てFp　184～1850みもの25％を牧得せるのみにして結果良好ならすがかる純度の粗製塩酸ロ

　　　ベラニンの簸法としては本部樋五壇を認細り・　　層　＿・
　　　　依つ脚騨酸・ベラ・㌻の騨画面んと欲し実記ρ嫡騨繰行へ軌・

　　　　　　　　　　第1節　粗製塩酸ロベラニンの各種溶媒に甥する溶解度試験

　　　　粗製塩酸＃ベラニン19宛を試験管に取り各種溶媒20cc宛を注屯し密栓し恥く振恥した

．．　る後放置して濾過し洗潤し乾燥して秤量し溶解歌況を観察したるに第4表の結果を得たり．

　　　　　　　　　第4表’下下塩酸ロペラニンの各種溶媒に封ずる溶解度試験威績表

躍到燃三三量陳・HI嚇量不問不溶分・・備 考

19 水 20cc 6．0～6．2
一

1．09 184。 20。に加温すれば

〃
エ　一　テ　ル

〃 〃 0．29 0．89． 1810 （1：80）にて全
nす　　　、

、”

純アルコール 〃 〃 0，35g 0，65g ・187。，

〃

ア　セ　ト・ン
〃 〃 0．49 0．69． 187。

一　　〃 　　　　“ﾗト．ンソール
〃 〃 0・89 181。

〃 クゴロホルム ρ 〃 0．89「 0．29 191。

〃

・トリクレン
〃 〃 039． α89 179。

｝　　　　　／

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　第4表の試験成績表を通覧するに粗製塩酸ロベラニンの精製法としては約20倍容量め純ア

ルコール叉はアセトンにて三三し易溶性物質を除去する時は不溶分としてFp　137。の精製塩

酸戸ベラニンを領得←得べきを認め得べし．然るに有機溶媒の入手困難なる現状に鑑み有機溶

媒の使丁服的之麗くるを撒なり珊考’し粗製巴町旗ンの永に鮒る溶膿は潭

度帷に依り著しき差計る庸目し蝉結吊灘依る樋當と認め次曜述する重・識嘘

理法を實施せり．　　　　　　　、　　・　　　　　1

　　　　　　　　　　　第2節粗製塩蜘ペラニンの嗣子離法

粗製塩酸・ぺ．ラニン（Fp　184宏）粉末1009に蒸溜水3000ccを加噸く振燈後5タ・の濫

水中に入れ30分聞麟櫨越州行峠れ開脚賜依つτ越温に乗じで吸蝿過し（濾

液をAとす！・．不溶分は更に順次之に蒸溜水（2000cc；10qocc；10Qocc）を追加し同檬に塵理

したるに第四回目には殆んど完全に溶解せり・毎回の塵理解は十時に黙過し各濾液～A・ac・D

とす，何れも旋光度なし）を氷室に放置するに、A，　B‘及Cよりは塩酸塩の第一結晶（純白色）

ζ騰犠蕪1恥’18『！；B胆：1㎏岬；9Ng1：㎏（Fp　188。）〕

’

し
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　　ANo．1結晶を濾回せる母洗液匠低温蒸獲して濃縮し氷室に敏置したるに第二結晶14．59

　　（Fp　168～170。）を得たり・第二結晶の母洗液はアンモニア・ア～ヒカリ性としてエーテル轄溶

　二目を行ひ塩基として上牧せんと企てたぐに塩山の析串を回す依って之を塩酸々性となすに白

色の第三結晶a5瓦（Fp［17¢）をそ尋たりξ　　　　．’．

　　BNo・1及CNo・1結晶を濾記せる三二液はム二二液と同様に虚理したるも最早第二結

　晶を析出せす依って三等は濾液Dと合併し上述の如くアンモニア・アルカリ性に於てエーテ

　ル脂溶庭回を行ひたる後エーテル濃縮液を氷室に放置するに塩基の結晶39（Fp　119～120●）を

　得たり．

　　上記の庭理法に依り牧得せる塩酸塩の結晶中Fp　18ら～188。¢）ものは之より塩基を遊離せし

　むるにFp　98～白9“を示しマベラニンのFpと一致するを以て塩酸ロベラニン匠して，又

　Fp．王68～170。を示すものは旋光度なくd，　Z一ロベリンの塩酸緯に三三し，　Fp　119～120。を示

す塩基はN・・一1・b・1・ni如くはN・卜1・b・1・nidl・勧と認め誤審＾こし・

　、即ち上記槍明試験あ結果は粗製塩酸ロペラニンと稻せる副生物質は塵酸ロベラニンを主成分

　　（65％）とし・塩酸　d，Z一ロ《切γ17％・及Nor－Lobelanin若くはNor－Lobelanidin　3％

．よ痴るを示せり漏レて何回灘度なき故粗製塩酸・拶ニン収は．1噌ペリンを髄

　せざるべし．

　　叙上の繰より簸搬・ヴ・．・の線法として跣づ．i5ケ20糧の魏臆て加温塵

　回して比較的易溶性の塩酸塩（例へば塩酸d，Z一ロベリン）を溶解除去したる後不溶分に45～50

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倍：量の蒸溜水を注加し加濫溶解し濫に乗じて濾過し濾液を氷室に放置し結晶を析出ぜしむる法

　．を得策とすべし；

　　　　　　　　　　　第3章樹脂二二物質の棚麟1・1．’

．　　　　　第1節　クロbホルム面前正湖中の副生物なる樹脂檬物質の瞼明試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　2）
　　工業的製造私案法のクpロホルム轄溶工程（第』1職製造工程圓表参照）申Z一ロベリン塩酸

　塩を溶存せるク、ロロホルム溶液を減堅濃縮に依蜘クロロホルム・の大部分を回回したる後蒸溜

雌添加し・・琳ルムを完全に除去する際・・細心の三韓撚て鰭（35ん4・り1・於てC・・を

　遍じつ上庭理する時と錐も，多くの場合箒底に油状物質を析出し冷却するに從ぴ樹脂様物質に

　　　　攣化するは第1報に於て既述せる虞なり．二三生物の生成原因に就き考ふるに．トリクレン抽出

　工程に於てトリクレン抽出液を濃縮せる時は實瞼の結果その量著しぐ多量なるを認めたり（第

　5表成績表参照），之蓋しトリクレン濃縮中にアルカロイドの分解せるなるべし．依って此副

　生物の生成を防止せんと欲し添加する水の量を増減し又はp耳，を攣化せしむる等種々研究せ

　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　，残　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

’

麿



24 ロドリァ草アルカロイドφ製造に就て（第3報）

第5表　樹脂檬物質の三明試験成績表・

　　　　　　　　　　　　　コ　　
鰯號響べ・彦牧謙塩亀 備 考

ノ

戸
r

第3d回 12．5g 18．Og 110ぐ）115。

@　　受

昭和ユ3年度仕込（トリクレン抽出液を濃縮す）　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　．

第ド3エ　回 ．20．Og 19．39 119～ユ21。 　電V

第　32　回 123窪 27．39 126～128。層 ，　　　　　　　　〃　　　　　　　　、

第33回
，　15．6g 69．99 116遍》118。

　　　　　　　　　〃
蝠ｪ：塩酸ロペラニン29’59；耳ペリン塩基
60乏；gFp　124～125。　　　　　　　　　ゆ

μ　・「

第　34　回
12．8g　　「 ．30．8g i22～124。 　　　　　「蝠ｪ：塩酸ロベラニン2659；ロベリン塩酸基　　　　　　　　　ド　’

51。6gFp』122～123。 @　　　　　旨
， 1〃　、　　　　　．1

第　35　回 19．49 21．1g、 115心118。 裾分．：塩酸ロベラ昌ン34．59；ロベリン塩酸基

　7
@　　’@　　　7f第　36　回

17．6g 12．Og 123～125。

61詫㎏Fp　125～126。　　　　　　．・　　　　　　　　　　　　’　卜　　　　　　　　　〃

蝠ｪ、；塩酸ロぱラニン37．99；ロベリン塩酸基
47．Og　Fp1琴4～125。　．　　　　　　　　　，。　　　　　　　　　　P

謔R7～39回 22．09 33．4g 121～122こ 　　　　　　　　　　　　　　〆ｺ和13年度仕込（トリクレン抽出液を濃縮す）

．第40～43回 ∫4・79・・ 16．79 125’》126。

@　　、

　　　　　　　　　　　　　　一f　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　．

　　一嘯S4～48回 ／35．3g ．118．Og 110～115。
r〃』‘

第1～13回
、30．5g、　　　F 34．8g 128。

昭和14年度仕込（トリクレン抽出液濃縮工程
ﾈ略　　　　　　　　　　　　　・

第14～25回 35．7g 38．5g 125～126。
層　　窪

　　　　しも帳面を多量となし且pHを溶くすと錐も全然防止する事は不可能なり，但し原料只ベリア
　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　：草の種類に依り油虫物質の析出量少量なる事あり．

　　　’文献に篠れば該油球物質は副アルカロイ鷲¢）塩酸塩なりとせるも果して然るや否やを槍明せ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　んと欲し試に此樹脂様物質を塩酸水に溶解するに其溶液は旋光度を有しレ万ペリンを含有する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　を認めたり．依って此樹脂檬物質を可及的少量のクロロホルムに溶解せしめだる後再び塩酸水

　　　　津注鋤pHa8～4・醐製し闘濃縮に附し・即ホルム綿罫除去し四分と隙嘘

　　　　勒したるに第5表に示す如くZ一ロベリン及塩酸ロ冨ラニンを分離回外するを得たり●　レ

．　　　　第5表の成績を通覧するに昭和13年度仕込に於ては毎回多量の樹脂檬物質を析出し之より「、

　　　　分離採集せるレロベリン及塩酸ロκラニンの牧得量も相當多く殊に第33回仕込の如きは樹脂

　　　　勘質中に節せるロタリンは圭分の！一ロベリンよ1りも多量なり・客に反し照禾014鞭仕

　　　　込に於ては毎回仕込の樹脂様物質b析出量少量にしてアルカロイドの分離牧得量も亦著しく減
　　　　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　　　ノ李せり回し昭禾・1鞭仕込の原料渕・十二のため三水蝦せるものを聯せる1

　　　　もの多く・「且トリクレン抽出液を濃縮したるに反し昭和14年摩仕込の原料ロベリア草は薪鮮．

’

、

、



’

、
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噛

なろ優良品にして爾トリクレン三三工程を省略せる等の理由に起因せるものと思料す「　　　　・

上言薩理法に依り樹脂渤質中駒雑匡牧得せる郎リン塩基断Fp　1拶以上のもの畷

髄酸・剛・錨原料として闘し得べぎ♂三三ものは蜘剛ン等を混有せるを

似て精製するを要す，之等の分離精製に就きては第4報第2章並第3章に記述すべしゲ叉塩酸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ
ロ罐ラニンも粗製品にして其Fp　188。を示さす恐らく他の副アルカロイドを混有すべく精製

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
蝉べ静虜塑分郷製蹴きては四隅聯2．節記早り1．　ン

　　　　　　　　1鎮2節帥ベリ嚇晶採集後の闘旨檬物質め棚試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　工業的製造私案法に依り∫一ロ．ペリン結晶を析出採集後O最早結晶を析出せざるに至れる最

後のエーテル性母液はエ「タルを完全に脱去する時は曙赤褐色樹略序物質となる此樹脂様物質

収は如何なる腿を鮪するやを検明せんと欲しW量。1。。dl　S。h6pf。。d　H♂mseぎの訟・

つン製造の際の副ナル陽型イ爵分離法に從ひ塵理したるに良好なる結果を得難きを認め他の方

　　　　　　　　　　　　　　　
法に依り種々分離試験を試みたるに塩基度の差に俵る分離法の有利なるを確認せり．依って塩

基隊依る副・ルや・・∫の艦謙成績に聖明ベレ．　　　．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　塩基度に依るムロ《⇒凱と副アルカ画イドの分離

　1　　　　　　1・　　 　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　．・、
燃粥く醐製伽刈プ・勘・イド妙漏性の．門門ンρ蝿法として塩基

　　　　　　　　　　　　の
度に依り分離する猫逸特許ある・も正確なるpH死）最適度の記述を嵌けり・依ってpH：0最適

度を決定すべく次の一理を施行せり。．　　　　　　’　　　　　・

　　　　　　　　　　　ゆ三三旧離量のN－HC1・・翻せしめ・抽で之1ピ坪一N・・kを加一て鵬を離

せしむる場合に大書必要量のN－NaOHを約15回に分列的に添加しPHを異にし析出する

塩基は各pH蜘にエーテルに鱒溶せしめエーテル溶液は睨水亭濃縮し氷戦中に放置して夫々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の結晶析出状態を秀吟せり・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　即ち1回より15回迄をA，B翠Cの三部に削回し其かHを夫々次岡の如く攣把せしめ覧

るにB螂より観て峰恥部見たるもA及ρの部よりは瀞の析瞳認随

‘　　　　岨28L　pH∠2　P”70　pH74　日76　H　78　H78‘H78　P擁80「8：2　P臼82　P｝｛＆4　pH86　｝恢8　P｝協2　P日94　P｝｛96

2　　3　∠ 6　ク　8　ク‘
　　　B

／2　13！4

r

ノ6／7

●

．依って更にA及CI部より「廿ベリソの結晶を得んと欲しA及C．を吏に2分してBに

近絆分即ちA’より地肌の韓後傷。より雌蕊の聯牛拗岬との結

囑1糊6章B参照㍉

、　‘

、

’
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26 回ベワ7草アルカロイドの製造に就て　（第3報）

，晶析出を観察せり，即ちA及C部の塩基bエーテル溶液を各回糧の牛量のN－HC1を

’鰍備溶せしめ⑩部よ回し獅るもの・cの脚倒せ田口騨に
　　就き試験したるにAの後孚より更にロベリンの結晶を牧得せり．

　　　之を要空るに・Z一ロベリンの結晶を得んと欲する時は大艦pH　7・0～82「の間に析出する塩基
　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

　　を集め其前後に析出するものは之と匠別するを得策とす．
、』 @　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　、尚A及B部のロベリン結晶を探回せる残溜物及Cの塩基を塩酸塩となすにBより塩酸
　　　　　　　　　　　　　　ズ
　　ロ層テン漉酸ロペラギン・『よ嘩酸二郎ラニギンの編を多量に棚せり・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　實・　瞼　　之　　都

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ

　　　トロペリンの結晶を採集しエーテルを除去して得たる曙赤褐色回状物質1kgを耳一HC131に

　　愉した赫置旧液（pH　Z2）にN一二aOHを下言巳の麟の如く分引的にカロ楳際拙

　　鋒嵯酪別にエ』テ・セ噸撫しあかテル溶瀧K・co弓馬水三唱し紅中職

　　置するにロベリンの結晶析出を見たるはpH　7．6～8．2（B部）にして其牧得：量次の如し・

　　　　　　　　　　　　　三度に依る即・セ加イ紛乱理虎方

『t

（1）・

（2）、

8
｛詔

1｝・

罷．

羅

⑳

N－NaOH
　　〃　　’

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

（1⑦

〃

〃

〃

4
〃

〃　’

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ilii．甥｝・

’ilil、　i．；ll

　　ダ

pH　7．6

pH　7．8

pH　”

pH　”

pH　8．O

pH　8．2

結晶折出量19

　　〃　　　39’

　　”　．　49．

　。ρ　　　59

　　”　　　79

　　”　　　、59

エβテル
　、”

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃
　　・〃

　！　〃．

　、〃　』ノ

　　」〃

　　〃

Fp
〃9

〃

”．

〃

》，

〃　　　　、’

ぞ

〃

〃

〃

〃

f

　　b　σ

300cc
300cc
500cc
300cc

300cc
300cc
500cc
400cc
300cc
．300cc

300cc
300cc
400cc
300cc
300cc
2GOcc
200cc

1i4・

127。　　・

127。

108。

124。．

127。

然るにA及C部は約10旧聞放置するも結晶の析出を見す，依って更に次の如く虞理す．　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜしト

A部の庭理：　　　．’、　　「　　　　　　　『　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、「

　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　1　　」　　　　　　　　　　　鳥　　e

r

3

1

し
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　結晶の析出を見ざる部分を合併してエーテル約100ccに溶解し之にN一宜Cl（200cc；150cc）

　　　　　　　　へ
を添加し振瓢て得たる鮒溶灘N一恥OHを鯉的に4回（N・・UOcc；NαII　50cc；

No．　III　50cc；No．　IV　70cご）に添加し生成せる沈澱は各PE別にエーテルに轄溶せしめ睨水後

濃縮して放置するにNo・II三三。・IIIよりFp　129。の結晶2gN（L　IVよりFp　124。の結

晶29を牧得せり．

　C．」部の虚聞：

・結晶の析出を見ざるC部を合併してゴーテル1Zに溶解せしめ共牛童をN－HC1250ccを以て

振盟し韓溶せしめ，残部のエーテル溶液は笹下汗水後濃縮し放置するに何れも結晶の析出を見

す，六って雨方を合併し塩酸を数回に分電的に添加し塩酸塩となし結晶の析出歌態を観察する

にFp　13びの結晶（塩騨ベラ昌ヂン）149即p　9『0結晶29を脚騨り・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　A及B部より、ロベリンの結晶探集後の残留部の庭理：

　残留部には夫々塩酸を数回に分劃的に添加し塩酸塩となし結晶の析出歌態を観察したるに，

B部よりFp　184。の結晶149及’Fp』135。の結晶49を牧得せり．

　上記三三の結果樹脂様物質中には筒Z一ロベリンを溶存するのみならすd，Z一ロベリン；ロκラ

繍醒こ翻灘離灘表野三三回る灘
Fp　124～129。の塩1基　　　　239．

Fp　108ん114の塩基

Fp　184．の塩畦塩

Fp　135。の塩酸塩

Fp　95。の塩酸塩

Fp　102。の塩基

lFp　105㊤の塩1基i

　　　　69，、

　　　　149

　　　ド
、、著189

　　　　29

卿　　　　49

　　　　29

φ

＼

、

爾上述の各種ナルカロイドの歌得部分並三三得量を圖示ずれば次の如し．　　　　　　、

　　　A　　　．　　　　　　　　　　　　B
‘〃　　　‘2，　　　‘3，　　‘4，　　　　‘5，　　‘4，　　．‘ク）　　ヒ8》

28　麗、2　F”20　　74　PH　76　P眩　　HrZ’　区

　　　　・　鳥　　－　　　　（：

‘の　‘〃，　　‘〃，　‘z2，・μ3，　体，　‘β

pH・0　2撚2憾字摯6　8　・2

、

へ、

髪≠谷雛藩二野中鷺謬畜
｛1し

3茎酸ロベラニンー’一一1一一一・一　一一一一一一一一一一一！タ， 、

塩酸口ペラタン・r一
一　　42一曜ヤー一一一一一噂一の　一一一一一一一〃9

ρヌ5畑野一一……一一r一一…一一一…・一一「…「一一一…一一一留 ㌧

＊）（7）の母液→Fp　105．短基2g；（9）及（10）の母液→Fp　102●鴨脚4g　　　　　蓼、
　璽　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　、

亀

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巌

　　　　　　　　　　　　　辱6　馳　　　．
　　　　　　、

ノ

喚
ρ
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ロベリ．ア草アルカロイドの製造に就て（第3報）

　　　　以上の識厳を纏して綿すれ獄の女・し

　　　　　　・　　　　　・　　　　　　結　　　　論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　ノ．　　1．三生物質なる粗襲硫酸ロベラ’ニン（Fp　62～65。時として70。）を水並純アルコールより

　　　再結晶法に依り精製するに第一結晶及第二結晶共Fp　66～67。の硫酸塩を生じ，水よりは三三

　　　三結晶とじてFp　164～166。の硫醗塩を析出せり．然るにアセトンより：再結晶に依り精製する

　　　時は聯綿としてFp　133の魚塩を析出レ第二結晶としてFう「6働硫酸箪析醗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　7り・．・　　　’　・　　　　　　　　　　　　　　‘　　　『．　『　・、1

’． £�級j法脚精脚獅吉晶（F・66～67）を・アセ1ゾよ嫡吉鋼r鵜1、

　　　晶≧してFp　166。（ウもめ・第二結晶としてFp　66。の．ものを析出せり・1　　　．　＼．　　『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　3．硫酸ロベラニンめ・Fpは文献記載なきも上記の精製庭理法に依り得たる’Fう66～67。の

　　　硫酸塩より遊離せしめだる塩基ゐFかがロベラ」・ンに」致せるを以てFp’66ん67。を以て硫酸

　　　ロベラニンのFpと認むるを誌面と思料す．

　　　　4粗製職困・・ンと縦し一三槍囎麟課身分（約．86銘）．は畷・雨・　の

　　　　　　　　　　　ま　　　ンにして他に文献記載なぎFか135。及b164～166。の硫酸塩を混有するを認めたり・

　　　15．粗製塩酸ロベラニンの精製法どしては．Wieland及Sch6pfの稀アルコ「一ル再結晶法’よ

　　しりも永再結晶法の油画なるを厩熱し本再結晶法に依り桧明庭面を行ひたるに次の結果を得た、
　　　つ　　　　　　　　　　モ　　　ノ

　　・り1即ち粗製塩酸ロペラニンと稽せる副生物質は塩酸ロベラニンを車成分（65傷）とし・塩

　　　酸d，z一・淘ン（17％）及N・r－L・b・1・ni・若くにNσ・一L・b・1・idi・（3劾より成れるを認

　　　め畝　　．　∫「ド　．：レ　1噛㍗　．噛卜
　　　　6．ク”ロホルム韓溶工程中の副生物なる樹脂檬物質の三明試瞼の結果Z一買ペリン及塩酸ロ

　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ベラニンを分離回卜す・るを得たり・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　’　Z．1一ロベリン結晶採集後の樹脂様物質をWi61and，　Sch6pf及Hemisenの副アル加イド

　　　分骨縦ひ面したる眼好なる日課を得難きを認め他の方法に依暉々副・ル加イ吟

　　　離試験を試みたるに塩基度の差｛と依る券離法の有利なるを確認せり・　　　　’　．　、　・、

　　　　8．三三依る分離三明謝の結果．z一胴リ・採集後ρ樹脂様物質中には億z一・両ン

　　　を溶存するのみならすd，Z一ロベリン，ロベラニン及・ベラニヂンをも溶乱せるを認め之等各種
　　　　　　　　　　　サ
　　　塩勤艦す歯冠基戯画し熊踊・と欝の副・ル汐・・ドとを分油魚り・

　　　　，　　　　　　　　　引　用ノ文．献　　　　　．・　　一
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　　　　　　　（1922）　　　●　　．　　　　　　．　　　　、　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　』　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　「セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　、

の

r

、



■

2）

3）

4）

5）

　　　　　　　　1　　　　近籐・市川・灘田・

近藤’・市川・藤田當所彙報61r　71（昭和18．年3月）

Ileln乙宙ieland，、u．　C．　S6h6pf：』Anh．444．’50（1925）　　　　　　　　　　　　　’

HGinf．　Wieland，　C．　Sch6pf　u．　W．　Hermsen：．鼻nn．444．40（1925）．

D．R．　P．362380．

　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　　昭和19年10．月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫
　　　　　　　　　　、　　　　　　F

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重　　　，．　　　　　　　　　　　　　．ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西

　　、　　　　　　　　　　　　　　．層　　　　　　　々　　唱　」　　　・　　、　　　　　　　　　’・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　ゆ
　　　’　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ

　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．

　　　　　’　　　　・　　　1　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　句

；

♪

’＼

「

！

㌃

ノ



’

3L

　　　　　．．．’rベリア草アル加ぴ哩準1二回し｝て

　　　　　　　’　 ，　．　　　　　　　（第4報）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　）．　　　下生物質より牧得せる各種塩基め塩酸．　、

　　　　＼　仁　　・．　　ロベリン製造原料としての適否試験・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　技官近．＼藤　 龍
　　　　　　　　　、　　　賦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　技・官　・市ゴ　川F　重　　春　　　．　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　元囑託　藤田r知山郎

　　　　　　　　　　　　　　’　　・　・　目　　次．　，∫　　　　、．

　　　　　　　　　　　　　　第1章粗製盛酸ロベリンの精製試瞼
　　　　　　　　　　　　　　第2章　各種粗製ロベリア擁基の旋光度に就て

　　　　　　　　　　　　　　第3章艦低蜂馳臨急の緻頒識　　／一、　旨
　　　、　　　　　　　　　　　　　第1節　クロロホルム・エーテル再結晶法た依る融鈷107～108●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の短基の精製分離試験

　　　　　　　　　　　　　　　第；2節　工一テ些再結晶法に依る融鮎107～108●の塩基の精

　　　　　　　　　　　　　　凸．　　　製分離試瞼
　　　　　　　　　　　　　　　第3節　融鮎97～98’¢1旧基の精製分離試鹸

　　　　　　　　　　　　　　第4章　融貼高き粗製盈墓（粗製ロベツン短基）の精製分離試瞼

　　　　　　　　　　　　　　第5章　1一ロベリン及d，F”ペリン混和物の融鮎並旋光匿の闘　　　　．　・　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　係に號て

　　　！　　，．　、第獅1一・ペリン及d・いペリン混垂目伽融脳波
　　　　　　　　　　　　　　　第2節　1一ロベリン及d，トロペリン混和物の旋光度測定．

　　　　　　　　　　　　　　結　　　論　　　　　㌦　一

　　　　　　　　　　　　　、引　用　丈　献

　　　　　　三三・報第・章塩醐・γρ難鋤昆於て鰍圃・蝶用として伽べ・・塩

　　　　　基の純度厳て比較研究の結果・ペリン塩基の鵬118以上のものより製造せる製品は局方

　　　　　規定略條三三合弗ども繍11r未満㊧髄細細し場合下品は局方不適となるを

　　　　　認め（第1報第12表参照）融鮎11r未満の塩基は豫めエーテ・収はべ、ンゾー・・再糸吉三法に依

　　　　　り融貼118。以上の純度に迄精製する必票あるを記述せり・　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　然るに第1報言巳載の工業的製造私案法1ζ依り牧碍するロベリア・アルカロィ下の主分は融貼

　　　　’124～126。の塩基なりと難も，第3報既述の如くクロロホルム線溶工程中の副生物並1一・ロベリ

　　　　　ン採集後のエ「テル性母液より得たる樹脂様物質等を三二して得らるる旧基の三三は第1表の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　　　　　　、
　　　　　如く何れも118●より低きを普通とす（第3報第3章参照）．

　　　　　　今交旧記哉のロベリア圭要アルカロイド並其塩酸塩の融鮎を表示すれば第2表の如くにして
や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　　　之を第1表の融鮎と比較甥照して考察するに∬はZ一ロ《εリンを多量に含有す凌く，匪及IV

　　　　　はd，ムロベ・リンの含量多かるべく，叉．Vはロベラニンを主成分とすと考ふるを至當とすべし．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

く
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『・ベリ．ア草九加葎の製造蹴て （鎮’

S．報）

一三1表　工業的製造私案法に於て牧得せ1るロ急リア塩基の融窯表
●

’三厩
牧得せる工程別

．＼融 貼

1

盈

距

w

v

顎1

圭　分・

纒編騨二三嘩物なる樹1旨細り鱗』
副生物並レロベリン探羽後の樹脂様物より分離牧寵せるもの

同上及第二次結晶　　　　　’

1一ロベリン探三三の母液重樹脂檬物質より分離牧得せもるの

難趣三面灘ロ轡シよ嚇鰍・

124～126。

●115～117◎

110～114。

107～108。

105～102。、

97～98。

第2表　ロベリア主要塩基並其塩酸塩の二二一覧表

塩　基、名 ’稻1融 訓塩、酸塩名爾 志’ 購

ロ噛　ベ　　リ　　ン’

41弔づリ㌧
ロ　バご　ラ　弄　ン

，。ベラニヂ訓・
　　　　　　　　　1

130～131。

　110。．

　，9φ・

　150。

塩酸・べ」．ン
塩酸d，Z一τ1ペリン

塩．酸・・ベラニ． W

塩酸ロベラニデン

　182。・。　　’

　170。

　188。』

135～138。・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　依って之等の種々の純度のPベウア塩基は果して塩酸ロベリンの原料と．して使用し得るや否・

や猷定す．驍ﾆ共に勲鋤差に剛ζ精難も携就ざるべから鯛へ圃の甥の如き
　　　　　　　　　’　　　　　　　　　弓の
は之を塩酸塩となさ毬融黙のユ751の製品を得る（第1報第12表E．参照）を場て之を精製して

局樋口となすを得策とナるやも測られ魂又v・の如き娯繍のみよ回れゆづ・、・ン

に該回する部分を多量に含有すべしと老へらるるも之を塩酸塩となすに其融鮎168。1を示し　　　・

（第1報第12表鰺犀）¢Z一・下・ンの蝉（甘P17のに丁丁する昨柵ま丁丁壁

ロ噌ンならんと濾親らるるを以三門ρ如く恥塩噌憎憎法に働精製した磯
塩酸ロベリン’ｻ造に使用するを捷脛とするやも知れす，かかる疑問を解決すべく實施せる検明．

試験成績に就き第4報として報告すべし．　　’　　　　㌦　　　　　’．　　㍉　　　’

　　　　　　　　　窮1章粗製塩酸・ペリンの精製試験
　　　　　　　　、

、は響難難讐1鰯欝た懸欝饗旧業欝鷺
なり（第1報第12表鯵照）灘も・之を回する三三郡となすを得噸軽を石窪蝉

＊獅逸局方は1780以上を規定す，＊＊日本局方118’以上を規定す二、！

‘
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　　　　　　　　　　っ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凸　　：い
ん三次の如き三法に依り三三をそ了極．∫　・　‘　，

　粗製塩酸ロベリン（恥175。）109を叙官し蒸溜水250cc（25倍）を注恥し500に於て加

温溶解せしむるに40秀後には始んど溶解せるも爾僅少の結晶残存ぜり（水溶液は微黄色にし
　　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

て1國濁し汚染せり）プ之を保溜漏斗にて濾過するに濾紙上に褐色の汚染残渣少目を残留す．濾液
　　コレ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　サ

（臓燃油’・H、跡5興孝綿1ご輝する礪鰍の結晶を拙凱依って之を

ショ Aット瀧騨て回し瀦晶は翻水5㌘6cclにて一度回し硫瞬乞騰中蹴燥するF、

Fp　1カ～179。の精製品49（40％）を牧得せり，結晶毒液ぱ之に10％HC110滴を添加し

爵40と転回ご冠するに第三糸吉晶を棚す・・．依って之を濾蹴雌草乞燥するにFr

酔漢品α3」9（3ぞ）を耀曲・． 　　　　＿・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・第二次結晶母液（微黄色透明液pH　4．0’約290cc）は之を二等分して145cc、宛となし次の

上ヒ鰍蹴行へ勢・．　．　　‘、’．嘱
　A．局お註解法：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　1、

　母液の牛量（145cc）をク・・ホ・・ムr（14与；75；40事40cc）にて20分間宛4回耀抽出

し、クロロホルム分は合併し（300cc），』之に碧水芒硲309を加へ晩水増クロマホルム分を撃

墜濃縮し滋に得た・囎鱒髄鵬樹脂渤）1賜（40～50。）・80ccを注力・P良・浸．

出溶解せしめ一度濾過し透明溶液となし・10％HCI忙てpH　3．8となし氷室に放置するに結

晶祈出せす．　　　　　▽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
　B．私案法：　』　　一♂’■　　’
　　　　　㌦　　，　1　聯　一　　　　　’1　　芸）　　　　　　1・

難解群群エーテル300cc〔塩騰餓舗量．a85・の約10㈱をカ・へ10％NHρH

を陣しつつ岬η側側瓢嘩興る．戸刈噛輝国」テル中に移即しめ分液．
す．水液分は東にエーテル．（150cc；乃cc）を加へ10％：NH40Hにて順次pH：7．8友8．2

・期様・・郷雌忌む・・工呵論出液は合併し’（・35cc》之襯水回し氷

室に族饗するに結晶を析出ナ，1依づ七乏を濾集し乾燥するにFp　122～125。’の三針朕結晶19

　　　　　　　
弾唄母液騨・灘糧・放置す騨二次結晶として…2rのもの、螂・徽

構曝後の母灘少彦備稠となり之を約…cc膿縮し糧・回する1乏樹脂化し最早結

晶蜥瞳演．．・’．ド∬　　・．，・　・
　叙上の粗製塩酸ロベリγの精製試験の結果は何れも損失量多くして推漿すべき：方法に非らざ　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　ロ

壁認めたり・．，ゴ、1　　　．’．、　’　！
　依って粗製ロペリ≧塩基てFp　118。．未満）は先づ精製してFp　118。以上の緯度となしたる　　、

、後塩酸ロバリンめ製造に使用すべきものにして初め忙粗製の塩酸盗となし精製するは不得策な　　，
るを孟黙認せピり．　　・三　　　　∫「・　S　’　　　　　』　’　　　マ　　’ヒ．　㌘　　　　　，　　　　　　　　一

＊嫌・45cc中に左証・859の鐙灘（’．て10一（4十〇．3））÷・）を含有すべ醜・・

　　　　　　　　　　、1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨



34 o ．　　、ロペゾア草アルカロイドの製造に就て（第4報）

　　　　　　第2章　各種粗製ロベリア塩基の旋光度に就て　　　．

　第1表記載の二二低きbペリア塩基は三二黙を第2表記載〆）文献の融轍と比較照覧するに全

く一ﾁるものなく三郷恥な出山にヲFら託て樋塩基ρ混合物に’して粗製踊りと思

料す・然して粗製塩基は豫め精製してFp　11零以上となしたる後塩酸塩の製璋原料となすを

得策とするは甑に第1章に於て記述せり．．’

　然るに第1報に記述せる如く最も低き三三102●の塩基も塩酸塩となす山回光度を有ず事實’

（鎗1報第12表F滲照）よの見れば若干量のZ一ロベリンを混有するを確認し得べし，依って

各種粗製塩基の精製試験に先達って先づ各種粗製塩基に就き融蕪とZ一ロベリン含有量との關．

係を推察せんがために共旋光度を測定したるに第3表の結果を得たり・

第3表　各種塩基の熔融瓢並旋光度測定試験成績表

三三1熔融回 旋　　光　　度
　．罫

　1
　豆

　斑

　IV

’V：．

　VL
封　照

124～126。

11〕5～117。．

110～114。

107～108。

・102～105。

96～97㊤・

130～131。

　　→b！．一

、　　　　・一〇．440

　　－0．12。

　　一〇．64。

’第3章　融瓢低き各種粗製塩基め精製分離試験

・第2章ρ纈鎌酪臨柳1纏丁々憐1禰こ於ては灘1197114旧基酌聯
度を確認し融黙110。未満の塩基にありて三下光度旧著ならすと難も・是溶液の濃度にも依る

べく礫11α輔の撤収は紳祠ン’を鮪せすと断定すべ蔀非ら虜依って旋光度

を確認せ賢塩基は全然Z噌ペリンを含有せざるや否やを決定せんがたあに酉蠣低き各種粗．

製塩基に就き次の如き種々の精製分離試験を施行せり．

第エ節　クロ官ホルム・エーテル再結晶法に依る融鮎’

　　　　107～108．，の塩基の精製分離試瞼

　旧記59をクロロホルム12CCに溶解せしめだる溶液．1こ二三しつつ局方エーテル（25cc）1

を少量宛添加し白濁するに至らしめ之を氷室に放置し結晶を析出せしむる法を繰返し行ひだる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
に鵬n9～12吻蟷W9（2臥8％L騨98～10助騨1739（146％）及灘

　；　　　　　　　　　　　　　　　、
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ユ67～17三三?ｿユ99（3．8箔　　L）・r騨得せりヒ（獅参照）●

　　　　　．’、．第味Fp・・7～・・8の塩基備製鱗醜語

　　　　　　　　　　一・伽吻レム●エ「テ～レ聯三法）

　　　　　　ロベリア塩基（Fp　107～108。）　5g　『

　　　　　　　　　　　　　1＋〆亡・桝・2cc．．　，

　　　　　　　　　クロロホル、ム7容液

　　　　　　　　　　　　　1三方炉・ル25cc
じ

◎

　　勇1

結晶（HK2）
亜pI19～120。

　　1．299

　　　1
結晶（HK1）Fp　112～117。

｛＋う6§。ホ、。ム、3cc（，倍）

クロロホルム溶液
　1．斗局方エーテルε4cc

、

　楡饅59を秤取し局方土一テルを用ぴ七再結晶法を繰返へし精製試験を施行したるに融職

i・・γ・2翠煙・鞠（22．6％）1融黒占115’g19。の塩：基1．04『g（20．8％）・騨103－11物

塩基1．439（28．6％）双融黙98～103。の塩基0ユ59（3％）を分離精製するを得たり（節5

表r》第7表参照）・

　　　　「、　　　　　第3節　聯帯97～98●の塩基の精製分離試験

離を局方工づルにて浸漬洗灘に依り繊旧識を行ひたるに不溶分踊綿弓も

鯨の鵬！97－98）を示したれば此不溶分旧き卑に㌍ロ轟’勘テ蠣織灘㍗

箒一ル・エrテ々再結晶法に依り精製試験を施行レたるに粘製品は何れも融職98～99。を示し
　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1
　　　　　　　　．’　　　クロロホルム・エーテル溶液（HL1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＋騨一・⑫c’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　．　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　結晶（HLピK1）クロロホルム1エーテル液（HLゴNL1）

。。。↓ルム　一テ、レ耳P9耀8　三三三三鐸cc
　　液（HL2）　　　　＋クロロホ　　　＋エーカレ80cc（全量
　　　晩方一等テル6ヒ・台。（・・倍）L，鬼、Hさ1盤her．Bg

結晶析出骸 @l　l　幽／1＋・％耳Cl－A・hera・・c
　　　　　　　　　不溶分（Fか1クロロホルム液Harz
　　　　　　　　　110輩）1±幅訓＋水・・cc

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水溶液　　　　　　　　　　　　　　HL1－KIA・Ch1．
　　　　　　　　　　　　　三三す↓＋・・％NH・・H・・滴

　　、　’　．』』㍉．　　　　　Harz「
　　　　　　　　　　　　　　　　』　．けa5％Hε識4、．4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l
　　　r　　・．　』　　　．　結晶（HL1－NLrK1）恥167’）170。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母液
　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．198

，第2節、、エーテル再結晶法に依る融鮎107～108。の塩基

　　　　・の精製分離試験．噛

　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　．
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！

　　　　　．第5表　Fp　107〔ご108。のロ々リァ塩基の精製分離慮理国表

　♂　　　　’　　　てエPテル再結晶法）　　　炉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．　　　　　　　』　　　　．ロベiリア塩基（Fp　107。～108。）59

－　　　　1＋エー・ル・…咲・・倍）
　　　　糸’晶（，，、、のa、9．、．’・∫」㌘レ，、（Hり’1層　1

　　　，1＋エー・…9・cc（33倍）『ll　　．I

　l　　　・　1、　　結晶（Fp108～113．）・エーテ）・（肌、一NL・）
　　　　　　　　　　エーテノレ（コ旺L2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　HLrNK1＝1．22g結晶くFp113～117。）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「一　　　　　ユ．9竃

＋エ「テ崧_。，1、5＝鯉慧1難）モ圃テr（恥
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　（HL2－NL1）
（Fp116～118。）

エーテル
@　　　（Hしわ

0，929
、

1　　　・ 1

　　　　　　1　　　　　　　1
　　　　錆晶（Fp111～116。）エーテル
　　　　　HLゾNL・一K・＝0・119、

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼．

　　　　　～

　　　　　ゐ　　1・　　　l　　　　　l　　　　ド
エ「テノヒ欄F鷲あ翫駕鵡）

　　　　H恥一N隅179「・　＼　
鴨

　　　　　　　　　　1　・　　　　・　　　1・
　　　　　　　　　馨吉晶（Fp124ん126。）　層　エーテル　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（HL2－NK1－NL2）　　　　　　　　　　HLジNK1－NL1－K1

　　　　　　　　　　笛α269■…　　、

、．』9 A．H識撫｝琴乙評ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のものはクロロホ．

～120。）．

　　　0．66g

十エーテル
　　30cc

　結晶（Fp124～125。）エー’テル’

HL3－NK1＝0．7g　　　（HL3－NL1）
’

・i

　一、　1鞭！｛講工？勉
HI41－NLゴKゴ＝0．02g　　、

、

　　　　　1
　　　　結晶ゆ￥｛輸

　　HL3－NLゴK1＝0．12g
、

Z一ロベリツに三三する融勲の塩基は分離せす．

　上記二二の二二は旋光度を確認せざる三三灼き塩基の中融鮎107ん108。

・・ム・エー・蠣漏法並土「・爾結晶三十適すれば4加刈・三冠ラニ痔

の副…カP弾を艇して旋回を回し得噌瀦の粗製・刈・塩基を礫し得べきを「

示し繍11味渤腿中・・も1　べ・・を舗す・を認め牟り・然る・・灘97－98噂．

濫何回結融こ鰍御る欄の十方柳ベラr騨なる働たり♂

記章憎憎千言隈・ペリン塩基）の饗騨験
燃・・如・糸屯三三の繍・・3・ツ・3遮れば㈱・第・穂酸bざ・・製濠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

グ

、
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第6表 Fb平07～1q8の・刈・塩基59を局方土一テルにて3回骸せる牧得鞍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監

．第一薗精製試験成績 ・第二回精製試瞼成績　　， ｛’第三回精製試験成績・

融♂i脇量 牧得率
刀j 聾釧牧健 願事…率

i宏）・
　　ｪ（．）馴牧駐

牧得率・（％）

116、98．5～103

D99～103

P08～113

3ユ　，

O．13

O．02

P．22

、9

U2ゆ

Q．6

O．4

Q4．4

116～117　1．9

X8．5～103　0ユ3

X9～103　0．02

煙d盟　　1

38．0

@2．6
ｵ0．4

Q44層　2．2

116’》118

X8．5～103

X9～103’108～113

P11’》116

0．92』0．130．02、1．220．11， 「18．4’2．6

O．4

Q4．4

Q．2

124～126

ユ03～工12

121～125

0．26

0．10

0．17

5．2　　　124【げ126

2．0　　　103’》112

3．4　　　121’》125

　　　115～119。5

　　　124～125

0．26

0ユ0

0．17

0．12

0．70

5．2

2．0

3．4

2．4

i4．0

計 如レ89・i計 3．91 782 計 3．75 75．0

第7表Fp　107～108。のゼベリア塩基59を局方子一テルにて3回精製せる綜含成績表

，融 i・凶冷～あ量

98～103　　0．15

103～115　　1．43

115声》119　’1．04

120～126　　’1．13

計Ia75

鷺鮒 備 考

　3．0

、28．6

20．8

22．6

HL1－NK2（0．13g）十HL1－NL2－K1（0．02g）

HL1・NK1（1．22g）十HL2・NLゴK1（0．11g）十HLゴNK1・NLゴNKl（0．1g）

HK1（0．92g）十HL3－NL1－K【（0．12g）　’

HL・一NK・（α79）＋HL・二NK・（q179）＋HL・一耳K・一NL・一K・（α269）

75．0

使用せし融貼118。以上の旋光度を確認する塩基は粗製白ペリンと稻するを有爵と思考す．

　既述の如く融窯118。以上の純度の粗製ロ搏リンは局方塩酸白ペリンの製造原料として何等

支障な1オれ共前章試験の結果旋光摩を確認せざる程度の融鮎低き塩基の’d，レロ滑ゾン及ロベ

ラニ嘗含有量と旋光度を確認し得べき程度の融窯高き粗製塩基（粗製ロベリン）pσ，Z一ロベリ

響ベラ　鮪鞄關係を知らんカくため先づ中間膿の翻ち塑～127ρ脚ペ

リンに就き精製分離試験をエーテル再結晶法に依り施行したる口囲8表の如き結果を得たり．
　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、

　第8表の成績を総括分類して各種塩基の牧得二三牧得率を表示すれば第9表を得．

　第9表に見る如く粗製ロ富ウ、ン塩基のエーテル再結晶法に依る分睡精製の結果は本粗製塩基

は塩酸ロベサン襲造用として適用し得べきロκリン塩基2a79（8乞9％），　d，Z一丸たり》に該回

する塩基0・89（2・6男）及ロづラニンに該當する塩基0・149（0・46％）よや成鯛F結晶性の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　、　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　’

＊本穣馨は第1報第7章擁酸ロベリンの製造の實瞼任込三民の6～15の残品にして李均94．03％

　の歌得寧を以って局方適品を牧得せるものなり（第1i報第13表滲照）．

4

　　　　　　　’
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第9表　Fp　120～123。の粗製ロベリン塩基309の精製試験威績表

融灘ω隊縫（・）／二二李（％）1 備 考

125～126

121～124　　～．

119～121

107～116

95～98

　計．

21．8

2．7

1．2・

0．8　．

0．14

26．64

72、6

9，0

6．3

2．6・

0．46

9Q．96

K1（152g）十K2（6．6g）

K3（1．9g）十K4（0．8g）

K5（129）『

K6（0．6g）十K7（0．2g）

、K8（0．14g）

　　　不純物3・369（9・04％）を含有せり・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　糺磁に精諭せ・鰯119以上宵越（2義7・壇原料どして螺・べ・・を製造

、←たる・・灘18吻塩酸・べ・・2729・を牧得し（牧篠｝率95．83％）之より艦せる腿

　　　の融黙は120～1230一を示し犀方贈品となるを認めたり・．　　　　　　　　　　、

　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　／

　　　　　　　　　　　第5章丁ロベリン：及d・Lロベリン混和物　一

　　　，．　　「　　　．、の譜面並旋光度の關係に就r

　　　　工業艘二二略工程腿噸型物蹴り骸艦せる樋の副アルカロィ陣既

　　　「ロペリ’ンを光學的分割一理すればレロペリンとなすを得べく，ロペラニンは接燭還元すれぱ
　　　　コ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

　　　寧，Z一ロざリンを得，叉Zルロベラニンはメチル化してロペラニンとなし，ノルロペラ，ニヂンはメ

　　　チノP化してゼベラニヂンとなし酸化すればロペラニンを得玄玄に得たるロベラニンを半平還元

　　　して4趣・ンとなし輝的分割素論法騨ばム・ベリ・を三三べ蓼佛・・報第・

　　　圖表参照）と難も，第4章の精製分離試験成績の如きムロ稽リンにd，Z一ロベリンの混有せる粗

　　　　　　
　　　三三リ・（Fp　ll『μ上）を原料とし塩騨ベリ三三するも局方塩酸餌リンの規降に

　　　適合する聯1梛障嘩験に於て立誰ぜ争・β　　．．　　　㌧
　　　　依って更に純粋ρZ一瓶ベウンに封しd，レロベリンを幾何％迄混和す苓も局方画品となるや

　　　を齪し¢Z一頭ベ’ンの分害鯉を儲せんと欲し幽の％の繕物露髄郷1已述する，

　　　が如き方法に依り雨滴鮎並旋光度を測定したるに第10表～第11表の成績を得たり．

　　　　　　　　　　　第1節　Z一ロベリン及d，レロペリン混和勃Z）七三測定馳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　三和Z一蓋ベウンはエーテ〉よゆ再結晶して得たる針朕結晶にしで融瓢130～1書1。、d，Z一ロκ

　　　・・助・コー・・より再編せ・プ、リで嚇結晶にし下灘11αな、り・　　’

　　　・測定法：爾塩基の下記各種割合の混和物をエ6テルに溶解したる溶液より　エ．一ルテを溜

　　　去‘して得たる残渣を二二乳鉢中にて研磨せる後翼室乾燥せるものに就き毛管法に1依り触黙を測

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、

’
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定す，但し三三測定は日本藥局方規定の方法に準回し蓼考として始融瓢及透明貼をも測定す，

’凱始融轍翻の回し回る瓢騨は櫨肇が正に灘となりたる髄求めたり・「
　註：．熔融黙の池中3個の数字を記載せるに左より順次始融勲三四透明貼を示す・

　　　　　　　　第2節　Z一ロづリン及d，ムロベリ、ン混和物の旋元1芝測定・

　第1節の十三測定に使用せる爾塩基の各種槍髄．0．29を水20ccに浮遊せしめ撹灯しつム稀
　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　”

　　’　　第10表ムロベリン十一レロベウン混和比と二期鮎並旋光度試験成績表

騨基混和比伝…… 爾．　塩　　基・混　　和’物
「番號

・…刺晒べ州含（禁 溶．

Z懸命膿盤些
L　1

　2
　3
　4
　5
　6
　7
　8
　／9

　10

　11

　12

13

0．05

0．10

0，15

0．20

0．30

0．40

0．50

0．60

0．70．

0．80．

0．90

1．00
’

1．00

0，95

0．90

0．85

0．80

0．70

0．60・

0．501

0．40

0．30

0．20

0ユ0

0

　5

10　。

15

’20

30

40幽

50

60

、70

80

．90

100

111～117

110【ゼ118

111～117。5

113～119

115～121

116ん122

118～124　　．

121ん127

122～129

125～130

　　　　　　　110～113～ご115　i　　一
　　　　　　　110〔げ116～117　1－036

　　　　　　F

126～130　、

＼

1．。銘

し。．60

Lo舩

一〇．63

1－0．37

1－0．38

Lo湘
l

I70．40

．一 Z．43

－0．47

LO．50．
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塩酸を滴航して酸性となし完全に溶解せし

めたる後濾過し其混液を測定管，（弓長1

dm）に探り20。に於てMitscherlich氏偏

』光計燃蟻光度三二す・

知・丁丁は論纂鹸ては1．。悉

リン40：d，Z一ロベリン60の比1ヒ混和す

るも規定の旋光度を示し・白白に毎ては野

ロベリン69：d・1一ロベリン40の比に混和

するも規定の融勲を示し結局レロベリンに．

鋤しd，ムロ冨リンの混和三三は40％な

るを示せり．

　　　　　　　　　　　　　　　1

＼、

、

■、
層、

■
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　　　、　　・依って此雨塩基）混和帳度の混和物を原料とし第ユ報第7章に準族し塩酸ロベリンを製造し

　　ピ、　　たる1・鵬18σの鰍・ベリ．≧を得，之駒分謝る塩基の齢｝ま118以上を示し局施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　品となるを認めた1り・、　・』　・’　噛’　　・ゴ　』「』∫：12　　’』　　　』、　　璽

　　　　　　　以上の試験成績を総括して結論すれば次の如し．　　　　・　r　　．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　∵論・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　，

　　　　　　　1．第3報記述の盧理法に依りて誌面物質より出離牧得せる峯基は共純度1甚汐にして直ちに

　　　　　　肪搬ロ副ン露点聯とな朔まざるものもあり・之髄原点喀撫ロベリンを製一
　　　　　、造するに際し先づ塩基を一定限度迄くFp　1180以上）’精製したる後局方塩酸ロづリンを製造す

　　　　　　る法と先に粗製塩酸ロベリンを製し之を精製し局方品となす法との嘩劣を比較謹験せる結果

　　　　　　後者は云云量多くして推奨す凌ぎ方法に非らす，粗製塩基は先づ精製してFp　118。以上の純

　　　　　　度となしたる後塩酸pペリン製造原料となすの有利なるを確認せり．
　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　2・魚種粗製塩基の溶金面とムロκリン含有量との口占を推察せんがため共旋光だを雨意し

　　　　　　たるに1％塩酸々性溶液に於てはFp　110～114。幽の塩基より旋光度を確認し，　Fp　l10・未溝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　’の塩基にありては旋光度顯著ならす・．，　　　　r，　　　「　　　　　　　　　　』．・、

　　　　　　3．旋光度赤島ならざる低融窯の塩基は歪然ムロベリンを含有せざるや否やを決定志んぶた

　　　　　　めi瀦鍾塩基に就き種々の糖製分離試験の結果次の成績を得たり’．

　　　　　　「a）・Fp　107伊10げの蝶をク．・・ホ・・ム・エニカ・再結晶法1・依三三分離したるに恥

’　　19～12ぴ嘆基25β％Fp　9＄～108の塩基146％及Fp　167～17ぴの塩酸塩a6％を

　　　　　分離歌得せり．　「　　　　　噛・　　　　　　－．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　・b）Fp　107～108。の塩基をエーテル：再結晶法に侯り精製したるにFp　120～126。の塩基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　一22．6％，Fウ115r》119。の塩基を0．8％，　Fp　103～115。の塩基28．6％及．Fp　98～1030の塩基

　　　　　　3露齢鰍得せり．　r　　　、　・　　　ゴ　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　c）Fp　97～98。の塩基は何れの製画法に依るも精製品はFp　98～99。を示しZ一ロベリ琶に

　　　　　回忌するFpの塩基は翁離せす。　　・、　　　　　．　　」

　　　　　　4・旋盤鱒認陥騰の1一・べ・・飾量の搬を曝せん，と欲し…24一謝の粗

　　　　　1製塩韮の工一ラル再結晶法に依り分離精製せる結果はFp　118。以上の塩基87．9％，　d，　Z一ロ

　　　　　ペリン2．6％，ロペラニシ0誕6％及非結晶性不純物9．04％より成れるを示せ．り．

　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　5・副生物質より分離精製せる各種副アルカロイドをd，Z一マベリンとして利用するに際し純

　　　　　粋のあ露リ・1醐し混和し得べき極限を知らんと欲し醐勘轡叫ヒ即混和物翻製・

　　　　　　し其Fp並旋光度を測定したるに旋光度に於てはZ一ロぜリン40：d，　Z一ロベリン60の比比

　　　　　灘和するも規定の旋光度を示し，Fpに於てはZ一ロベリン60：d，　Z一ロベウン40の比に混穐

　　　　　　魅　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　、

、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ロペリア草アルカロイドの製造に就て　（第4報）

　する槻定の幽Fpを示し結局1噌刈。1樹しd，　Z一。棚ンの混和限鄭「46％なるを示
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　せり．、　　　　　　　．　　　・　』’

　　a醜勘混和醸の混和物源料として回せる鰍ロベ㍗騨樋品なるを認めた

　り．　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　献

　　　1）近齢市川・蜘・営所韓6為77～80（照和卑8年3月）

　　12）縢●市川・蜘・當所彙報6⑤23（昭和23卸1月）

　　　3）9近藤i・苔口＝當所i彙報65∫22（昭和15年）

　　．　　　昭和19年10月

　　　　　　・、・「一、、．・♪

／

’

、

置

噛

、
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　　　　　ノ
　　　　・タール塩基を原料とする呂コチン酸の製造試験、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第・一報）　，　　　　　　　　、

　　・　　、　技官菅野三郎・・＿．：・　‘
　　　　　ノ・　L助手竹江玉枝　　　　　「　　　　　　〆

　ニヲチン酸は抗ペラグラ性ビタミンとしてのみならづ『強心剤コラミンの原料として極めて軍

要なるにかんがみ，石炭身一ル塩基より簡便に‘コチン酸を合成する意圖を以て先づ最初｝こタ．

一ル塩基の基礎原料としてピリヂン，・、ヒノリン，ルチヂンを選び，その製造比較試験を實施し

た．その屯的ヂ・あプ。ム化及び・ノリ。のニト司ヒ蹴いては，精紬湿ヒ較鍼を行つ　，

たので，特に詳しく報告したいと思う．

　　　　　・　・（A）　ピリヂンよりニコチン酸の合成

　ピリヂンよりニコチン酸に到達する方法としては次の三通りの方法が考えられる．r

1へ→（一sqH→
＼／　　　＼／
N　　　　・　N

（＿！＼N・・
＼／・　　＼／
N　　　・　　N，

（→（一Br．
＼／　　　、／
N　　　　　　N

　　　1／、rCN　r「＿〉

　　　＼／
　　　N　　　　　　l

→1ハNH・＿→

　　　Y

→1へCN→
　　　＼／　　　9

　　　N

（一C・・H・

、／　　　β　　’
N　　　　　　　　　　　　　　，

1へ・N＿（一C・・H
＼／　　　　　、／
　N　　　　　　　　N

（一COOE’

　　　此の中，ビリヂンのスルフオン化及びニトロ化は牧量極めて不良で到底製造試鹸には不適當

　　⑱ると塗さ終を得なかったの蔦第三の方灘ちピ『リ瘤の㍗ム三三る三三翻．

　　することにした．　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　』　　　　　馳　。

　　　　　　　　　　　　　　　．ユ．ピリヂンのプロム化

　　　　　　　の
　　’M。i。rB。dδ’はビリヂ。鍛塩1二昇馳麟とし鰍縮に於いて臭素を滴下卜せしめ，

　　3一ブ曜・ヂ・及び3・・ヂブゴ・ピ1ヂ・を得た燃るにその方法に從燃・・ヂセ．・’

　　lno1に封し臭素2mo1以上0木過剰を用いてみる故に原料上不経回な難黙を有するのみなら

　　す，3プロムピリヂンの牧得率は僅かに27．5％であるに反し，3．5一ヂプロムピリヂンの牧得1

　　摩は55％の多き回すう故に・3プ・ムのヂ・の製法として噸だ不三三9た・・

ノ

　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼



●

1

44 タール霊基を原料とする昌コチン酸の製造試瞼

　　宮木及び片岡雨氏は此の方法を追試し，臭素を三三歌態に於いて導入反回せしめた結果を報

告・て居ら綴筆織此の方法を追試し、憂にa・一ヂブ戸・ピ・ヂシ・鰍・性喚・て1

　　も水蒸氣蒸溜され傳る事に着目して，3一プロムビ奨．ゲンとの分離を充分ならしめるようにした

　結果，次のような成績を得た．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．

5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　ピリヂンbBr2　時間．回牧ピリヂン　　プロムビリヂン

　　409　　　　30cc．・　　　3　　　・　　　159　　　　　　　　　　14g

　　〃　　　・　　”　　　　　6’”　　　　　149　　　　　　　　　149　・

　　”　　　’一　　’”　　　　　6　　　、　r　　129　　　　　　　　　　13g

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　ロ
此の結果に依れば次の如き不利な顯がある・，」　．

1．原料ピリヂンは能う限り脱水することを要する．

1ヂプロムゼリヂン
　1

　　10．59

　　149

　　斗79

　2．臭素の導入旧聞が長びけば，それにつれて副成物たる3．5一ヂプロムピリヂンの量が壇大』

し・鰍ピ・ヂ・り三三少鰍・も拘ら虜3ヴ・ムゆヂ・三三大回御下・・鋼　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　
釣ファクターを考慮する必要がある．．　　　　　　　　　　　　　　　、　　　1

　　　・　　　　・＝　　　・　　　3）・　　『・　　噛・　　　．　　U　　噛』∵「
，然るに一方・Englert及び1＞lc、　Elva三nはビリ・ヂンHBr導に氷酷溶液中に於〉・て臭素を

滴加し，氷酷を溜去して得たるPyridin－HBr－Perbromid　を加熱せしめて，臭素の核内三位を

行い、3一プロムピリヂン及び3・5一ブブ台ムピリヂンを得ることを報告レてるる・此の際注

目すべきことは，「ピリヂンHBr塩1モルに封し，2！1モルの臭素を附加せしめたPerbromidは
　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

βヴ鳳ビリ㍗どa房ブ叫ビリヂンとの混舗を餓1モル『臭素を附言”せしめた

、Perbromid　は3。5一ヂプロムピリヂンのみを與えると記載してみることである．然りとすれば

MaierBodeの方海に比し，臭素は少量にて足り，更に時間的プアクターを顧慮する必要「
　　　　　　　　　　　　四・　　　　　　　　　，、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　、

なく，工業的に遙かに有利である．然るに筆者等の追試に依れば吹の如き鉄弓をまぬかれなか．

つた・　　．　　　　1　　　．，　、　　　　　　F’　・　』　．　ρ　　　　　　　　』　　　　φ

　1．三三は二水すζことを要する・　、　　＝　r’　　1　　・　，　　　’　　　　“　’

　2・P・・三di・一珊・一Pε・b・・midに附着せる氷醗能5限り除去することなk聯を犠ば

、Bromoformの生成をみ，3一プロムピリヂンの生成を全くみない．　ナことえ，氷酷を能う．限り　　　・
　　嘱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

除去したとしても（素焼板上に塗りつぶし，減堅乾燥器中に敬日放置．）得量は著しく不良で

・・ ?閨Cピリヂ・409まり3ヴ』ムピリヂ・62を得たに輝ぎない．　　．

　B・qm・重・・m．二成は恐らく氷酷の存在に回するりであろう・胤果して回りとすれ1劃

rer㌣・・mi4鯉鯵隔て氷酷叫んるに騨當な醗を以てするなら1ギ臭素の榎三

位は豫期通り行嫉れ〆なければならない筈である．筆者等は次の如き條件に輝する溶媒としてメ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
タノ 噬汲�Iんだ・・㌧い・：・・．・．’ @　　　』’　　∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　1・ピツヂヒー耳恥1塩を溶解しなくて崎な．ら画1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　一

、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　2．臭素を浩費するものであってはならぬ．ト

　　　　　3・経回的鞍債であり・資源的に豊富でなくてはならぬ・　，／　　’

　　　　　4・生成せるPerbτomidを破引するもりであってはならぬ．　．．‘『・　　～

　　　　　ピウヂン」HB靴塩は極性化合物である故，溶媒も亦極性の大なるものでなくてはならぬ・然

　　　　るに永は1，2，3，の條件には適合するけれども，4の條件には適合しない．Perbromidは’

　　　　水の三下徐・膜勲雛鍋こ拶認め帥たからである諮媒としてメダ副・レ腿ん

　　　　だゆえんである．女メタノ場レは分溜のみによって脆水が訂能である故，氷酷の睨水の如く困

　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

　　　　難ではない・　　　　「　　』・”　　　 ．．・ A　　／　●
　　　　．1さてンタノールを溶媒としFPerbromidを製し・そ4）加熟による臭素の核内嬉位を行はし

　　　　めた結果は次の通りである．．　・　　　　　’　　　．　・

　．　・・　　　ピリヂン　　’Br2　　回牧ピリヂン’　3一プロ’ムピリヂン　　35「ヂイロムピリヂン，

　　　　　　　40g・　　　　409　　　　　　　269　　　　　　　　　　　12．5g　’．　　　　　　、　　　　8g

　　　　　　　　”　　、　　　60g　　，　．、　　24g　　　　　　　　　．　14g’　　　　　　電　　　　　　12g　．

　　　　　　　　”　　　』　　80g　　　』　　　　2ig　　　｝　　　　　　　15g　　　　　　　　　　　　　，15g

　　　　　此Q結果によればぜリヂンーHBr埠・1モルに劃し，1モルの臭素を附加せしめたPerbr（卜

　　　　midは3．5」ヂプロムピリヂンのみを誓えるとゆう　Englret友ぴMcElvain　の記載と一致

　　＼・しないかえって・．3プロム即ヂンの牧籠は・／1モル嗅勲附加せしめた、Pe「b「omid

　　　　の與える牧得量よりもや上増加してみる．とは云え，臭素を基準とgて計算した牧得率は2／1

　　　　・モルの臭素を附加壱しめき　Perbromid　Q方が良好である鵡　工業的にはこれが有利であ

・　　　ろう…　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　．嶺　・　．’∴

　　　　　此の方法の有利と認むべき鮎をあげれば　　　　　’

　　　　　1．臭素の量が少くてすむ・一

　　　　　2．Maier－Bode法の如く燭媒を必要としない．』　■

　　　　ド3．時間的フア．ク．タ・一を考慮する必要なく等量は常に！凡そ一定である．

　　　　　儲卿ノー1嚇酷回し蜥であり三つ翠啄可能である，
　　　　　猫鰯媒として昇乗を加えたなら1ば3一プロムピリヂン≧3・5ヂプロピリヂンとの牧得率に何等

　　　　かの攣化を認め得るに回すやとの意圖のもとに少量め昇乗を添加して試みたけれども著明な攣

　　　　・・イζはみられやった引　．「　’．・湿，　己　・

”　　　　　　　　　　　　　　　實　　験　　の　　部

　　　　　工酸化バリウムにて完全に乾燥せるピリヂン409に氷冷下乾燥塩酸ガスを通じて塩酸塩とな

　　　　　　’し・賑89を1細し1澱210～零2靴於ヤ’て・乾燥購βOc・c・‘雑燥嶽ガスにて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　．し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　　　　　　　　　　　　　＼

タρル短基を康料とするニコチン酸の製迭試瞼

　　　揮散ぜしめながら導入する，導入後ジそのま㍉　水蒸氣雍溜をなし・溜出する35一ヂプロ

　　　　ムビリヂンを濾取，　アルコールより再結晶するゼ　Fp・．11飢次に残液をナドロンァル

　　　　カ身性となし，再び水蒸氣蒸溜に附して溜出せるピ．リヂン及び3一プロムビリヂンをデトロ

　　　　ンにて塩析後，’エーテルにて振回抽出，苛性力‘リ乾燥後分溜する．3一プロムビリヂンの．

　　　Kp　15・一・7陥瀕の欄量1揃言巳の通り・　　・．『　．・

　　2♂ビリヂン409に氷三下プロム永素酸48％溶液計算量を滴回して後減堅濃縮しピ．リヂンー
覧

　　　HB・塩を作躯・ノール・50ρ噸・えて溶解せしめ∫知で氷冷下懸諏を三下1

　　　徐々に滴加する．滴加後再び三脚濃縮してメタノrルを溜去し，　こムに得たる　Pyridin一‘1

　　　HB卜F・・b・r甲idを溜字30－2与臓6－8時間回す・・その伽操作は前記⑱・．

　　　　　　　　　　　　　　　　2．3・シアノピリヂン

　　　3．ブ。ムピリヂ。のkを℃N曜細しめる鄭チ。。三二よっ健せられ♂原

　　報の記載によればその牧得率は僅かに50％．であるが筆者等の追試によ起ば最高90％近く

　　まで高める事が出來た．　　．　　　、　　　　　　　’　　　　　．　　　　，．

3一プロム9リヂン

　　15．8g

　　　〃．

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　CuCN
99（1mo1）

13．5gぐユ。5㎡01）　、

　　　〃

　　　”　　　　、

　　189㍉

　　　189

．一戸　　　温度

　1　　　　165～170

　1．　　　　”

　1．5　　　　220；）230

　　　’
　1．5　　　　180～190

’　1．5　　　　”

　ユ．5　　　　”

牧得量

5．59

6．29

79

2．39

9・39

9？19

牧得…率

52％

60％

69％

19％

89％’

88％

　　此の結果によれば3一シァノビリヂンの牧得量を高めるには次の注意が肝要である．

　　1．必要以上の温度をかけない事．　　　　甲

　　2．必要以上の時間をかけない射　　　・　r　　生
　　即ち，必要以上の濫度及び時間は反慮混合物の粘着性を増大し，樹脂化を促進する事が認め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・　られた・　、　．　　　！

　　　　　　　　‘・　　：勢至の部　 ．’ @　．、

　　3一ナー卿ヂヒ1晦歌幽した…銅13‘9を…ル7・気・に入れ酪

180～斗9αに15時間加轍そのま・灘回する・ゆ・5105711α1これを氷冷した後・

　素焼板上にて微量の油1伏物質を除く．Ep　49～5飢白色針状晶．　　　　　　　　　　　噛

　　　　　　　　　　　　　　．3，．ニコチン酸＼

　　　　　　　　　　　　　　　　題　　／

！
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　　　3一シァノビリヂンを苛性ソーダを以て加水分解すれば，極めて簡軍にニコチン酸に憂化す
　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　る．原報に依れば溶媒として70％アルコ・一ルを記載してみるけれども唯輩に水のみで充分

　　であり，三って70％ブルコール溶媒を一度三三しなければならない手間を雀くことができた．

　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　1實　　験　　の　　部一

　　　苛性ソニダ89を水15cc．忙溶解しこれに3一シァノビリ’ヂン7．29を加え，水浴上にて時

　　　々振回しつ玉加温すれば∴急速に反磨を起し3一シアノピソヂンは三三する・更に30分加「

　　　凱抽で壁の疎薄じた・・モ・ヤ㌍出すため10頒薫灘しめ諭三三塑塩
　　　酸（35％HCI　219）にて中虚しゴ析出せる結晶を水より1再結晶する．、FP　231～232。。小針

　　　歌白卑結晶．牧量7．6g．90％．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　．〈B）　ヒノリンよリニコチン酸の合成

　　　ヒノ》ンを中性或いはアガレカリ性にて過マンガン酸カリを以て酸化すれ犀，ヒノリン酸を生

　　する事は周知の事實であるけれども，筆者等の追試に依るに，その牧量は約42％を畢げ得た

　　に過ぎない．若しヒノリンに代えるにヒノリンより講導せるニトロ置換腿，球いはアミノ置換
　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

餓以てするならば櫨を恥る；ゆ・でき馳であろう力三三糊べくんば現在彿鰍

　1態にある過マ・ガ・酸・・に極るに弛b酸｛ヒ醐え鵬酸の如きものを以てテることが出來

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　ないであろうか，力縛る見地よりして，ヒノリンのニトロ化及びそれらニト・置換艦O還元を　　　　　〆

　　吟味した次第である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

e

（1）　ヒノリンのニトロ化、

く）（）

　　　　N

　　　　解。・

一〇（）・＋’く）（）、、，

　　　　　　N　　　　　NO2　N，　・
ド　　　　

5－NO2一ヒノリン　　　　’8」N62一ヒノリン

　　　・ノリ・の二・・化政の血腫難にも拘わら鈍の購鮒繊討した素魚殆んど

　　ない㌦文献に依るに次の三通りの記載がある・　　1

　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　きう
　　　　（A＞qaus及びK：ramerの方法　』　　　’・「　　　　　　　1、　　　　　．’

　　　　（B）Cla廿、及び鋭tze，の方ぎ

　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　コ

、　（C）1Meige吻方法こ’．．　　　　　・・
　　　．．此の中，（A）法は樹脂及びヂニトロ化舗を大量に生成し（B）法亦著明の樹脂化を防ぎ．

　　　得ない．これら樹脂化の原函を考えるに　ご
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岬

、　　　．

　　（1）硝酸の：量は原料ピノリンに封し大過剰．（（A）法は約10モル・、（B》法は約3モル）を用

　　睦丁みるが爲に酸化作用の起ウ得ること．　．、　　　－　、　　　1

　　（2）操作上ヒ．ノリンを硲上中に滴癩するが爲に常に硝酸は過剰であり，その二酸化作用は益

　　々促進せられ得ること．

　　（3）（A）法，（B）法共に反慮混合物を長時間卯盗或いは放置する故にその間に酸化作用の進

　　行し得ること．・　　、　　　　’．．　∫

　などであろう．又（C）法に依るに樹脂化の程度は三二法に於けるよりもやム僅少ではあるけ

　れども，筆者等の追試に依ればその牧得率は三二記載の89％を遥かに下って約60％を畢

　け得たに過ぎない．前二法に比しや｝長所と認むべき操作上の特徴はニトロ化を徐々に行はし、

　める目的を以て，ヒノ’リンを溶解せる登煙硫酸賢を下暦に，獲煙硝酸を上居に静置して土暦を

形劇・め・その獺面よ嫌々に反障囲穂しめてゐ孫であろ・かや膿な操作を以・

噂てしても一且樹脂化を防ぎ瓢箪・60％以上に學がり御切回その獺面醐當の温

　度半昇を回すが爲であろう・か・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　ク　　以上の考察よりして筆者等はニトロ化の常法，帥ちヒノリンを溶解せる護煙硫雨夜申に冷却噛

　麗搾下硫硝酸を岡三する方溝を以て最も合理的であるとみなし，更に濫度，畿煙硫酸の濃度，

　硝酸のモル敏の三要素をも考慮しつム切回した結果次の如き成績を得た．

二二硫酸　i登二二酸 硝酸滴加中の

ｷ

硝酸滴加
漉ｹ、後

5．Nitr。、鑑i．

@　　（9）

Chinolin

@　（9）
（・）晦（・rC）［

（d＝1497／15℃）
@　9（mo1）　　　　　　　　　、 度1澱［ 時間

＆NﾑhL慧
　　20　　　㌦

@　20

@　20　’

@　209

@20
P20
@20
@20
@20

60

U0

U0

U0

U0層

U0

U0

U0

U0

　　1．982・

@　1．982

@　1．982　「　　1．974

E一
P。974

@　L924　　　’

@　1．924

@　1．924

@　1．842

31．59（3mol）

P5．79（1．5mo1）

P5．79（1．5mol）

P5．79（1．5mol）　、15．79（1．5mol）

R1．59（3mo1）、

P5．79（1．5mb1）

P3．79（1．3mo1）

P5．79）1．5mo1）

0～3。

P　　〃

@　〃

@　　L@　ρ

v　　〃

@‘〃

@　〃

@　〃

@　〃

　800

@80。

@　0。

@80。

@　0。

@15。

@　0。

A、0。

@　0。・

　　s

@　7

@　9

@　8．5

@　．9．2ρ　　4．5

@　9．5

@10．2

f2．5

22．2

S8ユ

U5．9

U1．1

U6．6

R1．4

U92

V5．5

P6．6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ上表より次の寓が結論され得る．　　’　　　　．　・　　　．　’

1．稜煙硫酸の濃度は比重L924／15。附近あ’ものを以て最適なりとみなすを得べく，それ以

抑離高いはρ8％離を以てして僻樹脂鋤質の蹴囎大する餉があう・

（駐）（1）比重1．994～1．982の襲輝硫酸は常温に於いて結晶朕である爲その比重測定には，先づ一度螢煙

　　　硫酸に温度をかけて葵解せし醗・艀かに温度を下降せしめてパ液朕を保たせ，Pyknometer．を以て・

　　　測定した．　　　　・
　　（2）上表中8－Niヒ㏄hinQlinは全く純纏な物ではな「く，薇量65－Nitroohinolin．を爽雑する．

　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

！

亀
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　2・．ニトロ化は硝酸滴加と殆んど同時に完結する故に，・反慮混合物を加温或いは放置する必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘．’

vなく・むレろ樹脂化を促進する意味からPて不利である・　・

猫硝酸中に混在する亜硝酸の影響よ・り全く隔離する目的を以て硝石を用いて試みたけれどもそ

の結果は次の如く，あま三好とぽ云えなV・．、

chinolin

@（9）

無煙硫酸叉は硫酸 1硝　石
温　度 時間

・各N｛，，ひ1牧得率

・（・）・1腫！・r・、（・）（m・1）

5・Nitro．

q得量
@（9）

牧得：量　（91

・1％

20

20

60

．60

1924　　　17．3（1．1）　　　　80。’　　　5

1β42　　　17．3（1．1）　　　　800　　　　5

4．2

32

4．3

3

31．4

1’23

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　、實　験⑳　部　　　1

　　ヒノリン209円心拝冷却下比重1．842／15。の濃硫酸159を徐々に加えて硫酸塩を作りた

る後，言忌硫酸（d＝1・924）60墓一を注加して三拝を績け，碑酸塩が全溶するのを待つ七丸面’
　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

硝酸（d＝1・497／15●）1耳79と二三硫酸209の混液を分液漏斗より極めて徐々に滴加する．

些の時温度0～『に保たれるよう注意する・・滴加絡了後更に10分回訓拝を綾けたる後反雁i

液を氷水中に注心する．析出音る少量の樹脂を濾去レ，濾薩に氷片を加えて濃ナシ毛≒ヤ丞に

螢・に鞠する語び点せ砂量哩月旨を融レ濾液濃・・モ・ヤ水にて…切点

となす．析出せる結晶を乱取して，これを稀硝酸（D＝1．12）200cc．に温時溶解せしめ，’活性

・淡を以て記した微冷すれば5一ニト・・ノリンの離島の艶粉末歌結晶が析出して來る．

・縫話し謙を中和猟ば搬の5一二…ノ・・論じた8一三・…ノ・・析出雌

、量10・29．Fp　84～85qJルコールより一度再結晶して5一ニトロヒノリンを除けばFp　89～90。を
　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ヤ
・示し，0一ニトラ昌リンのスクラウプ反心に依って合域した8一ニトロピノリンと混融して融鮎

ρ降下をみない先・・濾乱した5一二…ノ・・の韓塩は・縫㌫約・・q・q・d辮し活

繊を以て織し巌・・モニヤ…カ・性疑ればr一二…ノリ晶出・FP7凱櫨

ユ0．29．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　，㌧　．（2）アミノヒノリジ．’∵．｝

　』トロヒ，～リンを還元してアこノヒノリンとするには文献に依れば　r．「　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　L鐵と塩齪　　…　　　　’　、　　、・，
a亜舛r・・錫と塩認　　』’　　　　　一　，

などの方法があるけれども，その操作上の詳細に回しては歪く省略せら静てるる．筆者等健工

業的見地よりしτ（1）・の方法を採用した．・．’　，

　先づ筆者等はア’ミノヒノリンの性質を調べる爲ニトロヒノリンをPd一三に依る接賜還元に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

し
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附した．此の際興味ある事は，5一ニトロ置換艦は圓滑に理論量の水毒を吸牧するに反し，琴一二

・・置換騨途中にて螺の囎を申止する事である・さでかくPて得ら煉5｝アミノ’ヒ

ノリシは，これを水三斜蒸溜に附したところ，全く溜出しない事が判明した．然るたその水に

封ずる溶解度は熟時相當に可溶である．此の事實を利即して旧藩の部に言巳すが如く鐵化合物よ

り三三に分離し得た．8一アミノヒノリンは5ニアミノヒノリンと違って水蒸氣蒸溜のなし得ら

れる瓢CI。。、粛k，amerの指壬糺たところで幽。．そ備㈱勧嫡輩である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　、　　　　　　　實　　験　　の　　部
　　　　　　　［

・ω・一ニド・・ノ・・の三三ゴ，　冠’．＿・、　・
　5一二両・ノリン1担9をK．HCI　4．5島水20cc．に溶解しPd一表にて接腸罪する．水

　素二二後，鰯媒を濾去し，濾液を苛性シーダアルカリ性とすれば5一アミノヒノリン析出。

．眞室乾燥して結晶水を飛ばしたものめ融貼・110。．牧量1．379．95％．

②5一ニトロヒノリンの鐵と塩酸とに依る工匠

　5一二トロヒノリン6・969を鐵粉149（計算量の約2倍）水、200cc・耳・HC11・59より成る混

舗嘩町80～9靴撫て徐夕に力負える・更に2～3噸櫨麟を繍ナた微隅一ダ

1・に鰯η・カ・性となし鶏髄に灘する・引墨鱗を以て蜥すれば5・ア・ン・ノ

リセ析出．敗量4．6～49g．80～85％．　Fp　110。

㈲8一ニトロヒノリンの鐵と塩酸とに依る還元

　18一ニトPヒノリ・ン20．889を鐵粉429，水100cc，　K：・HC139を以て前記同檬還元したる後

苛性・一ダにて彊・・レカ・性とな眺繍鵜を行う・櫨13～臨75一醜F・6肌．・

　　　　　　　　1　　　　　　　ド

　　　　　　　　　〈3）　ヒノリン及びヒノリン誘導腔あ酸化♂

．ヒノリン及び髄の一一ヒノリン？バノヒノリンを夫夫過マンガン酸カリ酸化及び朔三

酸化した結果は家の通りである．　．、　　　　　　　　　　，　　　　「

　　　　　　へ
1．とノリン，ニトロヒノリジ，アミノヒノリン共に硝酸にてはヒノリン酸た誘導することは

　　出來なV・．　　　　　　　　．　　　　　　　　　、・

2・ニトロヒ、ノリン・てミノドノ，リン共に過マンガン酸カリにてはヒノリ：ン酸に誘導すること
　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　酬回るけ網も．その櫨は・ノ・・そのもの回し幽して鮒と鋤る事は回勅

　　い．その成績次の通り．

　　　　　　　　　　　　　　使用量（9）　KMnO4（9）・』牧得量（9）　牧得率（％）

　　　ヒ　ン　リ．’ン　　 10　　　120　『　 5」5’・　、42．7　
∴

　　　5r二月曽ヒノリン’　　　　　　10．44　　　　　－120　　　．・　　45　　　r　　45

　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

、
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．　　　‘8一　〃　、　　』10滋、．120　・　4　 40

　　　　　　95一アミノヒノリン　　　 「72　　　　 80　　　　1．5　　　18．

　　　　　　8一　”　　　　・Z2　∫　80　　、17　　90

　　　　　　　　，、　　　’實験の部「
　　　　　例を5一ニトロヒノリンに取って記述する．他も同様．5一弓トロヒノリン10．449を温水約

　　　　700cc．に懸垂せしめ過マンガン酸カリ1209を209つっ6回にわたって加える．加える度

　　　　　ごとに獲熱する故，襲熱の度倉が小さくなってから次の209を加えるようにする・全部加　べ

　　　　　え三つた後，更に水浴上にて10数純一加温する1過アンガ5酸カリの紫色の溝失するに至

　　　　ったら生成した二酸化マンガンを分離し濾液を硫酸にて微酸性とした後硫酸銅溶液を以てヒ

　　　　　ノリン酸の銅塩を析出せしある．これを濾取して温水に懸垂せしめ，H2Sを通じ濾液を蒸獲

　　　　濃縮すればヒノリン酸の結晶を得る．Zp．190。．

　　　　　　　　　　　　　　（4）　ヒノリン酸よリニコチン酸べ　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　・、ノツ・醗190ん21¢’に鮒聞力・熱すれば・十階3位のCO・カ5飛んで・サ・酸嘆

　　　化する．水より再結晶する．得量90％　　　　　　　　　　　．　．　／

　　　　　　　　　　　　　　（C）ルチヂンより等コチン酸へ　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
　　　2．6一ルチヂンを原料とし，ニコヂジ酸へ到達する径路として，筆者等の考えた反回径路は次の

　　，’二通りである．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、

　　　　　　璃・与C珪嘱C」◇〔1レ・玩」（）：：珪

　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：N　　　　　　　　　　　N

　　　→即」？〔：野Hプ暉」ρ＝躍→マ「姻H

｛2）　　ダ

鯉？ρ晦一ρ［濃：加＝韓→

（1）

　　　／＼＿CN

H、c－
求^L、H、？以下隙

　　　一N　　，

　α及び〆位に於けるメチル基の影響はmた於けるBr及びNb2の置換を容易ならしめる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　ユの
筈である・ニト竃「置探は既に　Plazekの指摘したところであり・その歌鼠もピリヂンそのも

Pに比して興朗である・然るにBr環換は未だ緻を礪骨筆の三明依・に…

』め灘の不明物質（Fp　1励を過量得興過ぎ一働購を中止し≧…ノ・しチヂ

ンよリシァノルヂンに攣化する記載も未だ摩く乳筆者等は，常法通りザンドマイヤー反慮を實

＼
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’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳

　　　　　　　　　　、

　　　　’

　　タpル短；基を原料とする晶コチ｝酸の製造試瞼　　’

　　施した撒」…只面・・d・・と回れる三三し得た・V蝿やはり不郎てノ以後．

♂　の實験を中止した，これを以てみるに，2β一ルチヂシを原料としてニコチン酸に到達する薯は

　　工業的に至く困雑とゆう他はなv・・　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　實r験，の　部「瑠

＼

　1．ルチヂンと臭素との反回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　a6ルチヂン20．89に氷冷下徐々に計算量の48％プロム水素酸を揮えた後・減堅濃縮して

鋭チヂンのブbム水素酸塩を形成せしめ，これに睨水ヂタノール100cc．を加えて溶解せしめた

後螺32・（1モル）．を冷却鏑翻する・メタ「ノ晒を薩融して得るルチヂ・ブ叫螺

酸塩のPerbromidを220～230’・1こ1時湖加熟後ナトト旦ンアルカリ性となして水蒸氣蒸溜

に附する．溜書中に白色針歌三三嵐する故これを濾回し，7～レコールよウ再結晶する．Fp　105

の不明物質19を得る．残液はエーテルにて浸出し分溜するにルチヂン・69を回回したるのみ，

　2．アミノルチヂンのザン．ドマイや川瀬臨

　ニトロルチヂンの接鰯還元に依って得たアミノルヂヂン1．639を硫酸3．29と水14cc．より　’

成る溶液に溶レ，ミれを袷却下亜型酸0ρ69．と水2・8cc・．との溶液を以てヂアゾ化した後・、硫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ
酸銅3．489，シアンカリ3729，水20cc．より成る温溶液に注話する．冷後ナトロンアルカリ

性としセエーテルにて抽出し，’エrテル暦を芒硝乾燥後溶媒を溜去する．黄色結晶歌物質，．常

墜にて分解する事なく蒸瘤可能・「Kp・21¢Fp・80～8飢敗得量0護39・あトマソ液に不溶な

るも，長時蘭加温する時は溶解し去る．ニトリルの存在を思はせる．　　　閲』　・　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　一
　絡りに臨み種々御指導をたまわった近藤部長に感謝の意を表する．

＼

　1）　　Ber．69，1534　　　　』・

　’2）化學實験學合成篇皿R340

　3）J．Am．　Chem．　Soc．1929．863

　4）工Am．Chem．　S◎c．1941；2283

　5）　B．18．124．8

　6）　工pr．〔2〕53，390　．

　7）．　工pr．（2．〕77，473．

・‘ W）　工pr．〔．2）53，400．

　9）　B．18．1245

　10）　B．72，575、

文 献

9
ノ



ノ

／

■

髄にして・蝉3野州学士により初めて螺ら岬和甲山榊士により・
揚子江以南一丁（7）に廣く’ ｨ望する事を曙示せられたるものなり⑲　本植物は漢防己と向様

離の嚇を治レ鱒町尽とし鋤あ？とし古町漢藤の一として廣侭間に使用され

しものなるがジ大正15年近聯落合町博士に依り・本植物9）塊根にCe的alantinなるアル

、炉イ．ドの噸を興する事を認め硫．髄，長飢近臨蘭の三博士に駒・結核治
　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

療上有燃るrと四丁的郷襖へら締り・「上記の如く輔野離地悶らる力徹に・

その騨も漸く聯脚る鳳るも・1これ1轡縮四生撃等閑に附すべからざる
ものなり、’@・

　偶ヒ著者等は，昭和21年8月23』日埼玉縣南埼玉郡春日部町粕壁の當試験所植物部圃場

に於て，本植物の被害激甚なる一病害を観察しジ瞼鏡の結果P勿〃osゴ観ゴ属菌の侵害に起因

纏瓢難嚇熊鷹山野糊騨騨分場曝そ
　10月4日更に病葉の糠品を四壁より得，之より病原菌の分離を行ひ，その形態的，生理學

　　　　　　　　　　　　　　　　　
的・並に病理學的瀕に鱒珊究を二四以て・その試三三の大勲回る事と引，

　本研究を途行ずるに當り種ζ御便宜を蛎りたる當試験所所長松尾仁博士r、叉シマハスノハヵ

ヅ・開門撚さ習弊燃授門門博士興し深齢る感謝を襯んとす・照験

噛し援助陣たる助手湯二夫氏藤本京子女卑に凱開学す・

　【病徴〕本病は5月中旬頃より螢凹し10月牧野期に至る迄全生育期を逓じて病徴を認むる

輔繊は葉徽例解緬・黙褐色乃覇際し備郭判然と聯・時・’・
七不明瞭なる事あり．叉黒色の同心輪を描くものあり・病蓼未だ進まざるものは，病斑部以外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し’緑色を保℃ども，進展せるもめは全葉引攣し落葉す・病斑の大きさ　1－12mm，葉裏は淡友緑

回り・　．　’　．・　1一．r・　　　　～
【病願コ灘一色隔恥り・100．鰍1定の撫a66－433角柄綴蝶三面姓じ

球形，果は扁球形・黄褐色～曙褐色・200個測定の結果は51・6－1千8・2μ平均・62・04±0・759μ・

　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　・　　　　、　　　．　　1　　　　　　53

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　　　　タマサキツヅラフヂの暗四病，　　　・

　　　　　技官 卒　山’重　勝　 按官　山　本　昌　木　　’

　　　　　　　葬・孕ゆ・di・ea・e・f　5励・ゴ難題Z・・痂HAYATA

　　　　　　　　Sh至gekatsu　H：IRAYA憂慮AA　an（葦Masaki　YAMAMoTo

タマツキツヅラフヂ（s励吻吻乃”1磁σHAYA噌は灘三山ん輔髄9防眠

、

・＊邦産藥綿植物病害に關する硯究、第1．報

　　　　　　　　　　　管



．、

、　　54 18マサキツヅラフヂの暗黙病・

　　標準偏差19．628±0．5402μなり．柄子殼の壁細胞は不規則なる多角形にして，大いさ3・84－

　　10．98μ，孔口は中央に一個あり，直脛5．49－3．84μ・培養基上にて孔ロより淡朱赤色のSpore・

　　h・mを回す・柄胞子蜻圓形にして融器に2励瀕あり・鮨i・して大さ200国定1’

　　の結果は1鱒」5℃0×0認一429庭回3溺8±μ3鋸9μ・騨偏差α829±α2794μなりき・’

　　　　　　　　　知圓・・サキツヅ・・蝿踊懸、　，【病身の分糠的考察】，

　　　　　　・　謡擁纏蘭諏・完ご・　：タ臓貼柄胞子は・細

　　　　　　　　　第2圖　タマサキツヅラフヂ暗黙病病斑総構（織子殻及び柄胞子を示す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

＼，

＼

’
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！

鰐騒ξ．、

球漕．
』＼陣・．

、　　　　ピ　　　　　．　　　ノ　．　　　　　　覧

簾＄圏．柄子・殻よりSporehornの逸毘する股態
　　　　　　（蜜柑皮培養基）

　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　一回聯三郷
　　　　　　薫野趣

欝総．灘．．、・・

、

！

　ツヅラフヂ科Menispemace母に寄生する助yZlo5≠魏σ属及びこれに類似の菌としては，

’第1表の如きものあり∴　　．’　　　　　　　　　　　．　　，

脇1表　ツヅラフヂ科植物上に獲見せられたる菌類

、

菌 名 寄・主三物’ ﾙ旧地
．ル毎。ηρ乃。〃2σS∫砂勿720f毎∫s　F．』TASSE’ 5妙加120鉱跳ガ07％瑚4々 枯枝 伊．太利
P加〃zα∠4鋸沸醒4θF．TAss宜　　　　　’　　　　　　　　　　　　6 σoocκZ銘5　Zσκ励Z伽s　　　　　9 枯枝 伊　太　利

昂。脚1吻鳩ρ6”πゴPECK． 漉22鋤θ捌κ溺Cσ紹4θπ5θ 葉柄 北、　米
勘θ翅σ5α〃彫編ψSAcC　　　　　　－ ．1吻解勧θ加π翅。碑σ4θπs2 枝 フラ．ンス

．P勿〃ρ鋤彦σ磁。漉ひβE．etK：・ ル勧加6”η％彫。σ紹4θπ5θ 葉． 北　　　米
勘ツ〃os撚6如Coσα4∫Sp登G αoo〃κs　1ακ励伽s 落葉 ア些ゼンチン」

P勿ZZos故，’σル勧ま5ρθη勉PA…BER・ ハ転記e1襯〃zCα郷伽s2 葉 伊太利
　　、v〃・5漉如5励π議題＄A幅DA 5吻勿〃血bの加z僻漉α・ 葉 墓　　　薄

．P勿〃os∫∫o∫α5妙加κo診鰯5　GROVE　I一 5妙加初∫競5ガ07％朋伽， 葉 ．英　．　國

助ZZ・吻磁纏励PAss立・’（1）〈囎の病興野彫翫し柄胞子鉄さ5－6・3蕩、

本菌より稽大型にレて・漉聯ε筋目解屡に寄生す・　．．一、・

P勿エZos∫塀σS’の加πo∫漉s　GRovEω㈲，に柄胞子の大さ．12－16×4－5μ柄子殻は0．25mm’

．ICして，本菌に比して著しく大型なり∴　　、・．　　．　　　　・

P肋〃3σ五紹〃2’2∫4θF．TAssE㈲⑮は．CoooκZπsに寄生．し，・柄胞子の大さ’6－7×2．5－3．0μ

駆

、

’．■

〆

＼
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　　　　　　　　＼

タマ軸甥ラ・ヂの暗鮎病
ズ

にして，勘夕Zlo5f耐σ．Coo6％Z∫ISPE（》（8）と．は近けれども，柄子殻は葉裏に生じ，稽不透明，黒褐

色にして180－100μなり．

恥・響町吻・岬IT・・9・（3）ωは14π16×争．　Pゐ1　s醐加SACα（1）

（9）は20×1μの柄胞子を有し著しく大型なり．　　　’　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　、

其他勘・三層〃細・励P・C調0亀恥〃・・肱ψ・肋・E・tK（9博あり冷これらを

まとむれば第2表の如し　　　　．　・　　　　　．「L

　　　　　　　　．．第2表ツヅラフヂ科植物を侵す菌類り形状

菌客事至1舷 菌、綜 柄搬陣
　　　　君勉。鋤120η2σ5’ゆ加㎜鋸云5
　　　　　F．TASSE
　　　　　勘。駕σ！1瑠擁痂6

　　　　　F．TASSE．

　　　　　P龍〃¢σ！漉璃ρεη痂’

　　　　　SAcc．

　　　　’Pゐ。辮σεσ枷翻加

　　　　　SAcc．

　　　　　影響吻∂α伽．一

　　　　　飢ツ1Zos露6∫α1晩π渤6朋ゴ

　　．　　、PASSER　r

　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　搬夕1！os撚6如Cooo〃∫
　　　’　SPEG．

　　　　　1r勿ZZos’肋sf吻傭穿θ
・　　　　　S珠WADA　　（澤田菌）

　　　　　P勿f10Sが0∫αS∫⑳肋”0≠∫4ゑS

　　　　　GRov怠

　　’
　　　　　著　　　　者　、．　菌　

、

1／4－1cm

　　、・100－120μ

・　　　330－500μ

8－16
　又2－2．25μ

　1

14－16×4μ一．

6－7×2．5．一　・

　・　　3．0μ

　20×’1μ

　　　　　　　　　80門100μ　　　　　　　　　　　　　　　5－6×3μ

・白＄皿m25一…3・一・8…一6・・5－23μ，生5夢賢μ

』　　　25・・　　　12－1聚，μ
・一・2mma・一4・…二・一・4阜・・輪・。噛。耀譜蹴

‘

砺〃・吻・・励・痂・S・W・DAと糟と雑較する1・・，本齢才転轍一心にして馳

乃至艶欄子ρ長r醐1にして多少の差異微記齢鰍擬以て綿を暫く層

勘吻5敏二二伽θS・WADA・と嘩せんとナ・．． @　．‘，．
糖原聞第1回鰍：恥㌍サキ．四ラフ級びシマ《苓ノ抑ヅラの葉醜よく滅菌・．

永にて洗憎し置き・，昭和21年10月29日WAKSM謡寒天上にて2週聞培養せる本丁柄胞子

の懸濁液盤沫し嚇ペトリ皿に2．枚聯めたり・騨母して無冠唖の職1ナ・各．．

々滅萬水にて閉したる濾紙を場て三三を防ぎ・220－23℃の定湿室に納めたり・5日後タマサ・

・・ヅ・・ヂ甲州認めたるも・∫歯陥ノ…乳・及礪輔嘩化帖・日町場楚

訊　タァサキツヅラフヂの病斑は釜ζ増大せしが，シヤハスノノ》カヅラ及び標準廣は弄「箇月

後に至るも墾化なかりき．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’｝

　　　　　　　　　　　　　　∫　　　　　，

’

’

、
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第・回贈・昭和22年卵22畷めW…M・回天増麩上にて柄胞子を形麗し・

め，之より懸濁液を作り，、鉢植とせるタマサキツヅラフヂに，撒布し，硫酸紙製袋にて被覆せ

り・16月29．日調査を行ひたるに・接種サし植物は2本共明らかに病斑を生ぜるも・標準固≡

は毫も攣化なかりき．

第3回實三三方法は第2回實験と同じ・昭和22年8月11日夕方一種を行ひ・8月20日明らが

に病歌を呈した9・

荷2回の章験を通ρて・何れも病徴は日数の経過ど共に進展を示したるも・・自然獲生に於て屡

屡見受けらるるが如き木型の病斑は認められざりき．

亡培養基上の性質コ　馬鈴薯煎汁寒天，人参二十塞天，笠柑十三汗寒天，甘言煎汁寒天，普通肉

　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

汁十三三三W・K・M・N航ρ・鯉・K駄稻蘇馨㌍サキツヅラ7ヂ聾
唖基，’ 蜩､董培養基，UscHINsK：Y培養液，　CoHN培養波を用ひ，22。一23℃にて培養し，1．週間

後及び20日御こその歌態を泌せる1こ第3表の如き結果を得たり．色物記載は0・TW・・D’

色圖符號に俵わ，和由三造。色名総理を滲照せり．　・・

　　　　　　　　第3表’タマサキツヅラフヂ層厚病菌培養基上の性質

1菌　叢 の　色彩噛 氣．申 三子殼 培養 培養基中培養基 三智纏
．中央部｝ 周．縁 菌縣 の形成 基面 の色彩

七日

馬鈴薯三三

ｦ天

E人回忌汗寒
V・

ｨ柑皮煎汁
ｦ天久

il十

�

　／．

O毛朕

O毛歌　　，

O毛朕 色）　　［

　　　　　　100EC－04C五一（鼠酬（蒸栗色一書　　　　　　　　　　　　　’廿・

A2G匹。。cA灘i詠L　　　　　　線量懸一．（二二二一・蒸栗色）・2GB一（三冬152FE一　　　　　　・（割興△）　　　　　　　　　　　、

±十

　一

f一　一P

@一

中央租
ｲ　起　㌧

焉C滑

ｲ　起

　　　　　　　，
@　　00CA－00EC
@　　（i蒸栗色）

@　　119EA一（柿色）

?寞ﾕ告12GB一（欺冬
@　　色）

間援 ㌧葱頭煎汁寒

V 壮， 絨毛状

　、　　　　　　｝

l（利1
　　　〆
u　■

P04CF一（油色） 十 一

仲央丘
Aこに隆

N
04EB一（利久

メ｢〉
套結果（）ト

普通寒天 1什L

、絨毛状
　　　　　112GB一（欺冬野）

GOIF－021F
i油色△鵬茶） 一

中央丘
ﾌに隆
N

04CF一（油色
D△）

一ニ　ニ

変乳汁寒天

@　　　「

冊 絨毛歌
ﾈ毛歌

12BA一肌色
12BA－001F
i肌色一二種
罇F△）

十 一 雫　滑
14NC一（香色△）

三度）

WAKAMA歯
ｦ天
bZAPEK寒
V　　　，

什・廿 絨毛歌

O毛状

12（｝B一（欺

R色）・

P2BA一（肌
F）

12GB－15GE・（欺冬色一香

F△）

P3ED一（櫻鼠）

十十
一　　　　　．

黶@L1

中央黍省

ｲ’正

?@四
O　起

　　　＼
P2GB一（欺冬
F）

P2BA一（肌
F）

9費

稻　　　藁

蛛f豆　枝

mタ’マサキツ

dラフチ董

．十

¥廿

白色宗1　　　二二の菌副

R　　i
ﾙ毛状の聯

i；，

十’＋／

　　　　一
O中三三極めて良好　　　1

@　　　－@　　i　　、

、
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＼

培養蠣叢三三 菌　叢　の　色　彩

中央部隅　縁
氣中柄子殻培養
　　　の形成　　　　　　基面菌糸

培養基中
の　色　彩

USCHINSKY

|養液
bOHN増養
t

汁
液表面・回申共に爽育可成良好
ｬ形結晶を液中に隼すpH：6．2　一
i植付時pH54　　　　　　　　　　　伽

@”　　pH6．0（植付時ウH5．3）

十、十

一一　　1

　　　，　　　　　　4

馬鈴薯煎汗

ｦ天

l参煎汁寒天

ｨ柑皮煎汁
ｦ天

£ﾊ寒天

ｽ芽汗塞天

vaksman
ﾇ　　　天

bzapek塞天

j，　藁
蛛@豆　三

ｸマサキツ
dラフヂ董
tSCHINSKY

|養液
bOHN培養液

　　叢毛歌

@　，毛歌

@　糠三二
@　糟毛歌

f什．絨毛朕

@　絨毛歌
@　綿毛歌

@　絨毛状　　　　　、

@　叢毛歌

@　絨毛状

@　。毛歌

　　96PN一（千齋
@　茶）

@　96PN一（千齋
@　茶）

@　04EB－10BB
@　（油色△一友
@　　櫻）

@　08GB－08BB
@　（三色△一二二
@　△）　　　　　　　，

@　12BA・（肌色）

@　10BB一（友櫻）　　　　－

@　　　　　‘亀
@　10BB一（友機）

t中，液面共に嚢育良好（液中
ﾉ結晶を生す

96PN一（千齋
メj

X6PN一（千齋
メj

O4EB－10BB
i油色△衣櫻）　　　　　’

O8GB－08LD
i白色△一白茶

P2BA－08GB
i三色△一黄茶

P0B耳一（友櫻）

P0BB一（友櫻）

@”

　一

@十

@膏

@一

@一
@十層Spore・

?盾高?

ﾌ形成
ﾇ好

@テ什Spore・

?盾窒獅?

@什
@　　、

　　薩　　　中失梢　　　隆　起

@　　平　滑

@　　卒’滑

@　　卒　滑

@　　卒　滑

@　　卒滑

@　冊
ﾚ種部を申心
ﾆして多数の
ｿ子殻を生す

　　　　　　　　　　　△印は近似の色彩なる事を示す．’　　‘　　

【菌土塗育に及ぼす温度の影響コ菌叢を直径3mmに切り取りWAKSMAN塞天上にて扁李培

養を行ひ，各種濫度の定温器に納め，7日後菌叢の直径を測定してその褒育と一度との關係を

調査せるに・第嬢の如き結果を得たり・・　「　一　　rr’

　一塁共1回5枚のペトリ皿を用ひ，各自縦横直径を測定し，その卒均を求めて測定値とせり．

　この結果を見るに・20℃より28℃に於て稜育良好にして・241C附近が磯育に労する最適

温度『と思惟せらる．4。一14℃の室温にては爾その獲育を認むるも，36℃に至れば褒育を停止

するものの如し．・

、
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層第4，表、『 ^マサキツヅラフデ暗黙病菌菌叢護育に及ぼす温度の影響一（軍位粍）

、、雪4、8．、2、4塩・・σC

＼
20℃ 24℃　　　，280C　　　　32℃ 36℃　　　へ

第ユ回
　　　　　」
P5．46 24．60 38．35 58．00 45．50 6．54 3．00

第2回　　　’ 6．14 27．06， 43．16 52．50 49．52 、4．28 3．00

第3回 3．90 ’28．26 43．06 56．26 42．80 3．44 3．00

総平　均 9．16 26．64 41．51 55．58 45．84 4．75 3．00

∂

翻

●

ユ

、5」「

㍉．

冨

。

第三タマサキツのフヂ曙脳菌菌叢
　　　翼育に及ぼす温度の影響．

／〆

7

　　乃
ノ

〆

　ノヘロ

ノ㍉、
　　　、

重蓑　　　　’4 彊♂，‘、　卸

　　＝ご＝輩1二
　　　コ　リ　ネゐロ

N　『隔描
娘

　、

Nミ
　　、　疇＿さ㍉・
”　　　　　　　　　　　　　　∂4

　　　　　　　コ　　【柄胞子の獲芽に及ぼす温度の影響】WAKS－

　M蝋培養基上に形成されたる柄胞子の滅菌水．

　懸濁液を作り，之をペトリ皿中に流し込みたるI

　W蕪SMAN塞天上た撒布し，各条濫度に所要時・

　聞放置せり．定温器より取出したる直後ホルマ

，。液、。燗定し三三M。、hy1。nb1。。鷺

‘（｝鋤tianvioletにて染色を行ひ，回天を切り取．

　り検鏡その爽芽を検せり．機芽の三態は弟5・

’圖に示す如く、，柄胞子は焚芽前に比し著しく膨

大し，内容頼粒状となうものな、り・獲芽試験の結果は第5表に示すが如し・

　　　　　　　　　第5圖　タマサキツヅラフデ暗黙病菌柄胞子．の獲芽

’

〆　．

凸
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第5表柄胞子の褒芽と温度の關係 4

温・度　（C。）

十

時

商

後

二

十

四

時

間

後

／

　　コ

剃測魎轍
一　獲芽胞子藪
回　爽　芽　率

第

回

均

澗完胞子数

稜芽雅子数

嚢　芽　率

測定胞子敷

嚢芽胞子数

登　芽　率

第ジ，

回

潮

回

均

乱闘胞子激

．稜芽胞子三

世　芽’、率

測定胞子数
．手簡胞子数

嚢　芽　率

測定胞子数

稜芽胞子敬
褒　芽　率

毒遇・・σ

．5CO

　O
　O

500

　0

　0

1000

　0
　0
500

　1
・’ O2

217・

　8
3．7、

717

　9’

子3

500

　0

　0

500

　0

　0

1000

　0
　0F

500

10

2．0

375

1量1

4．0

875

25

2．9

2G。

500

30

6．0

500．

26

、5・2

24。

「500

160

32．0

500

2031

40．6

　　　
1COO「1000
561363
5．6　136．3

　　・・1

500

495

99．0

97’

65

67．0

597・

、560

93．8

500

497

99．4

505

484

94．8

1005

991

128。

50Q

22工

44．2

500

192

38．4

1000

413

4L3

500

500

100

313

288

92．0

　　｝
9箔6．．i

813・

788

96．9

32『、

●

、5Gひ

　2
0．4

500

　0

　0

1000’

　2
02

500

　0

　0

91

6

6．6

591

，6

1．1

36●

5GO

　O

　O

5◎0

　0　’

　0

10CO

　幽O

　Q
500

　0

　0・

500

　0
’0

欄錨養羅手械柄以還二士機旧離欝1驚蝋課
メゆ　

・　／気胞墨昆

”　　1／

・　1ノ

囁・㌔笈、ヒ、”むみ

慧眼議瓢罎瀦二鷺灘

霧墨欝灘疎属下支農

型上組禦1寵蕊黛蜷
聞増養意る本菌菌叢を直下3mmに切り取り，べ「トリ

ノ
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ゴ　　　　　　　　　　　　　　　リ

第7囲

　　　　　　　　　　　　　r
御　《　　．　誤廟祀勅たる臨6表の如き結馳得たり・1

　　　　　《＼　－　・上表によ朔らか謝・く・本四は・H2・にて

　　　　　　　　　　甲一一r臨　子　萄　　　　　　　　　　　　　．　’，
　●o

　　　　　　　　ρ　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　L凶　．　　　L　　　　　　　　『　　　　・
　　ゆ
　～o　ユ。　帆0　50　60　7∂　＆ρ．go，岨。

　　　　，K素4fン濃直　 （ρ噂）

　　　　　第6表タマサ一往・ヂ騨一三譲育‘・及ぼす水素’一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　イオン濃度の影響（軍位粍）
　　　　’

’＼，

　回、数
pH　　〆2．q

決

3．0 4．6 6．2 ㍗ 8．4 9．8

第　　’1　　回

諱@　2　　回　　　「

諱@3　回
香@　平・均．

3．0

R．0・

R．0・

R．0’

5お

T．4

T．8

D5五

7．6

V．8

V．9

薰W

．6．8

f6．9

V．1

Uρ

6．8

f6．8
U86．8

6．1㌦

U．0　暢　　「

U．6

U3

5②

T．1’5．35．2

註．各上上の数値はペトリ皿各5放の測定値の李均を示す．

　　、　　1　　　　　　　　－　「．摘　　　　要

　　　　　　　　　　　　ボ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　ヨ

1，本報告はタマサキツゲラフヂの葉に病斑を形成する1病害につきての観察並に三三結果の

　　大要を記述す．
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
2，「 {病害はタ守サキツヅラフヂの曙瓢病と回せらるるものにして，その病原菌は，r 趨ﾜ1Zひ

　’5∫耐αs∫ゆ加〃‘仰SAWADAと同定せんとす．　．　　、

亀種ψ騒齪肱幅の騨上に於ける性準縫せり・・♂
4，回訓の獲育に及ぼす温度の影響を訥査したるに，焚育最適温度は24℃附近，嚢育最高浬

　　』度は32℃と36℃との間にして，最低温度は10。C以下と認めらる．る．

5，本一三胞子の叢芽温度ぼ124。一28℃最適にして，32℃と36℃との間，32℃より梢高き

　　　　　　　r

　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　ド，　　　　　　　　　　　”
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6，

7，

庭に於て最高を回し，10一146C以下たその最低温度を有するものの如し．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

本菌の騨は，水素イォ濃度pH　aoにて1ま回せすl　pHaoよ’嬢龍鋤pH93．

以上に於ても爾獲育するものに’し七，最適水素イオン濃度ヰpH　4．ρ附近と思惟せらる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ
本齢，．雄試脚線タマサキツヅラ・ヂ三三を諭たるも卿マ・’・・稗プ

ラ（漢防已）’に封しては無きものの如し．

参　　．考　　交　　献
な

．（1）A比EscHER，　A．；皐ABE曲oRsT’s　Kr．　FL，　Auf．．E，　Bd　I，　Abt．　VL§．131，1901．

．〔2）．AtLEscHRx，　A4　RABEkHoRsT’s　Kr・Fl・，　Auf．　H，　Bd　I，　Abt．　VL　S・307，．1901・

（3）．ALL垣scHER，へ；RABENHo】吏sT’s　K鵡FL，　Auf．　H，　Bd　I，　Abt．　VH，　S．839，1903・

㈲　ALLE6cHER，．A．；RABENHoRsT’島Kr．　F1．，　Auf．∬，’Bd　I，　Aりt．　V皿，　S．795，1903．

（5）’．A・LE・c肥R・岬ABE…・ガ・KL　FL・A・Lπμ1・紳珊・S平195・190a

（6）長谷川秀治；結核の化學療法に回する研究PP　925，1942（昭17）．

（・）軸燐・黎植物三三3巻・蹟・9・2く大正・）ご・

　　　　　（8）ρuD盒MANs，　C・A・工A；Enumeratio　Systematica　Fungoru叫Vo1皿・P・191・ユ921・

（・）・uD・M蝿．砿」I　A・，Enum・・a・i・．S・…瞬・F・・g・漁Y。1翫：P　19島1921・

ロ㊥．・・D一・叫エタ・E・u平erζti・S・…mall・a　F・噸叫V・1狐P聯92L

⑳Oの・M謡・・C・A・エ』A；耳・・m・・ati・Sy・t・拠・‡i・a　F・・g・m叫V・IWrP・521・192a

　　　　　　　l「　　　　　　　、
仁⇒　SムccARDo，・P．　A．；Sylloge　Fu粋goru士n，　Vo1皿｝p．136，1884．　．　、

　　　な⑬SAcc細，　R　A　i．Syll・g・F騨・g・ゆ・V。I　X・P129・1893・‘　ゴ

任恋　sAcρARDo，　P・A・；syl16宮e　F叩goru1n・vol　X晃P・132・ユ892・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　、
㈲　SAccARDo，　P，　A．；ξy110ge　Fungorum，　Vol　XW，　pボ869，．1899．

口㊨・SAcc△RDo，　P．　A．；Syiloge　F面goru叫V61　XWうp．890，1899．　　　　　　　　　　　　　，

⑳醐結；毫三農島上報・V・1履・．N・1・μ25・1943（昭20）・

姻　和田三造．色峯穗鑑1935（昭10）．．．　　　・．

（19‘ R本由松；曜産・・ス〃・ガヅラ馬に就て・醜博物學二三・解6巻241－243頁1936

　　　　く昭11）g噛　　．．　　．　　　　　　　　．　　．　，

．／． ＼

／

’

r
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　　　　　テウセンアサガホの葉枯牲細菌病（第1報）・

　　　　　　　　　　技　　宮　　山　　本　　昌　　木

Studies　on’ 狽??@bacterial　leaf　spot　Qf　Jimson　weed（1）β伽解spp．）．11　　’

　　　　　　　　　　　　Masaki　YAMAMoTo

　　昭和21年10月4日埼玉灘南埼玉郡春日部町東京衛生試騨所神学植物栽培圃場にて・ケ子』ρ

．画アサガホψ姻・棘・）離離磯生難病嬢見し麟の結果一種の罐

薩覆するを認め煽又期14陳京者幽・箪玉川膿噸京都蝶研究所醐・て
　　も同檬の病害を観察せり．爾後之が研究に從事しつふあるも，現在迄に得られたる結果の大要

　を記さんとす．，　　　　．　　　　．　・　　・　　　．　　　、

　　本概究を離すに當り，種々御懇懇と御便宜を與凡られテこる當所長松尾仁博士，一塁始御懇篤，

　なる御指導を賜りだる平山重勝植物部長に撫し謹んで衷心より感謝め意を表す．叉實験を援助

　されたる助手湯川欺氏・撃京子・、大坂繊獅女史に澗す・　．　　’
　　【病識】粕壁圃場にては，8月中旬頃より漸く難病多きものの如く，最初水浸緬，」、早早を

　‘生じ，漸次撰難し鍵形，無難形乃至不正形を呈し，．時には病斑藪個融合して流れたる早歌をな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　褐色帯を有す．病斑は数個乃至激拾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個，葉の全面に散生すれども就中葉

　　　　　第1圓テゥセンナサ翠ホ葉枯性細菌病病莱　　　　　る後・．1000倍昇柔水に撲じ・5分間

＊邦産群鶴値物病害に旧する研究第2報

〆 ／

’
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テウセンアサガホの葉枝性細菌病

　　　　　　　、

　　衷面消毒を行ひ，之を滅菌7kにて充分洗潅し，昇天を洗ひまり，鐸菌したるメスにて三三し，

　　被害組織中の細菌をブイヨン中に浮游せしめ，之より寒天培養基を用ひそ流し込み培養を行ひ’

　　瀕白色の・・昌一を認め油双三きたる病斑を殺菌，三条後，渤ぺゆ皿に流し込みた

　　る普逼塞天上に増せ・22～23℃の定温室に納め細菌の襲育を待ちたり・何れの場合にも同一種・

　　と思考せらるる細菌を分離する事を得たり．　．．　　　　　　　　．　、

　　　【病原細菌の形態】　ユ．形朕，四天培養基上24時間培養の菌を用ひ，石炭酸フク予ンにて1

　　染色せるものは爾端三智の短桿菌にして，「その大いさ1．3」2．2×0．3－0．7μなりき．

　　　2．グラム染色性：黄色葡萄歌球西と封比染色を行ひたるにグラム陰性なり．　　　　・　．

　　　3．抗酸性lZie1及びNeels甲司法に依pて抗酸性を干したるに非抗酸性なP．

　　　4．芽胞：M611er氏法に依り染色を行ひたるも芽胞の存在を認めす・　　　　　　　　　　　　・

　　　5・．包嚢．：R飴iger・Johng・Hiss・Gins諸氏注にて染色を行ひたるも包肇の猛左を認めす㍉

　　　6．鞭毛：L6ffler氏法により染色を行ひ軍極生1亮至3本の鞭毛を認めたP．’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂’　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　6

　　　【病原閉門1次擁鐡は潤和21年11月．21日纏産P・∫”・・競Z喋よ扮離せ　＼

・る卿・づき．ρ・巨船伽％及び蕃茄の葉に行ひたり・灘渤とレては・5～2・qm野牛∫

　　各2本宛を用ひ，各葉の申央部を各1箇所滅菌水｝ごて潤し，殺菌せる針にて刺突を行ひ，寒天24

　　時聞培養の藏菌水懸濁液を1白金耳宛接種し，丁度を飽和に保てる接種籟に納め22～23℃．の

　　定温室に24三間放置後漁窒より取出し，『更に24時間定温室に放置せるに，刀．s伽駕。擁襯z
　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　蕃茄繭植物共に病斑を形成し，病勢の進展と共に接種部位より折れ曲り萎凋せり．，（第2下下

　　照）第2次接種講験は昭和22年6月18日鉢植となしたる1）・s∫駕駕。π伽鋭・P・7厩！‘1σ・エλ

　　甥6観，・P．鋭観。躍25，D．∫喫吻お及び蕃茄のこ苗につきてその葉に接種を行ひたり．警め滅

　　下水にて葉慨しその中央に埴金轡細齢擁せり・22・日調査捕瞥ナ；るに何樋小

　　型の病斑を生じたり．第3…突接種試験は昭和22．年10月11・日鉢植となせる“1λ〕〃26観，噛1）．

　　伽辮。脇辮，1蕃茄，煙草，蕃椒及び馬鈴薯の葉に接種を行ひ喪り．接種方法は脱脂綿に細菌

　　お
　　懸濁液を浸ませ？葉の表面に塗布せり、・16拍観察を行へるに・エ）・鋭θ観の接種を行へる葉は，

　　　　　　　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　何れも萎凋歌を呈したるも，標準優は毫も攣化なかりき．「．Z）．　s擁〃zo〃π〃2及び蕃茄にては，

　　外凹凹競恥たり燃る後’降雨ありて肥せしa磁・Z雌全なるものと差違な

　　く回復したるかの如く見受けられたるも，20白再び観察したるに，接種したるものは水浸歌の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輩
　　下締を騨咋じ．進みた・もの噸色の透明斑を形劇即納ると共に隙も野外に．

　　て附せらるると剛き病徴を呈遡・騨蕃鰍び馬鎌は・23日姪る鰻化なカ・りき

覧（第3圖獺〉爾、1助晦なれども・7月28・瑠・妹羅1脚騨働認めた　’
　　り．帯解に判ずる實瞼は不完押して，・爾後究明する虞多きものと雛せらる，．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」、
　　　【病原細菌の培養的性質コ
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r　試験管培養

　A．固艦培養

　　：L　塞天斜面……三三の程度中庸，旧居の形刺棘状（echinulate），’高さ丘歌（raised），

獺の鷹鴨（・m・・th）・灘糖皐鯵事初！・g一・e）輝灘（・1i・t・尊嘲不

透明・菌暦の色白色　　　　　・　　第2圏、テウセンアサガホ葉焦性細菌病病菌を

～淡艶，嫉，菌　　．　　聯に接続るもの㈱騨匿）「

育朕態上下一檬，穿

刺溝内菌居の形糸織

（Filifor｝n）

　　　　　　
　a1膠質斜面……

嚢育良好，1丁丁の形

刺二三（echinulaU

e），高さ扁挙（flat）

、光澤三光（du11．）．

（smooth）・孚透明，

’｝蜘

　つ

ダ

、灘懇懇
藩

ノ鷺

「　　　　‘

灘購
　　　「　　　．

　　レ．纏・

　　　れ・・“ 蛯Q

回暦の表面の状態亭三

三の色鮎無臭’罫

　　　　　　　3

菱縫lll

　な篤縫融痴　　醤
　　　ドユげ　　　　ゆ
航，贈＿∴一」

第3圏　テウセンアサガホ葉枯性細菌病病薦を

　　　Datura　mete1に接種ぜるもの亀

回暦望）質粘稠，膠質を溶解す．

　　4．膠質高暦（穿刺培養）……穿刺満内ミ：ゴ．

ρ二三離（・apif・・m｝ゼラチ・を1・

徐々に溶解す・，

　　5．馬鈴薯培養……稜育良好，菌暦の形ド

，二野（echlnu1…璃暦の高さ鰍ド・、

〈・a・・ed），灘雌質不湖，菌暦の色桑続羅畷

触茶（01iv6　buff），齢の表面の歌欝欝：1

（sm・・th）無臭・菌暦の質犀質

　B．液肥屠養　　　　　　’　　　　　・

　　1．ブイヨン……　培養液表面の稜育駿

況，輪及び薄膜を形成せす．潤濁の程度著

し．無臭，沈澱，雲状，（flocculenの

’

諺

／
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テウ七ンアサガホの葉自性細菌病

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び　2．牛乳……凝固と浩化，・一旦凝固せるカゼインを徐々に清化す．粘稠度低し．酸を生す．

色の攣化無し．

　3．、リトマス牛乳・・…・一・旦凝固せるカゼイン．を徐々に消化，酸を生じ赤色に攣す，割合粘稠．

　4・’ウシシスキー氏渡・一中等幽こ増し離を形成す・

　5．コーン氏液……殆ど磯思せす．

IL肝培養．　r　　『、一』　　「　’．1
獄・聚落の形購縣の面諭（cセcular）・購離・薄膜（・ff移・ed）・購の購

全縁（entire）．聚落の内容均質（amorphous）．　　’　　　　　．　　　、

III．醗酵管培養　　　＼　　　　　　　　　　　　．

　2％葡萄糖，薦糖，孚L糖，3％グリセリ≧，1％硝酸加里ブイヨンにて培養を行ひジ22ん23℃

にて培養後調査を行ひたるに次表の如ぎ結果を得たり．　　　　　　　　　’

葡

萄’

塘

騰剰三管二一u糟部瑚瓦斯醜（CC）脚亀生．成

蕪

糖

孚L

糖

σ

24

48

72

　　十

、　・十

　　十

什’

廿

1．65

9．85

14，45 十’

24

48‘

72

十

十

十，

什

・廿

1．90

19．70

24．30 十

24

，．48

72

十

十

十

・十、

十

十，

0

0

0 十

｛hii 十

十

十

14．30

23．10

29．90

十．

十，

十

三／
_加里

　72
P20

A168

十　　　－

D十．

¥．、

十十廿 　0

@0
R．00

、、　　一

f　　　　’

@一

@一

　　　　　　　　　爾孚L概解の撫を確かむ鵬瀬氏塞天にて購ペト岬に流し込

・　　、み・．24曲面に細したるも・コロr咳攣堕
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　び

　　　　　【病原纏の鱒的弓　　 津』 @一　獅”、・
　　、　　1．酸素との關係：嫌氣性菌の培養法を行ひたり。　　　　　　　　　・　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　a高三三・穿刺驕之に附せる塞穂澱込鰹二三繊の鵬の撫を槍
　　　　したるに二三を認のす．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　」
　　　　　　、、・・　　　　　　　　　　　．　　’’　　　　　　　　　　”
　　　　　　　ノ

　　　　亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
L

ノ
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　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

　　　b・BucHNER氏法にホる・即ち大型試験管内に焦性波食子酸を100ccの室氣に甥し・約19

　　の割合に入れ・・0ユN苛性加里手Occめ割合に加～細菌を移植せる寒天を内容とせる小型試

　　験管の綿詮を綾くして，大型試験管内の柱上に坐らしめ，一大型試験管にゴム栓を馬し，パラフィ

　　・1こて封じ’2塒灘1・保ちたる後3牙Cの定温器lr納めたり・24時喚1こ草の鞭見

　　ざりき．干て本菌は丁丁性菌なりと認めらる．　　．噛　　、

　　2．細菌の生成する物質

　　　一一酸監・＼轍憾・％加ぺ弥・水・q・c・・顯緬を鮒24C忙三間恥喪

　　る回雪硲酸盤の楡出を試みたり・‘）瞼髄10ccに蒲き澱粉糊1cc　1を滴下，次で新鮮な’る沃度加

　　里液（沃度加里19を水！250ccに溶解）1ccを届く・，濃硫酸を1滴宛滴下せるに濃藍色を皇・

＼じたり，・依って糟は浦醐腿元するもの亡し．　ご　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココ
　　　b．ヅンモニャ．亜硝酸回訓％加ペプトン水に病原菌を植付け、24Cに1．旧聞保ちたる’

　　伽スを試藥にてアンモニヤの繰試みたるに艶を呈したり・依づ噛は・』騨酸

　　塩を還元するものと認めらる．

　　　clインドール・ペプトン水に細菌を培養し・5日後S呼KOWSKI氏法により之を槍せり・師、

　　ち培養液、5ccに亜硝酸加里の0ゆ2％液0．5ccを加へ，硫酸（強硫酸1：水』1）約1．5ccを

第

1「

回

、實、

‘験
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∬
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實

験
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時間　　＼
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68 テウセンアサガホの．葉杁性細菌病

　滴下，静置したるに5分以内に紅色を呈したり…

　　d．硫化水素．ブイヨンに細菌を培養し，鉛糖紙を綿栓の間に挾み置きレに5日後二二せり　　　　　〆

1　3・細菌匿）獲育と温度との關係　24時聞を経たる、プィヨン培養より・1白金耳宛ブイヨンに移

殖黒馬鵬24C⑳q13牙91げCρ轡・・協その鵬の良否を槍鋒
　に前頁の表の如き結果を得たり．　　、　「　　　　　　　　　　　』　　，

　　以上の三三に依りて本細菌は36℃、以上にても護育可能にして，32℃附近が最適温度なる事

　　を知る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　4．細菌の死滅温度．湯煎槽を用ひ，一定の温度に調節し鍬殺菌ブイヨンを入れ，寒暖計を挿

　入ブイヨンと下湯の温度とが一定となりたる後，‘24時聞を経たるブイヨン培養より1白金耳

　　を釣菌し，下中の試験管内のブイヨンに移植し，10分間温湯に燭れしめたる後，32℃に24　　　　「

　時間放置してその潤濁を槍し回り．　　　　　　　　　　　　　．　謄

　　3回の二二を通じ見るに，53℃迄は二二を認むるも，55℃10分間にては死域するものの如し

温度「354・455・5・53556・6・7・．・75
第　r　回‘

第．∬　回

第　貯面

明　　十卜　　i十　　什　　什　　十卜　　一　　一　　一　　一　　一

口　　’十十　　十十，　什　　廿　　廿　　一　　一　　一　　一　　一

婦　壮　廿　軒　廿．†卜　一　一　一　一　一

5．細菌の抵抗力、

　a・食堆に封ずる抵抗力・植付後24時間のプィヨン培養より・1・2・3・45％の割合，に食

盛≧加へたるプィヨンに；1白金耳量宛をとり℃移し，24時間32℃に保ちてその1国辱を検し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
たるに吹上の如き結果を得たり．

．　食整の濃度

　　　　（鬼）・

第　1　回

第　π　回

1、…　234＼56789・・
廿　　什　　什　　十卜　壮　　、十　　＋　　＋　　ヂ　　一　　一

什　　廿　　十卜　　十卜　　廿　　十　　、十　　十　　＝ヒ　　『一　　一

2回の實験結果を通じて，「8％迄は能くその三二を認むるも，．9％にては護育せざりき．

b．酸及びアルカリに樹ずる抵抗性　　　　・　　　、　　1　’　　F　　　’・

＼・ @　　　水素イオン濃「拍

試験別　　（pH）1
3 4 ・5 6

、

7 8 9

第

第

第

第

．1　　回

珪　洞

醗・　回

w　　回

一（3の一（40）＋（6ρ）寸＋（α0）什（ZO）廿（Z6）＋154）

一（a2）一 i41）＋（α2）『 Va4）料1（Z2）什（Z6）＋（59）

一（3．4）二（・ユ）＋（5功措（6あ廿（Z8）1＋（Z5）引＋（a61一

一（34）一 P3．9）廿（ao）．廿（64）戦乳0）＋㈹＋（6①

＼

’
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　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　α・N鰍恥α・N炭酸・一ダにて呪ヨ9ン姫妨練・オ環度曖じ・白金耳量

　　　　　　を擁し・3禦C・・24時蘇ちて・そ三三を榔たり（瀬の表翻・’

　　　　　　4回の實験結果より案ずるに，奉菌1まPH　5よりpH　9以上に於ても巨万曝し・就中pH　6

　　　　　又はb耳7に於て町育最も良好なるを認めたり・pH　3以下の酸性側搾於ては全く獲逸せす・

　　　　　　6．細菌の醇素　　　　　’

　　　　　　A．外酵素　　　’　　　　　・　1　・　　　　　　・1，．

　・　　　　．a・Diastase思夫培養基に0・2％の可溶性澱粉を加へてペトリ皿に流し込み・固化する

　　　　　　を待ちて三線増養せり．之を24℃、め温度に7日聞保ちたる後，沃度の50％Alcoho1飽和

　　　　　液を塞天の表面に流せるに，菌暦を中心とし，三幅3mmに及づρ．郎ち本菌は．　Amylas6

　　　　　を有するものの如しボ　　　・　．　　　』、　　1

　　　　　　　軌lnv・・t・・e　2％灘海。・◎糸甲菌懸濁液5cc　Thymb11％添加・3rq　2日間放

　　　　　置，戸ehling氏液｝こて検したるに，8日後に至るもInvertasβの作用を認め渉．　　　一

　　　　　　　c．Labtase　2％乳糖加ブイヨンに植付，「32℃24時間放置，　FEHLING氏液を加へ加熱赤

　　　　　褐色の沈澱を生す．Lactaseを有す．’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　d．Maltase’2％萎芽糖加プィヨンに植付，32℃24時聞放置，　FEHLING氏液にて桧査

　　　　　せるに，Malta『eを有するものと思惟せらる．　湯　　　　　　　・・

　　　　　　　e’物P・i・3％Thアm・1加．10％G・1ゆ灘試囎に雑（垂直噸らす）¢に

　　　　　2％Th卑・1加騒灘1・6齢室温轍置腋化㊧T坪・・i・鮎叉Fibd・伊野

　　　　　細断し（｝5％K：ongorQt溶液に24時間浸漬したる後，60℃5’旧聞加熟し，水洗したる

　　　　　Kongorot－Fibrin片を細菌液に加へ放置す・12時間を経るも，、赤色消化液を認めす・故に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、’　　　・Trypsih無し．　　’

　　　　　　　f．Pepsin細菌培養液（酸性）の中へ少量のFibripを投入し，30分間放置し，之を取

、　　　　出し蒸溜水にてよく洗濃，0．1％璽酸5ccを入れたる試験管申に投じ，38℃に放置，1時聞後

　　　　　消化現象を認む．故にPepsin有．’

　　　　　　　　縁Lipaseバターを㌍時間永浸，三分を溶出せしめ」之を溶解しペトリ皿に流し込み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遭
　　　’　固らせ，半天培地を溶し，1白金耳の菌を植ゑ，』之をバターの上に流し固らレむ．32℃に培

　　　　　養するに，コ隅二「の三園琿明とならす㌔　一　　　　　　　　　　　　．　、

　．　　　　　h．Lab新旧牛乳10cc細菌液2～4ccを取り，之にThy士no12％を加へ・，菌液，牛乳

　　　　　　共中性に調節・．37℃に三時聞放置せるも・牛乳凝固せす・　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　’i．Pectinaseブイヨンに3（PC　3日聞培養，・1％Thymo1塗加へ殺菌す・之に径0・＄mm

・　　　　のコルクポーラ＿にて取出したる人参を約1cmに切りたるものをカhへ，366，32。，』28％26。，

　　　　　．2ぴ，16℃に放置，人参細胞の崩干するや否やを・1週間目に調査せるに・20℃以上はすべて

　　　讐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b
　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　、　’

　　　　　　　　　　、

’

＼、
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　　　　　　　　　　　ヘ
テゥセンァサガホの葉枯性細菌病

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
崩寡したり．依って本四はPectinaseを有す。。一　　　　　　　　「　　　　．

　　j・Catalase試糖に3鷹化水鶏三一より1r金職の菌三面せ
るに持績的に泡沫獲生す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　k．0・yd。、e2畑y血・・hi…’加ブ佃ン1・植鮒3才C　l娠置赤艶暖駆故・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に本菌は酸化酵素を有するものと認めらる1　　　　　　　　　　　　’　　，　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　B．内酵素　　肉汁寒天培養基を分注したる20個のペトリ皿に，30℃に’て20日間培養

し，表面に獲育せ・る細菌を150ん200ccの滅菌水にて洗ひ落し，．充分分散せしめ，遽心分離を

行ひ，沈澱回る細菌を200ccのアルコール，「エ6テ～レ（3：Dにて乳鉢中に摺り潰し，多量・

の同諮榊に流し込みたρ・乾醗多蔽『三三を旧地酵素灘・こ鱒乞燥細獣20

’倍の水及び4％のトルオールをカロへ，3日間2rCに於曝瀧行ひたる髄醗離し蒼

明なる酵素液を得たり．之より次の酵素につきて實験を行ひたり．　　　　　　　、

　　aど　Dias重ase

　1．酵素液　　　5cc十1％可溶性澱粉20cc十Toluo10．3cc　　、

　2．’煮沸酵轍　5cc　十　　　　　　　　　〃　　．　　　　　　　十　　　　、　〃

③殺菌水．5cc＋　　ダ・　＋　門　　〆
　4．酵素液　　5cc十　　殺菌水　　　20cc十’　”　　　　・、

を35℃，定温審に66時間保ちたる後，還元糖の形成をFE肌加G三二にて乱したるに，1は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　ロ

還元糖の反慮を呈したるも他は陰性なり．依って本菌はDiastaseを有す．

　　、b．　Invertase　2％蕉糖液10cc，酵素液5cc，　Toluo1数回を加へ，32℃に放置すら

FEHLING氏液にて轄化糖の有無を槍したるに；2日後は攣化を見ざるも，5日後赤褐色の沈澱

を生じたり．故に本四はInvertaseを有す．　．＼　，　　　．　　　　／　、，、

　　c．Lactase　2％乳糖加ブイヨンに本四を植付し，32。C，24時間放置，　FEHLING氏液

にて糖分を検せり．青色還元され赤褐色の沈澱を生じたるξ以て・．本菌はLactaseを有す

るものと認めらる・雪　　　　　・　　．・　　’　　　　　「　　　　　し

1　φ・Ma1ゼase’　2％萎芽糖加ブイヨンに植付し・32℃・24時聞回忌FEH砥G氏液にて

還元糖を槍した．るに，赤褐色の沈澱を生じたり・よって本四はMaltaseを有するものの如し

　7．グループチンバP　（Group　number）　　　　　　　　　　　　　　　．　や

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ　　　　1　内生胞子形成せす　　　’　　　＿　　．ゴ　20α，　　　　　　　　　　　、1

　　　　　　三好氣惟…菌　　　　　ズ　　　・　　㌧　　　10・

　　　　ド　　膠質を溶解す　　　　’　　　　　　　　　　　　　1．

　　　　　し葡萄糖より酸及び瓦斯を生す　　　　　　　　・．02

　　　　　　薦糖より酸と瓦斯を生す　　　　・　　　　’，コ01一　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　だ　　　　　　〆

　　　　　　．陶　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　i
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7i

　　　　　　瓦斯を恥て硝酸肇腿元ナ　　，』oo1

　　　　　　色素を出さす　・．　　　，　＼　　　　，　　　．00000、喉

　　　　　　馬鈴藷澱粉を糖化する作上張し，　　　　　　ご000001

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　・・9リセリンより酸と瓦斯を生す♂’　　．0000001

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
　　　　故に本菌のGroupnumberは　　’　　　　　211・1211011なり　　．，

　碕本菌は，未記載の菌株と認めら：るムを以て，その詳細ぽ，今後の研究を侯ちて閑明するとこ

、ろあらんとす・

　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要

　　　　　　　　　　　　　　　　　く
・1本謙は一種の細菌の寄生に基き，・テ蜂ンアサが魚心の葉に纏を鹸る疾撤ρ

　　き行ひたる観察並びに立山二二の一部を記述せり・　　　　　　　　　　1

2．本病は8月中旬頃より漸く磯病多ぎものの如くにしてデ最初水浸状の葺窯を生じ；漸次援

零す・内部は白磁透明雁淡友馳周園に辱比働囎な磯翻す1病雛み
　　たるものは，全葉黄化下垂し早期落葉を見るに至る．　　　　噛

3・・病原細菌はぞめ大きさ　13－2・2×0・3－0・7μ，『グラム陰性，非訟酸性，芽胞，包嚢を形成

　　せす1～3本の出生鞭毛を有す．好氣出たして，ゼラチンを溶解す、．L

　　　葡萄階・蕉糖・グリセリン・硝酸加里より瓦斯を磯生すれども，乳糖にては認められす、

　「繭旛・繭・乳糖・グリ回ンよ嫌を形成するも轄ゐ哩1揺は認められ穿硝酸

　　盤・亜出面盤を還元し又・硫化水素・インドールを形成す・オ「菌は36℃以上にても褒育

　　可艮，．32。qに出て焚育最遙，死滅濫度55℃．食塵に回して8箔迄抵抗，　pH　3n以下に

　　ては全く鮪痴るもpH　90以上にても温飯良好なり・無水素材濃灘pH、

　　6～7と思惟せらる・　監　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　’1　　　　　，　、

　；・本細菌はDiastaseらInvertase，　Lactase，　M弓1tase，恥psin・pectinase　を有する

　　ものの如．くなる・も，Trypsin，　Lipase，　Lab　の存在は不明なり．　グルーブナンバーは

　　211皿110｝1岬めらる；、1－　・　，’・　■・・
　　　　　　　し4．接種試験の結果，テウセンアサガホ薦植物及びトマトに病原性を有すr

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

　　　　　　　　　　　、

、

’

ノ
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　　　　　　　　　テ7センアサガホの栽培に回する二，三の成績

　　　　　　　　　　　　　　　　　技官平・間好美1

．　襲二十四64豚儲せる・・セ・アサが欄羅の蛭力謹に依り…1．ラ・・

　　　、の鑑原料を舳とするに於てはテ・セ・7サガホ蝿も優賄ること明となりたるを以て之’

　　　　三脚と櫨との關係につ騨中なる醐即二三嚇押し獅・磯んとす

　　　　　一　．　L聯の紐の継醸称及ぼす辮
　　　　　テフセンアサガホの種子は概して壷芽困難にして十三に多くの日数を要し或は女回読甚しく

　　　　不三一となり栽培上支障を來すこと少なからず，播種より獲芽迄¢～聞に於ける土壌水分量の多　　ズ

　　　　少と密接なる關係を有す弓が如し．此虚には覆土の二丁が蝉声に及ぼす影響につき調査を行ひ

　　‘　たり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　調査材料及び方法．　｝　’

　　　　　種子は昭和ユ8年度産完熱果より肥取せる優良種子を供引畑地犀砂質壌土にしで前作三三

　　　　牧穫節雛し緬・…mの短鵬の淋とし磯土の深淺によ閥・ものは蘇深いも

　　　　購穴を作りA鴫1留守麗麗39鶴鴎1qo・cm．の試騨別を謝3匪制縛
　　　、，b一語の粒：数を60．とし昭和、19年4月14日に丁寧に播毬す，稜芽歩合に就ては一定朗間の稜

　　　　回数を調べ比較せり．　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　’

　　．”　　　　・調　　査．・域　　績
　　　　　　　　　　　　　　　第1勤嚢回数に回する調査』　・

覆土の
深門別

　0
　0．5

　1．0、

　1．5

　2．0

’2．5

　呂・o層

　4．0．

　5の

10．0

一芽・ 数　　　（本）

0

．21

52

51

43．

　9

　2

　0

　0

0’

OI

、32

38

65

35

32

35

ユ7

0

0

、i

15

35

36

71

．59

58

64

　1

　0

　1
68’

125

147

ユ49

100

95

81

、1

　0

稜芽歩合

@　（％）

獲芽勢
@　（％）

出芽勢の

�ﾘ口数
／

iI

0．6・

45．3』1

83．3

臼7．9

99．3

66⑥
6313

53．9

『㌧

Oβ

　0

　0β

・35．3

60．0

77．3

99．3．

ぢ6．6

’．

U3．3，

・53．9

　0．6

　ド

47

27

27

27

47

47

47

47

47

（註）襲搬胴「試瞼酬の3匹分を一括せるものなり9

　　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　　’
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74 テウセンアサ永ガの培栽に闘する＝，≡三の成績

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫

　　　　　　　　　　　　　成績の摘要及び考察

旙蜘より23明（5月6日》28日目（5月11日あ47開（5月3ρ日）ρ3臨酌そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■の聞の磯芽数を調査せるにそめ成縛は第1表及び第1圖の如し・一即ち覆土2cm庭に毎て99・3％

の出芽歩合の高率を示し之を中心として深淺相

隔るに從ひ漸次低下する傾向を認めらる．環土

q5・講論面隠にα6％にして’10・m謡

扇ては播種後47日目の5月30日に至るも爽芽

を歯す・熟瓜勢峨ては覆土2cm暉最も良好

にし七1．5cm‘ ﾁ之に次ぐ・　　　　　一

　以上の成輝を綜合するに砂質壌ま；に於けるテ

フ．

Zンァサガホの覆土は1．5～2．OCmが最適深度

と認めらる．

　　　　　覆　土　別

第1圖　覆‡の深淺と獲芽歩合比較
’

”o

凡　　列
％　餌勿

論証
面

5θ

ω

詔 縛1　　　．

勿

σ　醒5　’o　∫5　zρ’35．4ク、御　‘σ　脚‘樹

　要するに覆土の深淺により稜芽Q良否は元より幼植物の地上部と地下部との奪育不均後惹い

ては生育不良となるを以て實直栽増上旧地の氣象，ま質，地下永の高低等の窮項を考慮して最

適深度をなすべきものなり．

　　　　　　　　　　　　　2．直播法と移植法との牧量卑較　　　　’1』

態度よ咳フ・・アサが礪植物の栽培淘で三囲と移犀の二種三三れも三三に得卑

あるも瀦ρ樋上徽調査を行へり・　　．＿　．　　、・

　　し　　1　　　　調査材ド稗及び方一法・1　　　　．、．．

　本調査に供せる畑地は砂質擁圭にして前作山紫蘇二半後耕起，直播優の部分のみ丁寧に地均

し畦闇130cm方向東西株間90　c血1ケ所5粒宛とし，昭和18年4月15日に播種す．移植匠は．

6月1日再耕，前者の栽植距離と同様に植穴を設け基肥として下記肥料（直播匝は逼肥として

苗の雨側1と施用）を施し置き別に：冷床に於て3月20日播種養成せる草丈略Jcm程度の苗を

選び6・月9日1計画す，，肥料は反忌門齪375k島草祓40㎏人糞尿281濁kg是等㊧三要素

域分窒素3鮒k島燐酸0銘7k島加里4留8k腔醐匪は潮巴・移駐は基肥として施用す，

騨沖治癒噸ひ7月i・に牛晶晶穫は難育厳障を來・ざる繊縢旧劇
攻摘取り，果實は覇の裂開を待ち果梗よρ切取。直に果皮と毬子とに分ち陽乾す．

　　　　　　　　　　　　　　調．査．成’績’　 1　ピ
ぐ1）、地上部の伸鰍況　　　　　　’
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　直播匠は三三後生育順調にして7月1日には草丈絡・く83cm，株張’35・7　cm，移植匹は是植後・

の稜育門々にして草丈略ζ8．1cm，株張222　cm程度なり．この日タリ毎10日目に伸長朕況を

調査せるにそ・の成績は第2圖の如し，即ち7月1日に於ける草丈は直播，移柁何れも略同一な

るも其後10日目に至りて直播匪は10cm程度伸長するに解し移植優は僅かに4cm程度に過ぎざ

りしも共後回雪順調となり7月20日，31．B，’ W月1日に於ては何才しも直播冨と夫差なく，8月

20日，9月1日に至りては移植匠董葉良く繁茂し却って伸長大なり，株張に就ては直播，移植

何れも大差を認められざるも8月20日～9月1日の間に覧ては直播匠の伸長は逞々として休

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、止の状を呈せるも移植匠に於ては野駆育を持績す．

　　　　　、調・査　　日

　　第2圖　草丈株張の伸育歌況
　　　　　　　　　　　　　　　　　試験別
　1煙

　”　　　 ’巳 E！　
直播

　”〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

劣　　　　　移植
　甥

『劣『

〆二

髪噛

引駕

！llll繕1‘
　（註）草丈依地表より植物盟の最高　r

　　　　部位までの垂直距離株張は横
　　　　張につき調査せるものなり。

　　　　　　　　　　ピ
第2表　生育に漏する調査

草丈

　（αn）

97．7

11510

同町

89．4

100ρ

株張

　（α聡）

128．1

143．3

下帯

89．3

100．O

1

1株當
新鮮植
物艦重
　　（9）

　54．5

100ゆ

四丁

54．5

100．0

摘　果：

着手日

8月31日

9月4日

（註）r1）気草丈株張は生育末期（9月1日）に調査せるものなり。・

　　（2）1株當新鮮植物麟重は敦獲終了後（12月1日）抜取り根

．　付のま増量せるものなり。、

　（2）生．育歌．況　．　　　．．　’

　第2表に示す如く草丈株張及び1株當薪鮮植物禮重は何れ

も移植匠大にして董葉良く繁茂し生育旺盛なるも一期逞しニコ

　（3）牧　　葉　　：量

　時期別の西欧量は第3表及び第3圖の如し；即ち7月10日

20日の2回共直播匪牧：量多く，8月以降に至りては毎回何れ1

も之：と相反し11月13日の新芽を含む牧量に干ては直播旺多

きを示ず．9月10日迄の牧量を見るに新鮮量，風乾量何れも

移植匠牧量多ぎも乾燥歩留に於ては却って低率を示す．100

枚當の時期別風乾重に於て直播，移植何れも8月1日に牧葉・

　　　　　’
・せるもの黙を示し之を中心に早醜隔るに從ひ鰍低下する鮪鮪し瀦の間に一定の唱

歌を認められす；．　　　　．’「，　　　　『』』　　　　　　「

（4）牧實．＿量・　已，
　時期別の明年量は第4表の如し，、即ち10月20日号の牧歩数並k風乾：量は直播庭は移植庭に

比し何れも4『量程度にして又11月中に於ける風乾量は僅かに6．16k9なり．12月1日の未熟果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬
　　　＼

　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

、

■
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76 テ心センアサが永の栽培に關する二，三の戚績．

第3表　牧葉：量に關する調査

　＼∵　　口寺縛帯

試験別
　　　　　＼

直 播

移 植

10a當 時期草箒葉風乾量　（kg）
・月1・・1・月・…月1・｝・月・・日1・月・・司’・月刺1・月13・

1．84

0．80

7ユ2

4．64

10．96．

13．12

8．96

18．24

59．32

167．20’

16．00F

　‘ψ

12．80

25．60 992

10a當　（7月10日～9月10日）　聞」摩量 り　・

葉　数新鮮量（kg＞瓜耐量（k9）

新鮮量よ

頼｣得量
焉@合（％）

風乾量比率
100株當
頼｣量（kg），

19島880 CO7．68 ｝04．20 17．1 80．4． 11．84 直　　播

244，160 926．00
129．60←

．13．99 100．Q 、14・72 移　　植：

〆

に就で見るに直播旺は移植匹より牧果藪：に於　’

て5餌0果も多く風乾量に嘗て約4倍の多罪

を示す．総じて移植匝の新鮮量よりの風乾得　　　趨

量歩合が低率なる結果を見るは一定時期に於

　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　鋤
ける1：果當種子：新鮮二大なり即ち果肉多量に、重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
』よ紬の凹めらる・摘儲和より・・月（、。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆
，30日及び12月ユ臼迄の風乾量は何れも移植

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勿。
逼は直播匠に比し2割5分程度の二塁なり．「

　’　二二の摘要及び考察’
　、

ユ．本調査はテフセヒアサガホ死）直播法と移

植法とめ牧量比較調査を行へり．．

〃。

’50

ρ

　　　　調．’査　　日

第3圖　100枚當の時期別風乾量比較

　　　　　　　　　∴匪

　　　　　　　介・＼

　　　　　　’　　　　　　　、、
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　ヘ
　　　　　　ノ　　　げ　　　　　　ヘミ　　
　　　　　　ノ　　　　　　　　　へ
　　　　　”　　　　　　　　　　＼
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　”　　　　　　　　　　　　．、　、、

　　　　コ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　！　　　　・　、　　’　ぐ
　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　も
　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へぐ

　　　／㌧　　　　　ド　＼
　　’　　　　　　　　陛〉、
　　　　　　　　　　L＿＿＿＿＿」陶＿＿＿＿」」

白

書

茸

言

分

『

窪　盆　寿
＋　　不　　ナ
日　　　　9　　　　曾

a生育は直播匿は獲芽後喜育順調，．移植匠は定植後一時獲育停止に近い嘱目となりしも活着

後即ち地上部と地下部の生育が正常的状態1こ復せしため二二旺盛となり8月h旬の頃には繭者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　
共最盛期となり．，移植曄に於ては初秋の頃までその傾向を持回するも直播匠は共後衰退するに

至る．

鍬量・こ就て鰍輝は移擁は直騨こ比し約2即下なるのみ諦す鰯大に9て鷺

葉腹なり激實量鰍難の號と同様離雛が2割『分域脚上牧なり・、

　以上の域績を綜合するにテフセ・ンアサガネの栽培風興りては四竃の許す眼り移植法に依るを
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可とす．

　前述の移植医の苗は冷床に養成せるものにして，葉實を含む維牧量に於て直播法に封し4割

，5

ﾋ麟1結塁を鍵響室鯵1冨；2明騨珊

6

10’a　當　時＼　時

@　三

�ﾕ
ｱ別　　　＼

18月30日」り10月20日間

牧實：量（kg） 一陣蝶貝脚柱
果数

新鮮量 風乾量量歩口
@（箔）

繍子新鮮
ﾊ　（9）

直播 16，720
■169．00

71．20
10．σ

移植 31，440 271．76 140．00 51．5

一’10．0

期　別　牧　量‘

　　　10月21日～31日聞

果数

21．040

17．760

敗實量（㎏）灘毒

手鰻購羽合
198．08　　80．00　　40．3「

17720　　65．76　　37．1

　　　　　　｝

11月1日～30日間 12月1日
新鮮量よ
り風乾得

量歩合
　（％）

11月15日：

醤顯果十
三　（9）

罫引1一網種
量歩合ト
　〔％）・　　（9）

10月25日F

1牧三三
種子新鮮
量　（9）

　9．9

ユ1．0

果数

3．280

18．560

牧實量』（kg）

二二量

i5し20

141．60

風乾量

6．16

53．92

4α5

3臼．0

6．0

8．2

未熱四一實：量

・新塑蝋量

15．040

10。6401印

105．76

42．48

47．20

12．40

44．6

29．1

子新鮮量／果数

7．Q

3．9

＼

37・760

14920q

ヒ

　　　　自8月30日
10a當　　　　　聞の牧實量
　　．　．至10月31ぼ

牧賊（kg）新鰻よ騰糧

薪魚糧江山

367．08

448．96

・且里歩合

151．20

205．76

　、

り風乾得
且
　（劣）

41．1

45．6

比　…率

73’4

100．σ

百株堅
果激丁丁黎

429017．181

’5．59023．381

　　自8月30日
10a當　　　　　聞の牧實量ド
　　至12月1日

果　．数

56．08Q

78．40σ

風　乾
・種才量
　（kg）

204．56

272．08

同　比』

75ユ

100。0

直　密

語　植：

　　　　本調査に當りし曽根正治，浩水源八十の助力に白し此凌垂に共勢を謝す．

　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

梅せしめ定植後の植痛みを輕減するに於ては更に増牧を墾げ得られるものと豫測ぜられ，移植

に依・植物騰育蜘生態旧記に關・ては目下回申な磁脚融蹟氣
象，r ｨ力條件に干して極めて密接なる三門を有するが故是等弓馬を斜酌し夫々各地に適合ぜ乙

、
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　　　　覧

テウセンアサが水9栽培に蹴る二声ρ威績

移植栽培を計書的に實施するを得策とす．

　　　　　　　　　　　　　3．，栽植様式と牧量との三三「

　從來の普遍栽増に第三は董葉良く繁茂し牧穫上幾多の不便困難のみならす多量の勢力を要す

る三三上鐡ふ瞠の燗簾培は不可倉旨聯のと冠せられ旧記三三曙か叫

て麟作嚇す痢と騨られるを二丁三三十三と嘩作との牧量比較押回

行へり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　’

　　　　　　　　　　　　1調査材、料及び方法

1棚蓼供軽三三下土にして前作山郷羅後飛普通幅鰍繭積α5aを丁
寧之地均し畦聞130c血，方向東西，畦畔作立は供試面積1aの畑地の野僧に於ゼ130cm（中央’

部のふ般作物三三き勘案し145cm　ID幅とな†）株聞♀Ocmとし1ヶ所5粒宛夫々昭和18年4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
丹15日に播種す．

瀦の三三式聯を示螺下言巳の如し・肥料鎚肥とPて囎堆肥375kg草祓40k・

人糞尿281・25kgを6、月1日（苗の最大葉母約8cm）芦の二二に施用す・除草；中耕は随時行ひ

7月『P日吐寄す．画影は葉は蜻下弓を來さざる程度一葉より融摘取り，果實購の

裂開を持ら果梗より切肇り直に果皮と種子とに爾ち降乾す・、

　　　　　　　　　　　　　　　四温様　式　圖　解

　　　　様式別
匪分

　　供試面積
　　栽植．面積

，　栽棟本数

普

と

T

．　通 作

臓

n

呂33：鵠：：：著。ooogooooooOO●O●●OOO●0

舞
m

10鼠」一ゆ

’　0．5a　　　　　－

0．5．a

畦 畔　　作

轄α麓
↑

萎、

i

■o，ooδooρoo

…

…

3

…

・i

’1

●OOOOOOOO●0

．●一一一「o鴇噌由り

ia

O．5a

40

（1）． ｶ、育，状況

調　　査・　成　　績

．亀　．

、
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　第5表に示す如く草丈は爾者共に大差なきも株張に於ては畦畔作匠は極めて大にして董葉良　　・
　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

く繁茂す，從って1株當の新鮮植物二重も重し，又摘果着手日の早きを見るは董の第一分岐瓢

の低きに依る．．，　　　・　　、・　．．．　　　．、　ノ　　　　　一

　　　　　　　　　　　第5表　生育に關する調査　　　　　　　　　　’

試騨 草　丈

@（cm
伺堵 株張

@（cm

同．比

1株當
A物艦
V鮮量
@（9）

同　比

董の第一
ｪ岐窯の一高　　さ

@（cm）

同　比

@　●

摘　果

?闢

碧通作 97．7 100．0 128．r 1qo．0 545 100．0 30．9・ 100の
8月合1日　、

畦畔作噂 97．1
・．蜘

151．3 118ユ 800 146．7． 23β 763 月30日

　　　（註）1．草丈株張は生育宋期（9月1日）に調査津るものなり一

　　　　　2．1株欝植物彊新鮮量は牧毬絡了後抜取り根付のま蕊で秤量せるものなり．

　　　　　3．茎の第一分岐黙の高さは地際より第一分岐鮎に至る高さを調査せるものなり．　　　　1

ノ

　（2）牧　　　　量

・葉及び實の牧：量を比較せば第6表の如し．帥ち畦畔作匹は・普通作匠に比し牧葉量に於て3割
　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　ダ

5分程度の増牧を示す・時期別の稼實量は摘果着手日より10月31日迄・11月1日～30日間

あ牧量は何れも畦畔作匪の方が牧量多く・12月1日の未熟果に於七は之に相反す。総牧量に就

て卑れば畦畔作匠峠普通作匠に比し果数に斯ては約8割1分も多牧を示すも聴覚～調製等に多

　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　　　　　　第6表牧量に關す。る調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

1’00牌賞の風乾牧野

・駐

・＼　　牧

　　穫
D試　　別
ｻ別

至四四の間 皇朋嘉の間

＼
牧葉量’　（kg） 同　　比

果　　婁虻 三三量（kg） 果　　敏 種實量（kg）

普通作 13．30 100．0　・ －4，290 ’17ユ8 372
’　0．70

畦畔作 18．00 ，135．3 　　・Q3．00
’2，364

@、

7．90

　　　　　　　　　　　　　㌧D

「

12月1日未熟果
．1 皇子男『P旦ρ間纏牧量．．．

．某　敦 礁量（kg） 果　　数、 同　　．比 種實量（kg 同　　比

1果當種子量

@、　（9＞・

・1．700 5．36 6，362　　、
’100二〇

23．24 100．0
3．63　、　牙

11，026 1．90 11，562 181．7 32．80 141．1 噛　283．

’

、

、●



1　　テウセシアサガホの栽培に關する二，三の威績 、

　　　量の努力を要するのみならす風乾壼は僅かに4割1分の増牧に過ぎざるは1果當風乾量の輕重
　　　　　　　し　1　　　　　　　　　　　　　、　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　F

　　　に依る．　」　．　　　　　　　　・．　　　・　　　　　　　．　　’　「　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　威績の摘要及び考察　　　’　　1一、

　　　：L本調査は栽植様式申の普通作り，．と畦畔作p，との牧量比較調査を行へ’り．　　　　一

　　　2．生育は曽通作匪の董の第一分酸貼の高いことは榮養生長期に於て徒長せるものと認められ

　　　る騨丈脈高し從って第1果は晩熟旧作黙三生瑚闇短く從って董の第一分囎底、

　　　く且分枝触にし郷1郷騰なり・　、「　　．，．　　！
　　　a．三三て嘩絆三三噸三三比瞬こ於ゼ約3割5分、軍眼て約4割』1分三三

　　　牧なり．

　　　　以上の二二を綜合す』るに普通作とするよりも畦畔作とするに於ては六二の勢九不便困難等

　　　の緩和を圓るのみならす葉，實を含む総牧：量に於て約7割6分め晶晶となる結果なるを以て畑地．

　　　全地回の利宙上叉初心者の栽培等に於ては栽植檬式は畦露作とするを最適旧式と認めらる．禽

　　　旧式1楓る苗の徽並喚脚生唾腿馬櫛騨更嘩を行はんと割

　　　　　　　　　　　　　　4．摘心が葉及び實の牧量に及ぼす影響　　　　　’

　／　　從來テフセンアサガホは葉，，實何れも製藥原料に供せらるL「も最近製藥資材，製造作業等の

　　　關係上三業糊と←てば戴回する餉なる雌み椰魏が三三の牧量に女・何回

♂麗を及ぼすものやにつき豫備的調査を行一り・，．　．●．〆．

　　　　　　　　　　　　　　．．調査材料及び方法

　　　　栽培法は一般標準栽培に準じたるも株間のみを30αnとし密植裁培法を取り封照暉（無摘心）
＼

　　　　　　　　へ
　　　と摘心匝の二種を設け摘心は草丈略く25cm（第一分岐せんとする頃）の頃に摘心せり・覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　調や査或績・．　’

　　　　（1）摘心山武に基く・地上部の獲育状況

　　　　　イ．葉の攣’．花

　　　　100枚営の冷飯油鼠糧を比較せ1ボ第7麹如し；帥ち摘蟷日・其後10日胸言葉時

　　、は爾三共大差な1く7月26日の牧葉は摘心匪は1株當多～3枚は特に肥大せるを以て別1こ三葉せ

　　、る間照門回し髄なり・（第三参照！之れ脚の鞭生勧過激於て當｛・地上部と地

　　　』榔との棚畷龍理の原理薩き恥に風鐸上都馳下部と瞳的跳櫛旨的弓均衡

　　　力騨上部の轍塒『三三やるが三脚畔は鱗る難豫酔

　　　　　　　／　　卜　　・　　　　　　　　　　　　’　・　　　　　　　　　　・、．　　　　　’

　　　　　　　　　　　　「亀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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せられ斯かる場合には植物は環境適轡性によって地上部と地下郵との均衡を王常的肌聾に復せ

んとしての葉の肥大憂化と思料せらる，8月右日以降毎回共に摘心医は封三三に：比し何れも葉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
獄司回れテフセンアサが棚渤膜養蝉三三鎌灘長と生殖蝦とが欄的に
生育するものなるも摘心により榮養隼長の檜強．されしものと諦めらる♂又牧山回数を重ねるに

從ひ雨者共侮れも三重は低下する傾向を示す。’

　　　　　　　　，　　第7表　時期別薪鮮四隅の比較

，＼．時期別 100枚當　時期別薪三葉量（£）、

試験別，又 ’7月7日 ・加・i・月26副・月・・ 1・月・5・
8月31肩 9月14日

封　　　照 　406
C

595 568　　　　361 i81 126

A　　1
88

　　　　　7
E　　　　心 395、 612 298 1103　　470 265

1371、。。、　　i

　　恒．地上部の攣化、』　　，

　　草丸分技敷，植物饅重三果着生．・

　歌況は第5圖の如し，帥ち甥三三は

　草丈30cm糎程度にして分枝しそゐ

　第一分岐顯には7月20日に初開花と
’

　なりたるに反し摘必踵は分稼4本以r

　上となり夫々稜育旺盛にして第一分

．囎に至る｝麟Clh（地際妙50・m）’

　に：伸育初めて謝花を見るに至れり．．

　1三って摘心医は草丈は大きく二二の

　．、三熱動く董葉良く繁茂せり．

　　　　　　　　　　　　　　毒‘

　　　　　第5圖地上部下化語誌比較

’1．

…

i”．読，　，

1　・1’
1　　　　　8

　　　　　　　　　　サ　　ド
書

’i

z

’1 P
辛

　　　　　　ノ第4圖．7月26日牧葉時の葉の此較

／

ノ

三物・ノ・騰ll：藩實物・ノ・二二1§：櫨

摘心　匪 』樹　照　匠

　　　r

義酎区

畷穫聯墓ける

←）摘果着手日

　　　　　　し　コ
摘心匠；　　二二医
　　　893CI士1，　　74．9　cm

　　　35ξOcm
　　　　　　　　30．Oc血

重　5339　3079
　　，9月211ヨ1　　　　9月4日r

声尊旦

’

ず

、

ひ
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82 テウセンアサガホの栽培に甑する＝：，三の成績

第8表牧量に關する調査

＼牧量

試　　別

’　10a當　風　乾・牧　；量

葉　の　牧　量． 一　實． の・

馬弓＼
枚　　敷 同　　比「 三重（kg） 同．庇1 果　　数 同1三

三　　　照 ’馬136，QOO 100．0． 162．60

、。α。1
’47．790』

10⑳

摘　　　心　燭 1，568，000 　138の
掾@．

弔5α60 154．1’
361ggq

、一
V7．4：

・100三悪　風乾牧量

牧 量
葉’ ﾌ牧量1實の 牧，量

種子量（kg） 同　　：・比 枚．　数　1 　　　　it重（kg）県 数
’二二量（kg）　　、

r、170．44 100．0
4ao30 6，159　厄　． 　　、P，810 ・　6．469

　，
鴛普@　　照

84．56
69．242「

9，494
・i1400 3，206 穏　心、

、附　表 、牧　　支．　比　　較

＼運

試べ
・樹 照

摘 心

10a當
散，穫　　勢　　力

牧穫（人）

70

120

摘果（人）

180「

110

，累計（人）

250

’、

230

金額（園）

500．

460

’葉の牧釜レ
同量（k・）陰二二

162．60

250．60

520．32

801．92

實・の’牧盆

牧：量（kg）

170．44

84．65

’金額（圓）

き

681．78

338．61

総、　牧　　盆

牧：量（kg）

343．04

，335．25

金額（圓）

1202．10

「、1140．53

差，高額

＼　702．10

680．53

同　　比

100．0‘

96．6

の　　’ ／

照

摘 心．

（註）　1．牧穫勢力の牧葉は毎回の牧葉乾燥，摘果は毎回の摘果調製乾燥に要せる勢力累計延入

　　　員なり．金額は叢叢摘果の時期を何れも1日女2圓として概算ぜるものなり．層

　　2．販費贋格は幽門業者側の協定便格K：俵りkg當葉は3圓20鏡，實は4圓として慨騙せ

　　　るものなり．　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　馬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

謝　・
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間 紹

　（2）　・牧　　　　量「〕　　　・　　　一

　葉及び賢の牧：量を比較ぜば第8表の如し．葉の牧量は摘心匠は封照匪に比し三葉枚数に於て．

』約3割8分の増牧に樹し風乾葉量に至りτは約5割4分の稼量多きを示すは摘心塵理に基く葉

の肥大に依る．然れども牧實量に蟄では果激風乾種實量何れも葉の牧量の場合と相反せり．即

ち果数に於て約2割3分の減に樹し風乾種實量、こ至勢ては約5割1分の著減を見るは榮養生長

と生殖生長の相甥的の生育期商に於て摘心庭理により榮養生長の増強k基く結果と立謹せら

る9　「　　，　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　成績の摘要及び考察、・　●　　鴨

　　　　1．摘心塵理が葉及び實の牧量に及ぼす影響につき調査を行へり．

　　　　2．草丈約25cmに逮せる苗を摘心せるに地．L部と地下部との三巴的の嚢育生理の原理により

　　　地上部の伸育は一時停止三態となり之が正常的弓態に復せんがため一二葉の肥大嚢育攣化を生
　　／
　　　すると共に分枝数は甥照匠の倍となり急：速に三三三って三葉良く繁茂す．

’　　　3．．牧量は摘心瞳は甥照匪に比し三葉量に於て約5割4分の多牧なるを示し三三量に至りては・

　　　之に回す三って聯鐸姶む融量眼ては瀦共駄油島られ事　・
　　　　以上の威績を綜合するに摘心干るものは牧葉量に於ては増牧5割以上の好結果を得たるも牧

　　　實二三りては却って回せ嬢って三業調の希罫凱て醐散副ふ峨培業者側に

　　　於て三論積に出る鰍嶽なるを希野多出し礁嘆の四壁湿す腸創・於

　　　ける摘心庭回栽培と葉及び實の牧：量の絶｛澄量を目的とする普通栽培（樹照歴）との爾者間の生

　　　産費中牧穫勢力と藪釜との關係を比較し見るに附表の如し．帥ち総牧釜に於ては封照座は三盆

・、@なる蓼示すも差引額に於ては雨者何れも大差なきを以で栽培當業者としては勢力其他の事情に

　　　慮じ便宜の方法を選び栽培するを可とす。　　，　　　　　　．　．　　　　．，　　　　・

　。　　テフセレアサガホの栽培上最も憂慮せられる摘果調製作業等の勢力節減を考慮するに摘心虚

〆　　　理栽培を推奨す．

1昭和19年12月10白

，

＼

／

＼



・85

　　　　　　　　　　　　　　　　中毒小萎粉の生物學的研究（第1報）　・
　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　妓官平山：重∫勝，　技官山本昌木i

　　　　　　　　　　　　　Bi（∫ogical　tu¶’e30n　th　3　poisonous　wheatゴ1ρur　（1）

　　　　　　　　　　　　　　Shigekatsu　HIRAマAMA・and　M皐sakLYAMAMoTo，　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言　　　　　　　　　、・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　　　　昭和21年8月下旬から同年10月に亘うて東京都内の一部に配給された小萎粉によ’る食中毒

、鮒糊した1その中綱は比較醜く賄うた醗力1集團的であづたため聯蘭
　　　　　となっためである・筆者等は松尾駈長よりその原因につやて生物學的蝋画を行ふやう懲悪され

　　　　たので本研究を開始した．未だ結論を得るには至らない赤一頃現在迄の研究結果を報告する次

●　　　　第である．　　　』　　1　　・”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　生物學的見地から有毒小寒粉空生の原因を尋ねると次のこと黙考へられる．、

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ド　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　ドヒ

　　　　　　　1、有毒蟹草種子の混在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　2．寄生菌に感染した萎粒の混在　　　　　・　’

　　　　　構雑寄子どしてムギナデ・・（Lツσ肋茗sα伽go　ScOP．）ヤハズェ．・ド囑植物（嚇一

　　　　σ勧σL，．猛伽gκ5’加伽ROTH．）等畢げられるが，就中注意を要ナるのは毒萎（LoZfz‘”31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　1
　　　　謬三〃2κZ躍嬬zL）で断口で妹古くから問題となって居り，本邦でも明治14年頃島根縣下に嚢

・　生レ輝線；譲生し姻郷あり，三三治＄・年前後に鯨服埼五山梨讃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　川，細意1、北海道二密生したと云ふ（9，15，18）毒萎の澱粉粒は所謂複合澱粉で小変澱粉と

　　　　は異るので・顯微職査によって異種澱粉粒存在の撫を検査レた・試料中には之三見し得、

　　　　なかったので之等に封ずる嫌疑は薄らぎ第二の可能性について考察を行った．

　　・　、小萎に寄生する菌類中有毒とせられるものに直黒穗病菌（2「『Z16’‘σf7ゴ’‘of），萎角菌（CZα艶消＄

　　　　ρκゆ鷹の，赤緯病菌（σ乃ゐθ惣〃σ5σπ∂勿θ∫ガ，F加Sσ7ゴκ解sp重）．）等が報茸られ，就中後二者は中

　　　　翻カミ多く著名である鍾黒目舳混在㊧場合に翅粉鷹烈婦ぴ魚臭があるので比軸容

　　　　易に槍索され，三角菌の場合には特徴ある菌棲の外部組織が残存し叉混入傘も比較的多い場合1

　　　　にの艸毒するやうで・』、シャで臓埣住15％廷：警れて居・ζ恥力’ら（18）・本事件の

　　　　原因が萎角及び腫黒穗病菌に因るものでないと断定して誤りないものと考へる・

　　　　　赤徽病（黒鮎病）となった萎類の鍛粒はi“Scabby・grai㎡’とよばれ，本病穀粒の人畜に封ず

・＼

畑究に脚騰鞭概賜つ融尾眼動物試瞼につ・・て曜助を恥・た古三物園長並蹟
験申助力された青山好夫，湯川良夫雨氏に深厚なる謝意を表したい，　　　　　　　　　　　　　　・

ピ

．，・R鞘漕鍔帆島
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1

中毒小褒粉の生物學約覆究

る有毒性は駄洲ロシア，東部シたφアで早くから注目され，之によって有毒となったパンを

“Drunk　bread”，“lnebriant　bread”等と云ひ，中華民國農民は“Mrchun”と稻することが、

報ぜられる（7）（23）．赤徽病b原因はG櫛卿Z1α56幼勿6’〃（MONT．）SAcc．、’といふ一種の子

舗の寄生に燭のが主⑳つて・．その分生腫子時代は勘・・脚8π伽・・脚S・・W・・耳・

とされてみる・叉本病の病原として本隊の他数々のル∫α伽翅囑菌帥ち　Rσ〃Z〃ηπ鵬、

’E加7加塀溺，Eσ彬πα6θκ翅，総出1α擁，　R〃¢o履加㎜θ等も参與すると云はれる．赤徽病に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
よる穀類の申毒についてロシアでは既に1898年にWORONINの研究があり（9）其後にも

NAUMov　l23），　DuON脚（7）等等が蝉騒を行ひ，病朕として頭痛，眩最，悪感，嘔吐，覗力障

害を學げてるる．1928年北米合衆華中西部（ρom・belt　region）に本病の大鐘生があり之は家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ畜飼料どして有害なので問憲となり，偶々欧洲に飼料として輸出した筆遣中に本病被害粒が混

じて居たため笹子で豚の中毒が頻即した．中華症状としでは悪心（Nausea），暉吐（Vqmiting

騨鮮少である・之膜機として雛α413即解¢22）：及び綱珊究力～行隙、

929轄の糊渤鯉學會璽M－u恥C・・曲・（16》寧・c・・（2・あDlc・…（5）氏

等の研究穫表があり，1930年1こは．MAnqs，　VEsTAL氏等（13），1936年にはCHRIsTENsEN氏－

等、（3）の動物實験の結果が報ぜられてるる．　　　　　　　　　’　1　　　　　　’

　日本で本病被害穀物の中毒が報ぜられた例は少いが，昭和7年北海道で燕i萎に本病の大蘇生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　1
があり馬の食嫉ぬ飼料として困惑したといふことであり翌年“ヒ大輝内教授（25）は動物試騨の

結果モルモットにも病攣を起すことを報じ，同年ト早世（2）も被害萎を馬に必勝すれぱ下痢

し，被害粒の多敷を混じナこものを「萎コガジ」として食べれば嘔吐下痢する旨を記し，原氏（8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か

層も丁著者の知るところによる、も被害穀粒が人類に1種σ下痢を起さしむるものなり土と記←て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　1
みる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　1

　’赤徽病被害粒の有する中毒物質についての知見は少V・がDICKSON氏等（6）はグノレコシ・一9ド，

叉は鰹基性窒素化合物とし，POPP（20）は有毒蛋白又は有毒窒素化合物が生成され’るためと論

◎D幽門b・質氏（4）は被害粒には青酸及びア・ゆFイド鷹はないが・アンモニア・ア

・ミン等を誰明し，S6HRoETER，　SrRAssBERGER爾氏（22）はヒヨリンかヒヨリンの脂肪酸エス・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ
テルが有毒萎に多量に存在すると云ふ．高橋，白濱同等（24）も非蛋白質窒素が多くなり，ヒ

ヨリン友ぴアミンが瞼出され，又脂肪酸も攣質して有害なLysolecithin・．類似物質を認めてみ

る・　　　　　　　、，
　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引

　．既に述べたやうに今回の小目粉申毒事件につしでては生物學的に激種の原因が存在する可能性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　
があるが，そめ内調徽病被害粒の存在する疑が最も濃厚なのでこの鮎1亡ついて究明を行った．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

ρ

b

’
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　　　　　　　　　　　　　号

　　・　　　、　’　研：　究　　三三果

1．菌の分離二二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ方．法　　小変粉の場合にはWAKS血AN氏塞夫見地，叉は乾杏煎汁寒天を用ぴ，三三法に　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．吟」
よって撒旧観郷麟暢一構瀧のま域ばα1鐸撚で5分骸面溝鯛
高水にて亭亭し，WAKSMAN塞晶晶地上に播種して酸高して隔る高歌菌の分離を行った．

　結　果　　A・申毒小萎響・　　　　．1　　∫　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　i9丹5日警二二より塗付された謙料　　　．，　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　分離菌株数　　出現した勲Sα吻彫株数　　　　　　　　其他の菌

　　　　　19株＼＿　2．．・　漁纏鶴P・・露切綿弓幽・

孕9月20曙灘り邊付された試料で宇野六丁即會に醐た中礎であるカ㍉配、

給所で交換のため回牧したものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

r試験
ﾔ號

分離菌株数
1　出現した馳

@1吻5σガ謝2 其　　他　　　の　　菌

21

P7

09・
P伽露がZ～κ勉（16），1胎ρ6磐〃Zκ5（4）不明d）・　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　，」P2πゴ6ゴZ〃κ〃z　（15），　ノ1亀ウ6㎎’Z1勿s　（2）

、罫1卿6日整並騨一丁r囎に配給・蝉起した白麹1・）瑚地配給所か

ら得た試料（b＞で，共に小山工場の製品である．

試験
ﾀ記

試料
分離菌二
噤@　数

出現した翫sσガ〃〃z

煤@　敬

1　　　　　F　」
@　其　　他　、　の　　菌　　　　　　　　　　　　　聖b

・L

ab 18 01
P6〃観〃伽勿（14）C1σ40Sρo疹κ〃z（1）肋6？りψo痂〃2（1）勲如加s（1），ル耽07〈1）　　　　　　　　　．・

@　　　　　　　　　　　　’@　　0

H
．a 　　11　’

@　6
f

20 Pθπ痂11伽〃z（3），ノ1s幽㎎〃Z〃s（3）ασ40幼。ガz6辮（1）＿

岺ｮ不明菌（2）　　　　　　　　　　　　　　1

o2”あ詑Z面諭（3），ノ1⑫θ惚πZκs（1），1～；診髭q♪z65（1）　　　i

渧＆s明菌（1）

〆　週噛 　a

﨟Ebl

ド66

@49

36

P3　じ
C

　　　　　　　　　’

計

ab
｝窮　　38

@　56　　　　ユ4
@　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●oεπゴ。∫1Zゴz5〃z（43），ノ1sコリθ㎎ゴZZ麗5（6），　C2σづosカ。ガκ〃2（3）ル勉。”⑫oκz‘鋭（1），R乃彪。ゆ多‘s（1），種罵不明菌（3）

vRθη∫oゴ2Zゴz6〃2（39），ノ1ψθ㎎ゴ〃πs（1）1～1盆たq≠）κs（1）

寛ﾆ不明菌（1）

B．　無毒小i萎粉

　　　　　　r

、



88『 幡憐粉の搬拘塵

・二・月・噸世酪畦川用賀嘩酉已給のもの・　’　“

菌を欝三三㍗が岬吻及び・鯛即する畔岬幽

實駒
ﾔ號

料招餌釧伽燃
　i現した

P株　　数

　　　　　　　　　　　　　　　ρ
C其　　　他　　　の　　　菌　　　　　　　　　　　懸

a　』

aD

、5

P

0．0 Pθ吻：班動〃z（2）・∠45ρ6究9～〃たs（1）・ル伽oo2〈1）ゴ華田菌（1）

嵂Qイ明菌（1）1　，、　　，

皿

ab 55

怩Q

00 P励〃〃痂（1），ノ1sρθ碧ゴ〃2‘s（3）、」R乃∫zoρ％5（1）

oε痂。ゴZ〃鰯z（2）

ab ”12
P6

00 勲〃三三1b），鋤・解z露・（2）’

o朋翅Z伽〃z（10）’　　　　　　　　　　、

計．、

@　1

a・b 　　22
ui　　13レ

00　　、 P召〃必πZ∫κ〃¢（13＞，ノ15ρθ喀∫〃πs（6），1己1診露oρ多6s（1），　’

l沈。ぞ（1），細菌（1）　　　　　　　　　　　　　　’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価　　　　　　　　　8ｨ痂01〃伽御（12），種薦不明菌（1）

　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　碗中細から途付の内面嚇轡’．、

　　　　　　a・麩　　　　　．　　」弛痴。”伽〃z．10株

’　　b．製粉の際，最初1咄る粉P・吻ZZ伽14株・細菌1株

　　　　　　9・同撮後ρ粉・　一二””彫8株
　　　　　　d・、同上糠　　　　　　　　　P卿痂”π〃z11棒種屡不明菌、1株

　　　　　　e同上糠（混砂）’鰍漁・徽・吻・琳

倒之物翻か魔ル・・脚麟蓼郷居ない・・　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　鬼
　　　　C．玄　　委
　　　　　　　　　　　　　　く・　工中蜘灘件の際の鍍捕するもの・、

，　．a噸瀧を行十分騨験を行った襯　　　　一
1　　　－

氏@　料
　L　9
氈D試粒敷　　　　ρ 分離齢…総数

画sα細魚を』
秩@　　　　　，

ｪ離した粒子

玄　．萎　　■　　　　　300
D枇i’・・5・1

　　．4d・・

@　67G

　　一

@　6・
@　　概
@　3

但・枇・囎・門門なもの脚しした脚217御276騨1％）．糊

轡…　一’、．．lr・．　回’

ノ

’

’

’　　■
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b・表面瀧を行って分離試験を行った結果
　　　　　　　　　　　　　　　　’

試験番號 食試粒敏， 菌の獲生した

ｱ　　　数

勘5σガκ駕の

ﾅ生した粒歎“

　　　300

@　　120

@　’　300

@　　2ら0
P，　・・

35，　噸

P5

Q0

U　　〆

7211

＼

　　　　　　　　　　～

　　　　a小謡揚から途付された郷置1澱よ宇劉虚蝉の三三畔ものであるρ

　　　　盈sσ吻粥属菌5株を分離した．　　　・　．　　　．　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　D．内地産玄萎　　　　　　　、　　’

　　　　春E部分揚所産のもの．：表面消毒を三つ～ヒもの300粒について分離試験を行ったが菌が嚢

　　　育して來たのは17例，．1瞼。知5三思〃z（AZ∫θ翅αガの　及び種屡不明菌（2例）であって

　　　諏sα吻〃zに薦するもりぽ無かった．　　　F1　　　一，　　　　　　　　　　噸

　　　　三王の分離試験の結果を綜合して見ると，中毒小萎粉として提出され試料の内中野六丁目町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　會に配給したといふものを除いて殆ど毎回の分離試験に1勉Sα吻〃Z三三を得τ居る。更に中毒、

　　　小萎粉の玄委及びその麩等かちも1勉三三〃Z丁丁を分離した・殊ヒ表面消毒を行った玄愛さ

　　　も之が彊干しで來たことは注意を要する．津に反レて封照とレて角ひた無毒小萎紛及び無毒玄，

　　　．褻からは今迄の塵1勉詔癩翅三三を分離すること示なかった1　　　・　　　　　’

　　　　丑．中毒小弓から分離した、吻5σガπ解薦菌の三三的性質←　　　沼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　a．供用菌株　　　　・

　　　　・．．F・一…・……無二嫉から回し蝿の・’　一　．1　’　．

　　　・　　　F4，　F12・∵・・…表面消毒を行った玄萎から分離したもの．

　　　　　　　ノ
　　　　　　　F7，　F8，　Fg…製粉時破確した玄萎から分離したもの．

、　　　　　　F11…∵……麩から分離しオこもの．　　　　　　ピ　し　　　　　　1　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　GM5，　GM6…中毒小萎粉から分離したもの．

　i　　　b．’各種培養基上の性質，　　．　，

　　　　C・鯉・・際冗二一濾三門弓馬金賢薯大回鵜乾杏煎三元Wλ課姻
　　　氏塞天・玉蜀黍粉西天等の各培萎基上に菌を植付け8日後及び三日後に観察した結果を示す

　　　と如やうである（　　コ第1表，第2表）．・　．．　：1・♂　●　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

、

／

⊆
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知表犠腰から分鹸し紳蜘・…p⑩

　　菌株　 F1　・　F4」き養基 F7　’　　F8
嚇　　ll

玉蜀黍薔購蜀毛三熱課同，黙秘

惚1天爵羨．黄蕪が子ポ黄平同

左．

左

弓三親什
　　　菌糸香

　密什毛　欺綿　毛
　色淡黄、

　・色香’

　密旨
　歌綿　棄自．．
’　　．十卜

　色、香

　　三后、
　　　綿　　封犬　　　　毛1毛
　　　白
　　　什‘
　・1一骨

霜

温

色

・轍汁番鱗毛

寒　天基中幕
　　　菌糸香

煙踊
歌綿
　申

色香

毛1灘。一，灘。1一，．嬢

　　白　 ．白，　　　‘
　　廿　　　十手　色　香，　　　色香　　　『・色

・馬門構善、毛

・寒r V基中・什
　　　菌糸白

雨廿
歌綿
　淡
　廿、
茶．白

毛蒸器毛細総毛・瀬
黄葉淡卵色白
　茶書　一茶苫．．茶

稻、稗蕎累昔．触． 粗廿・　粗・廿「　粗
　　　　　白　　　ノ　白

晦氏灘，卵』－毯轡．羨卵麺轡L二上難一二卵讐・

寒　　　天 基中 汁　’ ．十卜 学籍， 骨
菌糸 淡　　黄　　粟． 金　　　　　茶 金　　　　　茶 金　　　　　茶

@イ

’黒米

ﾛ糸
什　　　　密 什‘ 什　　　　面

秩h
什　』　　密

蒸　白　米 ，

百中，・ 廿　　　　　’ 什 ．十ドー　　　・ 什
菌糸 黄　　　　　茶 白　．　　・茶 黄　　　　　茶 黄　　．　　茶

馬鈴薯翻塁・長・雛が羅エ百下甑講

　　　　　　　　　　　　　　’
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・　　　各種培養基上の性質（植付後8日目）、　　　撃

Fg

同『　　左

F11

同

長 雨

左ト同，1左

　　　三
唱、毛 歌
白

什．

白　　茶
＋．1 @婚
1ビロード歌
白

血

淡

五
代

　’密
毛　歌
黄二

三，色

F12

什　 ・古

綿　毛　歌
紅，

什

燕・脂三

十卜．

香㍉　 色

什．　‘粗
綿　毛 歌

紅　　色、

廿　　、
紅・　色

＋　 ．密
ビロード1伏．一
白

葛　色嚥二色
十卜．　‘密滑　　粗
　　　　　　　鋳掛 毛欣綿　毛．黄　‘藁・色山，吹　色

　　　　壮　　　卦r
丁　字　茶丁　字．茶燕　脂

．縦　　．粗・
綿’宅 欺
紅、

色

’什　　糠
喜　毛

・白

井

白
粗

　　滑　　密
　　綿毛駅．　　白一淡卵色

金 茶

廿、　密白

．廿

黄　　茶
．繍　　密
ビロードラ潔
白，，白・二

軸　　粗甜
綿　毛精綿
白　　　肌

　粗毛　歌
　色，

む　性情　阿
世「

綿　毛
白・

金

密
無
茶

柑　　密
綿　三層三
二黄．』棄

．廿
茶・金

十
白

密

櫓皮色
猟　　密
ビロード歌
白

茶

＼

甜　　密ビロ♂一ド歌
落葉．色

GM5

廿　　密
男　毛 歌

淡黄棄
十　　

’

金　　・茶

卦f　　密
綿’毛歌
玉蜀黍色
子卜

香　　．三

十　　．’密
ビロード散
幹、

香

色

色

廿　　密
綿　毛㌧欺
黄　　 茶

丁　字 茶

汁1　　密
ビロ．・一ド歌
白

告

白
営

営　　密
綿　毛　歌
白　　茶
’廿　’

黄「』’茶

』冊　　，密
白．

甜’

砥、粉，色

GM6

十卜　　三
国・毛　ナ伏
砥 二色
斗

砥粉、色　
’

価　　密
綿　毛　面
白，　　茶
什・．

香　　色
綿 密

ビロード歌
里

香

色

色噛

綿’毛’
黄

ザ
丁’字

密

茶

茶

什’　・密
白　雪　漂
白

告

白
粗

什　　密
綿　毛　歌
淡’黄葉
　＼帯

金　　茶

胴

梁

密

茶

　　　ほ鮒・　激騰「　密ビ，ロード歌レヒロードナ伏・
白，落葉色1白，落，葉色
　し　　1

’●
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k

‘第二表「中毒小萎から分離した1勉5α〆κηzspp．の

　　菌株　 F、

培養基

1玉蜀黍、

寒　 天

＼
氣中
菌糸

難中
菌糸

F4 F7

什　　　　密 冊　　　　　密 冊　　”　密 什

玉蜀黍色 玉蜀・黍　色 薫蜀．三色 主蜀
壮 汁 ’汁．　ト 1十十　・

淡　　香　　色 淡　　香．　色 淡　　香　　色 淡、．

Fs

WAKSMAN

氏寒天

二二煎汁

寒　天

馬鈴薯煎汁

雲　天

大豆董

　　　密主蜀黍色

香色　’．

湾内鐘．舌難讐謹書、綿／毛
ノ

密，冊　　密
．歌綿　毛　状
　白　　．　　’

二二　什　　　　　　伽汁　　　　　”　汁　　　　　　什

菌糸幹己・色盛　　台金　　．台金、　茶
番累蕾

基中．什

　香菌糸

　．粗骨
毛含綿
　　淡

色、香

　粗骨　 三下　密
毛’歌ビロード歌ピロ・一ド状
香色淡香色淡香色，
　三者　色暮　色

釜贈毛・簸繕・、譲．難三 密什　　二
三綿　毛 朕

面白，

基中　廿「．　　　　　卦　　　　　　　什　　　　　　　十卜

菌糸丁　字　茶請　皮　色・檜．皮　色悪　皮　色

出紫’ Q 　密下
毛駄面　　’白

　．密甜
毛．状綿
　　白

　密甜毛　血綿
　　白

毛‘状

稻・桿齊~惜
白

1什
1白，

廿・

面

諭三番島隠諸藩謹
寒天 鮱ｭ黍也慮皮色
　　’基中野　　密桁
　　　菌糸1白　　　白．蒸・白米

　　　　　　　　什　　　　什’　　　・基中・
、　　　菌糸1落　　葉　　色　落

1馬鈴薯蕎累 甜　　　　密
kビロード三
秩@’、　　茶i白

』甜ビ　ロ

’密

葉色
　　密ビロ」一ド朕
　　，茶

愉　　密計
綿9毛卜欺綿，毛
淡、・黄葉黄雲

回
状
色

廿　　 、廿

檜皮色檜皮色
白

密什
　白

1什　　　廿〆
落、葉色落葉

密

．色

甜　　密慣　　密，ビロード．欺ビロード釈
白　　茶落葉．色

o
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㌧各種培養基上の性質（植付後21日目）

Fg F寵 F12

柑　　密什　　密＋　　密
玉蜀黍色玉蜀黍色玉蜀黍色
　　一
什、　　十・
飴　　‘二二

／　　
唱

　廿　＿．
．色飴　　色

’

綿
白

幹

　密柵　　二三’　密r
毛歌綿’毛歌綿毛1歌，
　　淡黄葉長香色

　什　　　壮
色丁．送信三 色

GM5

惜　　密
玉蜀黍色
什

紅海老茶
泄　　三
二　毛　状

相卵色
幹 色

GM6

滑　　密
玉蜀黍色
十十

飴・　　色、

滑　　密
綿’毛　状
白　　　　、

空 色．

十二　』密＋　　密’＋
ビロー「ド歌ビロード歌
淡 香，色淡墨 色茜

　　　　什　　　什香　　色香　　色茜

　　1＋一　・1ボ
，基面を織細なる菌糸にて覆ふ

　色淡香・色1精密・桜
村十

色・茜
　サ　廿
色茜 色

喝　’惜　　密柑　　密惜　　・密世　　密揖　 ’密

　　　　　　　毛3伏綿　毛　　綿　　　毛　歌曲　　　　　　　　　　　　歌・綿毛歌綿毛状　．r山　吹　茶山　吹　茶洗　　 、朱’山』吹　茶銀　煤　色

　　　　　　　　　　帯　　十二　　　什　’　　　　　　　　　　　　　廿　　　　　　　　　　　　　　　　　什‘　　．檜　　皮　層々　媚・茶　　色　媚3茶　　色媚　　茶　　色　媚．茶　　色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・甜　　密冊、　　　　　　　密甜，　粗’儲　　　　　　　　　　　　　　，三二　　密綿　毛　歌語　毛　　　　　　　歌題　毛　　　　　　　　　　　歌綿　　　　　　　　　　　　　毛歌綿毛．状1白　　　白・　　　白　　　白’　　　白

甜，　’密冊　　・密．
綿　毛　欺綿　毛’歌，

．油　　色青　松葉
泄－　密・撒　 ロ二
様，毛　　　歌　　　　綿・毛 欺

白　　茶淡黄藁
廿　　　什櫓，　皮　　色　檜　　皮　　「色 什　　・　汁　　r・

、檜　皮　色玉蜀1．黍、色

．什『　密・糧
白　　　 白

’十二　　　什
落．葉色落

密

葉色
P

　冊　白、o　’

量一　　什白茶，玉蜀黍色　落

’密什”　．密
　白
’

葉－色
鮒　・　　密ビロード欺

秩@　　　・茶

撒　　　　．密ビロ・一ド状

氏@　葉　　色

撒　　　　二二・，毛　　歌ト　キ　イ　ロ 泄　’　　密ビロー　ド三

秩@　　　1茶

甜’　　　密ビロ幽ド三白　　　　茶　．

◎

●
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C．胞　　　　子

帷小猫蝋麩等莇分離罐勘・・疹湖の各回をW郷M鮒回天培養基幣植
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロし，三型胞子ゐ形成の有無，大型分生胞子の大さ等について調査した．その結果は第3表の如

くである．但し培養日敷21日目，測定胞子数は各2qo個である・（附圖謬照）

第3表　中毒小萎から分離した．1㌦詔吻解菌胞子の記載

胞子形成の有無 大型分生胞子の大さ，隔膜数（括弧内の数字は標醐差プ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘菌　　　株

長　さ（層位μ） 巾　　（翠位μ） 隔　膜　敗大型

ｪ生
E子

小型
ｪ生
E子

厚膜

E子 四隅明解’値 鯉陸均値範園陸勢門
1 1 昌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 1

／　Fl

　　F4

　　F7

　　F8

Fg

』Fll

F12

GM5

十　　　十

十

十

十

十

十

十

GM6　　十　　　十

十

十

十

十

十

十

。

　り

20．0～　　28．8±：0．19　　2。7’）

41・3（生03±9④・5ゆ

16．6《ノ　　26．2±0．18　　2．7～

　40．0　（3β7；±二〇．13）　　　6．0

16ま3～　　　27．5±0．29　　2；9～

．40．0　（4．01：ヒ0ユ4）　　　　43

5．0～　　　24．1壬ヒ0．18　　2．3ん

　367　（4．17±0．12）　　　4．3

12．7～　　　177＝±：0．15　　2．3’》

　25．（》　（3♂43＝±＝0．11）　　　　43

3．5＝ヒ0．01

　　　　　．2～5（0．31＝ヒ0．01）

3．3＝ヒ0．02

（050±0．g2）

（3．3ゴ＝0．02O．34：ヒ0．01）、3一・（溜6晩）

3．3±0．01　　　　　　　　　3．5＝ヒ0．03
　　　　　　2～6（0．26±0．01）　　　　　　　　　（073＝±：0．02）

　　　　　　　　　3．8士0．023．15±0つ1』
　　　　　　2～5　　　　　　　　　（046＝ヒg．01）（0．33±0．01）

　　　　　　　　　3．4±：0．033．15＝ヒ0．02

　　　　　　1～5（0．36；量＝0．01）　　　　　　　　　（o・67；ヒ。・02）』

雇ゼ動物㌧實騨　b　　．．　　．’　1『　、　　　．‘

　a．緒言に述づたやうに外國で回生した萎中毒は豚が特に敏感であるから，上野動物園ρ三

三によって同一飼育の家射ついて撮食試験を行つ九　’．　、　　…

試料・帳楼粉としては9月20日警雌より回付ρ暢六丁目會翻榔たと鎚ゆ

1二三の二十を用ひた・之・・は1Z三角・・困・納纏麩200騨道爽210・・を入縞

腰滅菌した後9月28日瓦（表面浩毒した萎から分離したもの）及び封照としてY1（和歌山縣、
　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

三三萎稗から得た1㌦sα吻〃3sp．）を植付け，10月10日に取出して60℃にて乾燥し粉末と

　　　　　　　　　　　したものを煮沸変に混じた1小回粉の場合は團子とした・俳試動物及び實験飼料り混合割合は

次表の通りで南る…　　　　’　、。　・　　・

■

、

＼
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試瞼匠 供試動刎翻刻齢養剰麩陣鋤魏1計
1

豆

国

四

V

　）貫
5．050　　（牝）

6ユ00（牡）

5．560（牡）

4．070（牡）

3550　　（牝）

　gr250

200「

200

　0

200

　gr‘
100（F4）

200（F4）

200（Y1）

　0

　0’

　gr
　O

　O

　O

　10　騨

200

　gr・0

　0

　0

600

　0

350

4CO

400

600

400

gr

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　ゐ
・　結果・御から絶食さ琳蹴10月・珀正午頃各別節の廉撃て上記の飼糟與斌

　　揖飾灘柳幽’つれの動郷よく食べたが不味のためか中激て増し若干時の後脚ぴ

　　食するもの多く，いつれも多少を残した．．但しIV匠のものはこの飼料（中毒小駒粉粉子）を好

’み初め與へ些3009・殖ち1・飾吏にお009・鵬附し牝が都全部鹸し＃∫

　　　動物の三態を4時間に亘って観察し㍗が第1匪及び第盈匠はやや敏活に蓮卜しないやうでは

　　あったが異1伏とは認めらηナ，三献に見えるやラな嘔吐等は全然見られなかgた．吏に其後の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　観興よる峻調瞭かつち　　．㌣．　　「・・㍗
　　　鯛口峡に鰍た欄、600町を麹｛ンζして4人で琶食した電解の蹴出嚇

　　つたことを追記したい．

　　　b．小i萎粉玄萎，濡話から分離し＃R‘s癖脇酸菌をWAKSMAN氏培養液匹11月1日

　　播種し翌年1月12日その培養濾液を滅菌してマウスの腹腔内に注射した・，その結果F4（表面
　　　　　　　　　　　ノ
　　瀧を且つ搬から分離したもの）嘩濾準雄射し＃ものはα5cc以上で凱した他r

　　株ρ培養濾液では螺黙溜め帥つた・

　　　　　　　　　　　　一　　　　　・　　　　　　　　‘．馳　　　　　　　一『　．　ノ

　　　　　　　　　　　　　　・、℃考．〆一　察・．　　，馬

　　　　　　　　　　ノ　　　生物軸脚から細ρ小醐中期牌考察す楓瀕死に膿物が混在して居ると些

　　認め難いから，從來穀物中毒の原因と．して知られてみる赤徴病に罹った小萎粉が混在する可能

　　性を老へ，各種の材料について菌の分離試験を行った．そρ結果申毒小委粒，同町i器麩等か．
　　　　　　　　　　　　　　し　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コな

　　ら勘鋤伽〃2に鵬する薗を分離した．殊に表面消毒を行った玄萎から1㌦5σ謝罪を分離した・

　　ご≒腰の内部鯛齢註してみたこと擁實に示すものと云ひ得る・但しその出現獅比．　・

　　，三一少いことも考慮に入れなければならぬ戸もつとも中野六丁目會に配給せられたと回すう試

　　料からな1㌦sα珈〃2を全然分離して居ないが，これを豚及び人が食して何等異歌が無かった
　　　　　　　，　　一1べ

　　ことも注意すべきである．次に内地産の玄萎，無毒小萎粉からは1勉sα吻〃2菌が1例も｛離

　　されでるない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

／．．
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　　　動物試験の結果は本菌の麩上の純粋培養は何等の毒性を豚に示さす．：大部分の菌培養濾液も
　　　　　　　　　　　　　’
　　無毒であったことは吾々の期待を裏切るやうでもある・但し米國でMAINs・VEsTAL三等（13）

　　及びCHRIsTENsE爵KE燃AMP氏等（3）の試験結果もGあ6解”α（赤徽病菌）の純糠培養で

　、は著明な中毒症糠を起してみなV・・叉動物試瞼も例数が少いので決定的なことは云ひ4尋ないで’
　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　コ　　　コ　　　　　　　　　　　　　　へ

　　あらう・，沼　＼ノ’
　　．1吾々が分離したF螂α吻〃Z屡菌の種名等について辱目下考慮中であるが多くの菌株は．

　　G櫛一三s傭δ痂θ痂とは異つで居るもののやうである．但し玄萎から得ナこF12の如きものは

　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘，　　培養上の性質がαS砺ゐf紹漉に酷似してみる．

　　　穀物の赤徽病が中毒原因となることは文献の示す庭であるから，今回の中毒原因が赤徽病に’

　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　し　　よるものであり・餓ゆ分離した菌が本中競起工原因の菌であるこ構舶迄の三三

　　果からぽ結論することは出來ないが，密接な關係が存在するやうに考へられ！る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　．．、・要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　　　　　
　　　昭和21年＄月より10月に亘って東京都内に焚生した中毒小半年について生物墨的等量を
　　　　　　　　　　　　　θ，
　　行つナこ・　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　顯微鏡強査の結果，異種澱粉，異物の混在を認めなかったので有毒植物種子，萎角，門下穗・

　　病薦の混在によるものでないと推察して他の生物墨的原因を考へ分離試験を行った．．．

　　　この結果有毒小雪粉，同玄萎，製粉の際川州た麩等から1勉sα吻〃zに平する菌を分離した．

　　一方無毒小萎下等からは之を分離してみない．分離じた　1勉Sα吻〃Zの各株について形態及び

　　培養基上の性質を調査したが，現在迄中毒穀類の原因であると云はれる0あ∂粥Z1σ5σz癖η6だ

　　と同定し得なかった．純梓培養についての動物試瞼の結果もその有毒準を確認するには至らな

　　いが，三三吻〃Zに感染した毅粒の混在と本中毒事件の原因に密接な關係が有るように思はれ

　　る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毎9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腰
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・　Phyto野ath・34（11）：，1237－1247・193与・　一．　　．．．‘・
　⑱．中田畳五郎．．日野巖：植物病理學大系　養賢堂，‘昭、13（1938）　　　．’

’09　0PPERMANN　und’DoENocKE・．F廿tterungsversuche皿it　amerikanischer‘‘Giftgerste”

　　　　　Deut．　tierarz‡1。　Wochenschr．，．37（11）：165－167，1929．（R．A．M．，8ご440，1929）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　

㈲P・・Pμ・導…聡・・h・ng・駿・b・・di・a磁a・至r・her　G・f・9・・s・αCh・項・．・・i・・5・

　　　　’（74）　：　715，「1930．

　　　　RocH亘，　B．　HりBoHsTEDT，　G．　and　DlcKsoN，　J．　G．：．　Feeding　sca1ちinfecteU　barley．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　＼1　　　　　．　　　　　　　　　’

　　　　　P与…P・・恥・．20・・1r劣193α．　’　．．’＼「、ト、
　　　　S・HRQ・T・R識・・d　S怠assb・・g・τ，　L．：Ch・1i・・a1・S・h・d・t・任．　i・k・anker　Gerstα

　　　　　Bioch．　Ztschご，232：452一・458，1931．　　噌　　．．　　　　　・　　　　　、
　と

　　　SHApovALov，’M．：Int6xicating　bread．　Phyto》a走h．，7：．384－386，1917．，

⑫輻看病・麟潔・、札膿回報25・37駒1934・・．．．’ @．一．　．M
㈲． I芦・禾辮の三三四病虫雑・20（2）・106－114・（3）・179一慨脚・

　　　　　（1933ト　　「・．，．・、一　　・ξ

　　　　　　　　　一1　．．ノ　’　　．1－』1　．　1．．1．　　「．1　，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　、

“　　　．．澗，三論・明（又600）．・．㌃『
　　　　　　（i）　F1．a．．大型分生胞予；．五厚膜飽子’　　　　　　一

　　　　　　（DンF・a・．大三生胞㌔b・4’三生胞子．．　．．・

　　　　　　（．歴）・　F8

　　　　　　（IV）　F・2　、．．　・　　．．「　「．－　．．．‘．．．’　 　　1．

　　　　　　～V）　　G1啄5　　．　　　　　・　．　　　　　．　　　　「　　　』1　　　　『

　　　　　　（VI）　（｝M6’　　　　．．　’』　「　　　　．　　一　　　　．　　　ノ
　　　　1　　　　　　．　　・　　　　　　　　・砧　　　　　　　　・　　　’ド　　　．　　　　　　　．　　　’

　　　　　　（冊）　Fg・a・大咲分生胆子　　b・c・』厚膜胞子

　　　　　　　　　　　　　　　　．　　㍗　　　　　　　　．　　．’　　　・　　　　　．　　　　　　　層　　　幽　　　　　・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1⑰1

　　　　　　萎類に封ずる℃1aviceps　r　litoralis　KAwATANI

　　　　　、　　の豊麗．性に就いて　「　　　’
　　　　　　　　　ハアニ．ン干ク息角た糊する研突　（第3報）管．

　　　　　　　　　　　　　　　技官　川谷層豊彦　　 1　　　■　　．
　　　　　　　　　　　　　　1　緒・　■言

　多くのイネ科植物Poa鉾aeはααし吻6鎚によって宵され，それIFよっておこる疾病は所謂
　　　　　　　　　　　㌔　　　　　　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　1　　ム

点角病として知られてみる．其他少数のタケ科Bamや誌aceae，・カヤツリグサ科Cyperacea6，

ヰ科JuncaceaeのもりもC1α薦6跳に胃されるものがある．　CZω卿力s’の寄主植物は富樫（69｝，

（1943）によれば二三鱗をも含φて279種．（内一纏54種）醗表しでるる・これに

よればタケ科3種（〃2種），イネ科266種（〃49種），カヤツリグサ科9種（〃2種），

ヰ科1種（〃無し）となって居り，イネ科が最もよく胃される事が了解される．之に封し現在

迄記載されたCZ鰯。ゆ5の種類は世界を通じて22種，本邦産のものとしては．5種知られて
　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　、

みるに過ぎない．これらασ痂のsの内記も古くより知られ研究されてるる種はC．ρz〃カπ脚

（FR．）TIJLASNEでラィ萎に寄生してラィ萎萎角病を登生する．・

　而してラ』イ萎萎二二はライ萎の栽培分布に一致して世界各地より報告されてるるが，特に欧

洲に於ては屡々磯生してライ二三量の激減を來す事がある（2）（3）‘26）．SEYMouR及びMcFARL謡D

く58）（1921）によればラィ萎の二二病（よる減牧は穀粒が萎角によって置換されるによるのみで

』なく枇を生する票にも原因する．而して冒されたる穗は然らざるものに比し上長も短く穗重も

軽いと二陣る・耳1・CHH・FF（28’（・929）・・よれ鯛されたる三惑の難の千題雌全なる即も

のより3．2－8．3％輕V・といふ．山際，小牧率は年により二二により異るのは勿論で，1917年ウィ、

スコレシン州で¢）天嚢生の時は殆ど総ての穂が1叉はそれ以上の三角を畿生してみたと言はれ

るが，敗米に於いて20」50劣の穗に獲生する事は珍らしくない．ラィ萎穗上に震生せる委角は

’刈取前に一部は地上に落下する．が他は穗に附着せるまふ旧穀調製の際も穀粒に混じ・共の儘製・

粉されてパン中に混ずる爲屡々三角中毒E塘otismを生する．中世より近世に至る迄萎角中毒

の登生は欧大陸諸國に於ては三三に逞のない庭である（3）・、現今はラィ萎栽培⑱進歩と製粉技

術の細・より萎角中毒は回してみる・㍉・れでも1926年繭ロ．シや三三毒ρ三生

‘8）があり，Sarapoul州では11，319人の中毒者を生じ，内0・8％は死亡し・14・3％は重症であっ

たと言はれる．1927年には英國bマンチ干スターに大三生（55）し多敏の中毒者を生じた・禾

‘

＊昭和19年12月23日．日本作物學會第65回講演會に於v・て孔内
Kawatani，　Tσyohiko（1944）：On　the　Ihf㏄tiv三回目（Parasitism）of　Claviceps・1itora！is　Kawatani

on　Barley，　Wheat，　Rye，　and　Oats．　Studies　on　the　Ergot　Fungus　of　American　Dunegrass

（Elymus　m611is　Trinり．’III．（With　English　r6sum6，　ppボ235－237）。　　　　　　　　　　　，

3



102 婆類に謝するClaソiceps　litoralis　K　AWATANIの寄生性に就）・

鍛作物たる大萎・示委・燕妻もC．カz‘吻〃御（FR．）TULASNEに胃され萎角病を護生するが，

cψ御翅に解る抵剃下鳩ライ萎砒勉嫉病嬢生は輝輝夢る爲比較的鞭　．、
硯されてるない・馬料作物にも裏書病褒生し，r爲に乾草の品質を損じ又家畜に萎角屯毒を惹

　起せしむる事も稀でない」　　　　　　”　　　　　　〆　　　　　一

　　落角は一面に於て重要なる画嚢晶であり圭として産婦人科領域に古來繁用されてるる・・

即ちC．ρπゆ解陀σ．がライ聴く寄生して獲生せる菌核を所謂萎角と屈し幽遠に於ても之を藥局

方に牧噛してみるが，本邦には産出無き爲，ロシヤ・スペインより年々多量に輸入し來つたの
　　　　　　　　　　　　ぎ　　　　　　　　　　　　　ノ　　ロ

である．世界に於ける商品としての萎角の産地は東部敏洲（主としてロシヤ・ポーランド）及

びイベリや牛島西北部の漁潤なる地方（スペイセ・ポルトガル）であって，世界の2大産地と

ノされてみる．最近，スペ・・眼鵬ラ・獄論法の改善汲び酌・に於ける國内輔と・

　　　　　　　　　　　　　　ロは変角の蛭類を愈々少ならしめ，爲に萎角の産額は減少の一途を辿りつふある．從ってその野

’策の一として・．（・⑳狛齢加ゆ卿姻場に於て識培ライ萎畷識して萎鯛尋

んとする方法帥ち所謂褻角人工栽培が研究きれ，HEcKE‘（17）（18）（19》（1921－23），　FALcK（11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　
　（1922），FR6N（12）（1926），　KIRcHHoFF（28》（1929），　Mc　cREA（盈3》（1931），　BEKEsY（5x6）（7，

　（1938－40），ScosslRoLI（57》（1939）等の報告がある．近時満洲國に於ても研究され松岡（41》　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　（1942），竹内・松岡’・木田、（66～（1942）の報告があるゼ而して本邦に於ては大谷（53）（19ε8），・

緒方・大谷（52）（1932）の研究がある．而して未だ威功の域に達してみない．

　煉亜に鮒る職局報展継りロ教●スペインより借入導く杜絶し艶福給の要に　’

迫られた．著者（4。》・（1944）は，・・7ニンニダに蛮生する萎角はラィi萎変角α加ゆκ惣ρに比
　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　し大きさ・重：量に於て敢へて遜色なく，有効成分含：量・実理作用に於ても毫も劣る事無く，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　探牧亦極めて容易である庭から，人工接鍾によってハマニンニクに磯生せしめたるハ7ニン鵠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　ク変角菌の萎角を以てラィ萎萎角に代替卑しめん事を企臥して昭和16年研究に着手した・而

．し嘆づ昭和・6年・・7年・18・年の・・解の研繍衣を嘩め“ハーン・・変鯨画す

1る研究（第1報）”（40）として既に其の大要を公表した・又・著者（27）〉（1944）はその研究に

從ふうち・…テ・・クに嚇す陣触は全然鞭な油画乱し！α⑳吻昭’陥
跳K：AWATANf（和名ノ、マニ凱昌ク変角菌又はチンキ、〈グサ）委角菌）と命名奪表（17yした・

　・著者は昭和18年・19年の2年に亘り萎類に封ずるCZ砺6ψs〃∫oπz漉KAwATAMの寄生　　　、
　　　　　　　　　　　　　ら
性に就き實験を行ひ，且つ形成せられたる萎角のアノレ可罰イドの存否を検索して興味あう結果

　を得たから，鼓に企表して御参考に供する次第である．　　　　　’

　　本論文はハマ昌ンニク写角に關する研究（第3報）をなすものである・　　．　　、、

　　本論文を草するk疑り，懇篤なる御蔭導と御校閲の勢を執られたる東京帝國大鼓南方自然科

墨研究所東條教授に黒し衷心より感謝の意を表する．多数の萎中種子を分譲されたる東京帝國

＼
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　　輝農墨三三・各膿事試鵬の各位に凱て厚く御禮申上げる・鯉ルカ戸ド識．こ

　　就いて多大の便宜を與へられたる東京帝國大學留墨部藥理學教室竹本常松氏に三って鼓に敬意

　　を表する．

　　　　　　　　II　ハマニンニク　～キ’Cl皐viceps　4it6raliS耳AwATANL

　　　・・マ。ンニクE珈翻。四丁。fM。、・…はイ桐曙する多牲草本働っ罐太・・千

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　島・北海道の海岸に豊富に三三する本圃1に於て三三・岩手，秋田の諸勲嚇｝で多く，南

，　に行くに從ひ少となり日本海側では鳥取縣地方迄，太李洋弓では茨城縣地方迄自生する・「般
　　　　　　　　ロ　　　　　　　ら

　　に海岸砂地及び海岸に近き川ロの三三地に生じ，本邦北部地方（樺太・千島・北海道6本州
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　凍北地方）にては概してハ累ニン昌クを優占種とするハマ三ンニク群叢Ely〃z2‘s痂Z傭ass（ト

　　ciati6nを現出するが，それ以南にては他の植物と共に群叢をなす事が多V・．海岸礫地及び崖

　　には自生は少い・特殊の地形をなす場合を例外として，一般に自生は海岸より　30mを限康

　　とし内陸には自生を見なV・．ハマ昌ンニクの外國に於け為分布は（1｝（14）（23》（29）（3。）・（3‡）（32）

　　、33）（34）（37）（3寧）（39）（卿（45）（46）（56）（62）（63）北極海に回せるシベリア，チゴクチ牟島，カムチヤツ

　　カ宇島，オホみツク海に臨むシκリア地方，（オホーツク・アヤン），北樺太，満洲（遼東牛島方

　　面），黒龍江流域，黒龍江河口より豆満江河ロに至る日本灘に臨む山海州，アリューシャン列

　　島，アラスカよりサンタクルーズ（カリフガルニァ州）に至る太牢洋岸，北極海に臨む北アメ

　　リカ，グリーンラセド，．ラブラドルよリァサチユーセツツ州に至る大西洋岸，スペリオル鵜

　　及びミシガン湖畔となつ士みる．朝鮮には（24）働働ハマ轟ンテクの攣種たるテウセンテン

　　キEly駕〃5翅。〃ま5　TRD並us　var、。　oo泥6η5まs（HAcKEL）HoNDAがある．ハマニン’ニクは種々の

・方蘇禾噸・れてるる肪北海道・・燃難以婿を・稿…は袋・帽子・聯

　　魚籠共他の器具を編製する㈹．アリューシャン土人はTir葦yohoと回し，葉¢）未だ幼く旧い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　てるる時探集し継裂いて三二し痴るものを以備即しア〃畔於ては．Att・B器

　　k6tと回し名物の一となってみる（鋤ボ又，至草は飼料として利用される㈹㈹．禽，アメリカ
　　　　　　　　　　　　　まへ

　　・・ヂ・・瞳實櫛として駆る樹琶1’1”　　　 一’

　　　　　　　ぢ　　　CZα擁。θカ5　Z6∫02η晦KAwATANI〔窪7x40）は子嚢菌顛Ascomycet撃核菌族Pyrenomy℃etes丙座

　　齢Hyp・C・eacea戸・嘱し本邦の漱・鴨・北髄朗生する〉・マ」ぞ』ク・r雛する菌
　　も　　　　　　　　　　　
　　類である．奉州に自生する．ハマニセニクには寄生を認めないやうで診るr満洲のハマ’ニン千ク

　　1及びテウセンテンキに甥する寄生の有無に就ては詳らかでない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　1　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　階
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104 褻類に劉するClavic鱒31itoralis　K　AWATANIの寄生性に就いて

　　　　　　　とIIL實三級び耀．＿’一
　　　1．　實瞼　材料

　　　　1凄類接種試験に用ひた獺は次ゐ通りである淋．　　　．・

　　　　　二日髄難蟹繍回歴ルデ…ン三三職試）
　　　有〃唾頭観。緯距神曲L耳二ゆ三バ・エー《東膿旧識場）

　　　三四雑、・伽‘Zg解み．H・細　　委仙平野農試）
　　　大〃　 、〃　　H：凄大正萎（東大農學部農場）
　　　祭日條種　　π伽。、伽。“L　H、六角’二三（〃）．

　　　　　　，’　　層．〃・　　H藷　　 揃（茨城縣農試）

　　　　　二條種勘脇・・L　　　c渦毬名不群　（東大農學部錫）

　　　裸吟條種恥噸紘va群畷・〃・C謙，．折（　〃，）
　　　　　　〃・、　〃　　　　c・白裸し雲隠島縣農試）
　　　萎去総唖・繍伽L▽・儲〃伽9小鯖二三弓取搬試）ビ
　　　＼　　〃　　　　〃　　、　　　C5上州　自門　1茨城縣農試）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　”　　　　　．「’　　　・　　　　、　　　L　　　　．　　　　・

　　　　　　　　　　．、　1『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　2）ハ？ニン昌ク樹壁画として用ひたハマニンニクは昭和16年9’月樺犬端数願書岸

　　1村費問の海岸に自生せるものを獄所！魂》植栽培したものである．　　　　　　　　　　，

　　　　3）接趣源・，”．
　　　　　　　　一・（1）磯・岬分生血

　　＊＊大嘗分類蹴・は瀞大変・職に大・略・・關及び穗縢・つて分類する方法・從つ・1

’㈹三四立欝試囎よ紛漉受けたものである・HIと嚇巳師以下鍛急

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

’
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ゆ

　　　　緬・聯8膵禰障於て回したる・・一ンr・穗上鑓滴H…yd・wlH・・i・…

　　　㈹を濾紙に吸漉せしめ，盤化カルシ．ウムを入れたるガラス管中に乾燥歌態となして持蹄り，

　　斯学き白片住3・・鰍を以て細切セ之を滅菌白水10ccに入子紙片がその彫を失』

‘ふに至る取粉ガラ鞭以て細詠ずる・次いでその1白金聯S卿DT寒天平楓r塗沫し『

　　　25℃に於て培養する．4－7日にして白、色微細なる聚落の稜生を見る．これより1聚落を白金線
㌃

　　　にて釣出しSCHMIDT寒天斜面に移植する．斯くして1月に1回の割合に七植えつぐ．人工接
　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ

　　種を偏すにはその2冨3週前に1白金耳：量を培養烈面より掻き取り宿雨なる培地に移植培養

　　　したものを用ひ・た．帥ち塞天斜面より白金線を以ズ掻き取り之を減庭井水に浮遊せしめ11mm3

　　・中た分生胞子数を略々1，000個とならしめた．SCHMIDT培地の組成は次の如くである．’第晶

　　　燐酸カリウム．0．C｝25gr，硫酸マグネシウム0．025gr，硝酸カリウム0．025gr，硝酸ガルシウム・‘

　　、0。10gr，砧酸アムモニゥム（LO5gr，葡萄糖1」00gr，寒天2．00grl蒸溜水100cc．

・　．　2）C，魏。π漉5子嚢胞子

　　．’噌和17年8．月樺太新問にて自然獲生したる～・マニン昌ク萎角を12月下旬，植木鉢中に

　　　　　　　　　　　　へ
　　　土を8分目に捻れその上に砂を3cmの厚さに重ね，’その上に萎角（菌核）を撒布し，三角

　　　の殆んど隠れる程度に砂中に三三せしめる．斯くて植木鉢を建物北側の蔭地1（露地）に置き莚

　．．を以て被ひ，時々灌水して砂面の乾燥を防止しつ玉越冠せしめた・斯くて昭和18年4月28

　　，日子座の獲生を認めた．子嚢胞子浮遊液の製法は成熟せる子座球を摘み取り滅菌墨水を加へて

　　　孚L鉢中にて摺照し・液1mm3嘩子嚢胞子．300－790｛固の忌籠らしφた・

　　　　一2‘・　實：験1’、方　法

　　　　　1）萎類に封ずるC．Z吻勉傭の寄生性

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しら　　　　　　　　　　　ド
　　　　前記の褻類は昭和17年11痔上旬，昭却18年11月中旬二万分の一反ワグネルのボツト
　　　　　　ぢ
　　　に播種し1鉢當り5株として栽培した・各ポットに回して硫安2gr過石2gr塵加0・89」．

　　　を基肥として施用した．接種方法は前記分生胞子叉は子嚢胞子浮遊液を滅菌せる注射筒に吸引

　　　し注射針を男ひて，そρ先端にて子房を損傷せしめざる様注意を彿ひつふ子房盤面に直接に1、

　　　滴量を感熱しめて接翫藩命灘の翻ま勅闘しつ・ある面部ち蹄のお・つた直・

　　　後の朕態の時を選んだ．小海ポライ萎・面訴ゴンニクば開花の際虚血に：開法するからそめ時

　　　期に接種を行ぴ，有二大萎・程萎・燕萎では穎の上部三分の一乃至四分の一を司除して接種

　　　を行ひ實験を便ならしめた．何れも’1穗當り，7－15．花接種を行った．晶晶大島・裸萎の二面

　　　種は中列記のみに，四三種・六区種は側面花中列花総てに，小氏にては小鼠の第1小花のみ

　　　に，ライ変にては小謡2小花の何れかに∫燕萎にては小穗の第1小花のみに，ハマ昌ン三ク

　　　　　　　　　　ダ　　　ノ
（聾2）　この中にC．1itoralis分生胞子が浮遊している．

’
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106 婆類燭するClavicep・lit・rali・KAWATANIの寄生性に帥・て

　　　　　　　　　　　　　　！

　　にては節に付着する2小穗の内何れかの小穗の第1小花のみに，夫々接種を行った。接種後

　　はパラフイツ紙にて被嬉し昆虫による蜜滴分生胞子の媒介を防止した・寄生の有無は蜜滴分泌

　　の存否及び褻角（菌核）の形成の有無により判定した．

　　　　2）大回（有艀大変・楳変）に封ずるC．Z蜘解漉の寄生性と授粉との寸寸

　　　需燃二階灘H・！ゴルデ…ン）・珊解・（二角・ユ・ツエー）；四條腫H・

　　（細萎），六三腫H、（穗揃），裸野鴨條蓮C艮（品種名不詳），四條鍾C、（白裸一號），「六條

・　種C、（小鯖二號）を實験材料として開花前（授粉前）2－3日の時期ヒ穎の上部三分の』を切

　　除レピン・ツトにて注意して離せるもりに接鴎た・有戸七十覇種H・・1十二十

種C・・四白C・・六三・・雌嘱二二・・舞開展するから働印をつけて置き四花

　・後（授粉後）㌧1日・2．日・3日の各時期に穎の上部三分の一を切除して接種した・有群大萎

　　二幅直衣種耳、・四條種H3、・六條種H6は開花の際（授粉の際）1穎の開展は顯著でない（H1

　　は全然穎の開展を認めない）から穎の上部三分の一を切除して，覧子房の腰育状態より判定して

　　授粉後2－3日の雌眺のに接鱗掲然して以上何れの場合も二詰論ては中　舵のみに

　　四癩・六雌に於てはそ側・咽花・・擁し熔はPと同一ある漉油1・は分蛇子

仁を用ひた．　　・

　　　　3）　アル》ロイド定性試験　　　　　！

　　　変角ナルヵロイドは光線の存在の下に於てP・dir占e亡hylaτninobe耶aldehyde硫酸溶液たよつ

　　七特異の青色を呈する・・。｝・…．養三三1一・，個（0つ5－0ゆ19・）を小試験管収採り，

　　・％酒石酸水溶液・翫・．を加一三縮中にて5一・・三三出して得三脚なる浸液を別

・輪廻叡凝して移し・綴之・・Fdim・・hy1・mi嘩n・ald・h・d・硫血液㈹を騨1

　　の約虚心：量を静か1亡注加直積し，45℃の水浴中に5－10分間浸し，、必要あらば水銀ランプに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　ご・　並0＿20分間照射し1絢，先づ毒液冒の接馬面にあらはれる青色め輪帯の有無を槍し，後更に

　　．爾隠居を振当混和し生する青色を調べアル紡ロイドの存否を‘1三浴した．

　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　第1表　　萎類に樹するCZατ∫吻s’疏。解Z∫s．耳A騨TANIの寄生性噛

種類旧び品種項目　　接種年月日　接種源．接種回数　変角数　寄生率　アルカロイド

　　へ
’．瞬｛三： ユ8ユ野v

1915／v

18ユ5／v
ノ

子　　　2噛40

1分　1・1季亀

子　　　250

　　．「
耽0

．15

　0

・　’％噛

　　一
　　1零・71’　　＋

　　一

（・・ルdim。thy1。mi。。b，。・ald・hyd・α1259・を水35cc鍛65ccの混液1・三時齪し靴

　　第二鐡溶液を加へて微に黄色を呈せしめる．氷室に保存する．　　　　　　　！
（緊ラ呈色反懸陰性の場合にのみ門中する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　’r　「
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2
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　　　　　　　　　　　　’

変類に封ずるClaviceps　Htoralis　K　AWATAN1の寄生性に：就v・1て

’

　　　　　、　　　　　　　　　　　IV實験結果及び論議

　　　實験結果は第1表・第2表に示す通りである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、
　　　1．有意大萎及び裸萎に封ずるcZ面申言の寄生性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　何れの品種に宿しても寄生性を有する事が解る・二條種に乱しては四浸種・六條種の場合よ

　　りも寄生率の高v・事は注目される．而し封照匠たるハマニンニクに封ずる寄生率に比すれば著　　　、

・　　しく低率である．而して分生胞子を用ひたる場合には何れにも寄生性を示し，子嚢胞子を用ひ
　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　焔場合はC・」C・・C・にのみ寄生瞳示し他には諭得ゆった・之は（1）照臨偶
　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ

　　萎そのものふα1∫妨η漉に封ずる先天的抵抗性の大であること（2）一般に培養分生胞子　’

　　を接種源と塗す場合は子嚢胞子を用ひたる場合よりも寄生亡八であること怖）によって設明

　　される．實並並艦数を増加すれば必ずや子嚢胞子を接種源となす場合も寄生性を認め得るであ

　　らうと考へる1　’　，　．　　　、　1’．　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　磯生した六角の大きさ　（釜6｝は長径5．0－18．2mm，幅径1．2－3．Omm，’重量10－66mgで

　　あうた・禰膠●楳獄に二面のもの即三種’六三のものに比彫鰍⑰る餉力竃

　　見られた．叉，裸萎の七竈は有群大変の其れに比して形態昌々大である傾向が見られた．．総角

　　の色彩をRIDGwAY（54｝のColor　standards、によりて見るに，頂部はTileul・Buff』一

　　Pallid　Browllish　Drab曽Pale．Brownish’Drabであり，「中部ばLight　Brownish　Drab

　　－Brownish　Drab－Deep　Brownish　Drab－Dusky　Drabであ’り，i基部はDusky　　　　へ

　　Drab－Blackish　Brow11（1）一Blackish　Brow瓜（2）一Blackish　Brown（3）であっ

　　てン・マニンニクに形成されたる面角の色彩㈹に全く一致する．穎まり挺出せる部分は穎によ　　　’

’　つて被覆されたる部分よりも一・般に淡色である．　　　〆、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　．以上によりC．疏。π」1おは大面（有気大島・楳萎）に産し寄生性を有する事を知った．然ら

　　臨熔（有稗大回・，裸萎）回するαlzゴ’・・廊の馳性と授粉との關係は女・何であらう．

　　ヵギ（第2表参照）　有秤大壷・，測温の各品種何れも，開花前帥ち劇画開前2一与日に於て寄

　　生可能である．形成さ．れたる萎角は開花當弓感染のものに比し概して形態小である．而して其

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　の寄生率は開花當日感染のものに比し面々低い．叉，C．1伽ηZ蕗は授粉後に於ても寄生可能で

　　あり而して授粉後日数を経過するに從ひ寄生率を低下する傾向がある．形成されたる六角ぱ開

　　花六日感染のものに比し形態に差異を認めなV・．ラ4萎に封ずるαρ〃ψκ脚6寄生性と授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウモセ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　粉と．の關係に鋤いては益者により（9x1。）（且η（35）意見を異にしたが・Tsd｝IERM醸〔7。）（1906）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　は授粉に面出無き事を報じ，KIRCHHOFF（28》（1929）は實験的に其の眞なる事を誰明した庭であ

‘’ 辯健?l㈹（L944）．は既噸瞼によりてこの事瑚らかにした・’

　’（畳6）襲圭したる萎角は7月上旬探牧して生物攣的計測を行った．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

’

、
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　　　　　る．著者はC．魏。解傭も亦投粉の有無に關係無く大萎（三三大回・楳ii蔭）に寄生可能なる事

　　　　　を三三し得た認である．　　　　　　　　　．　．

　　　　　2．小海・ライ萎・i家財に濁するC．漉。πz漉の寄生憐

　　　　　密滴の分泌は認められす，萎角の形成も無く，寄生性は全く認められない．而して何れも皆
　　　　　　　　　
　　　　　よく結論を見た．　　　　　　　　　　　　・　　　　協、

　　　　　　Clρ霧砂κ解αは小萎・，ライ褻・燕萎に寄生レ肇角病を焚生する事あるは緒言に述べし通り

　　　　　であみα薦。πz廊は阿附大野・裸萎に寄生し得るも，小萎・ラィ萎・燕萎には寄生しない．．

　　　　　この事實は形態学的性質及び特有なる．アル々ロイドの含有されあ手事實（15｝σ1）と相侯って新

　　　　　種とさるべき根芋のLをなすものである．　　　　　．

　　　　　　有稗大萎・楳萎は搾木・北海溢に於ては畑作にて何れも早生種が栽増される．而して繰萎

・　賄鰍萎よ鱗遙かに多く興野う・北髄rては静燐の一部鰍播と解るのみマ
　　　　　他は全部珊珊とされる1樺太に於ては氣予州條件の制約を憎げて何れも春日とされる．樺太に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’｝

　　　　　於ける四捨‘59’辮岬町は7四旬一7月胸・懸町は7月絢聯う1
　　　　　一方樺太におけるノ・マニン昌クの開花期は：（40）6月下旬より7月下旬に亘る夕帥ち6月下旬

　　　　’最：声部たる酉海岸南部・本甲方面より開花初り，漸次西海岸を北進し，相前後して（6月＝F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　、　　旬77月上旬）亜庭薦一帯1冷々逞れて東海岸南部地方開花し漸次北進して新間地方に於ける
　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簡‘い’

　　　　　7月下旬開花を最絡とする㈹．・從って，西海岸南部・亜庭灘方面を除きては有秤大開・裸㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
　　　　　萎の開花期と合致する闇闇が存在する．而してハマニン呂クに獲生する鴫野（C．　Z∫’0勿Z’S）’

　　　　’跨立脚ら姪島緋の　ニン昌ク車群唄られる・！’㍗ンニク墨太に干ては蝉　・

　　　　　によく繁茂し年々腐朽せる．葉は厚く地表面に堆積し從ってよく灘潤状態に保たれ，ハヤ昌ン←1

　　　　　・穗を脚て落下四二の餅に好都合噛・・？・而して。鋤矯・尭の穣胞子の

　　　　’傳播は主として風により，分生胞子の傳播は特別なる例外を除きては主として昆虫により行は

　　　　　れるから海岸近く栽培される有秤大萎・’裸変に射する自然寄生の可能性が存在する．著者㈹

　　　　　・（1944）1が昭和17年樺太新間（東海岸北部）にτ行ひたる實験によれば・分生胞子によ田崎

　　　　　二弐感染を殆んど認め得なかったから，特に西海岸南部・亜庭薄方面を除きたる地方にては主．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　　じ　　ロ　　　　　として子嚢胞子による第一次感染の可能性が侮在ずる．ハ÷ニン昌クはαZ伽η添に感染後
　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ィ

　　　　　6－17日にして蜜滴を野生するから西海岸南部・野庭灘方面にては主として分生胞子による
　　　　　　　、　、

　　　　’第ご次下染の可能性が存在する．，

（梼7）東海岸にて新間以北の多來加海一幣・オホーツク海浩岸地方（國境線迄）は7肩下旬

　闘花する，西海岸申部（眞岡支臨北牛・泊居支臨南牛）1地方は7月上旬一中旬，西海岸北部

，（泊居物洞北孚）地方は7月申四一下旬開花する．

㈹聯丈に於ては館上，飛動濱癌太韓礁期と細す礁の醐を北瀧
茜南部珊レ東側を東北部婦ずる事とする・　　　．．

〆

」
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　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　ま
多類にi封ずるClaviceps　litoralis　KAWATANIの寄生性に就いて

L

　　　北海道（51）に於ける有秤大萎の出穗期は三三にては6月下旬一7月中旬（最盛期7月上

　　旬）秋播にては6月上旬一6月下旬（最盛期6月中旬）であり，裸萎は全部春播で其の出穗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　期は6月ド旬77月中旬（最盛期7月上旬ゴである．一方北海適に於けるハしニンニ．クの開

　　花期は5月下旬より7月上旬に亘る．即ち，5月†旬西南部㈹の最暖地：方たる渡島牛島方

　　三三づ開花し鰍塗しで・月栴桐東斗ヒ部・物・離岸地墨太韓滑岸地．

　　方開花し，東北部の根室薄一帯技ぴオホ仁ック海沿岸地方の6月下旬一7．月上旬開花を最絡

　　とする．從って，東北部地方にては春播有秤大品及び楳萎の開花期と，西南部地方にては秋播

　　撫大回の期と合致する棚があり，これ等記しでは子嚢胞子によ彿一次感染の可能佳

　　が存在する．叉，これ等の開花期はハマニンニクの蜜滴獲生の時期とも合致する期間があり，．

　　分生胞子による第二次感染の可能性も存在する．西南部地方に於ける康応有秤大面及び楳萎に

・　摩しては分生胞子による第二次感染の可能性のみ認め得るに過ぎない．北海道に於けるハマ昌、

、　ン呂クρ変角㈹）（C．1髭0πzZf5）は全島海岸に亘り機生するが，西南部地方に於ける登生は東’
　　　　　　　　　　　　　　　　‘・　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　’北蘭方の期砒し概礪である・從って西麟肪r於け三三費繰獅麟

…・廊による感染の可難は・子嚢胞子殿翻訳感時分生日郵よ曲論蓉油津／

　　東北部地方の其れより少いであらう．

　　　C、疏0搬漉はハマニンニクの開花中（開血中）子房に感染して獲証するものなる事は著者

　　が既に實鹸謹明したところである（40）．而して豊強大品・操萎に幽するC疏。解傭の寄生

　　性換言すれば有糎大凶・繰褻のC．Z吻π跳に幽する抵統性妹（其の先天的抵抗性を除きて）

　　其の開花に際して開頴の激・程度・持績時間に依存参るもと）なる：三越明らかである．この事

　　はC．カ・脚卿の場合k就“て‘H・酬1・6‘2。x瓢）（’2！（1903－1906）・1F・㎝1・TH（13’（1906）・

　　　TscHERMAKσ。）⊂71）（1906，，1909）rが指摘してみる．　’　　　，　　　　，一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もも　　　　し

　　　大雨（菅10）．は種類によづてその開花の際開明の有無及び程度に：差異あるものであるが，學者に

　　よρて其の鮎は必聴も「致してみなや諺P肺鰍究髄断種は殆んど開幽し撫113’

　　㈹といひ歳は全く開胸しない④働（61）㈹といふ．有畑大萎二條垂豊艶にては並列花は開穎

’する・3隅（郷i，（73’が中列花は殆んど憎し齢‘49’（’3’峨は稀｝・識する・13’（4≧’｛61’

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　といふ．裸萎二條虫及び課暗紅條種は開穎し　〔4），一般に山盛は有響大壷に比し轟く直面する

　　・0・といふ・嬢四総は中・側列島幽幽開議する‘4）（13’144’（49）く61’㈹といふ大感応條．

　　種は殆んど開隠しない‘勘か或は全く開恥しない〔4）訓点㈹といひ，叉は中前面は開溢し

、側見織臨論磁謂雛蟹露薪轟警開国8岩夢搬麟鱗號
　に就いては臨地調査を行った．それらよる縛合された調査成績による．　　　　、

（『10）心証大喝友び纏褻を総出する．以下殿之．　　　　　1　　　　　　　・　　　ド　　　　　　、

酵11）前記接糧試鹸に用ひたる晶種の外，三三大姿各種類合計25品種繰萎各種類合計22品種を操

　び，昭和19年観察を行った．これら各品種の細図管理は蘭記接種試験のものと全く同量である．

　　　　　　　　　レ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　，　1
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　　　　　ない（61）か或は稀、こ開穎する（22）が側四花は三三する（22）（61）と野はれる．・

　　“　　　著者の観察（糊によれば次の如くセある．有三太萎二條三頭種は中・側列花何れも全然鰭

　　，額を認めない・心隔二睡頭融ては倶四花は開罫るカ1中列花圃回るもの鯛列花
　　　　　層’よりも少い．裸萎二條種（細）は中・側四花何れも三三するが中四花Q開回するものは側列花

　　　　”よりも少い．大変四條急な一般に中・側列花何れも開穎するを認めるが品種によりては開穎殆

　　　　　んど無く乃至は全然開穎しないものもある・大丁丁鋒種は側列花にては一般に開穎するを認め

　　　　　　るが中列花にては開穎するものは極めて少いか又ば全く開穎しなV・．而し品種によりては中・

　　　　　側列花何れも回忌穎しないものも泌一般三品粗のもの即ち二二條覇種珂大回

　　　　　四條種にては中・側四花何れも穎の開展蓼認める㌧之に減し粒着の密のもの即ち有秤大萎二條

1　難麓醜声島欝欝翼競欝醤呼物灘轟
・　　　　青に良否のある事及び鱗被膨張による機械的作用によるも粒着密なる三三をして卑分に開展せ
　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　しめるた至らない場合のある事によって読明される．三部が葉鞘内に夢る時に投粉の語こる場
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ

　　　　　合も三論張の二郷認められるのである力三論この場合瀬ρ即応め帥硬・穣二

　　　　　條垂頭言及び大萎六條種にては中列花の三遍数は三二花よりも少いのは次Q如く、読明される．

　　　　　．即ち中列花は・同一節の二二花より二二が早く從って未だ二部が葉鞘内にある時授粉するもの

　　　　　　多き瓢三二駐として側三面開花（開穎〉する畢なる耀の二二はタ堺の條件鉢つ

　　　　　・ても著しく左右せられる．殊に毘二期に當？冷涼なる二二¢1旧く時は出穗遅延し，出穗後開花

　　　　　　・（開穎）すべき花も葉鞘内にて授粉を絡了ナる爲出三二開花（開山）する花は極めて少くなる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
・　殊に旧藩㍑陣述の山中環は三二砕り二三が早ゆら・出穗セこ艇練猫は中

　　　　　　珊膜鞘内に於て面恥回し從？て中列花は出穗後回す軸ρなく・彫！花は出穗

　　　　　邊延ρ醸礪じて常論りも蝋のもの力竃開花（開穎）嘩は鮒によりて醗二二穎観

　　　　　　ない．大萎二條三頭種にても同檬¢噸向が見られる．之に反し無温高く室二藍回せる時は速か

　　　　　　に踊するから開穎郷多欄穎の澱も大である・以上によりて明ち品詞く・燐の穎

　　　　　　の二二に郵いて三者‘こよりその観察の必ずしも一致してみない理由は・大萎の三三の程度（穎

　　　　　　の三度）は品種により又花の位置により異るけれども概して小さく⊃又穎の開否は品種によつ

　　　　　でも著しく異なり，開穎持績時間も短く，且外界の條件によりて其れ等が著しく左右される爲で

　　　　　　・あらう・　　「　　　　　、，　　　・　・　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　、㍉

　　　　　　1大萎は開花に際して穎の開展持績時間一般に短く15－40分！糊であり其後は閉穎する．

1「

（苦12）灘が灘に供した一二條種は一品種のみでこれ睡頭種で夢つた・
’（曇13）有浮矢三二一直頭種の申四花の鱗被は退化して小形と濠り用をなさない．側置花の鱗被

　は更に退化萎縮してみる．　　　で　　　　　　　　　　　「　　　　　’　　‘

（菅工4）三者の観察による1永井（49）（1940）によれば20一301分といふ．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窯
’

へ

、

、

／膚



114 姿類に謝するClaviGeps　litoralis　K：AWATAN；の寄生性に就いて

自然ID歌態に於て大菱ぷα疏。πz漉に感染する時期は其の開穎持績申に限られる．而して穎

は開展してみても繭め裂開しない事がありし糊，』特に大萎二條垂三種及び大萎六條種に稀に見

られ喝が1大引た封ずる（λ〃’o海漉め寄生性は授粉¢ジ有無に無關係であるから簸るものに封

．しても感染の可能性を有するは勿論である．

　以上詳論したる如く，樺太・北海導㊥海岸地方に栽堵せられる大萎の内開三二を有ずる品穂

せ総て其の開創の激・程度・持綾時間に慮じ，且つ栽培地の歌況の如何（例へばC．薦α漉s

の喪生するハマ昌ン昌ク自生地よりの距離・地勢・風向等）により種々なる程度にC．Z肋解薦　　　’

萎角の自然稜隼する審が著へられるのである・事實．田村良修（1641）（管15）によれば樺太西海

岸糟取肪叫て大新興生したる騨りといふ・一戦‘’51＼（・9395曄太；・於て・・で

ンニクの飼料化に就いて研究し極めて優良なる野草であるとの結論を得てみるが，尚，海岸を
　　o

遠く離れたる砂質壌土の試験畑にもよく生育繁英し（糊張靱なる地下董は地下の深暦に達し

網野炎暑にも耐へるから適當なる耕作法を施す時は優良なる牧草と卜し得るで：あらうといふ．

　斯くて若し内陸部に於て騨として編せられる事となれば即近側峨職られる媛

に劃し以上所論の如き問題の蛮生を見るであらう．

　著者は塗上詳細に亘りて，〆α碗。μ漉が大野に越し寄生性を有する事より，C〃≠oπz傭　を

褒生するハマニンニク自生地より直接其の近傍に栽培せられる大萎に回し感染の可能性の問題1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
に就！’て瀬を試みた汎ρz伽廼’平他の姉なる植物に寄盤鮪鍋報び之噸蓮

・して栽増大萎との關係の問題に就いては荷將來の研究に：撃たねばならない．

　　3．アルカロイド
　　人工栽培により有早大萎6裸萎に形成されたるC．1吻即断委角は接種源の如何に關せす何

・れ躇町アルカロび罐嚇る・（第1表参照、）旧染備騨耀粉の礁1こ關貯

伽躇明にア門門ドを翻する・（第21表参照）舗の趨蜥によれば螺萎角の・　．
総アルカロイド含量は0．846－0．987％である．之に封し入工栽培により封照匠たるハマ昌ン、

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　・　　　　・　’
戦ニクl撃ﾆ形隔れ焔¢吻測角の其れは鰯一L124箔である御8）・”
　熊谷㈹（1940）1鋼●嗣‘67’（1941）甲南『‘幹19咋よ禍・柳に於て（ラ倭〉

萎髄α勿灘・を懸人満州鉢？解学匠た馨角には7効只イド解明しな

　（斎15）Henning（oの）（1906）も同檬の事實を認めてみる．　　　　　　！　　　．

　⊂釜16）田村良修（昭和16年）未塑表
亀

　（芸17）著者も樺太より當所起揚（埼玉縣春日部町）の試験畑（埴質壌土）に移植栽培せるものは極めて

　　　　よ性育繁茂し自生地と何等異ならないのを認めた・（III灘材級び方法の章二二）

　（釜18）其のMuttersta1ロmたる昭和17年樺太獅問にて採吹し肖る自然螢生ρ．　Iitgralis委角の其れ・

　　　　は1．162％である．　　　　　　　　　　　　！　　’、

　（管19）竹本常桓　富山に於て人工栽培（昭和12年）によりライ萎に得られたる．C．　purpurea・褻角た

　　　　就いての分析囎未踏　　．　　．　　’　・、・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　臨
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いのであって，著者も昭和19年産のものに就いて實験し同様の糖果を得てみる．緒言に於て

述べたる如く∴杢邦に於てはラィ萎によるC勿吻麗α高角人工栽培が未だ成功の球に達し

てみないといふ事實は此の理由に基くものである・之に回し外國に於℃ラィ萎に自然獲生した

ろC勿ゆz耀β委角の縛アルカロイ下含量は・THoMPsoN（68）（1930）によれば・ス・《1イン・ボ

ルげ纏α080一α150％「 kヤφボラげ産ρゆ36ヤα075郷あり・竹本‘64）（65’（1♀

44）によれば0ユ14－0・300％である∵三って，　入工栽培‘（． 謔阯L秤大回・裸萎に形成された
　　　　　　　じ　　　　　　へ

るC．魏〇四漉萎角の総アルカロィ噛ド含量は，自然稜生により叉は人工栽培によりハマニンニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
クに得られたる（λ魏。η廊変角の其れに：大差なく，且つ外國産ライ萎に自然焚生したるC・

餌ゆη形σ二二の其れ，より著しく遙かに大である．　　　　　　　　1、

　人工栽郷よる萎鯛馬決の死饒制するもρは綿アル加祥忌であり識培熔
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

による轍も期一方法と考へられるので夢うから・御て鳴すべき応命はねばならな

い　　’．　　　ノ

　　　　　　　　　「　・v摘1．　要・．’　、「
　CZα痴。θヵsρz〃伽伽（F恥）TULASNEを病原菌とする萎角革は禾穀作物申特にライ変の疾病

．として重事硯されてるる．ヌ，ラ擁萎パン宇に鋭角の混ずる嬬之による歯腔中毒も少しとしな

い坊α解灘⑳・ラ櫻略生して獲生したる菌核は之蘇駿角構し・、本荘βに於’

ても之を塗方に麗し沽來顛な曙鶏とレ礫鵬紅ゐう「軌て立蔀薩瞬

き爲ロシヤ●スペインより年移量に轍喀外ので鵜が終曲に於け碍局畷畢に零

　り輸入は全く杜絶の歌意となった．著者はこれが國産化’を目的とし，本邦北部地方（樺太・千

昂り北海道）の画面生する仙髄物ハマr・桝こ寄牛す腰椎齪人工栽培す藤に

より之に代替せしめんとして研究に從ふうち，政物は杢然薪種である事を三見して，αω初回

15‘om眺KAWATAMと命名し既に公表したところである．本論文は昭和1＄年．・19年の2年に’

亘嬢類（大萎・小池ラ棲・燕萎）1・謝る。魏・螂の雛惚・施て研究し唄

つ瀕漸認る魏のア・レ加イ「陰有の撫に鱒鎌行ったゆ鮒・’・・ンニク．

萎角に証する研究（第至急）”をなすものである．

　11（L腕。鵤漉は有秤大萎（一読山頭種・垂頭種・全心種・．六條種），線萎（二條樋・四條

種・六條種）．に封し寄生性を有する。而して小変（普逼小鼠），ライ萎，燕萎（普蓮種・片

山趣・楳燕変）には寄生しない．、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な
　a大面辮腰・搬）閾する雛卒1ま・二二種の囎醐鞭・六二種の場計り

　も寄生率が高い．而して大萎に面するαZ鋤πz傭の寄生性は酒旗匠たるハマニンニク‘ζ封ず
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‘る其れに比すれば著しく小である，　　．　㍉　　・，．　　　　　　　　　　　　　　’

　3・大品に蛮生したるd〃伽α虚病角り大きさ躰長径5ρ一18激nm，幅樫、12－3βmm；埠

　　　　　霞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

’



116 褻類廟ずるClavicep・11tbrali・KAWATAMの寄生性に就いて

　　　　　　　　　　　　　　ズ
　　　量10－66mgである・二三種：のものは四三種・六條種のものに比し形態大である傾向ガ1早ら剋

　　　、た蘇獅萎触三宅の其許に上ヒし形三三であう傾向が見ら鳩　　　 ・＼

・’4・大獺す・α伽z肋寄雌騨の授粉の撫礁三三である・即ち・ρ伽疏
　　　は開花前（授粉前）興昨於ても三三回する・而．して三三三三芭當・鯛の砒　・

　　　囎礁“・四花後三脚坤・2日・3日噸ても寄三三する・而して難後日

　　　数を経過するに從ひ寄生率を低下する傾向がある1　　　　．■

　　　　5．大萎は開花に際して三三するや否やに就熔ては學者により其の読三々たるもbあるに鑑

　　　み回者は二三い三三を行α碗’・郷の寄撃との關係旧いて糠を行った

　　　　α搬；北髄こ耕される燃ρ階ε期は三三の海岸哨生する「ハマニンニクの其．

　　　れと相合致する期聞があるから，．海岸近くに栽堆される大萎は其の品種及び栽培地の状況の如

　　　側・よ舜ω伽Z三顧鯛倉榔存在する・、　　ノ
　　　　7．人工栽培により大i萎に形成されたる　C。魏。勉眺の萎角は感染の時期及び授粉め有無に

　　　關せす著明にアルカロイ」ドを誼明する．而して人工栽培により大回に形成せ．られたう（λ』彫ぴ

　　　7ロ漉変角の総アルカロイド含：量は，官然獲生により叉は人工栽培によりハマニンニクに得ら　　　　‘
　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂
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　　　　　　Phy亡opath．11；’41，285」289．・

　　　　59・誰瀦三・魚心（1959）：三三三三良樋の騨．樺畑旧識回報獅2貌
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榔　　・第1類（農業）第12號P．2－13．　　　・．　　．　　　，．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　60・SMITH，　M．1・（lg30）・今gua・tit・tiサe　c・1・・im・td6・ea・ti・n　f・・the　e・g・t．・娠・1・三d争P
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　　　　　　Graminearum．　p．350．　　　　　　　・　　　．こ、

　　　　63．菅原繁藏（1937）：樺太植物高話第1雀や．．166－167，306．　　　　噛‘　　　・・
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E7αT・c－AK・E・（1906）・Di・耳脚・dF血・htb解・i・rマ6・臨＄・e　b・i　R・99・n．・nd・

　　　　　　Gerste　und　das　Auftreten　von］Mutterkornl　F廿h1．1andw．・Z嬉．55：194－199．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　働

b

●

L

71．　　（1909）：Weitere　Beobachtungen．曲er　die　Fruchtbarkeits・und　Inf6ctions・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

∴v・・h註1亡・i6se　d・r，G酵「stεh’und　Ror＄・ψ聴De廿tsρh・勾an顛r・e・r・・36：149－150・

7a　u…．且恥…（1929）：Ernn’rドw・．・9・・eHge　r⇔・ti…．dr鱒・rderk・。m・1kρ0

　　　　1・玉d・・E・g・t・mi血・、Eτ9・t・xi・e　e耳E・g・ti・呈・e　e・．d・t・・passi・g…rh6t・・d…。・k

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　顧
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　　Aspergill誌fumigatusの生呵する’

職　　．融点牲物質に忘する柵究　　牽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　（第　1報）

蝕官「高山∫重勝　技、官一山本馬木
　　　　　Stqdies　on　the　antibac穂ria1　substance

　　　　obtained　fro｝n！1sψθ怨がZκsノ初〃¢忽σ∫κ5（1）　、

噛一 f

Shigekatsu　HIRAYAMA　and　Masaki　YAMAMoTo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　L緒　　・　言　　．　．

　　　　　　　　　　　　　、
　　　　吾々の研究室に於では有力なる抗感性物質を生産する綜歌菌株の恒見に努力しつムあり．読

　　　騨勧注目すべき齢を得たるも∴報・・は昭和19年2月1臼狩山細翻矢田枇於

　　　て室献園こる1種の三三κs（菌株三三L7）に点て行酢る破結飛報齢を
　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　　ものにして，抗菌性物質の精製，性三等につきては後報に倹たんとす．

　　　　二本研究は大阪衛生試験所和歌山分場及び東京衛生試験所にて行ひしものにして，絡始御鞭

　　　錘を賜りし石尾前大阪衛生試瞼所長並に松尾東京衛生試験所長1と深甚なる感謝の意を表す．

　　　　　・　　　．1噛ρ黒門、

．　ρ…寒天演戯爆撃するに・菌灘南琳（velvety）を常とするも時磯毛状

　　　ω・cc・・e）となることあり・．巽面雫翻して水掻生することなし・中心部は若苗色（D・・k．．

　　　喜reenish　glaucous．ocean　l　green）乃至山鳩色（Andover　green），周回錆青磁（Pa互e　turtle・

　　　、9rむ・・），踊は白茶（Ivory　bu登）乃至脚色（1・・bd1・6・1・r）なり・時日の維過と共臓

　　　面千草．鼠（A士temisia　green）となる．．培養基は漸次黄色を加へ後赤褐紫色に回す．　CzAPEK培　．

　　　養液上の菌叢は概ね絨毛状にして氣中野綜の獲育少きも時として叢毛状となることあり．初め

　　　青緑色なるご麟養に磁艶を呈す・晶晶憾天の場合に同じく鰍董色より

　　　鐙茸色となり．最後に赤褐色に攣す♂
　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　

　　　　本菌のCZAPEK寒天上に於ける形態次の知し・a）分生子揮は透明なるも稽青緑色を帯ぶる

　　　・とあり，基中菌総三三抽財三三三三総紛概て生じ轍鮪す輝のあ
　　　り．大さ112．5－3003×225－7b1μ．先端は梢ζ膨大して項嚢（vesicle）に績く．d）分生胞子

　　　は淡青緑色，集合す’る時は山鳩色乃至錆青磁色を呈す．圓形にして表面梢粗縫，涜朕突趨とし

’
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以
A・pergi11・・f繭・・㎞・、あ生齢・抗難獺に關す・研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　じ
視ゆるものあり・1内容老鮒るに從ひ穎粒厩示す∵大さ・0π一3彫・・騨2・3・なり・

9醸は・．ラ・，・型叫て1翫01－3993・上4≧部i噸子（St・・ig瓶ata）勧三生車

d・）梗子は1列・4・52－7・50×225－375μ・先端に分生子梗にほ罫並行に密に接着する分生胞子

　　　　　　　コ
を鎭生す・・e・）S・1i“、℃・1umn木さ4329－37029×26・29－153・91μ｝τてほ咽筒形を呈す・．．

’｛「

j子嚢胞子及子嚢の形威は未だ観察せることなし．

　　　・　　＿．．第1圖．頂部（S・1id・・1・脚）　．　’　1
　　　　■
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　子！本四の分生胞子の集合は緑色を帯び，

⑲　　三二す灘両三
㊥《麹・鍵四二1蓋E駕

　　　　　　　　　　　　？、

も

第3圖　胞

G・。・p銚bと思蜘らる・（第1，a3圖参冊

　　　　　　　　　　Ilr抗菌性物質生産に影響する條件

ユ．培養液の螺材・澱　 ∴1　・　，9　　　。、
　CZAPEKDox氏憂法培養基及び加子ブイヨレ液を燐酸璽又は盤酸及び苛性カリにてpH債．

を縫じ本旨を移植，葡萄歌球菌（寺島株）に封ずる培養濾液の獲育阻1Lカを旛繹法により検是

せり．
　　　　　＼　　　　　＼

　a．．Cz漣EKDox攣海…培養液（NaNO303％；K：C10ユ％；MgSOi　O．05％；FεSO40。001％；

：葡萄糖4％）20ccに卸し2％の各種燐酸加里野卑を2ccの割合に加へ培養液のpH債を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

攣じ，150cc　ERLENM理ER　flaskに50　cc宛を分注して常法の如く滅菌，室温（12．8～29．ナC）．’

．にて培養せり，燐酸蜷の混合割合家の如し．

、

／

／ 混合割合（三位cc）
H3pO、（2％）

KH2PO4〈2％）
　　　　　へK：2HPO4（2％）

K：3PO4（2％）

卸／エoKOH

混合せる；培養液の
pH

0．2

1．8

！

3．2

2．0 1．9

0．1

1』

’1．8

0．2．

4・15・一 5．5

．工5

0．5

5．9

1．0

1．0

0．2

1．8

6．4 7．0

0．5

15
’

i

2．0 L5
0．5

Z・i＆・／＆・

　　　　　　　　　　　　　　サ
結果・三三力を三朔三六の鞘稀乗鞭を示せ聯・表の如し

．本寝臥課観るに培養液めpHはいつれの場合魅14日目蹴殆ど帷と回忌以て・當、

初の酸度が後期まで影響するかは疑問なるも，移植三時のpHが5．0～5．3なる場合最：高の三

三を示しアルカリ側は力頂低き傾あり．　　　　　、　　』　・’

・h．≒・藤D・x聯瀧q・NHC1型α・NK・H・・て酸髄勲て力債を検せり・

その結，果第2表の如し．

　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　’

’
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，126 Aspergillus　fumigat4sの生i塗する抗菌性物質に關する研究

第1表CZAPEKDox液を燐酸盤にてpHを攣じたる揚合の抗菌力

最
初
の
pH

第　1　回 實 験’ ’・ 謔Q回三三
・・4日目・8日則22日目
力側・H力債［・H力側・H力飾H力債1・耳

♂

3．2 ＜50 7．0 50ド 7．0 　　隔P00 6．8 く50 7．0’ く50 7．0

4．6 150 6．6 150（230±） 6．8 50（100±二） 6．6 150 7．3 nく50 7．2

5．0 50 6．9 150（230±） 7．2 50± 7．2 150 7．2 く50 7．4

5．3 150 6．8 く230 7．1 50± 7．2
の

5．6 ・150 6．8 50 7．1 50±・ 7．2 　　　「P00 7．2 　　　、モT0 7．2

6．0 100 7．0・ 9く50 7．0 50ゴ＝ 7．0
㌔ o

6．4 7．0 く50・ 7．0 5q 7．4 r　　50 7．2・ く50 7．2

6．8

W．0

　　50

ｭ50
7」2

V．0

　50

T0±

7．2

V．3

50±』

T0：：ヒ

7．4

V．8

＜50 7．2 ≦50 7．8

@－

8．5 50 7．3 150 7．2 ’50ま： 8．2 一

－

第2表CZAPEK・Dox液を聖酸及び苛性カリ
　　〈0．1N）にてpHを塗ぜる場合の抗菌力

14　　日　　目　ヒ 18　日　　目 22　・日　　目
営初の

垂g
力’債． pH 力　　債 pH　　． 力．債 pH　，

I　　　　　　　　　　　　　　　　I 1 i

4．0　　　　　50

4．6　　　　　50

5．4　L　　　50±

6．0　　　　　50±

6．2　　　　　50±：

6．51　　　　　　　50＝ヒ

7．2　　　　　50

8．0　　　　　50

8．2・　　　　50士

4β　　　　　』100（150ゴ＝）　　　　　5．6

　　　ノ42　　　　　150（250ニヒ）　　　　　54

4．3　，　　　150　　　　　　　　　　　5．4

4．6　　　　　150　　　　　　　　　　　5．6

44　　　　　50　　　　「・　　　　　5．4

4．6　　　50圭　　　　　　5．6

4．8　　　　　100　　　　　　　　　　　ξ54

　　　　　　　　へ5．0’　　　　50　　　　　一　　　．　5．4

4．8　　　　　150　　　　　　　　　　　　5。4

450（550＝ヒ）、　　　5．6

1

著

　本實験に於ては前例と異り培養液のpHは酸性に傾ぎたるも當初の酸度低きもの抗菌力大

にしし（，殊に4・6とせるものは22日目に於て’450倍の力債を示せり／　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
　cl加糖プィヨン培養液，（藤下1％）を0∠1　N．　HCI及び0・1　N　KOH’にてpHを憂じ力債

を槍せり．第1回の實験に討ては14日目に於てpH債は8以上となり力債もすべて50倍

に止まり，18月目となりては50倍以下となれるを以て，第2回の實験に於ては10日目に力’

9便を検せり・結果第3表た示すが如し・

　即ちpH　5．0に於て自著なる抗菌力を示し且つCZAPE貯Doxの揚合よりも生産日数を短縮

せり一　　　　　　　　　　’　、　　　　』　　・　’　　　　・『　、、　　　』
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第3表　加塘ブイヨンを盤酸及び苛性カリにてpHを攣じたる場合の抗菌力
、

明初の
pH

　　3．0

　　3．5
〆

　　4．2

　　4．7

　　5．0

　　8．0

　8．7

10　　．日　　目

力　　債

　150

　150

＞450

＞450

＞45q・
236

236，

pH．

5．4

6．6’

7．8

8．0

8．2

7．9

8．4

11　　日　　目

　50
　50
’く50

　50
　450

　50
　50

5．4

6．8

7．8’

8．0

8．2

8，0

8．4

　2．淡素源の影響

，　a・「糖類：炭素源々除きたるCz血EK・Dox液（NaNO3・0・3ヌ6）に炭素源液を混じ100cc三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G
角瓶に50cc宛入れ常法の牛堀菌窒溜（15．3～29．2℃）‘・で壌憤り澗・…一ズは濾

　紙10grを100cc　Q68％硫酸にて三百となし蒸溜永2006c・を混じ携搾後，蒸溜水にて洗

　回し膨潤せしめたるものなり・丁丁朕球菌（寺島株）に封ずる抗菌力を回せる結果は第4，5，6表

　に示すが如し

　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　第4表　炭素源を異にせるCZAPEKDok培養液の抗菌力

　　　　　　　　　　　　第　　1　・回、・實　　験　　　第’　2　．回　　實　　験

炭・素、
　　濃　度．

源　　 10日目14日Fi　20日目10日目14日目20日目　　（Mo1）

力節H 　　　

力側pH 咽・H 咽・H 船側pH 力量・亘

　　　　o
秩@萄’糖

8：1 100・
T0：上

1：§ 118 』多：1 〈50
q50

1：1 100
T0±．

1：彗 198 41：§
〈50

q50．72
6．8

果　　　　種
．8二1 100

ｭ50
多＝8 器8 多：1 ＜50

q50
・・ V．2

V．2

、18 1：1 l18 多二1 〈50
ｭ50

7．0

D7．6
9

ガラク・卜一ズ
0．3

O．1
〈50
q50

暮二1 く50
モT0

1：彦 〈50
q50

乙：1 〈50
ｭ50

多：9 〈50

ｭ印
9il く50

q50
1：言

簾　　　　糖
8：龍 〈50

ｭ50
器 揚 72

A72
＜50
モT0

写：1 く50
ｭ50

亨：塁 く50
ｭ50．

1：8 ＜50
ｭ50

1：｝

　　－
E萎　芽　糖　ヤ

、0．15

O．05

、50±

q50
1：1 100

T0±

「多：1 ＜50
モT0

窪 　50
ｭ5α

ζ：1 く50
ｭ50

710

V」0
〈50
ｭ50

多：8

乳．　　糖

E澱　　　　粉

8：1量

?W
〈50
ｭ50

1：1多：8

く50
ｭ50
P50
T0ま：

1：1多：1

＜50
ｭ50・

P00・

ｭ50

1彦；二1

く50
ｭ50
q50
ｭ50

〈50
ｭ50
ｭ50．
P50

亨：8ヲ：8

く50
モT0

モT0
モT0

1：1写：1

セルローズ 1％ i〈5σ 5ゐ く50・5．6 く50 5．6 く50 5β 5β く50 5b

〆
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A・p・・i琴II血s　f・mig・t・・の生齢る抗菌性物質に關する研究

、

第5表　マンノーズを炭素源とせるCZAPEKDox培養1基の抗菌力

／

、、

マ　ン　ノーズ

の　濃　度1

第　1　回　實　験 第　2　回　實　、験

．6日目　1d　日　目 6　日　目 10　日　　目、
（M。1）　／　　　　　　1

力点・H 力　債 pH ガ側頭 力側・H

α15、

O．05

50

T0ゴ＝

6．8

U．8

　100

f、150．・

7．0，

V．2

50

T0

αレ

Uβ

330

Q30

7．0

V．0

　　　　　　／　　・　　　　　　・　　　　　　　　1．’

第6表繭．萎芽二巴三三源とせるC年APEKDg・培難の髄力

種 類

萎　芽　糖
蕪　　　　塘

澱 粉

濃．度

第　1回　實　験

10日「戒

力債　pH
NO1　1

0．2

0．1

0．2

’0．3

0．5

5％
10

15

20’

50：；ヒ6．2

く50　6．2

50圭6．0

　50　6ゆ

く5Q　6．0

　50’6．2

〈5Q層6．3

く50　6．2

〈50　噛6．2

14日．無

力債　pH：

450　6．3

　50　6．2

〆100　　6．2

150　6．2、

く50，62

100　6．4

　50　6．4、

　50　6．4

く5064

10日引目

三二　pH

150　6．0

　50　6．2

150　6．0

100　6．0

100　6．0

150　6の

100　6．2

く506．4

50土　6．2

第2回實験
10日目

力債　pH

く50

　50

　50
100

〈50

く50

〈50

〈50

〈50

α2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．4

6．2

6．4

・4目訓．・6開り

頒・H．瞬・H
100　5．0’

50：±；　4．6

　50　5．6

150　6．0

　50　6．0

100　6．2

50±　6．0

く50噛6ρ

50±　6．2

100　4。0

　50　5．2

　50　4．0

ド10σ　　5．4

150　6．0

100　6．0

50ゴゴ　6．0

50±　6．0

　50　6．0

膨

　　　　以上の結果を見るにセルローズのみを炭素源とせる時ぼ獲育殆ど無く本菌によりては利用さ

　　　れざるも伽如く，他の糖類にてはいつれ醸育可良なり．旧離物質の生産に利用され難き、．

　　　ものは乳糖及びガラクレーズにして，他の軍丁丁，多糖類の場合たは抗菌性物質を生産せり．

　　　凧て本難の三三あり．て門門きもの蛯力大なり・．　r．＼．
・レ高級ア・・コー…同源として老・1…価q25M。1）及御・〒・・．（q3価

・　．M・1）’をC・蝿掛D・x液の炭素源を除きナ・るもの剛溶し’抗菌物質生産ブj徽せり・姻・リ

　　　・α5M61暢合蹴本菌寸陰蝉甑抗菌力を1・日動・・4鴫2回目に検せるも

　　　丁丁b場合にも葡萄朕球菌に封し抗菌力を示さす．

　　　．』c．有機酸．・・C・爵・KD・x培養液の炭素源を除悟るもの｝・白白酷乖禰醜酒石醜

　　　栂縁酸，安息香鯵を加用し・且苛性カリ溶液にて，pHを4・5附疸に調節して400cc三角輝に

　、、50cc庫入れ培養を行ひ濾液につき抗菌力を検せりしその結果は第7表k示すが如し・

　　　　　　　　ρ

ノ

ノ
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第17表 三三として磯勲用ひたる℃・Ar・欧D・x麟三三力’

表

　　　　　平

素　　源　　度

　　　　　（Mol）

・・叩1・4明、…目

瀕・司頒・H「、蠣・H

ユ0日目　　14日目　　20日目

旧債pH　力贋pH　力贋pH

ρ

蔭　　　　酸 0．5
く50aσ1　　　　し

505．2 く505．2 　　LモT05．2 隔10052 〈505．4

0．25 ＜50’4．4 〈505．2 ＜505．0 ＜5052 50土　5．0 く505．0、

號㌧珀　　酸 0．5』 　　しｭ505ゆ
〈505．2　　彌

く505．2 10049　　戸 2305．6 〈505．4

0．25r く5052 く5052 〈506．8 50＝ヒ　5．2 50±　5．2 ＜50，6．0

林　．檎　　酸 「0．1 ’く505．4 く505．6 く507。0 く505・4 く506．6 く506．2

　　　　　一E洒・　石　　酸 0．3 く505．4 〈505．4 く505．8 く505．4 ＜505．5 く505．6
’

，　　　　　’

0．15 く506．4 く507．0 く507．1 〈506β 〈506．8 く507．4　0

拘　構　　酸 0．3 1004．4 ］504．6 505．0 1004．1 ．1004．6， 100．5．2

’ 0．15 505．1 50±　5．2 く505．4 504．8 く505．4

宍、息香酸 0．4 ＜50・4．4 、504．6 〈504．6 50±4．4 504．6 〈504．4

　　　　　〆　　　　　　　　　　　　／　　． ㌧　　　　　　　　　　　　　　’

　　　’本實：験結果を見るに蕩酸及び安息香酸を用ひナこる時抗菌力を示す場合あるも，本培蕎液にて

　　　は菌の獲育殆ど認中られざるを以て菌が抗菌性物質を生産する、ものと考みるを得す其他の有

璽機酸にて卵綴の獅も朗こし磯脚こ娼林隙郡酸μ・よ全然脚を一
　　　示さす．

，　d．糖の濃度：C・A・EK－D・k．培養液dN・NO、03％）の搬槻化し常法の如く．愚将
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ　ぐ
・　球菌に封ずる爽育阻止力を槍せり．その結果第8，9表に示すが如し．爾表中括弧内の符號は　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ

　　　EHH膿液にて還元艶の定性を行へる結果にして（一）は陰性なりしを示すものなり．一　　　早　　　　．　　　　　．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　第8表舗膿蹴轍嘆じ焔C…EK－P・x・壌灘於ける一樹メ1）

謙・ 0．5 1．0 1，5 ’　2．0 2．5’ 3．0　’ 3。5 4，0 4．5

　　　　　　も
瀞1回實験（142～21．rC5

…’ T・±／…葭・・

　50＝ヒ　　く5q　　　　　　50　　　　　　50　・

を：＆二1職）1ξ：1（一）12器（．）

’

！

、

4日目

β月目

8日．目

工O日目

i〈50

〈50

　，50　－

〈50（「）

　50

く50

く50　1

〈50（一）

100　　　50士．

　50　　く50

　50　　　50、

＝＜50（一）．　50（十）

く50

＜50

、50

　50（＋）

第2’回實験（21ゆ～34∬C）

20日目：

24’日目
1・・±～一）19士（＋）｝…（＋列…（＋）…（＋）…（＋）…（＋）…（＋）・66（＋）

15・±（一）15・±（＋）15・±（＋）．5・（＋）5・（＋）・。。（＋）、；。（＋）23。（＋）23。（＋）

、
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’13，／ A・p・・g・11・s・・m・g・…の罐肺撞幽繍・關す・蹴

第3回實験～（10．4～34．6℃）

18日目50士（＋）

Q2日目　0±（＋）

Q4日目　100（＋）

50±（＋）

T0＝ヒ（＋）

P00（＋）

50±（＋）

@50（＋）

P00（＋）

囎1雛l　　　　l50（＋）｛100（＋）

100（＋）

P00（＋）

T0（＋）1

150（＋）

P黙／

150（り 150（＋）

P00（＋）

T0（＋〉

第9表．堅牢種々嘩瞬砺・・町D・麟液に於〕ける抗馴2）

　・濃度
　　　Mo1
日敏

0．05
o：1

、

0．2 0．3 0．5 0．7 1．0

第1回、魚子（16・2～29℃）、
／

’　10日目

@16日目
@18日目「

く50

モT0

ｭ50

　50ゴ：

モT0

q50

　50±

ｭ50

ｭ50　1

　50

モT旧

ｭ50

230

モT0

ｭ50

100

ｭ50
ｭ50

く50

@5聞

ｭ50

第2向實験（15．5～2乳3C）・
ら

10日目

16日目

18日目

く50

く50

〈50（一）

150

　50

く50（一）

150’

150

50（圭）

100

150

100（＋）

一150

　50

50±（＋）

　50

　50

50土（＋）

　50：：ヒ

　50

く50（＋）　、

　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　・螺を見る妹だ輪濃度と下血繰現嚇囎な・關係を認め難きも3一・％

　の謡曲於て最も力酷きもの抑し』瑚魏中面謝書したるものにて1ま抗論激

　せり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

一階二二藷1灘轡騨騨灘り．鉢’馬

　　　・．第10表果汁蹴種々嘆じたるC耳・b。rD・x培魏に於ける抗勘　　　 ・

濃　度
　藍。1

　　　0．05

　　　α1

　．　　0．21

　　　0．3　』

　　　0．5

、　　・017．

　　．’1ρ’

第　1　回　實　験

10日目　141泣目

力償pH　　力債pH

50±

、5q土

50±

50±

50±：

50±：

・・±e・ P

69

7・0

6．9

7．0

7．0

6．8．

く507．1

　507．2

　507，2

1007．1

　507．2

　507．1

　507．1’

・20日目

力債pH

507．0

50±7．2

160「7．0

1007．0

1007．0

1006．9

第2．回．實・験・

19日目

力贋pH

＜5（＞7．0
　　　へ

く507．1

〈5069
＜507．0
〈567．o

〈50σ9
5・α81＜5・ag

14白目

力債P高

く507．1

　507．3

1007．2

1007．2，

100　7．1

1007．1

　507．1

20日目

力債bH

　4507．3

　1007．6

100乞4

　ユ007．3

　1507㌦3、

　50㌃7．2・

’　507．2



、
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31窒素源の影響．　　・　　　’．　・　1パ
・・窒素源の種類基本聴液としてC・Ap・K－D・x液即ち蒸轍・Z　l三二H・PO…．

9・KCI　q・．・脚・εqα・・・…Sq．α・…鮪糖・…鱗艦るもp略一壷源

　　　　　　　第11表　窒素源を異にせるCZA頭K－Dgx培養液の抗菌力

窒　　素

の　　種

源濃度
類　％

第ヌ・回　駄句 第　2’回　三三

r10日目　14日目 20日目　　10日目

力債pH 力便pH　力債pH　力贋pH

14日目120日Fl

力債pH力債pH

1〆

ξ

0．3 1507．2 〈507．2 ．〈507・2 150Z2 50±・7．2 く506．8
硝酸　カ　リ

0．1 ・1005．6 1504．7 く50，4．7 100』5．5 1504．7 く504．？
・

　　　’
ﾉ酸ソ1帥ダ

0．3

O．1．

・507．2

P005．8

507．0

T04．7

＜507．2

ｭ504・7

，1507．2

@503B
「1007．1

E50層3．4

50±　7．0

T0±47

硝　酸　石　次
0．3

O．1

1005．9

T0±15．4

2305．6

T05．4

〈505．2

ｭ505の

’507ゆ

T05．4’

1005．2

T05．0

50±4．7
T0±4．7、　　　吃

溶化．アンモン
0．3

O．1

く501．8

ｭ502．4

＼く501．8

モT02．4．

く501β

ｭ502．5

〈501．5

モT02．5

く501．9、

モT02．5

く50］．6

モT02．4

硫酸一アンモン　　　　　　　、

0．3

O．1

く502．2

q502．8
く5022
q502．5

く50乞．4

ｭ502．5

50±：2．2　‘

T0±　34

く5G　2．4

ｭ503．4

く501．8

q502β

亜硝酸カリ
0．3

O．1

〈507．6

T0±：5．6

50：＝ヒ　7．2

@505．3

〈507．2

q507．0

〈507．1

モT054
＜507ユ

q504．7

50±：47

q504．7

距硝酸ソーダ
0．3

O．1

く507．0

モT07．0

「50＝ヒ7．0

Eく507．0

く5d　7．0

モT07ρ

く50．7。0

T0ゴ：7．0

50±　7．2

ｭ505．4
〈5047
ｭ504．7

ぺ． v　ト　ン
0．3 ＜502．6 く502．8 く503．4 く502．5 ＜50之6 ＜502．5

1 0．1 く504．4 く503．8 〈5042　　省 く503．2 〈504．6 く504ゆ

，一Aスパラギン
0．3

O．1．

く502．8

モT02．6

＜503石’〈502．8 く503．2

ｭ503．4

〈502．8

q502．6

く50β．4

ｭ502β
＜502β
ｭ5032

　．　㌦

Aスパラギン酸
0．3 506．0

　　’、．7

ｭ505．2 く504．6 く505．4 く505ρ く504．7
ソ　．一　　ダ ’0．1

く50’5．4 ＜505．4 〈50n3．2 50±3．8 、．503．8 1504．2

：蔭酸アンキン
0．3・ く502．2

＜502．4　「

50±　2．4 ＜5025 く505．4 ＜506．7

α1 ，く502．6 ＜50’2．6 ＜502．6 〈502．5 〈502．6 〈502．5

・第12表 轍アレモン確繭とせるC・鯉・・一D・x騨液の撒力・

　　’
硝酸アヒモンの

幽濃　　・　度

　　（％）

0．3

0．1

1第、1　回．實　験

6　日　目

力　便　pH

50　　　3．9

ユ00　　3．7

8　日　目

力　債　pH

＜50

く50

312

第　2　回　實　．験

6　日　目

力　便　P宜

’150

150

8〆日　田

力　償　P貢

与4’ P
　　　　　　　3．4

a6k5・．54

融く・・

’／

．＼

’
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Aspergillus　fumigatusの生産す1ゆ抗菌陛物質に關する研究

＼

’

’

を・旧びα3％の鱒に離し・250cc三三こ50・噸雅して常法の女・三七り・＼〆

培養液の．pH債は、5．2～5．6なり．．その結果は第11，12表に示すが如し．　　　・　　　．

本紙課を見るに融雌駈る場合暉離洲の生産行はるも輪軸・・軍

著しからす，アンモニウム塩を用ふれば培養液のpH甚しく低下し抗菌力を示さす，アスバヲ

　ギン亦同齢なり．アスメラギン酸ソ幽ダにては第2向實験にて20日目に抗菌力を示ぜり．ペブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

．トン鯛ひたる殆前述の勲（加町イヨン）にて雌力大なりし噸験に「は然ら．’

・す，蝕甚能の不定によるものならんか．

　　h窒素源としてアンモ槽雌を鵬炭酸石門を添加せる場合：、前記の如くアンモニ汐

　ム塩を用ふれぽ培葺液は著しく酸性化し，抗菌力も現はれざるを以τ，培養液の酸度を調節せ

　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　ば或は抗菌力を示すかと思惟し炭酸石友の0．3及び0・1％を培養液に入れ實験を行ひナこり・
　　　　　　め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポ

．その結果は第13表に示すが如し：・

　　　第13表窒素源としでアンモニウム嵐を痢ひ炭酸石下を添痂せる堀養液の抗菌力　　F
■

窒素源
　（％）’

硫酸アン0．3

モニゥム　0．3

　　　　0．1

　　　　0．1

；塩化アン0．3，

モニウム　0．3

　　　　0，1

　　　　0．1

蔭酸アン0．3

モL・ニウム0．3

　　　　0．1

　　　　0．1

　　1

添加最初』

せる
炭酸
石次

0．3

0江

0．3

0．1

0．3

0．1

0．3

0．1

0．3

0．1

0．3

10．1

の

pH

7．6

6．8

6．8

6．6

7．5

6．7

6．8

6．6

8．6

7．5

’7．3

6．9

第L回實・験
∴・・劃畑 20日目1

側副頒・H 力闘．かH

〈505淫
く503．8

〈506．6

〈505．2

〈505．8

く504．8

＜506．6

く505．2

＜506．8

く与05⑩

〈506．8

〈505．4

＜5Q　5β

＜501．8

’1qo　5．8

　100　5．4

＜50β．8

く501．4

＜505．6

〈505．6

＜505，4

、1006．0

＜505．8

＜505β

、＜50　　5．8．

〈5024
〈5q　5β

’505．8

〈505．4

＜50ユ．4

〈505．9

〈505．6

　505．8
50＝ヒ　5．8

＜506．0

＜505．7

　　第

10日目　・

力債pH

〈505．0』

〈503．8

く50／5・5

く504．7

＜504．8

く503．4、

＜505．4

く504．2

＜505．2

＜503．8

50±　6．0

＜50．5．4

2』 �@實

14日目

旧債PH

く505・8

＜502．4

50ゴ＝5。8

　505．0

＜505．6

＜501．2

く505．8

1005．6

＜505．8

＜506．0

〈505．8

〈505．8

験　，

20日戦

力債pH
〈505．8．

〈502．4

＜506．0

＜与05・6、

〈505．8

〈5014
＜506．0，

〈505．4

〈506．0

＜506．2

＜506．0　．

＜505．8

　　　　　　　　　　へ　こ6う結果を見るに炭酸石次を加用せざるものに比し抗菌作用獲現するも，期待レナこる程㊧効

果なぎもの・蜘鱒化アシ・テ・・を3％用ひナ・る場傘には炭酸砿の軸力調て

は緩衝熊微弱なり・　　　　・　　　　　　　　．　　　　　．　　　　　　　　「

　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　コ・・窒素源の量．C・艀…D・x』 |養液（舗階4紛の窒素源画幅カリ，石宵酸ソーダ・硲

酸石心，ペブトジ，アスパラギン酸ソーダの各種濃度を以てし，常法の如く抗菌力熟睡作用を

楡せi）．　示吉油壷よ第14，ユ5，16表に二戸・す噂力一女lIし」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　・　一　　　’・

へ・

、

、
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第ユ4表・各種濃度の硝酸カリを窒素源とせる培養港の抗菌力

第「1徊實験、 第2　回　實　験硝酸カリ

ﾌ濃度
@（％）

最初り

ﾏH
「10日目 14日．目 　「

Q0耳目 10日目 14日目 20日

、力車pH
力債pH 力債pH ’力債pH 力債pH 力債

　0，05

　0．1

　0．15．

　02
，0．25

　0．3

5．3’

513

5．3．

5．4

5．4

514

＜50　65　　＜50　6．6　　＜5δ、乱8

〈50　7．0　　　　50　6．7　　く50　6．0

，　5q圏7．1　　50±　7．0　　＜50　5．8

〈50　7ユ　　　　50　7、0　　．100　6．0

．＜50　7．2　　尾100　7．1’　　100　6二〇

く50　7．1　　　1GO　6」9　　　156　6．2

＜50　6．6　　く50　6．6．’く50　6．0

〈50　：◎8』く50　6．7　　〈50　6．3

＜50　7」0　　50±　　7．0　　く50　64

50ゴ＝　7．1　　　50172　　　100　6β　’

50±　　7．2　　　100　7．0　　　100　6．4

　50　72　　　100　72　　　230　62

第15表　各種濃度の硝酸ソーダを窒素源と璽る培養液の町内力　　・

硝酸ソL

ダの濃度
．’

i％）

最初の

pH

第　1’回　實　験

10日目

力債pH

、

0．05

0．1

0．15

0．2

0マ25

0．3

5．3

、5・3

5．3

5．4

5．4

5．4

く507．0

＜507。0

く507。1

〈507、1

＜507．2

〈50792

14日目

力債pH

20日目

力学pH、

≦器1：li乏鷺

　50　7．0　　〈50　5．6

　100　7．2　　く50　5．6

（、鍵）乞・く・・α・．

　50　7．2　　〈50’64

第2回．實．験

10日目

14日目

工4由

力債‘pH

〈5067
〈与0710

＜507．1

＜5q　1・1

50±7．2

　507．2

＜506．4

〈506．8

＜506．8

1006．8

2307．0

2307．0

20日目1

力贋pH

＜506．2

　506．3

1506．4

　506．4’

　506．4

10q　6．8

　　　　

第16表　各種二度の硝酸石井を窒素源とせる培養濱の抗菌力．

硲酸石瓦
の濃． x、10・日目
　（％）

　　　　　職工pH

第1・回『 煙ｱ 第　2回　實　験

’手・日則・・日目 10日・目　14日，目　20B目

癩・H！．癩rpH頒・H癩・H旧債pH
0．05 6．6 一く50　　　〆 5．6 く50 5．8 く50 β．6 〈50 6．6 〈50 6．2

0．1 〈506．6 ．50ゴ＝ 5．6 50±：・ 6．0， 〈50 6．6 く50 6．6一 〈50 6．0

0．15 く5Q 6．7． ．100 6．7 50 6．0 〈50 6．7 50± 6．6 50± 6．0

0．2 7．2 i150 6．6 230 5．8 100 7．0 150 6．8 150 6．0

025 50 ．7・2 100 6．8 50 5．8 150 7．ρ 230 6．8 150 6．0

0．3 50 7．4 50 7．Oo

50． 5．8 50 7．0 150 6gl 230ノ 6．2

　　本宅験の結果は窒素源の濃度高きもの程抗菌性物質の生産良好にして，何れの場合にも．

・α・5％の濃度i・ては全然抗帥を示さナ・本欝の鯛1・於ては轍・一ダの場合は・25乃

至α3％聯リ及び騨雄はα2乃至α3終回て鰍る赤課を示せり・爾
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134． Aspergi11μs　fumigatusの隼産する抗菌性物質に關する研究

　　　　　ベブトンを用ひたるものにては抗菌力を獲現せす，且高濃度のものは培養液の酸度著しく高ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　り，前蓮の場合と同様の結果を示せり．叉アスパラギン酸ソーダの場合には0・2～0．3％に於

　　　’てのみ1蝉に齢こ繭力を示すのみなりき亨、　・、』一、　’
　　　　　　ダ醐エキス添加の影響・　　．　・　　ノ’　∬　．．：
　　　　　蒸溜水100ccにエビオス10　grを投じ湯煮鍋中にて3時間煮沸後，遠心機にて沈澱を除去し，

’騨次表噸晦轡．弾じ聯水にて翻たるもρにて職㌘へ．

iA B卜c D E F G－H 1

酵、母エギん

CZA戸EK。Dox　　液・

蒸　　溜　　水

一　6

100

9

・10

gq

20

80

50

50

80

20

160

塩　類
の　み

10σ 50

50

・25’

圏75

結果は第17表に示すが如し・

　　　　　第17表　CZAPEK・Dox液に酵母エキスを添加せる場合の抗菌力

培：地

番　號

・A

B
C

D
E
F
Gg

H
I

第　1・回　實　験　’ 第　2　回　實　瞼

10日目

力債　pH

　100　7．4

　100　7．6

　100　7r6

〈50　7．6』

〆く50　7．8

．50圭　　7β

＜50　8．0

〈50　7．8

〈50．7．8

12日目、

力債　pH

100　7．4

100　7．6

　50　7．6

50±　　7．6

〈50　7．8

　50　7．8

＜50．．8．0

＜50　7．6

〈50　7．6

14日目

力債　pH

450　7．5

．150　77

230、7．6

150　7．6

〈50　8．0

100－ W。2

＜50＆タ
〈50　7．8

＜50　7．6

10日目一

力贋　pH

＞450

　150

　ユ50

50±

7．4

乳6

7．6

7．5

50＝ヒ・7．8

　50

　5ρ

50±

〈50

7．6

8．2

7．8

7．8

12日目

14日目

　230

　100

　150

　50
』＜5Q

　50
＜50

＜50

　50’

7．4

7．6・

7．6

7．6

7．8

7．8

8．0・

7．8

7．6

14日目

力贋　pH　　・

＞450．7・4

　230　7．5　　，

　100　7．6

　50　716

＜5ザ8．0

＜5018．0

〈50、82
＜50　7．6

〈50　7．7

　　本實験結果を見るに酵母エキス添加によゲτ菌の稜育ほ良好となるも，抗菌力は増加せす又

　酵母エキスに盤類を混じナこるもの叉は塵類を加用せざりし場合も抗菌力を示さ摩りき，この理

　　由kつきては更に研究を要するも炭累漁或は素窒源㊧不足iこ起議するに非ざるか荷疑問を存す　　．

　　．5．培養容器の大さ及び培養液の量

　各種のERLENMEYER　FIaskに量を憂じたるC2APEiぐDox培養基を分注し，菌を培養して抗　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　菌力を鼓せ9ノ・結果は第18表に示すが如し・

　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　‘　　．　　　　　　　建
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ・

　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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第18表　培養容器及び培養液の量が抗菌力に及ぼす影響

容器培養…基
の：量の　量
（CC）（CC）

7日目 10日唱 15日目 17日目 19日目

’

力債　pH　　旧債lpH　　力債　pH　　旧債　pH　　旧債　pH

150 10 〈50 6．4 ＜50 6．8 50土 6．8 150・6ρ 150 6．9

150 25 ＜50 6．2 く50 6．8 く50 6B 150 6．9 100 6．9

’150 50 く50 62 く与0 α8 く50 6。8． 150 6．9 100 6．9

、

250 50 〈50 6．2 50 6ぶ 50 6．8 150 6．9 230 69
250 100 く50 62 ＜50 6．8 〈50 6．8 230 6．9 150 6．9

500 100 〈50 6．0 ＜50 6．8 ＜50 卵 100 6．9 230 6．9

500 200 く50 6つ く50 6£ く50　6．8　　． 100 50 69
1000 100 く50 6；0 〈50．6．8 ’50 6．8 150 6．9 ユ50 6．9

、
、

1000馳 200 〈50 5．9 ＜50 6．8 50 6β 50± 6．9 50 69
1000 300 く50 5．9 ＜50 6．8 く50’6．8 “く50 69 50± 6・9

　　　　　　　　　IV．各種植物髄煎汁の培養基としての利用

　　・農動強襲職南課騨白桃馬鑛塊鵡三三籾の20腿10％煎’
　浮を孝50ccコ翫べぞに50cc宛分注し常法の如く窒濫（6・3。～25・5℃）にて増養し・一110日目・、

　12日目及び14∫回目に抗菌力輩調査せり・』「その結・果馬鈴薯及び甘藷煎汗に於て微に洋画力を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル
　示せるのみなりき．，叉菌綜の獲育も最初は良好なるも14日にはAutolys6を起すもの上如

く陪養邸中の養分の僅少なりレを思はしめたり叉　　1　レ　＼　　　、

　　上記の如き結果を得ナこるを厚て各煎汁に炭素源とレて葡萄糖（20鬼）窒素源として硝酸カリ

　（0．2％）を軍猫叉は三者を添加して供用せり．

　　この結果は菌の獲育も悪く殆んど抗菌力を示すものなく培養基材料としては不適當なるが如

　し．　　　　　　　　　　　　　　　　　．　r　　　　　　　　　　’　　　　〆

　　己夏蜜柑山面に蓮べたるが如く面一として擁酸を用ひ輝舗菌騨鍼生’

　を見たる妬寸評酸工業に於て：夏蜜柑汁液より絢構酸を石荻塩として沈澱せしめたる犠液中に

．は未だ櫨量の炭素源並び瞠素漉残留するを以鳩縮的に利用し得べしとの黙想の下に

　本實験を行へり．之に用ぴたち培養基は夏蜜柑の果肉を堅搾して得たる原液，その1／2，11、，ヲ1。

解液及び之忍野石雄5・・c‘・・…混ぜるものジ並びに原液に生石凝投じ㈱

したる簾沸して瀦三四を除判る濾液及びその購灘つき・噸醐目黒力を調

　聴せつ．・

ノ　　　　　　　　　　　’．　　’　　　　．．γ　　’　　．　　＜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

喰

「

ノ
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　　　　　　5
Aspergillus　fumigatusの生産げる抗菌性物質に關する研究

／

第19蓑　夏蜜柑汁液を増養基とせる場合の抗菌力 ；

培　　養　　基

第　1、回　實　験

10日目 ・3明1・腓中7日目

第　・2　回　‘實　自

力債pH

10日目

　　　　　　　　力債pH力債P宜1力債pH、力債pH
　　　　　　　1

　　原、液1502。61502．5
　　1／2　　脚註　　　　　番畢　150　2㌧5　100　25　150　2・5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

450．2．5

2302．5
ド150、2．5

　502．5

1006．0

150弓．0

く506ゆ

　504．8

　504．8

〈504．7

〈504β

13日目

力償pH

15日目

力便pH

柑　1／2稀繹十　”

　　彰10癬畢＋〃

　　生石次中和濾液
汁
　　1／2稀　　澤

　　1／4稀．　繹

　　1／10稀　　澤

認，。望：：戴

く，ga、／｛，＿。48

5052100＆0P5螂
階：：棚1：！器：1

1拍目

力便P耳

450　24　100　2．5　230　2．5　100　25

230　24　150　2．5　150　2．5　150　2よヲ

騰くlll：：障ll騰

　　　　　　　　　：1器1：1111‘1：1認1器

　　　　　50　　　　　　　　〈505．8　　　　　　5．8，＜506．1　　　　　　　　　　　　　50　6．0

50±　 5．5　100　4．7　100　4．8　100　4．8

〈難購ii熱ii　i；il

　塞實験結果を見るに夏蜜柑汁液及びその稀繹液を培養基とぜる場合には抗菌力獲現するが如

視隅も・その轍励て離を以て酸の影響二よる鶴阯と緒へざるベカ1らす・更に

・の液にて購二品充分なら嫌中・説下する二二す羨酸砿を添加せるも藪び

三二にで申縦る紡ありては三乗鞭脚高からざ品の蹴菌力を示すを以て・注財べ

き要あるもρとす・殊に雛酸工業lr於ては品質跡なるも．のを得るため酸を完熱中縦ざ

る酬てこの麟を胡的に利用u尋べし　　，　　　11　・

　　　　　　ヅ　　　．V．1培養濾液の抗菌力の耐熱性」　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
　250cc三角瓶に500c宛CzAPEK－Dox培養液を分注常法の如ぐ本菌を植付け22～23。Cにて
9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，1

20日培養せる濾液につき各種の熟口論を行ひて・その力贋を回せりし培養液の酸度はpH　7．2なザ

乱・・¢r鱒・蛎る抵雌．培養濾瀧・5・・c三触に・9c碗入れ・7ホ滅鵡中
　　　ズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

kて100℃の蒸氣に所定時間置きその抗菌力を回せり．その結果次の如し．（第20表）’

　　　　　　　　　第2峡・6αC繍燭する麟濾液の抗菌加靴

　　　　時間（分）　　　　　　　　　　0

蚊ﾙ晶晶　　　　．

5 10 15 20． 25　、　■

1　　　』

@・30

@　’

40 50「　　60

　1

DII

1230

@450

珍30

S50±：

15σ

P50

@1

100

P50

100・

P09

　50

E60
@　｛

50

T0

50

T0

　　　　レ
モT0’く50

@50　く50

o
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　この結果を見るに5分間にては殆ど攣化なきも，10分乃至15分にて1／3となり1時間内外

比て完全に三四するもの義如し．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b・煮沸に封ずる抵抗性r培養液を5分及び10分聞煮沸しその旧債を瞼せるに第1回實験

にては5分間にて約1／3となり・10分間にて殆ど津を失へるが第2回實験にては5分間にて

1／2となり．’10分佃にて1／5程度の抗菌力を存せり．　　・　’　．　　l

　c・，60℃に封ずる耐熱性　　60℃の温湯中に浸し抗菌力の消長を見るに10分間にて1／3と

なら・20～30分にて1／4となれり・1旧聞虜理にても多少の抗菌力を残存せり・（第21表）

　　　　　　　　ノ　　　　　　、　・　第21表　60℃．に於ける培養液抗菌力¢）弓長

＼　　　時間（分）

@　　、
0 10 20　．

’30．
・50 ‘β0

第1回實験　，

謔Q回實．験

　9　・450

}450’

150

P50

100

Fヒ150

ioO

P50

100

T0

「・ T0

@・50

50．

Tσ

　　　　　　　　V工　葡萄状球菌以外の細菌に封ずる稜育阻止作用ノ

　　‘a・大腸菌に封ずる試験　　CzAPEK－Dox培養液（葡萄糖3％，硝酸ソーダ0・3％）にて

　　　　　　　　　　　　’r．略養せるものは50即下なるが7韻にば140倍の力舞乱・9日脚ま再び50倍以

　下となれり，第2回即値に於では6日目に50倍，ユ4・日にて110倍，．10日に至れ50倍以下と

脚・即ち大繭興する抗菌力繭軍陣非ざるも難し雌較聡悟の瑚・観帥

‘メ髄噂矧後哺離繭黙る抗酢月欄と朧界瀦は別麟のと考
　ふるを得べきが如し．

　　h顯清麗（B．∫〃〃2礁6伽5）．1こ旧する繊C・岬KD・x一町麟．その逝

　、をにつきて三二検せるに次の如し．　　　　．，・、－　　　　　．　　　　　1，

　　　　　　　　　　　　　培「養二二．　・　　　　二二阻止カ

　　　　　　　　一　．7日1．1．，　＞450・

　　　　　　　　　　　　　　β　　r　　＞そ500、「　　一
　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　270Q

　　　　　　”．・’　　14．．　．　　　く乞5001
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　即ち根回癌腫病菌に甥する抗菌力め甚だ大なることは注目すべきことなり．

　　　　　　　亀　　　　　、

　　　　　　　　　　　1　「

し

‘

＼

＼

ノ



138 A，pergi11・・f・mig・t・・の生産する抗菌性物質た囲％研究’

　　　　　F　　一　　　　　．X工　摘　　　　　・要1　　　　　．．

1・室氣中よ．り黄色葡萄歌球菌に回する獲育阻止物質を生産する．Asρ6讐班媚に回する1菌

　　株を得たり．本四はその形態皐的性歌により．4ψ6塘∫〃πsル〃2忽α∫κsに近縁のものと考

　　へらる．　　　　　　　　　　　一　　‘一1

a抗離物雛嘩彫響鯵條件を回せる1欲の如き結果を回り・　　　、

a焙灘の永素材ン激はpH←5樋當とす㌧’ @一’ごb．炭素源として糖類にては葡萄糖，果糖，・三三，マンノーズ，褻芽糖良好なるも，繊維素

　　1ガラクト橘糀は不回り・グリセリ賄マンニハ亦不良にして・艘三三

　　、繊卿三三効なるも櫓騨礁安息香酸韓は不適當なり㌘
　c．培養基中の糖量は3～5％を三三とす．　　　、　　ト．’

　d．窒素源として硝酸盤適當にして酸度を極端に高からしむちものは不良なり．濃度は．0．3％

　　　以上を適當とするもの蕊如し．

　e．酵母エキスの添加によりては抗菌物質の生産を向上し得ざりき．

a1 A物髄煎汗を培養基とせるものにては抗菌力の褒現微弱なり．・

4．夏蜜柑汁液及び三門酸製造三二の培養基としての債値は：天にして注自に値す．

5．培養濾液は加熟に回し比較的弱く，100C。5分の加熱に耐ふるも10「分乃至15分にて

　　1／3となり．50分kては殆ど抗菌力を消失す・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺa本二丁の嚇於てグ・・陰門たr大腸巡警寵菌の蹴阯する三口
　　す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

＼

〆

蝿
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’

　　歯科用銀．合金1に就て

　　　　　（銀用及鋳造用銀合金）

　　　　　　　　　　　　　　　1

＼

技　官・藤
技　官．　榎

臨時職員　　山

元切戸　　大

緒

井ゴ

本

内

澤

正

正

三

芳

府

道

．義

・束

子

　　　、金の使用制限とパラヂウムの輸入杜絶による銀パラヂウム合金の製造停止に擦る薗科馨療上’

　　の不便は言語に絶するものがある．然るに数年來此の不便を忍びつ上ある数回の歯科二二に樹

　　して現今迄に繭科材料製造會杜が三等の研究者と共に金代用合金なる銘打って世に出し左るも

　　のは何か局限的使用三値ある鐵合金を論外に置けば依然としてニツケルークロム合金と所謂不

　　錆銀合金のみでは無いか。　　　　　　．・　　　　　　＿．　　　　　　　　　　　，

　　　著者等が昭和17－18年所謂金代用合金の調査に當りたる際金の使用制限とパラデウムの輪

　　不杜紐に依幅隅療上殊罐蘇倹鐙合金及銀パラタウ吟金を指定し居りし二品

　　の支障を回し居りたる薗科界には，・銅合金即貫鍮類似ρ所謂模造金，二’ツヶルークロム合金及

　　備不錆銀合金暉・噸・れ期・ち轍ば模脚名の如く面面・且つ徽

　　的性質は金合金に類似せるも共の化學的性質に於て或は銅中毒，或は其ρ腐蝕による口腔内爲

　　害三二力欝さ僻難騨たる中に其の姿を漕し珊はニッケルρ夘ム合金及婦金が非

　　難されつ製も存綾し使用されつ判ある状態である．

σ！．著者等が三時得たる結散於七；銀合金は蝉隠療脱レて腐蝕試鵬果よりして其の衛生

　　的爲害の懸念は無きも，機械的性質に於て金合金に劣り，殊に硫化し易く口腔内に於て憂色し・

　　易き事及ニツクルークロム合金に於ては腐蝕試験結果1％乳酸溶液に於て表面積1cm2に’

　　付き3賜こ2m・界上弓蹄ものあ夢騰騰性質に於て技工上操作縢な・鮎專

　　よnして，．其の歯税的使用に封して稽疑問の鮎を存せり．

　　　回る慨に6轡塵過せる今砒三三金代用合金聯づ銀合金旧観在存三国さ

　　れあるもの上調査を回したるに當所に提出されたる銀合金は9腫なり．
　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　！．⇔　．試　験．之　部

　　　．當所に鄭された繊合金妹．9種にして三三き躰鰍欄協會喉の三三＊槻格に

　　準擦し物理的及化學的諸試験を施行したる結果次の如き成績を得たり．



140 歯科用銀合金に就て
　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　ヒノ

1．分析試験　 一・ @　　．　　1　．　ン
此等の銀合金を常法に從ひ分析したるに第1表に示すが如き成績を得たり・

，．　第・表市販銀倉金（鍼用，鉱鋳兼用及鋳造用）

　　　　成．番　　秀號

’Ag Zn Cd Sn

A

Mn Cu

1　　　　　　　　78．08　　　　　　　．8．07

2　　　　　　．83．84　、　　　　　1223

12．96 0．82

9．82 3．4

／．3 80．66 13．25 5・61 0．26

4・． 79．31 10．81 9188’

悔．5 75。9 14．66 3．66 痕　　跡

6 95．08 4．56

　　7　　　　55．53

　　8　　　　75．74・

曼

32．74

18．14 ’3．32 0．09

9 64．40 4．61 10．28 20．08

痕　跡、

「／

3．71

　第1表に於て；斗番一3番は銀鋳条用にして・7番一9番は鋳章專用〆其他は下用どして獲賛

：され’居るものなり・・　　　　　．　　、　　・　　　　　　　“　　　　　　　　　・ノ

刻昭和・韓以隙時中市販されたる銭合金の蜥鎌脚．壊に示すが如し・’

　　　　　　　　・解表姉上鞭㈱二三糊馳　1

ノ　　　　　　　ノ

番㌦・號

みg　　z血 Cd Sn　　〆

i　　　　l

@　　Mn

　　　㌫

bu Ni

1 93朋．1・45 一
1．90 「4．30

一 一

2 ・¢37匝67・ ＿　　「
2．85

一 一 一

3 87．34 6．44 4．15 t56
一

・8．36

「

4 87．15 2．41 7．00 ．q．48
一

2．60 、0．20

5 86．09 3．37 6．42 ’0．52 墨　　一 3．50 0．06

6 85．16 14．54
＿　　i巳

0．25
　　　　噂

一 一

7 84．52 11．19 4．14． 0．12
一 ｝ 一

8 83．24 10．66 4．70「 0．80 0．20 0．40
一

9　　イ 82．15 16．08
一

“0．69 1．00
　　　で
鼈

一

∂

、
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」

10

11

12

13

14

15

・80．00

79．10

78．98

78．84

77．80

’69．01

14．69

14．25

15．29

14．50

7．89

15．10

4．25

6，10

1．55

6．00

13．ら5

3．65

1。04

10．38

0．47

0．18

0．7£

0。21

7．70

12．00

目串表b　市販銀合金（鋳造用）・

1熱唱㎏

1

2

3　　．

72．82

68．0～69．5

72．00

Zn

17，92

Cd

2．70

7．0～7．5

・5・21一

Sn、

0．16

24．0～24．5

Mh

6．20

α7・1一、

　　　　　第2表・aは乱用銀

　　　　合金にして此等は殆

Sb　　．んど鋳璋も出來鉱兼、

　　’㍉鋳造用として販費さ　　・

　　　　れたるものなり．

　　　　　第2表bは鋳造專

1⑳ @用として販強れた

　　るものなり．

　　　即第1表及第2表よりして現今の銀合金は既往のものと艮回して何等改良進歩され左貼を認

　　め得すジ依然とレて銀一亜鉛，或は銀一錫の所謂装飾用止観銀合金の一毬にして之より一歩も

　　：進歩してみるものでは無い．　　　・

　　　銀囎勲物せば蹴雌質良く贈黒回し良きも醐三三し侮幽に方三色

　　し昂く漉鎗錫・カドミウ嘩の鐸を増加樗脚腔内白色は繍ぎ得る棚雛乏9く，

　　四十十七鞭下するの聯を現今も各同者及製儲等が十四画けてみるもか

　　如し・’・　　・　　　　　1’，、．

　　　2．浸漬試験　　　　’・　　　　『　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　現舗販さ燭醍出r緑る9種目銀合金i醜浸騨を鵜たる騨嶽第・4
　　表に示すが如き成績を得たり．

　　　本表に於て1及1’，2及2’，3及3、は銀錨象用をして販費され居るものにしてC）二品

　無き．ものは原品に就きて，C）符號を附したるものは夫々原品を鋳璋し試験片を作製し試験を施

　　行したるものなり函融は難糊醸の叫て・鵠鉱棚なパ
　　　但し銀合金に於ては錨造三一にして銀用を兼ねるものは殆んお無きも，鉱用は殆んど総べて

　銘造用として兼用され得る．ものなり・　　㌧　　　　　　．　　　　　　　　　　　・

　　侵漬溶濠の色相

判7騨て塩酸騨騨脚時化騰榊蹴　1



享42 歯科用銀合金た就て
。

第3表a．三三試験に1擦る増減表

「　＼

i％餓徽糠擁 1％乳酸溶液
0・1％硫化ン門ダ溶液・、　　浸漬試験

@　　及日数／　　、試験材料　＼

1日間
img／颯2）

3日聞
im9／。m2）

1日聞
img／とm2）

3日間
img／。m2）

1日問（m・／・典2）

3日聞
im9！・m2）．

1日間（mg／。m2） 3，日間
img／。m2）

1 0 6 0 0 ・0・ 十α068＋α068

r（1を懸造せるもの） 0 6 0 0 一〇．090 一〇．151 「　0　　　　0

2 0 0 0 0 Ol 0 0　　十〇．067

』2（2を鋳造せるもの） 0 0 一〇．029 」一 Z．029　　　r 一〇．031 一〇，031 0　　　　0

3’ ’0
『0 0 0 ．0 Pd ．十〇．033i 十〇．066　「’

3（慧鞠 ’　0 0 一〇．032
’一 Zρ（躍

一〇．030 一〇．030 一〇．030 ＿bρ30

4 一〇．066・ 一〇．066 一q・033 一〇．033 一〇．066 一〇．066 0 十〇．032

5． 十〇．032 十〇。032 ．0 0 6 0 十〇．032 ㍉十〇？064

6　　8 一〇．032 一〇．032 一〇．053 70，063 一〇．064 ＿α064 十〇：229 十〇．490

7 0 ’0 一α043 一〇．093 一α580 一〇．916 一〇．291 一α400

8 0 ノ0『 一〇．064 一〇．127　， 一〇．031 一〇．061 ・0 　　0

9圏 ＋0．12を 十〇．122
一〇．641　，

．・
�Q．330

B－ P．690 一2．520 十〇．060 ＋0，1io

．9番に於て塩酸浸漬溶液無色なれ雨漏濁』ｫぶ　．’
．；其他は絡kて各浸漬溶液，無色澄明なり．　、　　・　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　へ
塩酸及乳酸浸漬溶液の硫化水素水及アンモニア水に櫨る反胃　　　　　　　　　　　　　　．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　7番に於て　　　　　　　　’”　　　、　　　　　，・

塩酸浸海士於ては購を認めざるも乳酸館溶液眼て浸漬1畷に於て敵水素水に

依り黄色を呈し，之にアンモニア水を和するに依然黄色なれども渥濁を帯ぶ．

　　　　　　　　　　　　　　ち
　浸漬3日後に於ては硫化水素水に依り類褐色を呈し，之にアンモニノア水を和するに依然類褐

色なり，但し工E後のものよりも二二の度弱きも二色の程度強し・
　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　‘　　．　　　　’　　　　「　　　　　　　、　　　　　　　　　’

9番に於て　　　　　　1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　塩化水素浸潰溶液に於ては浸漬1日後に於て硫化水素水に依り下色を呈し，之にアンモニ

ア水を和するに依然三色療り9寝漬3日後に於ては1日後と殆ど同様なり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
惣膿潰溶灘於ては館1畷畷て硫イ跡熱融噸艶を呈し之に陀モニ・水

を和するに依然類褐色なり・．浸濱3日後に於ては硫化水素水に依り暗褐色を呈し・之にブンモ

ニア水を和するに友褐色を呈す．　　　　’

，　　’
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第3表わ，浸潰試験に擦る浸漬面の色潔

・＼〉

O三藥　　　α。5％塩化　　，
鵯＼1％食騨藤溶液1囎溶液

　　　　　1・’　1

攣化なレ 幽ヒなし 憂訳なし

r（毛翻 無類白色の錆を

ｶす
　　　　　　ノﾍに三三白色の
Kを生す

殆ど攣化なし

2 愛化なし 攣化なし’ 測ヒなし

牙（2を国造せるもの）

二化なし 殆ど攣化なし 憂化なし

3 攣愚なし，
　　　’
ｹ心なし

3’ i禦奮） 殆ど縫化なし 殆ど悪化なし　、　　　　　　　／

殆ど攣化なし．

4 　　　　　　「wど愛心塗し　　　し 殆ど憂化なし 憂化なし、

5
類赤褐色の錆を生す、 僅微に類白色の錆を生す

攣化なし

6．

@　　’

微に類白色の錆
�ｶす

微に類自色の錆を生
ｷ（液との北界に暗
y色の線を生す）　・

僅に類白色の
Kを生す、

7』 摯艶町回・・
暗紫色備を生す

類褐色の錆を
ｶす　　1

8 駿騨の錆 ＼磁化なし
殆ど強化なし

　　〆
X

友白色斑白雌の錆を生す　　　　　　＼

紅青色の錆を生す 藤色の錆を

0．1％硫　化

の

ソーダ溶液．

類福色の錆を生
す

類褐色の錆を生
す　　ノ

稽濃き類褐色の
鯖を生す

類褐色の錆を生，
す　〆

類褐色の錆を要
す　　　．　，

類褐色の錆を生
す

類褐色の錆を生

淡類褐色の錆を
生す

暗黒色の錆を生
す「’、

暗黒色の錆を生
す

淡類褐色（褐色
斑鮎あり）の錆
．を生す

稽暗色を帯ぶる
黄色の錆を生す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋
　其他は総べて各浸漬溶液，殆んど攣化無し・

　以上の浸漬試験威績よりすれば，5番は食塩浸漬試験に於て類赤褐色の錆を生じ又6番は

塩酸浸漬試験に干て液と金厩とめ十界部に暗友色の錆を生じ且硫化ソーダ試験に於て暗黒色の・

、錆を生するを以て規格に適合せす．　　　　　9

　叉7番，8番，9番ノb所請鋳造專用のものば8番を除き他は殆んどすべての浸漬三三に腐

蝕されるを以て規格に遽合せす．、‘ @，一　．、　！

　8番は第耳表に於て明らかなる如く銀の含量70％以上にしで7番，9番とは種類の異る’

ものなり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂

’
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ノ

3．機械的性質試験
　　　　i
試験成績を表示せば第3表に示すが如し・

第4表　銀合金の機械的性質

＼　　機械的

詞ｱ　　性質
@材料、　　　　　　＼

抗　張　力

ikg／mm2）

．伸』 ｣　（鬼） 度『硬　　度

@　　・（恥）．

1 26β 30．0
一

軸霧） 一 一
PIB

21．7 35．0
一

，嘘芸讐蕩）
一 『

66．3．

3 ．25．6 31．0
一

3（3を鍵造せるもの）

一 『
64．4

4 20．2・ 26．6　’

一

5 25．2 15．0
一

、．’ @6　　　　　ゴ 25．4 一1＆6．
「　　　　一

7
一 『

160．2

8’
一 一　’　　　、

105．9－

9
一 ｝

122．0

　本試験成績よりせば二心銀

合金1番一6番は紹べて金驕
　

冠用としでの規格に適合す．

鏡三門銀合金に於では鍼用と

舗のもの幡一3番は伽、

もイラレー用としての規格に

適合筋も’銀の鮪量70多

以下の7番，9番等インレー

專用と高歩べきものにありて．

　　　　　　セ　
は何れもブリネル硬度100

以上にして本規格に適合せす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’㌧結　’　論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本試験は銀合金が昭和16

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年記二面科鶴直上使用され現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在に至る約7ケ年の経過に俘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ之が改善され，より良き補

　綴材料としての二値を生じたるや否やを調査せんが爲めに著者等も希望を以て實施したるもの

　なり．

　　然るに調査の結果何等改善さ批礁無く・依然些て装飾用不言銀より渉も出す1著

　者等が昭和17年衛生試験所彙報第59號に嚢表せると殆んど同様の結論を碍たる事は誠に残

　念なる事である．　，　　’　　‘　　『、　　・　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　．［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　o・

　　臨床上欽用銀合金は技工撫作，．金合金の如く容易ならす且又患者に歯ブラシの使用を張旧し

　て僅か嘆色の原因を恕せんとす獅も韓して届く・・腔内に於て藍色するの歓鮎晦

　　く改善されてるな“，　　　　　　　、　・

　　又分析結果よりして此種の飯用銀合金め研究は研究し墨され既に止まりナこるが如き感がある

　其故に或は此以上の性質の改善を望むのは無理なので南らう．

　　簾造用銀合金に而ては殊に≧ンレ路用に於て亜鉛或は錫の含量を増加し，口膣内に於ける

’難鰯がむとせ・ものあるも・がる銀合金に於てヰ浸三三於て・硫イヒ・凄脇の

、
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試藥に回する試験成績悪く1％乳酸浸漬試験に於て1cm2． ﾉ付き3日間に減：量2mgを

1超ゆるものあり，然るに臨床的所感よりして，カいる銀合金が何等口腔内に於て支障を來さな

い鮎よりせば，銀の含有量70％以下のインレー專用の銀合金に於ては別に規格を制定し之を　　『

規定するを要するものと偲回す．．　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

、

、

し

5

、

φ

篭

9

＼

’

●

／
r1

！

1　　　舞

’

竃

㌧

、
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1義歯躰用アタリリックレジンに就て．

’

技　官　　藤

技　官　　榎・

臨時職員　　山

元囑託　　大

　　　緒

井

本

、内

澤

■　　道

正　　二

八　　竹

琴　〆子

言

　　　　　　・・」・ク・一・・酸・チ花工・カ・カ・姻眼て酬郷灘翻として三三れ拗儲

　　　　　夢既に六年以上経過するであらう．昭和17－18年著者等が三時衛生局より途付された義歯林

　　　　用．ゴム友義幽林用フクリ、リックレジンを調査し之を昭和・18年3月衛生試瞼所彙報第61號に

、　骸した當時は勢州ゴ・瀬の鵬の不良化により鰍期性髄町せむξする傾離

　　　　．あり，アタリリックレジンは義歯年層として吹第に播く一般に使用》らるふ傾同にあっナこので

　　　＼ある．

　　　　　而して平時瀦等がアク動。妙ジシ1罪して得ナ・礁論は次の問診砺つた．

　　　　　1・義麟用アタリ？ツクセジンは麟勺瀕に於て抗張力は大回旗掌時の義歯糊ゴ

　　　　　ムに等しきも硬度四則腰ゐ共に大にして衝撃力は野々小なり．・而して伸張度は零なり．批等の

　　　　域績に振りても明白なる如く義歯林用ゴムに比較して脆弱なり．

・皆野灘灘吸水掌騨り騨林脚リ糎鋤量は辮
　　　　　3．濫度の攣化に俘ふ義歯林用アタリリックレジンの機械的性質の攣化の程度は義歯林用ゴ

　　　　ム以上に著し熔．1

　　　’』即此等の試蹴績糎端に噸の悪いものを除き表示すれば第髄・表明2表の女・儒る・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　で
　　　　　但し義薗肺用ゴムに於ては試験片作製に於ける和硫方法は歯科材料協會所定の薗科材料規格

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　襯定せる噸州法に從ひ識岬町1・騨髄師したるもので地胆糊・ク・・

　　　　　リックレジンに於ては嗣協會所定の薗倒材料規格第21號IF門門試験を施行したるものなり．

　　　　　蟻麟用ゴム騨噸四脚ものと上ヒ下して劣り膜郷用アタリリツ妙ジンの諸
　　　　性質は當時の義歯林用ゴムよ’りより以上の歓鮎を有．してみるド、

　　　　　腿の蝉齢を1脚である・・’，’ゼ　1．

　　　　　　　　　　　　　　　・　一三　験　之　蔀、
　　　　　　　　職．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騙

　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　（物理的，化學堆紅臨床的）　　　　　、　1

、．@　　　既に6ヶ年を経過せる現今依然としてアタリリック・レジンが義歯林用として使用され，ゼ

　’　鱒　ルロイド，ベークライト及酷酸ジイニール等の合成樹脂，噛所謂義歯肱用ゴム代用品が慧星の如

　　　　　　　　　　　　　、

’

、＼

．ン　．

、

o
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　’　1

義酬楴ヨアクリリツクレジンに就て
ノ

僚

第1表　既往の義歯林用ゴム旧義歯肺用

　　　　物理的化鳥的
@　　　　試験’
詞ｱ材粁　　　」

抗　張．力

w（kg／cm2）　、

伸張度
i影）「

@　　

耐　堅　力

ikg／c再’）

硬　　度

iHB）

林　用　ゴ　ム

”ブラウン　．

　マルーン
　ブラック
　ゴールドダスト

・40乳3～与144 1 6S7．4～8327　　　　13．5～159

が　鉢用アグリリックレジン
　／　填入器に擦る奪合

　　　手堅填入に擦る傷合

　　　　　　　ノ　ロ410．1～687。6　　　　　　0 947．3～1279．2　　　20．1～25．9

’ 3063～442．3 0 923．～1217．　　　21．8～259

、

●

噸 第2表　臨往の義歯林用ゴム及義歯沐用アタリリックレジン

　　　　の船舶化1畔一度の靴

＼　硬0度』

測試
乱用　ゴム
、ブラウン

　マルPン
　ブラック
ゴールドダスト

自用ゲクリ
リツクレ’ジン

環入器に擦る
場合

0。 20。～25。 30。 55。

H・1・一・iH・’1・・一ア｛H・i・・一ア｛H・’t・…

18．3～215 64～67

1

2L5～2ち．9i　60～79

15．4～183 56～60

18．6～222・56～ブ1

　ヲ
13．7～16．2

14．8～177

49～52

43～63

㌔

’く出現し何痔の間にか其の姿を減し全く使用されす一時の流行に止まりナこるのとは著しく相違

するの嫉如何なる理由k基くものであううか

　其の原因は年と共に義歯林朋アタリリックレジンが改良され其の諸性質が漸次向上し來たる

が爲めであらうか．　卜　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　著者等が現今市販され居る義歯肺用アクヴリツクレジンに就て其等の諸性質を調査せる結果

第3表に示すが如き成績を得たのである．

　．試験方法は全く從前通りであ’る．　　　　　　　　’　　曳

即市販品・して昭和17一・8年の調杏に於て糊に応唱rもの11種類の多き・弊

較レ．雌拙・れたるもの實に6種類なり・即其の灘寵しく減じ焔もρ囎の課

極端戸戸の程頗きもの種類擁ざる嘆殉・，
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アクリリツクレ逡ンの試験成績

衝　撃　力
浸 漬 試 験 直射日光に擦

（cmkg／cm2） 吸　水　量
imglcm2）

　　　適
t　　　色

浸漬後液二硫酸及百分定
K過マンガン酸カリ溶液
e一滴を加へた傷合

る憂色試験

6．5～19。4．

@　　　一

0．10～0．15
噛　一

@　　　　伽
『

～2．6～ ・0．54～0．81 磁化なし 紅色5』 ｪ以内に浩失せす 「憂化なし

’　一 〃 〃　　　　　　　　　’ 〃

軋

！

窮3表市販義歯肱用アタリリックレジン試馬鍼績

　　　　　　　　，LZ”．漬～試　　験
＼糊勺　　　＼試験犠＼

抗張力

ikg／。m2）

伸張度

i％）

耐耐力

ikg／。颯2）

硬度

iHB）
吸永量＼

im4・m2）

　　！　　」

O色
浸漬後液に硫酸及
S分定規過マンガ
梼_カリ溶液各一
Hを加へた場合

直射日

�ﾉ擦
髱ｹ色
詞ｱ

1、、 56．43 q 1144．4 2i凱3 0，313 攣化なし 紅色5分以内一
ﾁ失せす

攣化
ﾈし

2 623．3 0 10533 24．0 0，376 〃 　　　〃
|h

〃

3 565．1 ・0
　’P113．0 237 0，386 〃一 〃　　r　r ・〃

4 5238 0 1034つ 237 ・0．222 、〃 ρ 4

』5 543．9 0 1022．1 22．5 0，346 彩 〃 〃

6　　　1 586．7 ’・1・・6乳7 22．6 0，267 ”、 〃 〃

　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　
吸水量は微善されたるも其他の性質ldよ殆んど攣化無しと云ふべ細ある　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アの
　而して之が三年聞の臨床的所感を癒合するに，アタリリックレジンは義歯林用ゴムた比較し

鐸なるも・嚇得灘ヒ施行隅丁丁を正縦ば囎塵の磯b脚よ鳩
裂，薮損等の如きは殆んど無く，濫度の憂化に俘ふ性質の四花も亦義歯沐用ゴムに歎倍する吸

水量の如きも殆んど臨床的には影響少く爲めにアクリリラクレジンは既に義闘豚用ゴムの代用

　　　　　　　　　　　　へ
品に非す界完全なる糊欄の噸豹と云ふ璽である・　　　　　　，
　加回るに其の外観美と二戸上の操作の二二なる瓢より．して堅塁躰用ゴムに優るとも必して臨

　　　　　　　　　　　ら・床的に劣るものゼは無い．　　・　　　　　　　　　　　　　　　　・　1　　　　　　　．

！
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！

　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　括1・．　L，　ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　既往の義歯林用ゴム及現今の義歯鉢用アクリリヅラレジンの諸性質よりして推察するに義歯

　鉢用アクリリツクレ・ジンが伸張性に於て少くとも1～3％の伸張度があり，脆弱性を防ぎ得た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ならば，義歯鉢用材料としては理想的なるものに近からむ．・　　　　　・　　ト．、

　　不正なる印象探得及陶歯配列が唆合墨に均衝を旧き躰に亀裂葦生する事は當然にて技術の未

　熟に回すべぐ此等を正確にせば稽脆弱なる敏貼を防ぎ得るものなり．　、　　　．　　　　　，

　　現在の義歯林用アタリ・リツクレジシに於ては，ライ・トビ契・ク，ダークピンク等の二，三種類

に騨ざる礒歯糊ゴ庫於て鷹r・プラウ・・グー・ブラゥ・・．マルーシ・ブラ1ック・

ヂゆトブラツ久ゴ義・げ學・鰍の外・縁用としては・イ・ピ…，ピ・ク・ダー・

ピンク・グ㌻ユラ噂の種郷あ四々其の瀕を回するもρである・

1斯く躰用ゴムに於て種々の性質のものが使用されてるるにも拘らす此等が二，三種㊧アク．リウ

　ツクレジンにて置き攣瓦られるものであららか．或は林用ゴムに於けると同義アタリリックレ

ジンに於て騎後吝種のもの瀬野さ編のではあるまいか・・●層　　　「／

　　義歯肱用としてアクリリ・ツクレジンは既に義歯豚用ゴムの代用品では無く完全なる一三用材

料として，むしろ義薗沐用ゴムを歯科界より騙逐するものであらう．

　　其の外鰍と技工上の操斜脚珊珊歯糊ゴム砒平して遙か晦秀な旛は現今の

世情に断ては義歯沐用ゴムの騙逐に拍車をかけるものならむ．　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　
　　i爽に陶薗代用としてアリ響ツグレジン薗用あるも機学的性質よりして臼歯には麿用し得す，

前門⑳翻せらる・叫号的に町2～3ヶ月にて難ずる傾向あり凝色の書込に働
　⊥る種類のアクリリツクレ．ジンには林用bものと異動多量の顔料を含有しあるものなれば顔診

　の性質及吸水量が問題となって馨るものである．　．・　　　　　　ジ

　　此等の今戸に卒しては今後の研究を侯つものなり・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ノ

＼



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ

　　．　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　151
　　　　　　　’　　　、

’　∫ビ回書ン晶晶油凪』
　　　　　　　　　　　　　　按r宮小．川俊太郎〆　　　E　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　．　　L　＼．

　　　著者は今回B1皐色試藥として，スルフア昌ル酸及Rアミノァゼトフエノンに代換し得る試　　　・’

　　藥を探さうとして各種のPアセノ化合膿とB、の二色反心に就き調査した．各試藥として

　　は，局方品又は合成化學工業の原料又は月間生成艦として，入手し易く毒忌に純度の高いもの

　　が得られる様な化合艦を選んだ．（第二表参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　一　　表　　’
　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’胸

No． 試 藥 名／純 度　障網　備 考

1 P．昌トラニリン
　　　　　　　廟s　　販　　品 結晶 　　　　　rf

、2 ア　ミ　’ドール 1　　〃　　　　， 〃

3 且アニセヂン 合成工業風聞生成腿 〃

4 P．フエネチヂン
〃

液盟 一

5 堕酸プロカイン
局　・方　　品　7

結晶“
、

6 1「，アミノ安息香酸エチル 〃 4

7「 　　　　　　　　7Xルフア這ン
4’ 〃

，亀 アセトスルフアミン
　　　’?@　　　　　　〃　9

し，

9， ヂスルフアミン
・〃 1〃 溶解摩悪しく試験中止

10 スルフナビリヂン　一 馨　　藥　　品 ，　　ρ

　ノP1 スルフアメチルチァツオール　　　　　　　　T 〃　’ 〃

　　、X

12 P．アミノフエニル
Xルフアヂメチ～レアミド

7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

≒ｬ工業中聞生成睡 　〃
A

13 P．アミノフェニル
　　　〃’　、 4

スルラアヂエチルアミK’

14 スルフアニル酸 市　　販．’品 〃　・ 封　　　照
ゴ5 P，ケミノアセトフエノン 1　　　”　～ 〃

封　　　照　　r

16 2．6．ヂプロム，

o，ニトラニリン

合成工業中間生成醗　’

〃

　　　、艶蹄購ル・アルデビド・アゾ鋤法及三法（白土三三ふもの獅はざるもρを

　　含む）に撫し鰍藥と細細（瀦の方法では・…フ㌃職儲ではパラァ・ノ・

　　　アセ『トフヲン）’との分子量の比から細江即聯定めるモとζした骨．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　、

　　　　　，：　　　　．ノ實．　㌧．験・ゴ　．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置　　　、　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　（イ）、呈色試藥の撰揮．（第二表参照）

　　　早く呈色が出現し其色が著明で時間的攣化が少く且再現性があること等を條件として呈色試・

ノ　　　　　　　　　　、　　　　　　‘　　　　　　　　　　　じ　　　　　’　　．、

c

／

‘
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152 ビタミンBしの呈色試藥
’

第

r

「、

、　　、 櫻． 井、 法

B、（γ） 　　　　’Oγ（盲　験）
A

o「

．’ D1100γ

試
’Nぴ ^ 藥、’　，名

液の色
イソブタ
m　一・ル

モノクロル
o津ンゾ・一ル 液　の　色

イソブタ
m　一　ノレ

1

1 P．ニトラニリン ・淡黄色 淡黄褐色 無　　色 淡　黄色 帯褐三色

2 アミドール 淡黄色 淡黄褐色 無，色 淡　黄色 殆ど無色

3 iR・r・ヂ・．’ 黄－『色 黄．色 殆ど無色
帯赤曙黄色（塗壁）

血赤色

　　　　　　　噛撃qフエネチヂン』
f

　　’ｩ．色　一 黄　　色 無　』『色 赤色暗黄色
i潅1濁） 血赤色

5 盤酸プロカ，イン　’　　　　■ 黄　1色 淡黄色 殆ど無色
栓・　色　噛

櫻實紅色

6 Pアミノ安息香酸エチル 明黄色 黄　　色 黄　　色 三二紅色　　　1　　1 赤　　色

7 スルフアミン 　　　一ｾ黄色 明黄色 無　　色 三三紅色’ 1朱赤色
、

8 アセトスルフアミン 殆ど無色 一 一 桃　赤色 桃　　色

9 ヂスルフアミン　．’

　一氏B

一　　　　　　　　　　●

一 一
．　肉　　　’

10 1スルフ．アビウヂン 明黄色 薄榿色 無　　色
櫻實紅色　、

赤　　色

11 スルフアメチルチアゾ卿ル 明：黄色 淡黄色 無　　色 櫻實紅色 鐙　　色

12 P．アミノフエニル
Xルフアヂメチルアミド 淡，黄

薄い樺色　● 無　　色　、 麦　　色 椎・」色　　’

13 P．アミノフエニル
Xルフアヂエチ鋭アミド

淡　　黄 薄い樫色 無　　色
黄　　　色　一 栓　色

14 スルフアニル酸 黄　　色 黄　　色 無　　色 樫　　一色 鐙　　色

15 P．アミノ．’　　　「

Aセトフエノン
薄い赤色 薄赤色 　　，鱒ﾔ色

．赤　　色
@（渥濁） 血赤色

、L
「

16 2．6．ヂプロム
o．ニトラニリン

無　　色’　ゴk
一　闘 一 無　　，色 ｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
藥を撰潤すると，．（i）ホルゐアルデヒド・アゾ法のスルファニル酸の代りに，㈲肇酸プロ

カイレ，⑥アミノ安息香酸エチル㈲Rアワナセトフ満ノン等があり，・叉櫻一法に於ける

　アミノァゼトフエノラに代換し得ると思はれるものとしては，（3）ゑアニシヂン，㈲Pフエ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロネチヂン，（5）盛酸プロカイン，（6）アミノ．安息香酸エチル，及㈱⑱であ・り，1其内（3）㈲（6）等

ノ

が比較的野牛に供せさうであった・　・　　　　　　 　　　　　噛　、い　．

　｛ロ）スルフアニル三代換品としてのアミノ安国香酸土チル．　唱．　　　　「1　　　　　、

ア・ノ蛤香酸エチルの艶は美麟純で次の條件を賄する

　（i）　本品とB1との呈色は1時闇で最高と成り以後15時聞に及ぶも殆んど攣化しない6

　（ii）本塗とB1との呈色のλmaxは略々500　mμに在る．

　（i三i）本呈色は：再現性を有する．

「　’

、

篭

‘
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表

ホルムアルヂヒ晒アゾ試験法 〆

0γ（盲験）

モノクロル
、ベンソ・一ル 液の色

．無

殆ド無色

帯紫桃色

帯紫桃色

面か桃色’

桃　負
無　　色

無　　色

僅か桃色

無　　色

鳥桃色

榿桃色

無　　色

濃桃．色’

色1黄
，黄．

無

無

鱈
無

無

無

色

色

色

色

色

色

色

色

殆ど無色

淡紫桃色1

無・

無

無

無

無

色

色

色

色

色

イソブタ
「ノ　一　ル

淡黄緑色

薄い草色

僅か着色

モノクロル「
ベンゾール

無　　色

無　色『

無　．色

100γ

液の色

帯．緑’黄色

黄　　　色

黄　　　色

僅かに栓黄色

櫻實紅色
赤　　　色
栓レ赤　色
やや薄い澄赤色

栓「赤　色

赤、　　冷

淡黄褐色
薄　桃　色

赤　　　色

町實紅色

無　　　色

　　　　　イソ．ブタ1モノクロル

ノール 宴xンゾPル

淡緑黄色

無　　色

二色（完全）

殆ど無色

濃桃色
桃澄色
桃・’色
淡桃色、

赤●・甲

高桃色
淡黄褐色

桃色（完全）

噛殆ど無色

血　赤’色

無　　色

薄褐色
桃色（完全）

殆ど無色

無　　色
殆ど無色
無　ノ　色

無　　色

桃　　色、

僅かに桃色

淡黄褐色

桃色（完全〉

．殆ど無色

濃桃色’

畢

　（iv）不呈色を濾光板（s諭　を使用しプルフリヒ光度計に依り注した結果，本呈色にはラム

ベール・べ弓ルの法則が適用し得る．

㌧以上の二三より見て本試藥はスルフアニル酸の代換品として充分使用出來る・叉アミノ宥息

　　　　9，　　　　　’第．三．．表

＼
B1（γ）

調製月日

20

50

10月4口

E＝・0．139

E＝0．344

曳9月19H　 9月2日

E＝0．128 E＝0．136

E＝0．329 E＝0．335

》

＼
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　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓

ビタミンB1の畠色試藥

香酸エチル溶液はスルフア島ル酸との分子量の比より計算し其0．169を局方塩酸3cc・と水

30ccに諭し禦い湘當保側來う・1（第三諺照）・＿幽

　次に本試藥の呈色は同点件の下に於けるろルフア』ル酸に依る呈色より濃い．　　　’

　昏乱の諸国より，パラア、ミノ安息香酸エチル（局方品）はホルムアルデヒド・アゾ試験用試
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

藥として極めて好適であると結論し得た・　　　　　・‘

　の　フエネチヂンに擦る曝井呈色法（白土吸着を行はす）

　櫻井法に擦る呈色試藥の内で最も有望なものは，フエネチヂンである・

フエネチヂンに擦る呈色は赤紫色（溶飼はモノ身ロルベンゾール）で次の諸性質を具有する．　　　’

　（i）、．呈色は約2時間で最高に達し以後15時間に及ぶも殆ど憂らない・

くii）艶四二踏5亭0邸に在る・　「』一　　．『
　（iii）呈色は再現性を有する．一

　（iv）濾光板（s53）を使用しブルフリピ光度計に撮り検すれば呈色にはラムベール・ベール

の法則が適用し得ることが分った♂　　，　「　　一　　　．　　　　　　哩

　（v）　フエネチヂン三三峠工業用フエネチヂンを苛性カリで乾燥し回歴蒸溜（｛mm・．119。～　　・

・27C）し熾期2・を肪讐3ccと水3・・α儲解して作製する・本纈は，臆　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’じ

保存中にも幾分憂化し（秘色，沈澱）斯檬な試藥を使つで，B1の呈色を行ふと色素のモノクロ

ルたンゾール溶液：に幾分かの黄色を認めることがある．然し黄色の僅かなときは，λmax．の

吸光単数には影響しないから心1配はない，　（第四表参照）．

　’

　　　　　　　　　　　　・　、　第 四．表　 、　・

　　」
D製作痔日

　　　　㌦
P1月14日 10月25日　　9 10月10日

@　亀　冒

耳 0352　　「　　　〆 0，247 0，248　　〔

、

　　　　　　」

＼以上の無益威績からフエネチヂンは侍座試藥として使用出來さう竜ので次の實験に移った．

　←）フエネチヂンに擦る櫻井呈色法（白土吸着を行ふ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　試藥，呈色操作は，のと全く同じ，白土は武田白土のMM印、各、0・19宛使用，其の結果

は常の如く呈色張度（E）・とB1の・γ数との關係が，（→の場合と少しく憂つた他，何等不都

合な鐵はない・♂・　　　　　　　　　　　　　　　　1　一

然しフエネチブンに依るB1の呈色はパラアミノ・アセトフエインに比べ大分淡い（約50％）・

白露蘭B認辮て瀦の一宮と上し高し漸箪表の如き値を得た・「

　帥ち製剤就中，吸着剤，腔芽醐汁に封レ本講藥を定：劉二使用する爲kは准槍討を要する・
●

亀
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第　　五　　表

譲量法
　　　　　　＼．

アセトフエノン法 フェ：ネチヂン法

し

ムァルデヒド法と櫻井法と何れを用びるかに依鉱全く違った呈色反憲を示すもの．（例、武ラ

ァ▽安息香酸7・エネチヂ・・スンレファニル酸）「と殆胴．じ反回なす三三（ア燈フ干ノ．

ン）とがある．雨呈色法には，各々ホルマリン及フェノールアルコールを使用する以外，ヂア

ゾ化に若干の相違があるのみであるのに，結果が斯様に異って來る事實は與味深い．　　’
　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　←）嘗て村田はアセトフエノンとB、との呈色反回物質に次式を想像したが上記のの成績

は一定のヂアツオ三三とB1との反慮物質には條件に依り，此の外の形のものが存在すること

を曙示してみる．

　　　　　　　　　　1L　　　　　　　．CH3　CH2－CH2－OH　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　C－C　　　　、
　　　　　　・　　　・　　　　「．』／　’ド』　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　N鵠N－N
　　　　　　　”1　　　＼
∫・．ll㌧

　　　　　　　　　　　　CO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　・
　　　　　　　　　　㌦　1　　　　　　　　　．　　　　．・　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　CH3　　　　‘　　　　　　　　　』　「．，　』　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　㈱　ωの村田め構造式より考ヘアセトフエノンとB1に依り生する色素と同種の性質（從

rってB1に特異的な）の色素を造らしめるにはアミノ基とパラの位置に酸性の残基が残ってゐ
　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

ない試藥を用ふ可きであらうと推察したが，第二表の結果を観ると此の想像は大磯誤b無い様
ノ

である．・

　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　邑．　．

注　射　剤1　「 385　1　38・
　370　’
p

、360

ノ　　皿㌃
コ300 280

g　　w　． 90 74

酵　　母　・．剤 ”130 ・130

結晶製ノ剤 500　　　　　　46σ

液『

@剤　　86 90　　『

吸　着　則　　40 20．　’

胚芽製蜘 ’35．，レ　・2

　　　総括並考察

　ω　各種パラナミノ化合物と

B1⑱呈色反慮を槍し定量に封、

する三三性に就き調査しナこ結

果，噛パラアミン安息香酸及パラ

フエネチヂg！を撰出し得た．

　㈲上の内前者はヰルムァル

、デヒド9アゾ試験に適し，後者

は，櫻井法に使用出來るが，細

目に亘っては，検討を要する貼

もある．』 @窯

　り　第二表で明かな如くホル

1

〆
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　本研究の費用ば之を交部省科學研究費に仰いだ．又特殊な試藥を分與せられた當所板井技官

に深謝する．猫研究の一部は國弘加壽子君が澹當した。
／　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

　　　　　　　　　　　　　　　　文、　　献　　，　、

　　　　　　（1）・武田長兵衛商店，研究部年報第、6號，手26頁．

　　　　　　②、理研彙報，第．20輯，第4號281頁」

　　　　　　（3）昨1三三誌第｛辺秩・第10號・1379頁・　　　・．

　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

ノ

、

、

’

、

■

‘

、

‘
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三塩化アンチモンに依るビタミンA

　・・の呈色反悉に就いて・

157

、

技官－ D小川俊r太郎
臨時職員太幡利一

序 言

　肝油のA含量を計る目的を以てか「ル●プライス別懸に擦る呈色の彊度を計、り此の値に1虹

鱒（俗に囎麟と呼ぶ）辣じて該肝油・9中のA勲自画位譲御・軍慮と呼＼

ぶ）で算出する方法は，此比色定量が操作簡易な丈けに，從來から瞬く利用されて來た．然る

に係数は決して一定心す一例を見てもC．L．0．と軍気との換算係数は其を利用する人により

300とか400とか非常に筆力である・　　　　　　　『　　　，　　　　　　　　’

　我々は・各種の原料より得られ早‘分光法に依るA含量測定値の分明し＃肝油を入手し得’

たので，或る一定の定量操作（即ち定量條件）の下に測ったカール・プライス冥慮め呈色と軍

側との間¢ゴ關係ζ邸ち上述の換算係数の一種）を調べて見ることとし弛．　　’，　・

　　　　’　　　　　　　　　　　　〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　實　　　　験．

｛1）試藥の作方はG．V3stagh（Arch。　d．　Pharmaz．1941，　Hft　2，51）に準じ只三塩化アンチモン

は一夜アドソrル入りの，デシケー：タ内で乾し之を翌日30w／v％溶擁にして使用した・呈色法

もVastaghと同様で測光はプルフリヒ光度計（§61’彩光板）に擦り行った・藤田（寡土倉新

64巻891及900頁）の方法とも殆ど全く同じである・光塵計の譲みは試藥添加後正確に20

秒後・・採・・，薙鯵條件を一定す綿め鋤禰宜の転輪贈位的些α29を・・

ロホルム10ccに溶かす割合で重液を作り之より高山位の汕は其1000軍位に付0・29をクロ

ロホルム14CCに溶かす割合で桧液を作り之を量色さ・せること．とし～乙上記の各検液は1cc中に

夫々20乃至14、軍位ゐA、（但分光怯に煽る値）を含む課で斯檬にすれば経験上測光時02

位め吸光度が得られ條件が一定すると共に測定誤差を最小にする事が出來る．例之後出の成績

表中No．．1の眞鱈肝油は分光法に擦って豫め1200三位のAを含む事が三つナこので其1・09

を榊・・ccの…筋ム1・溶かし・更・・55畔回して回せしめ其吸光度として表の・

、如き0．18を得てみる．’

　　各回試料に撮る成績は第一表の如くになった．

（2）我・は上記卿一表よ嫉算鰍を客の如くして軸し亀．　・∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　／

／

亀　1
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　　、
第　一　表

’

No． ・試料名稽
探油：量

i9）

溶剤丁

f（量CC）

稀繹倍数 、測定E「値

Ab．

スペクトル　　ピ法に依るP器LU／9

i全油）

換’算係数

スペクトル
@に依るP＝1．U。1宮

i不二化物）

換騨係数

11眞　鱈　肝　油 1．0 ユ0 5．5 0ユ8 9．9・ 1200 120

、　　　4ρ　　「 0，268 12 1 0，294 13．2 ’1350 98
，　’

河　豚　肝・油 0，994 10 、12 0ユ07 12．9 1650 128T

眞　鱈　肝　油 0．0648 6 1 r・0，182 16．85 ．　2000 1多。

助　宗　肝　油 1．0 ‘29 8．5 0，175 29．75 3100 104

”　　　． 0，125 10 屯 0．42 33．6 ’　3150 94 竃　・

鮫　　肝1油 0．0785 20 1 ’0，154
－、

R9．23 4000 98

・　　　　　　〃’、
1．0 15 13 60三206

40．17 5000　． 72

・助　宗　肝　油 0．0543 10 1 0，281 51．74 4900， 94

貢鱈滲考肝油 0．1 40 1 q181 72．4 6000 81　．

〃　「 1．0　1 50 8 b．169 67．6 6000 81

助　宗　肝　油’ 0．0715 25 1 0．31 108．39 ＿7600 79 ．、

〃 0，057 10 ‘3
0．21 110．52 8000 72

油カレイ肝油 0．0722 72 4 ．0．173・ 69．ooS 　8500‘ 124

市販肝油臼｝ 0，069．24．2 1 0．35 122・7与 10000 82

AD協會滲考肝油 0，032 140・ 10500 74
「　　　　　　1

助　宗許油 0．0132

16’一一一「ア15 1一，1

0．28

O，192　L 218ユ8 155QO 72 i

c、　肝　　沁 0．05 10 3．5 15800 100

’19 市販肝油回，α・55 5r 0．28 229．09 18400噛 D84

鰹　　肝　ぞ油 0．1 20 12 0，152 　－R648 64

汐 α924 19 100 01146
300．21 230QO 77

20

黷Q1』

黷Q2

|23

|24

助　宗　肝　油 α024与 20 3 0，154、 377．14 24500 66．

鮪　　肝1　油 20 4 0，175 466．67， き1000 66 64

眼　抜　肝　油 0．95 25 81 ．α316． 673．57 43000

25 〃　　、 0．0265 20 6 0，149 674．71 4650d 69
．　1

26鮪・肝　油・0ρ281040・52742β555000 1

レ

鳴
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　　　　　　　　　　　　　　溶

M翻舗饗餅．饗
　　　　　　　　　　　　　　（cc）

稀
繹
倍
数

　　　　　　　スペクトルi換　スペクトル換，

饗蓋A観・二二雛墾i臨、籠
　　　　　　　　　　　　数（不尽化物）1敏　　　　　　　　・（全油）

27 鮪　　肝　　油 ・0．1 20　32　0。198 12672 ．75000 60

28 ．” 0，026
　1
S116．α091 1120 ．8000Q． 、72

三献三三ω oj32 、61、。α289
1445 100000 鉛．

・〃　　∫ロ） 0，556　し

251、。。α＄5，

1573．74 ■

、

　　　　．D100000 63，

31
〃　　　㈲　　　’

0．048『 20 4びq15， 2500 195000・ 65

32 眼梶木肝油
’o．6275 18 25　0．262 4287．27 310000 77

　　　　　　　　騰係数攣灘鴇織纏採油量吻
　　　　　　　　1　曳　　。　、　　1　　　　　　　　　　　　寄　　、

　　　例之前出の三三肝油なぢAの三位は1200，採油：量は1．09，溶剤量110cc．稀三歎が5．5で

　　測定E値は0ユ8であるから上式に榊F÷120を得な』

　　　　　　　　　　　　　　　　，総，．．・括　　 監　　　・

　　　上記の成績を総括すると女の如くなる．’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　　　（1）肝油の三三（原料の魚が違ふこと）如何によりFは異る，之は特定の肝油例之河豚，油

　　かれひの肝油に於て認められる現象で攣則的にFの大きく域ることを云ふ．C肝油も其一例‘

　・である～眞鱈，助二等の肝油と鮪肝油との間でもFの相違が有るが之は寧ろ次回②によるも

　　のであらう．

　　《・）．搬の肝油では（El盈・・6・・）1三蜘得たA態が働もののFが大ぎく，高いも．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　ののFが小である・試錐は5000輩位以下1；成って急に縣著となる・1而て極位を　1000で除、

　　した値の野数とFの回数との間にに大回直線的三三が有り（但No．14、及18を除く）其直

　　線の耀式辞4・縣法！・よ嫁遡とツ＝一α107躍＋2α2・”．’”個となる（翫騨徹

　　…0で除したものの蝋輿Fの蝋）・．　一、、　、・1
’（・）蜘一測定E ｿ瀦購倍旧警（・蹄一軸すr・騨・・Fと・

　　の十方㊧樹数同志の聞にも略々直線關係があり（但No・14、及18は除く）最小自乗法により

　　求めた方程式はy＝一〇ユκ＋2・12｛∵㈲であった（但κはAbの工数，ンは，Fの二二），

　　　㈲二二に當り（2）に緯べた如き關係炉常に嘩上するならば各試料にμ夫ダ適當した’Fが

　　在る讃ある・・此・F隊の如くして勅得る趨破瞬の躍E引割量（・瀟劇最

　　　　　　　　　　　　　】

　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

1
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　　　　　（cc）三三羅倍数が判れば（3）の（3）式に從ってAbを先づ算出し其封数と（3｝の㈱式から

　　　　　Fの蜀数（從ってF）が求あられる．

　　　　　　（5）實際に當っては呈色の強度（測定E値）より直ちに分光法に撮るA含量’（軍位19）

　　　　　が知嬢いのであるが弓取回数或は飾と其鰍が分ってるるρであるから（2）の＠

　　　　　式叉はF占珠bどの相乗積からA含：量は容易に算定し得る．但其値は近似殖である．

　　　　　　（6）同一の試料では全二三不二化物に於けるFに殆ど違ひが認められない．・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ご．　・考・　　察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　（1）分光法に回る三位とC．LO．値との相互換算係数に關し中宮の槍記したところに擦れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍・位
　　　　　ぱ（理研虚血19輯9號）換算係激」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の値はA含量の高い肝油程小さい。池田が多’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CゼL．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　数の試料（肝油及肝油製品）に就て一定條件の下に上記の係数を求めた結果でも5．C．L．0．以

　　　　　下の肝油では大工『42（L之以上め肝油では大艘3ε0が適証し下るると敦轟（最近のビタ．ミン集

、　　　　談會誌ド蛮表），我々の成績に鑑参ても旧事實には誤りのないも¢1と認め．られる．

　　　　　　（2）然るに一：方上記の霊感をCarr，　Lathbu増，輩arrer，　Holmes，　Mead等の成績から求め

　　　　　ると：大髄280心35σ干均300位に成り，叉藤甲（前出）が我々と殆ん3同・じ操作呈色法で求め

　　　　　外数Fは大婚66．蟷ってみる蠣た割合働緻の町來・融は・．ζ等の研究都

　　　　　A『含量の嬬焔い肝油烈濃縮物或画くとも与00暉位馳の肝油を試料として係掌を算．

　　　　　出しぷ爲めではあるまいか？

　　　　　　（・）』F・碇しない原鴎て断警帥に呈色を妨害しEl診翻徽的・・高め・妨

　　　　　馳縮が磁レ且つ鹸化に罰除去さ禰ものと灘する外は顔もし斯髄麹鄭有

　　　　　’るとすれ勲位の低蝿の際影騨大き鰯編ためF囎心すると考へ得る・叢憲捌・）に

　　　　　於で述べた特殊肝油に於けるFの壇木も同様の理由に擦るものではあるまいか？

’　　　　　㈲Fを確定する爲には原料と軍位の外に試料Q製造條件及新奮度をも考慮せねばならぬ．

　　　　　今回の實験では後牛の三三が揃ってみないから此三更に検討したい．　、　　　　　　コ

　　　　　　三三の費用は之を螂省解団三三騨を騨れた河舗三三牌商
　　　　　店に封し謝意を表する．　’』

　　　　　　本鰍か洲山犠子君が肥した二　　　’　　　　　∫

　　　　　　（附）　・　『’　、、　　　　．　　　　　　．　　　　幽　　　　　　：

　　　　　　解α10贈肝油（ビ・ミ・騨頒布）の全油翠聯油全払嘆蹴1cc中のVA．

　　’　　量（國際軍位）と’E乏の關係を求あ下の如く相當廣い範園に汎って爾者の藪値間に直線的比
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’　」

例の成立つことを知った、（附表参照）．此範園で

膳算係数はVA曝と鰯係幡である・然
し眞鱈肝油なら1cc中20軍位，鮪肝油では15翠

一位附近が測定に最適であら’う．’

附 表

軍位／cc

11．7

14．8

157

19．7

F23．4

29．5

31．3

39．4

46．8

『、

62．5．

貫鱈肝油のE

0．18

、0．23．

・0．32

0．42

鮪肝油のE

0．2

0．28

0．35

0．45

0．69

0．85
も　　　　‘

＼

＼
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　　歪　　’

　　　　　　　　　V。Aの簡易比色定量法（中間報告）

　　　　　　　　　　　　　（永久比色標準液の考案）

1　　　　　 技．官小川俊太郎
　　　・　　　．　　　　　　　臨時職員　　太　　幡　　利　　一

　本實瞼はV・A・タ三塩化アンチモン・クロマホルみ試藥による呈色反癒を利用しで定：量する

際に磨早し得べき永冬比色標準液を提供すべく南南せられたり．

〆

’．、

　　　　　　　　　　　　　，・．　實　　　　瞼

　　　　1．永久比色用標準液．

　　　　　　　　　　　ヒ’　　　並等護表を見たる永久比色用標準液は概ね三色性無機塩水溶液乃至有機性色素の水溶液にし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　歌の瞭件を興し得るものたるこξを前提とす・　　　　　　、

　　　　ω　入手容易なること　、　．

　　　　｛ロ）力便強定の容易なること
　　　　　　　　　な　ロ　　　　　　　ド　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　の液の色調が被瞼液の色調と近似し居ること、

　　　　（→液の呈色に保存性の有ること　　　1’　　　　　　　　　　一　　　　　　　　，

　　　上述の諸條件1τ鑑み，余等は先づアムモニァ銅錯塩（Tetrammine　cupric　sulfat6〔Cu（NH3）

　　　馳‘⊃SO4・『H20）を使用することムせb・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　ガ

　　　．ag・S・・即縮液の調製三三瞼離　　　　　、，’，
　　　　四一ド法により力債を三三し計算により求め得たる硫酸銅水溶液の力贋を欝酌してCuSO4－

　　　5H20の3％水溶液を正確に作製す．
　　、．

　　　’la銅雛標鞭の調製法　　　　　　　　　、　　　　　　．～
　　　　　　aに町繊ぜる鱒q’5H・0三岡及N／2ア嫡ア腋線の三三て混合
　　．し銅錯塩標準液（以下標準液と回す）を作製す，何れも保存の爲比色筒．（俵出）内に封入す・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　一　表．　　　　　　　　　　　　　　　＼

．賛明認コ＝〔＝三＝＝亙＝＝＝三＝
銅 液（c．c．）

アムモニアフk（C．C⇒

V．A．相三軍位1c．c．

028　　　046　　　・0．56　　　0．70　　　0B4　　0．98　　　1．12　　　182

922　　　9．54　　　9．44　　　9．30　　　9．16　　9．02　　　8β8　　　8ユ8

10エu・　　15エu・　201」u・　25エu・　301・u・・35Lu・　401・u・　　65Lu・

　　　　の
4・コ♂｛ルト液（補色液）

も

「，

ρ

も

●

■



164 V．A．の簡易比色定量法（申間報告）

　標準液の呈色は被検液に比し紅色を帯ぶ，依りて比色に當りては後者の呈色に幾分の紅色を

陽ロし比色｛・供蟹ダからすジ三三・は塩！ヒ’バルト轍（C・CI・’6H・0を瀧三間1・

挾み可及的水分を去りたる後，その29をとり全容を100cc・とする，これを稀めるには局方P

塩酸25cc．と水9巧ccζの混液を使用する）』を用意する・濃度次表1の如し・、　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

点 心’

コバルト溶液’（CC）

稀　塩　酸くcc）

ユ 2　、　　3 4 5 6 7

0．5 1 2 2．5 4 5 7．0’・

．9．5，・ 9 ’8 7．5 6 5 3．0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ノ

　　同じく保存の爲比色陣内に熔閉す，

　　　5・・垢　　　　　　　　r　・「’，．■　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　蒸溜水を比色署内に封入す．少くもニポ用意す．　　　　　F　　　　　＼　　　．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　’

　　　昏比色用器具　　「‘　㌧　　．　　　　・　　　「b
　　　　　　　　ヨ　　　比色法による水素イオ、ン濃度測定器に附曝せる比色用屠函及比色筒．（内径約1．2cm肩迄の

　　高さ約9cm）を利用す《衛生試瞼所彙報第六十匹［號・小川・河内V・BIの簡易比色定量法・

　　　2頁参照）筒は硬質硝子製にして且可及的径の一定したるも4）を選．蕊光源は太陽の散光にて『

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　可なり．

　　　7・樗準液のV・A・．當量決定法　　・　　　　　　　　　℃　　〈・

　　　V・A・はAD協魯より分與せられたる参考肝油（1ρ5001・u・ノ9當所下定）を使用しクロロ、万・

　　ルムに溶解し各1cc中51．U～601．U．を含有する溶液を作りこれ等を’0．3cc宛探取し30％

　　、三塩化アンチモン6クロロフォルム溶液を3cc湘へて呈色したる色調に補色筒を重ねたる色、

　　，揃記標準液と比齢　　　　ピ『’1　　’、

　　　購踊蔽α3ccを雌筒に加へそれ鰺激畦織第欄中ω師幽し瑠爾騰、
　　準液を共左右の孔（咲→に挿入す・次でω及（ロ）のの色調を等しからしむる爲㈱の．に水を入

　　れテ・磯焼・撫し伽難す・姻・・は前記4・．に於て回したる・・ざル腋回れ解．

　　旧臣る後庫塩化・・ン彊・．…　フ・顔弓加へ零。秒以内に可及白勺埣か三色す必

　　　斯の如き要領にて標準液筒の濃度を知るを得べく，又被検液の色調が何れの濃度の標準演色

　　調よりも租濃厚なるも其衣と）丁度の標準液ゐ呈色より淡きや等の結果を判ずるを得べし．

　　　本操作を反覆し卒均値を求め以て標準り液濃度と．航A・の1エロ・値との丁丁を追究し顔る

’　に下面の如き關係圖を得たり．（第三表〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　覧

　　　　　　　　　　　　　砂

　　　　　　　　　　　　　㌦－　　　　1　　・・　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　，　・

「σ．

「
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第　　三　’表

白㏄・・lu岬51u梯・・luμ…uκ・3・1恥3・・恥・4惣u登

、實　（

ｪ」弔

?A

　　色測
@　蓼定．均、　　た不　　め能

11

@　＼、X

14，　16

P4．5

19．5

@炉　　　、L

Q0

25，275

Q6．5

30，　31

Q9

35，37．5

R6．5

宦v　　　　　　．

八丁ふ
鼈黷ﾌ、調値み．合得．

ﾍちｷる）　　　　　　’

　上表は未完成にして未だ充分槍討の醗地あるも標準液濃度とV・AI．U．とめ間には10－35

1・u／cc當寺山夜に於ズは大略直線的一三の成立し居るを見得べし「（研究織内申）

　8．、實「’験例

　目下試料蒐集中なるも現在まで判明せる各種肝油（輩下加，種類別）の費測値を示せば次表i

の如し．．（第四表）．日中P1／P2は阜D協會参考肝油に：干て9値を1・00とし以下本法に慮る

軍位とスペ． Nトル法に擦る軍位との比を表はす．

　　　　　　　　　　　　　　第．四　　表

凱試．料丁丁
i深油：量

i9）
溶翔量
icc）

』昌昌

{　激

比色筒の　値

李細罐
謙㌘乞P・＝1皿遷

P1／P2

AD二二
Q　考　肝　油

α032． 』16 覧　1 121．0　、 ＿堕」・ 10500 1．00

助　宗　肝・油 0，022 15　「　　「 ’1 24．0 16000　　　15500 1．03

鰹　　肝　　油 0，160 ・20、． 8 12乳0 ．27Qoo　　23500 1．15

同上　　不肖化物 0，924 10 100 20．5’ 辱23000 0．96

助　宗　肝　油 0．0245． 10 3 22．2　1 27200 、24500 1．12

鮪　　肝　　油　、 0，030 10 4 28．0 34800‘ ’1．12

眼　抜‘肝　油 0．0265・ 20 3 21．8 495001 ・43000 1．15

同上　　不鹸化物 00，950 念5 　鯵W1 25．1． ・50200 4650Q， ズ1．07

鮪　　肝　　油 α028 15 4 24．7 55000 ヒ55500、 1．00

鮪　　肝　　油
0，100， 20 28 ．16．7 92500 ．75000 1．23

鮪・　肝　　油、 0，026 20 5 21．5 8250び 8000σ 1．03．

粛軍偉肝独 0，032 116 10， 21．5 ’107000 100000 1．07

同上　　不遇化物 0．556’
E

・25 200 24．5 107000 r100000 1．07

高　軍　位　用F　油　　0．048　　　　10 40　　　　20．5　　　　　222000 195000 1．14

寺眼梶木肝油i翅ン52・ 25　15ゆ　297000L310900 0．96
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　　’166 肌A．の箇易比色定量怯（申間報告）
　　　　　　　　　　　　　　　’

　9．備　考

　匂”本法に於て使用するgバルト液の三三と其都度呈色したる被癒液の濃度とには大約一定　一

の關係ありて其状況次め如し（第五表）．　　．　　　1』、

’但各番號コバルト筒を使し得る限界は共境界の部分に於⊂相互にか底りの重複し居るも測定／

・結果は之により回したる影響を蒙らす．

　　　　　　　　　1
　　　　　　第　五

V．Aエu／『c濃、度

　10～15～20

　20～25～30

　30～35～40

　　40以上

表‘

　コバルト液番號　　’

　　①～②

　　②冠④　腎

　　④～⑥

　　⑤『～1⑦

　｛の髄比色限界は』V．氏の151rU・」251U・の間な’り・　　　“

　←9標準液の濃度を更に紳回するも可なるも測定結果は上述の匠分程度にて充分實用に供し．

・得．　　　　、　　　　　　　．∫’．　『．　・』　　　、　　，

　ω本法の測定誤差1二つV・ては唯今研究中なり。

　零研究の費用は之を文部省科學研究蜘こ仰1地・　　㍉　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　乏・

　　　　　　、　　　　　．　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

●

＼

’

●幽



’

＼

’

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

徽（糸姻の生｣讐二三する研究

　グラム陰性菌町育阻止物質」バトリンに就いて

　　　　　　　　　　　　　　“一　　　　　1・・覧哩　　　’

　　　　　一三’．官八・田圃貞一、義
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ん　の
　　　　　　　　技・官・畢　山’重∴勝

　　　　　　　　技官宮添晴ゴ夫ド・．，，
　　　　　　　　囑　　託　一青　　山・　好　・、作1、・　・．

　　　　　　　　囑　・託・西「　村　　秀・夫・

　　　　　　　　　　　　　　喝　　　　　　　　　　　　．、　　噛・εワ・’

　　　　内容融．・’．・　∵・』　「一ご亨’
　　　　　　緒I

n賓験の部

m　鯉
　　　　　引用丈献
　　ら
（本報告の大翼は昭和21年12月傳染病研究翫學術集談會に於て酸衷された）

　言

　　　　　　　　　’　　　　　　　　∴、掌．’…

1）培養・條件：　　　　　　　　～，
2）箪胞子培養による抗菌力の比較：　”

3）培養濾液の各種病原菌に劉する襲岩阻出力3

4）加　熱　試験

5）下野耐アルカリ目今

6）箱製．法．，　＼
7）結晶の性歌，　、’1
　括

　　　　　　　　．　　　　も’

　　　　　　　　　　　　　　　びり　　　　　　　　　　・’　　　・．’，．1㌔ノ，

　　1・緒、、　言F濫．．

167

’

細三三三代よh泊朝駈ける微生物櫨間の撒嶽膿く郷れた鞭である
カ～かかち現馳利用b《細菌性疾患の療灘まで回した0は，實魔靴於けるP。。i。mi。

G・a面cidi恥Ty「ocidi叫S重「ep鱒ycin等戯果に待つ虚力1多く1・殊世紀の騨P・・i・i伽

「ρ蝦は・興療遡の未過誤量捌・大きな轍をあた・・た・、

しかP・の、P・・i・皿i・赫繍》フ三三臨．その他のサルモ・ラ三三のグ～三

三に脇ど糊することが晒夢吾んはグ塾灘菌により強く二三る噸を櫛

微の代謝産物中に見出すべく，．研究に着手した．

而してr⑯輝騨とし為’G1玲・・～醜瞭り・W・es・書は蜘・ill鵬伽…

より識聯は鰍梅回書よりグラム陰喜び雛菌の瀦畷育阻止移物質を律
こて：磯表した．吾々は昭和21年5月，偶々下野匠に獲生した画題中毒の推定中毒物件であう小変

搬確三鷹三脚皮より軸の分霊う灘（◎￥13珊P311＞と鵠験騰膳
豚舗近の土壌申聴ゆ分離せる脚22），≒のミ拳ρ騨瀬而翻酸惇で…

菌に甥して大饅600倍，これから得られた結晶物質は16萬メ》32萬倍稀繹にで，そρ嚢言を宗

、

ピ

、

＼
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163 徹（系朕菌）の生成する抗圭物質に關する研究

’杢に阻止するのを認めたρで，

　　1．　培養，條・件：，

培養温度は2『C～24秩E神減
て一10既騒三二は耀㌻動ツ
の場合と同様である・1．堵養最絡pHはジ

GM　3では6．5～5．0，’P111では5．0～3．5・

と常に酸性に傾ぎ易ぐ一

ここにその大要を報・告する．！

II．實、験　の　部

．豪’21第」表・使騨と抗菌力囎
　　」

培 地

CzaPek－Do父　　　　・

αapek－Pox（Giucose　7タ6）

Cぬpek－Dox十照内PePton　’

抗菌力

160ん320倍　．，

320倍以上　　　’

80倍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　　　　　　　　　　GM　3に於ではそ爾抗菌便を高める爲には・表素源を多：量にして・窒・

．i素源を少：量にする・事が必婁であった．　C乞apek－Dox培地に於ては，表素源としての：葡萄糖の量

　　　　　1「』r　　・　・9’口
を4％から7％．囎加すれ幽抗菌力は上昇するカ㍉窒素源とし㊥ペプトンを1％の割

1・駆たものでは逆1・面した・『（第1表参照）・P・・三三ては・．窒素源としてはN・NO・の他

にペプトンをα5％の割に加えた時に高ヒ’抗菌力が得られた・本分離

　　　　　　　　　　　，第二表　本實験に使用した各種の培地組成

　　　　No『1：　」＿　　　！　・、　．No．2：　　　　　　　　　　’　　．　♂

．　．．N・NO・L氏’3ρ・’「：㍗．　KHIPO・　’1㎏　’
　　　　　　　　K・H・窃．・：、．・ρ∴一’　MεS・澗・・L6

1． A：’‘・・1KC1』、、・α5・．’・．G1己・r・e、’・α・・

　　　　　　　・’M・S勉・甘・0、1r5・，　・、．P・p・・n．．50　　’

　　　　　　1『erρ礁0・．・α01，’　・水・・　U
　　　　　　　　Ghlcose　，　　　70．0　　　　　　　　　’　　pH　5．8

　　　　　　　　Pepton　．ao「，．．．図旨．・・

　　　　　．／　・水　　　dニ　　　デ1’，』，　、・・　　　㍉

　　　　　　　　　　pHα8　．　’　∵∵♂　＿．．』・

　　．・’Nα3・N・NO・．　「．　ag・　Nα4・聖NO…　　幽3・9一『

　　・　　G1・…e，・．5住0　　，　KH，pq　　’　05

　　　　　．　F・pt・n　ZO・’・　甲gSO・●7H・9　　・砿5魅

　　　　　　　　二面嘩4Z　 Zワ＄q・7墜0．．・観・2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　・　　　］しactose　　．，，．　　　r　　　　・　　30．0

　　　　＼．一・－P早・：i囮∫∴・C・mS・6・p毛・g…婁・1id・・即

　　　＼　　 ’　・L’．　．、　水．　、・　1Z．●
　　　　　’1，・　　、　．一．　　、・　　　ノ』、　　　　　　　　　pH’　6．6、．　　　．　　　　ド

　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　・　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，I　　　　　　　　　　　　　　　　b

’

覧



　　　　　　　　r

八田・ZF’山・宮本ポ青山・西村

　株は青徹の一般培養基に良く焚育し，10激種の培養基に≧）いて抗菌力を比較したところ．第二、

　奪に示した培地により・上し働熱’騨箪示鎚の⇒ミ得5れた・Nα11よCzap・k－D・・馳

の葡醜環7ぎ囎し・ペプトンを95％の割ld嘩ものI　Nα2岬aksman’馳

の聾であるN野3の培地廟いら碑士繊出灘叫000亭。に野選250・を加え・’10αC

　1時間熱浸せるもの，No．4のCorh培地のCom－Steep7Liquor－solldesは米國産のCor血に　　　、

　10倍量の水を加え，100も¢1時聞煮沸熱時ガ「ぜにて吸引濾過，そめ濾液の蒸焚残渣を8％の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
割に加えたもρである・而しで三瀬男1親臨馳ばGM3璽Nα4’のC・r略地，

覇P22ではNα3の土鞭出液の聴㍉P…ではNα取ぴNα・の雨漏二幅の
　抗菌贋を示した。’．

　　　12・　軍胞子培蓉にタる抗菌力の比較：　　　　　．・1＝　　　．．　　　　　　　　　　　　　・

　　次に吾々め分離した菌株についで，更に優秀なる抗菌力を有する株を求めるべく，軍胞子旧

観講た．彦Pちしi・路礎灘より滅菌舵試騨i・…碗分注レ第一の試験管に一白金
　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

線の胞子を尽する端狼く櫨し晦濁液を作り・こ？一白鍔獣の試騨に擁司る・

如くし9漱稀翫「ホール，．グラス」に一白金耳とつτ麟一個の胞子を勅て之を

、・4曝室内・と幕間培醸C・ap・k－D・x、纈駒・移植騒臨郷の如くしてGM3＝

株よP騨繋嚢3蟹瓢：稀燕鷲徽諜繍騨1∵．
♂

　　　A．．　　「’ 　．、、　．B．
　　　　　　　　Com群（チフ噛）　　・・a甑面心地面編）

．雛鰍　’＼

320倍以上

150倍

80倍

4q倍・

20倍

20倍以下

5日目 7明階目12日目

0％　25％
23％　48％

26銘　20％

13％　　7％

8％．0％

30％．0％

・・％レ2繕％

1劉1彰

．8％　11％

3％i　　　5％
o％1

15』日目

＼＼・

0％稀罵f鰍

期脳糠稽
培養日敗
　　　7・日目
＼．

10％

34％

30％

13％

o％113％

を00倍以上

140倍

110倍

80倍

80倍以下、

10日目 7日口

．40％10劣。％

23％　　10％　　ユ4タ6

　7％、10矧．28％
　7箔　　12タ6　　『12％

一23％　　68％　．46％

C．

Corn堀地Gチフス菌） ’

、 培養第？・目以前・新和示歩もの・1・・…・脇

培養第9日目前後で最高を示すもの…………46％1

駿第12日繭微て瀦を示すも6…一∴31％．

・フ噛及㈱脳繭緻三三す丁丁力を腋謝焼（葬三三二四邦照〉

’

、

’

「
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　　　

　　　　　ρ－L　．ド　．亀㌶．

　　　　　　　　ド　　　　1

徹（糸殊菌）の生成する抗生物質に關すi5研究

《

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸
・・m馳では・日一・2・で・ρ躍k－D・x』馳では7・日轍で最高嘩し，且つ舗に一

よつて抗菌債の高低，抗菌力切回の時期，持績期間，培地のpH等に相當の差違が見られた．

例え面面郷17鞘Q如く殆んど重病餓示『な’ハ・もの・・箪2雛の押．320倍鵬で「

　　　　5　　　第四表　Cor蓼培地に於ける軍胞子（39株）の抗菌力比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
＼培養・敷

、 5日目

　　●

V日目 9日目 12口目 15日日　　　菌橡

醤養日数
5日日　　「1

7日目 9日目 12日属’ 15日目

瓢H ‘1・ 看號 pH　・
レ

1

17 6．5 0 40 40 0 　　’O　　　　．6　　　　、

5．4 ：40 160 320’ 320 8Q

1 5．3 0 80 80 160 ．80　　　　8 5．0． 8Q 80 160 160 40

21 6．4 0 80 16e、 160 哨。”　22‘ 5．3．
一F∫80 160 160 80 80

49 6．6 0 80 160 166
160　　　43 5．3 80 160， 160 160

噌’

P60

45 5．4 0 80 160 640 40、　　37
’5．3 80 160 160． 320 40

r

41 5．7 0 160’ 80 40」 20　　　　9 5．3 ’80 160 320 160 40

●「46 5．3 0 160 160 160 40　　　↓6 5．2 80 160 320　　ζ 160 80

・39 5．3 10 160 160 320 40、　　44 5．2 80 160 320 160r 80

47 6．6 0 160 160 3珍0 160　　　　5 5ユ 80 160 640 160 40

ユ5 ＞6．5 0 160 320 80 20　　　　3 与．3． 80 320 』320 160 80

2 5．4’ 0 320 80 80 80　　　12 5．2・ 160 i6σ 80 80 80

14 62 0 320 160 801 0　　　20 5．4 160 16G 160 S0 ’　0

、

42： 5．2 0 320 640 320 　　　　　鴨S0　　　36
95．4 ・160 160 160 160 40

5．7 20 80 20 、0 0　　　28，　　　　　　　、 5．2 160 160 160 320 160

4 5．3 20 160 160 320 80　　　10 6．6 160 160 320 160 40
驚 ～

．7 5．．4． 20 320 ’160 160 80－　34 5．7 160 320 160 80 40

381． ；6．5 4α
」　40

・40 40 20　　　25 5．2・ 160 320 320 160 ’80

’40・ 6．4． 40 ．40 40 4σ 80　　　18
5．3』 160 320 320 320 20

19 5．8 40 －　80 80 80 0　　　32
‘5．2 160 ．320 320 320 40

？n 月ワ ノn 14n コ4ミA 1《！～ ．4n30　　5．2　　40 160，　160　　‘160　　　40 o

　　直ぐ滅少するもの，第42骨頂の7白・320倍，9日640倍，12日320倍で，9日に最頂の山型を

　　作るもの・第40旧株の如q5日にて漸く抗菌力の上昇するもの・第28號株の5日から、；5日

　　迄三二するもの等，上記の如くなされた輩胞子培養株の抗菌力には，’可なりの相違のある事が

　　鋤られた．　　一・．．一〆
　　　各聯の・恐樋力との關係を見隠最適H轍凱働たも嘱抗菌力が大であ

　　う・例斌pHa4肝にて鵬640鰐四魔勤琳Pたものは・いつ属こ磯回陳あ

　　る・320倍眺曝・9面一・蛛で74％・6q倍は12榊9脚75％，・80倍以下のもの贈

　　無であった・以上よりpHの下降と抗菌力の畑鼠ρ間には，重大なる蘇のあ礁が推察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　＿
　　．さ倉しる（第五表参照）．．　孔3・

・　　　，　　　込　’．、　・■㌦‘　　　　一、
　　　　　　　　　　　　　・．ぺ∫　　　・　・　　　　　　一・．　　　　　　　・　　　「

’

’

●



〆

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

　　3・一培養濾液の各種病原菌に封穿る奪育阻止力：・
　　　　　　　　　　　　　　　ニまコぢ　　　　　　　　　　し

邸嫡子駿第42聯跨濾ゆ昏蹄齢す聯趾燃脚P多
蝉瑚られるカV第欄韓重Rく・チ・フス鰍60賠パラチフスA菌に夙500

　　　　　　　「第五表　∴■慨瀬赤緬鼠チ・噛及び大儲には
〆・．・無4以下6樋か一14命倍で切・ス噛及び砺…菌蹴

抗菌力 総株数

　　　　　’1　　　・b
入　田・：雫．　　　　　山・’宮幽、本・青、山・西

P正【5．4以下

の　株　数
比　率・．㌔

・171

640倍．

　320

　160

，ε0

80倍以下

3株

1＄”

12”

3”

2”

3

14

9

0

0

・1go％

　741

75
　0，

　0

’

1200倍，繭萄｝伏球菌（寺島株）には100倍の稀
　㌦　　　，．　　　　F｝　㌧・．　　　　’

爾叫ζ等φ鞘を完全に陽康・一　、

　　4ご加熱試験｝－

　培養濾液（pH　6．4～5．4）を60℃30分，100℃

1時聞，ユ00℃・2下間’100℃4時間とそれぞ

れ加熱して，チフス菌に封ずる抗菌力の影響を

、兜た・・葛Pあ・…一下では礁減謝るこどなタ・’完郵その三二蘇待翫1PぴC2

　　試聴や誹言の諭た（第七表参照）．・、、　・，

、「
@　　　隆．㌧第六表『培養濾液の各種病原菌に干する襲育阻止力

・、ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

馬　　”　r’

　　　　稀繹倍数
沁視ﾛ　　　　　　　　、　　　　　　　　、 100倍 200倍 300倍 400倍 500倍 600倍

　　　　ド

�{陣照「

志、賀　菌（三好） 一 一
　！

一 十
　■ 』1十． 十

‘ ．　’ 、

》フス菌（S．57） 一 一 一 一 一 一
．十一’ 十

パラチフスA菌（S．1） 巳　帽

一 一 一 十 十 十

・パラチフスB菌（S．4）
一 一 十 十 十 十 十「 ．十

三チフス菌く＄9） 一
・：一 一　　　　℃

、一 十 十 十 十

’豚ゴレラ菌（S．34） ，　　　一
一

曽十 十 十 十　． 十 十

ゲルト、ネル菌（S．64）
一

一　　■ 十 十 十　、 十 十 十‘

大，，腸’菌 一
〇　一　．

一 一 十 十 十』 十

葡萄瓶球菌（辛島） 一 十 十 十 十 十 』十 十

緑1膿　菌 十 十 十 十 十． 十 十． 十．

　　　　　　　　　表註、ナ彊育せるも6・・ご興完全に嚢育阻止されたもの

　　　踊齢勉囎∵・∵”第七表欄験も
　　’麟蹴鰍及び苛断ダで蝿「31略　加轍及び時剛手舗駿，

脇脆1謙磁1欝灘．無野鶴酬㌦灘．

　　　α精製怯・∵』「．’一　rl　・　・，r，」㌧・∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ノ　『

1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ξ

1

《
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　　　　　　1　　　＼

徴（糸歌菌）の生成する抗隼物質に關する研究 亀

■

．三三三三定なる上記の甑より訊㊧鱒過三三棚即した（第九鯵照）1

無畜瀧7ぴCにて原液の11・岬・噸漏し1．三二をだ・峨は鰍ア加「ルr

抽出後；エーテル（翠鰍ア・・コツリを融再び施・・に浸出・、ア督・襯去すれ．’

ば難倣を得・・三三水工βテル麟解し工肝テルを巨編晶晶を得砿でペン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘励一ルに爾結晶枕すム二面の臓とは別に騒蔽の薩濃綴・エーゲ・レにて

　　　　　　　雌ア舗轟議寵灘畿裏蕊欝篶．

pH：

　．無修…正（pH　6．2～5ま｝）

　　2
　　3・
　　，4　・

　　3
　　ゴ85

㌔　　’9

　　9．5

　　10

チフス菌に封ずる抗菌力

320，”
320．

320

320

160～320
160」

40

40

　0

、

濾液を1箔活性炭に吸着せしめて，ア
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

1ゼトンに溶出しても得られるL・

　　ス三三の性脚　　　，

得られた繰瀕は無鰍構で甑
鮎109℃～111℃，アセト・ン，ア〃コー。、

ル，エーテル，クロ．ロホ．ルム及び水に
　　　　　　　’
ご良く溶解し・ベンツオールには加温す

れ鰯する．9．ヂ　　，，．
　　　　　＼

第九’表∴精　製　法．　　，

・糟肇繍㌃牒鋤アゼ，＿Φ肌。），

漉蔽幽門儲）　　結。四三去
　　　＼　↓「　　　　　　　　　　　’
　　エ＿テル（10倍容無水アルコPル）に抽出
　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　Ψ
エーテル（無水アルコrル）を溜回す

　　　　　．↓
　　ア’セトン浸．ll　1

　　　　　↓
　　アセトン溜去（飴駄）・㌧∫
　　　　　↓，．
　　無水エーテル溶解
　　　　　↓　　　　　　　・．
、　エーテル三三（粗結晶）
　　　　　↓
　、ベンツオールにて再結晶

　　　　〆　』

・　　　　　　　　1「

　　ヴ

辱

覧

＼

●

1・ 笂ﾅ性晶晶．10・・ク…同志一死鱗・晒齢9二4嘩である・

』結晶酪繍願回する撒加・’志賀齢’・榔16解隅♂くうチ7ズA繭

コレラｬ町『福ゲルト療養糊七赤噸躍回忌髄騨鎌菌（E恥
209株）・は116萬信・、パラチフスB菌・葡萄状球菌（寺島柊）はε萬倍・緑膿茸ぱ1萬倍で，

肋聯完全に陽㌣哲第三獺）1・．．、い
「．

P＼　　　、
三生を．・2日・・2・日・7・甲・職室敵冠して夢噛蘭筋抗菌力鞭ら噸

　　　’㌦『・　　　　　・　．　・・’一　　・　一．冒㎝1’7｝二　’一r、．，

　　　　　　　　　　　　　　、
　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ノ
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ととろ，12日，20日では16萬倍で，・何等の減少を見ない・70日では牛減して8萬倍，n5日

でもやはり礪倍や詞な按定し拗質で諦二≧鞠つ九．．1　　、ぞ
　結晶を生理食鰹水に千倍，二千倍，四千倍，∵…・と稀製して，試験管内で試みた各州稗液の家

兎血液にi封ずる溶血現象はいつれも陰性であった．　　　　　，　　　　　　　　、’

　　　　　　　　　第十表　結晶の各種病原菌に封ずる嚢育阻止力比較　　，

　弓馬倍激沁視ﾛ　　　　，
1万・

P

2万 4万 ’8万 16万
32別64万二二、　し　　｝

志　賀　菌（三好） 一 一
．　　　　　　　　　　　　一

一 ±． D斗∴． 十
幽一　　　層

チ　フ　ス菌（S．75） 一 一 一 一 一 （＋）．
十　’ ．十

パラチフスA菌（S．1） 「　　一 「　、 一． 口 一 ・十．‘パ十 十

パラチフスB菌（S．4）
し　　　　　　　　　．

一 一 一 ±
「　r　　　馬　　　　　馳

¥．ぐ 十 田

鼠チフス．菌（S・9） 一「 一
ム， 幽　「．

r　　　　　　一

．　5’

”・ ¥’ 十
豚コレラ菌（S．34）’覧

一 一 一 一 ’七 、十　． 十

’デノレトネ！ル菌（Sβ4）　’　一
一 一

一　　　　　　　　、

一 十 十 一←　．

大　　　腸　　　菌 一　　　「

P 一’ 一
r　　　　　　　　　　　　　一

一 十 十　」 十

葡萄歌球菌（寺島）　． 一 L一 十 十 十’ 十．．

葡萄歌球菌（F．D．A　　209）
一 一 一

引　　曾

L一 r十　’
．　　　　　　，

¥ 手

緑　』　膿 菌　1一 圃　；ヒ ・十 十’ ．」←・ レ十 十 十

プ・テウス菌くOX19 一　　　　　　　層

一
＿　　　　　」旨　　　　」　　　　　　■　－　　　　　，

十 十　　・ 十、

璽　　’菌（京大） 噛一 哺
一　　　　　　　　　　　　　　．

．　、　　　F

一 十 十． 十．

　　　　　　　　　　旧註：1十…
　　　　1　　　　　パ　　　　　　＝ヒ．・・

　　　　　　　　　　　　　　一　●・　●

　　　　　第十一表　　　．‘・

　　　結晶のpH試験噸
騰！艦男窩，罐（S‘？｝9

…褒回せるもの　9∴1　　　　　、‘

…幾分稜育ぜると思はれるもの

…完全に褒育阻止されしもの

　　　　　家で結晶をpH　2，3，4，7，8，9，10

一の細胞灘加え，購3醐衝
　　　16時間後，13時聞後及び24時間後につ

き各タそ爾粒菌力を測ると，pH　2，314

では・2醐廊細し，，H融1。で

は購に1闍rて・．7ルカ・飾於

て非常に鞍下であっ紅第＋畷参照）・’

　次に各pH溶液につ“てその十二性を

検した（第十二：表滲照）．

　　　　　P　　　　　　　し

、

．試

0時 16 16 ユ6 0 2 2 2

3時 16 8 0 12 2 2

6’ 16． 16 16 0 2 2 2・

12時 4 4 ．4 0 2 ’2 2
；

，

24時 4 4 4 0 2 2 2

巨ロち三三聴は10αC12嘲の力燃で且4峨・じ・H8鯛60℃3・分で・1腰．

・・dOr『3吟でな．1ノ・峨銃・・b融10では・αC、・・分で1／…低下しで・pH及び

廟綿識譲て澱の場飢可な曝なる結果が得られた測これ鰍晶にあつでは，pH

竜

’
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174 ’三三菌）の生成する三顧に開する砺究

　　　　　　　　　　第＋；表　　　　　　　　　．

　　　　　　　結晶の耐熟，耐pH試験成績

（下位（萬），門門チフス菌（S・57）に下する抗菌力は16萬倍）

　、㈱糊
‘pH＼

2

3

4

7

8

9

10

60℃30分

　16（萬）

覧16

　16’

　16；

　4b．　＼

㌔2！

　2．・幽．

．60℃60分

ユ6

16

16

16

4

2　．、

2

r¢C．126分110αC30黛

16

16

16

16　　・

4

2

2

．16

16・

＼16

16

　2r

　2

　2

100℃60分

16

16

16

16

2

2

・2

10ぴρ120孚

4

4

4

4

2

2

2

　修正用に緩衡液が用ひられたることの他に，濾液には何か耐pH及び耐熟性の因子が存在する

　によるものと思はれる．　　　　　　、　　　　　．　・’、　　　贈

　　鼠…菌或はゲ嚇噛を男鴎㌣ス燭する拳闘の感染防籟黒みたカ～

雛・ ?ｨ・岬町充飛る翻は未だ絡τして獅い．

　　　　　　　　　　　　　冠血魂，’捨　、，

ミ　1）熱及び酸に蜀して比較的安是で∴グ夢ム陰性菌に張く作用する抗生物質の存在を三三の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆト　　隣翻液中曜め・そ繊精製三無色板総の結融と回した・

　　2）』稀晶1・チフ璃大郷牛蝿痢菌等のグラム灘菌を・16～32三富1τて完全

　’に阻止し，グラム陽性菌に封．して畑違よりも作用が弱も毒性は109マウスに零し皮下腹腔

　　共に．0，4m9であった．、

　　　　　　　　　・　　　　　　、　’　　　　　　　‘　5⊃　　　　　　6）』
　　　3、本結晶は嚇臆九，幸性その他噌性揃・，8eis毎ckのPatu1’恥聯絶a11等

　　のCbセ・ti馬Ch樋・等のqavif・・mi域は卸傳研1讐の勧ぬt皿i・様物質に一致するも

　　のと信ずる．　　　　　・　　　　　　・、　　　　　ご

　　　4）GM13，　P　22，　P　111・の三菌株よρ得た結晶は，混融試雛を行ふも融黙の下降を見す，他の

　　諸性談よ・り見るも全く同一物質と思われる．

、　，5）青徴（GM：3）の輩胞子培養による抗菌力の相違はジ通常一株と男は回る街の抗菌卑の動

　　撤精る二三があるも？雄定される・吾々高上孫難より得傾旧株では棚験に於

　　℃毎回一定の高い抗菌償のものが得られた…　　　　　　　　’一

　　　6）軍胞子増養に於て，．白白pH低きもの程抗菌力の上昇を示した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　．7）凱於け繊騨騨瀬嘩性ぐ刺脚鰍嚇だ充分なる騨経

　　　　　　／
　　　　　　　　，『1　・　　　・　　　　　　　　、’　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　し

β．

∂
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　　了しておらない・　　　’　．　’

　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　ぴコ

　　8）倫ほ吾々は他にグラム陰性菌に彊く三軍する藪種の菌株を分離しているが，いづれも三

三灘常瞭性噸き・比較三熱礁臨弓張く同「碓髄有し丁いる・・故に搬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　に分離されるグうみ陰’隼菌獲育阻止作用の有する徴の大部分はPat廿1in様脚質を生産するも

　のと思われる．　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　な淋艦費は三三研究特別三胎旧染脇疾鹸會の援助喉つ所が多Wここに

　記して謝意を乗ずる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　・　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　一引用文、献　．’　　・
ロ　ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　1）Glistel～G．　A．，：　Natllre　148，470，（1941）　　　　　’　　　l

　　l2）Kier岬：’K1嶋・Woc焦「2島505（岩灘學昭和＋埼七三より引用）　　　、、

　　3）梅澤濱夫：日本醤累回報1179，68（昭莉2i年）

・4）瀧蒲透II三五郎・雌物三三三三學實馳第三（昭和・7年）
　　5）ReistdckジIiL，　B辻kinsha理」．正し　Michae1，　Sl　E．　Gyg，　W．　E．・ζH：opkins，　W，　A．3

　　　　，るancet　2，625　（1943）　』　．

　　、6）Waksman，　S．　A．，　Hloming，　E　S．　Spencer　E．　L．：Science　96．202（1942）

　　7）Ch・i辛E演・・e蝉・Wご＆」…i・論議B鵜．耳・pl…｝・a・・2（・942）

1～

ノ

／

ノ

／　’

／

4

σ

馬

ぴ　「
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、

で

徽（点画薗）の生成する抗生物質に關する研究

’・

@　　　　　　　・その止

　　　　徽（ρi振盟培養法に回する基礎的研究

　　　　　　　技　官　八　　田　貞　．義　　　　　　　・

　　　　　　　技．官宮－本晴．夫
　　　　　　　囑託・青山好作
＼　　　　細、手　宇都宮則L久　　　　も
　　　内容臼次：

　　　　1緒噛　言
　　　n實験方，法　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　1．使用菌株　　 5．接種培養法

　　　　　　2．使用培地　　6．培養温度　　　　
　　　　　　3．振鍛方法’　　7．通　氣　量・　　　　．

　　　　　　4酸辮と灘　．＆抗菌力測定　・∫O
　　　HI實、験成績〆
　　　　　　，1．各菌株の抗菌力昆較

　　　　　　2．各菌株の二二駅況”「　　’
　　　　　噛3．Q176；株の各種培地に於ける抗菌力比較、

　　　　　　’4．アミノ融添加による抗菌贋の上昇　　，

　　　　　　5．通氣培養iと抗菌f質　　　　　　　 1　　．　　　’　見

　　　．油総　括　’、L　l，
二本儲の煙は繍122年胡駿病蹴静礁湖に於て餓熱た）

　、．　・　幽、　　　恥緒　　　言ゴ’　　一

　ペモシリンの大量生解）鍵は實にSubmerged　Fementation　lζあるが・三三に於ては未だ・

あ域の騨殆ん麟・ついたばかりであ9て・何等見・三三げられていない獄

にあ鋤酬・先づ振購髄する菌株を決馬喰の灘三寸以て工業
葡生産の基礎に供せんとして，．この研究を始φた．　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　II．「實・験方．法

　　1）使吊‘菌株：一　　　　　　　　、，　　　　　．
ぺ・…旧株として・謡W・・・…より分灘琴けた三三・・n…1・・m・瞭

㎎・岬Q・7・（W・・c・・…）・・978B…249B…及び・物P蜘（観研究所分離）

　　　　　　　　　　　　　　　　　匙
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、

徹1鰍菌〉の生成す～雄物質に關する競究’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び，・・睦回した二Q・76回米圃・於ける深三三工業的生産に・B・及びB・・駐と←て表

面培養に現在使用さ撃てみる最優秀の菌株である。P233は日本に於けるペニシリン製造株と

し懲聯れているもの・．P脚本産菌株聞継株の二つとし撮近注目せられる，

に至ったものである．

／2）使用培肱「　’　㌦，　1＿．一
　主としてCzざpeトDox、培地（Na　NO33g，　K：2H：PO41g，　KC10．5g，　MgSO47H200石g，

F・SQ・・7H・0α019・GIU¢。・e　309・水1・000cc；pHa4）を用唾・

　　3）野崎方法：』　 ’　　∴

一振聯5・mρ雌翻をな望潮を使肌た購鄭騨響動によって多少の
動揺醗れ得なカ｝つた・1分間約170回轍ぴ80購弾手せる場合・・簾で畷附く菌：

燈が，塊状或は黎欺となって抗菌ヵの上昇を見なかったので，實験は前者によったゼ振盟方法

は，増養期間中三白振邊すうものと，1日12時聞三連綾振壷後，12時間は静置する所謂振邊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静置の併甫培養法とを採った．しかし後者の場合には，静置時に於て，表面に獲配し始め，振盟

聯まつ嘩力纐さ師常囎とは認め騨態と脚鱗鰍眼ては搾
肌ないこととした㌧．　「．　　．’　、，　・
　　4）培養容器と液量：一

一内容1・5ム入・1縄入500cc入300cc入』亭底ρルペンの各々に培養液300c弓・200cc・100cc

80cc旧注加し三二コルペン容量の1！5章となる如き培養液を用い牝が・議育歌態・抗菌性物質の

生産等については」300～500ccコルベンが最適であったので，以下實験には1全部300ccコ

・・ペン瞬養液80・c宛齢されたもの響いて四つ牟双罐囎養液が・宗門騨着して

室氣の流通をさまたゆたり，雑菌の混入を萌したりするので，コルペンは出來るだけ長頸のも

のを用いナこ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　5）接種培養法：一　　　　　　　　　　’　噛　　　　　’

　培養液中に於ける抗生物質の迅速確實なる生成には・接種する胞子の数が重要であうから・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　く
特にRouxの、コルベンにCzapek－Dox斜面野夫培地を作り・之に菌株を撞種し約一週間

22℃k培養後20ccのCzapek－Dox三三培地を加えて胞子を浮游せしめ，各コルペンに之のヒ

15cc宛を接種しだ．　　1．　　　　　旨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　、

　　・）培養温度ヒ　｝．　一『．』　　　重
郷～23Cに緬した恒雌内で麟を行った・

　　7）通　　氣　　量　：一’　　　・　　　’　　　一・

振盤培養に於ては，通手量が重大なる關係を有するご吾々の使用した綿栓は，、強く握れ属：失・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　’
くなる程庫・こ非常に弛くして・振邊申綿栓が培養濠申に落下しないや．うにガ「ゼで勉んで・コ

、
＼

＼

、

o
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ルペンのロに固定し，且つ1日2回　2～3今間綿弓を取って，誉内室氣を置換した・又綿栓

の代りに，パラフィン紙，硫酸紙，ゴム三等を用いたが，蓮氣量の過不足，雑菌の混入等の危瞼

を招くめで，探用しなかった、　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
　　8）抗菌力測定：一　　　　「、　　　　　　「　｝

●本測定にはD∬ution　methQd（稀三法）により葡萄瓶球菌は，寺島株を用V・た．抗菌債は，1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
轍鐸辮5礁しるオ・・クスフ牙一ド罫位とした・．■　’・

　　9）pHの測定：一．　　・　・　、　r　　r「1
　東洋pH試験紙たよる簡便法に擦った．　　　’　 　　　＜

9．

11H實験成績’ ’

’　1）各菌株の抗菌批較：＿！　　　　　　　　’

　　．各菌株¢）Cza爬k－Dox、培地に於ける抗菌力は，第1表の通りで，　Q　i76．は抜群の成績を

　　　・第・表．供論徽勘比較　・礼B・P233は之に館B・・PC
　　　　　　　　　（於C、ap，k－D6。税）L　lは櫨培数等なかった次ゆH

．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は聖．いつれも抗菌力の上昇と共に上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回し，pHの早く上ったもの程，抗菌．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二二現に至る迄の期間も短かかった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P23『と耳ど晦養5昨肺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に達したが・7～8日とな舞抗菌力を’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　維持し℃比較的安定であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ各菌株の登育歌況：一

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rP　233：培養2日では小さいこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろころした感じのするPelletが澤

　山畷回するも・螺粘性を嗣外3即は三色締びナ・艶鱗を出し舶では黄
色色素の分泌が多く・圓形のき髄上麟勺・」軸・・…を作9矯鰍回廊＊推を制

　．・なカ｝つナこ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　B2：色素は殆んど現れす，粘性も無く，比較毎勺大きなPellet：が大多数で，その間に細v・，

　・小さ恥或は繋歌の種々多形の二三を認め，液中めヲ3程度を占めるに至つナこ．

　　セC：褒育悪く色素を産生せす，又粘性も無く即く小さい鮎歌のPellet檬の如きものを少

　’量謁め得たに過ぎなかった．　　　♂・　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛

　　P』1113培養L『日ではPe11etは僅か年産生するのみであるが，2貝目になると，’大小球形・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

菌　　株 抗菌力 ’同到着日数 ’一

垂g
●

PC・ 20翠煙以下 『 一
F

333 80〃 5日
　ノ・7．8

B2 r60”　・ ㌧5 7β

B21　． 「40〃 14コ 8．0

，．Q・｝76

o111、’

800”
B　0く

　6

e　一

8．4

E3．6
ノ　　　　，

GM3 0
一 一

、
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●

のP・11・t．産生は・著しくなり旧地も回申濁し謹かに粘雛を帯α3『目ではPellet

は溶液の2／3を占めるに至った．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　3）Q176株の各種培地に於ける抗菌力比較：一

以上よ槻在米國に於て深部培蘇使用されてセ’るとこうの・　¶　　　1

　　　　　　．’　　　．第2表　本野州に使用しナこ各種の培養基組成　　　　・　1．「・
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

No．1・
　豊　　　　　●

　　Lactose

　　MgSOギ7耳20

　　KH2PO4

　　NaNO3

　　ZnSO4．7H20

’

20．Og

O．25

0．5

3．0

・0．01

No2：

Comsteep　Liquor　Solides　25．O

　Water幽　‘『　1000．Oc．c．

　　　　　　　pH　6．2

No．4・

　　　NaNO、∫　！

旨　KH・PQ・
㌧

　　　MgSq．7H20

　　　ZnSO≧・7H20

　　　Glucose

　　　Water

　　　　　　　　pH

NaNO3

KH2PO4

MgSO｛・7H：20

KC1、

FeSO4・7H：20　．

GIUCQse

3．09

1．0

0．5

0．5

0．01

40．0ヒ

’No．3：

　　　　　　　　　　　　
　　NaNo，‘一1β9
　　　　　　　　　　、
・　　　K：H2PO4　　　　，．2。6

　　MgSO4・7H：gO　O．25

　　ZnSO4・7H20　　0．04

　　GIucose　　　40．O

　　Water　　1000．Ocゆ．

Pept6n（照内）10ρ、
　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　の

Water　　1000．Oc．c．’

　　　pH　6．2　　・．

　　　　　　　　　　’

pH　5．8

，　　　No．5・　　　　　じ

　　1．69

　　2．6

　　0．25

　　0．04

　40．0

1000。Oc．c．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，
　　　o

　　　　　　　＼　　　’

　　Q176株は他の供試難凹し・特晦れて喚多のを耀し得たので〆閉め鰍として’こ

の菌株が如何なる馳に於て，パニシ・リンの産生を欄せしめ得るかを，第2表に示した培

　地について上ヒ較瞼討した・No・1の培地は，米国で大：量生産用どして，現在盛ん1と使用されて野

’るComsteep　Liquorを用いたものであり，No・2はCzapek－Dox培地に三内ドプトンを1．％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　の割に加えた攣法野地である・、No・3及びNo・4の培地は，炭素源と窒素源との關係を考慮に

Lactose　　　　　　　　30。09

Glucose　　　　　　5．O

Glacial　acetic　acid　6ρ

NH4NO3　　　　　5つ

KH2Pq　　　　　　2ρ

MgSO4・7H20　　　0．5
　　　　　　　　　　づ
FeSO4・7宣20　　　　0．2

ZnSO4。7H20　　　　　0．02

CuSO｛・5H20’　　　o．005

Water，　　1000．Oc．c．

　　　か甘6．1・

、
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入れ’，重金厨イオγとしての鐵の代軌に亜鉛を使用した培地である．No．5の氷酷酸の培地は，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

タンク培養に用いられる最適の合成培地として最近報ぜられた覧のである・・　z

　第3表Com培地及Czapek－Dox培地　・第．4表dom培地及’Czapek－Dox・培地

∵；誌随い8172

Corn

Czapek一、

　Dox

虚
位一

うH

軍
位

lpH

26

・・剛…

6．7

100

6．6

tz・ 7．8

き・8｛・・2卜76

！圃8001200

に於ける．PH’と軍位との声門

8．2 ・8．2

12呵…1…1…

7．8 8．4 8．4

8．6

0

圃＆・

／

　實験成績はN（λ1培地では，恥609霊位，No．2

の培地では800三位，．No．3の培地では，100躍．

位以下，No．4及・No．5の培地では200．軍位で

あっだ高い抗菌債の得られた・Corn及．Czapek」

　　ゑ
Dox憂法培地に於ける統菌力の溝長を表で示す　砿

梯3及4表の通りである・C・m二三は11　　冨
8時三目に黄｛途．2・セ1．600輩位という實に驚くべき高三位を示し，176時闇目にはCzape・’

k－Dox攣法培地では，すで・こ抗菌力の失くなっているのに未だ200軍位を俸持してい拠・

　　4）アミノ酸添加’こよる抗菌潭の上昇：一

　吾々はQ176株をCorns亡eep乙iquor培地に接種する事により，高下位のペニシリンを三

品し環たが漢にペニシリン生産促進物質の三論き・14種のデミノ勲0つ25％の割合

に添加し，培地の始起、pH　6．6としてその影響をみた・　　　　　　　．　　』　、

　　　　　　　　　　　」　　　　　第　5　蓑

～一一～
A　　　　　時　　間　　　　　　　＼r　　　　　　　　　『」■－一＼．

@培　　地　　　　　　噂＼＼一
ρ6

　＼　、

P0ぞ 118　　し 134．

pH　乳oI乳6 8．0 8．2 8．0

Czapek－Dox　　　　　　　　　，

箪・位iユ001　400　　400 200　　200

・agIα9pH　　　　　　8淫1＆ol＆0’
一士「．’4り400　400 200．＜100

pHレ乳2．1乳7　・821＆3｛＆0
陸圏 卜 1001400　400

一400・1100

pH唱 スot乳2　．＆ot＆211＆0Czapek－Dox十Tryptoph　l
≠氏@　　　　　（0つ25％）　’ 寸寸　　200　’400．　800　　200　　200

pHIZ1‘卜721＆ol乳81Z8r
軍｛立　　　　400　　　　800　　　　800　　　　200　　　　100

〆

匙　．

／

■



182 徴（糸歌菌）の生成する抗毛物質に關する研究

　　　　　　結果1繍5表の通Pマ・『ysti叫L・ud・を加え鳩合では殆ん回りなく・T「ypt・phan

　　　　　に於ては102時間目400軍位の時もあり1800軍位を示す時もあって，明かにペニシリンの

’　　　産生を増回せしめ得るとは言い得な）・．Asparaginの場合に於ては，86時聞及び102時間と

　　　　　た即0軍位を示して・その抗菌力を促進せしめるものと思われる・　　’　　　　、「F

　　　　　　　5）通氣培養と抗菌債．：r一、　　　　　　　ノ

　　　　　．鰍室内に於ける耀培養の基礎賊としては戸三三の三三鯵の目的回し得牝が　，

　　　　．臨量の問題としる鰹C・m・・ess・r．で輝の下に・灘三脚撫聯な蟹を1分間、

　　　　　液量の8倍量を邊入←ながら培養する方法及四通氣と同時に振回する方法をら試みたが・振回　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　培養に比すると遙かに低い抗菌債しか得られなかった・　’　　　　　．．　　　　　，
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　l　　　　　　　－IV・総’　　　．括

　　　　　　　1）振豊画数170回・振幅5cmの山盛培養に於ては・菌株は（1176・培地はCornsteep

　　　　　Li叩・・馳動いた鵬に誹散高・・髄債のものが得られたご、

　　　　　量2）繍駿及三三盤養では醐の目的回し徽かりた1、　　1
　　　　　　’3）通氣の爲の綿弓め固さ程度，培養温度の一定は特に・留意さるべきであり，又Q176菌　　、

　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　株は，常に輩胞子培養によって優秀株のみを三三保存する事が必要であった．

　　　　　　　4），0ゆ25％の割にAsparaginの撃力μは抗菌力を上昇せしめた・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘’　　・　　、　i　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　用　文　献

　　　　　　　‘1）K・田9・凪’Em・聯R・LP・・㎞an・D・．＆、Bwi・・R・H・：Jβact・50・．517（1945）

　　　　　　　2）K6田er，　H．　K：night，．S．　G．　Emerson，　R．　L＆Burris，　R．　H．：J．　Baごt．50，549（1945）

　　　　　　　3）戸・・…エWM・D・耳i・LL且甲・。・m三三「＆恥・・轟・iB・・ち・聯5

　　　　　　　　（1945）

　　　　　　　4）St・f・舳、エエ，　G・il・y，　F．B．　B・・鵬C．　S＆J・h・…，Mσ，：lnd、　E・外Ch6肌

　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　38，　666て1946）　　　　　　　　　　　　・　、　．　　　L　　　　　　　＼　　　　，　ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　5）Stone，　R㌣W。．＆Fa【re皿，　M　A．，：Science　104，445（1946）

　　　覧
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　・　11　・　　　　　　1　　　　　　・　　、．
　　　　　　　　　　管　・　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　’　　　＼

　　　　　　　　　　　　膠　　＼

　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　邑

　　　　　　　　　　　　や　　・　　　　　　　　　　　　、　　』　　・　，　　’
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放線朕菌の麗生する抗生物質に聴する研究

第　　一　　報

、

　　　　　　　　　　　　　　　ヨノ　　　　　　　　　　技、官．宮　　本

　　　　　　　　　　囑　託　　青　’山

　　　　　　　　・　副　・手　　宇都．宮

　　　　　　　　　　副　手　　丹1治

／　　　　　　内容目…欠’

　　　　”　　　1．緒　　　冒

　　’　　　ロ．實鹸の部
　　　　　“　　　　1．．分離方法

晴、

好

則

園

　（イ）．A法．（ロ）．　B法．（ノ・）．　C法．

2．分離菌の形態及び生物學的性厭．

夫

作

久

枝

A．分離菌No．20及びNo．22株につ）・て

、　B．分離菌No．14’秣について．

3．抗生物質（培養濾液）に關する成績．

　A♂No，20株及びNo．22；殊の揚合㌔

　　イ．主義力の消長とpHの移動．

　　ロ．各種病原菌に冠する襲育阻止作用．

　　ハ．熱及び酸に野する耐性試験．

　　　i抗チフス性物質に鋤する三囲．

却

」

ii抗黄色葡萄歌球菌（寺島株）性物質に鋼する試膓

　　　　　　　　　　　　　　　　　を
　　・　ロ．熱．酸及びアルカリに劃する耐性試験‘

　　　　ハ．細　濾過器による影響．

皿【．総　　　括

　昌．毒性に目する試験．馬

　ホ．細菌濾1愚器による影遷響．

B．No．14株の場合．

　イ．抗菌力の二二とpH．の移動．

工．緒 言

「

竃

　　　抗生物質を形成する放線歌島の存在は古く．より観察されてい美が，近年に至りLieske並に

　　K：rassilinikowにまりActinomycetin⊂五），Waksman及その協同研究者によりActinomyc㎞（2），

　　St鐙ptothricin（3），：更にS士reptomycinq），なる有効なる物質が分離せられるに至った・吾々も亦

　．放線状菌代謝産物の醤療的恋用を目的として，「抗生物質産生菌の分離をなすべく研究を開始　　　，

　　し，グラム陽性菌並にグラム陰性菌の爾者に強く作用する抗生物質の産生する菌株を分離し碍

、　たので，こムにその大要を報告する．・本篇にで取扱ふ供試菌はNo．20及びNo．22ρ2菌株

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
　’（大阪海岸地より分離せるもの）とNoユ4の1菌株（独吟頭奪園附近の森林中より分離せる‘
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184 放線釈菌の産生する三宝物質に關する研究
、、

もの）との三菌株である．・　　　　　　　　　　　’・　　　　　　　　　　　　　　，・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　II‘實験の一部’　．

　　1秀三芳法　　・　　一　　　　　　　　．1，ゴ　　．コ看

　全國諸地方より探下した土壌を生理隼三水を以つで10倍稀繹レ・15分間良く振難したる

後．此の土壌水を，Pepton加Czapeck－Dox攣法培地（NaNo33．09，　KH2PO41・09，　KC10・59「・

Mgso、・7H，o　o㎏Fesoギ7H200．019，　Glucose　30㎏Pepton　loρ島Agar　30・09・water　L

OOOcc　pH　7．0），Glycerin加培地（Cz－Dox培地中に炭素源としてGlucoseの代りにGlycefin．

を用いた），Waksman培地（KH2PO、1」Og，　MgSOI・7H200．5g，　Glucose　10．Og，　Pepton　5．Og，

Ag・・30㎏W・t・d⑳Occ　p肌0琢譜二天培地に次1・示す様妨法にて塗聯養した・

　（イ）A法．　　　　　　　　』　　　　一　　σ

艶門訴菌（寺子株）及びチフ禅の24繭ブ相ン培養瀧別々にW誼sm孕n培

地及び普通塞天卒板に塗抹．或は菌液と回天とを混三三養せる干板半に，，一白三三量の稀三三

擾水を塗抹して，¢7℃及び37℃．に3～10日間培養した．斯くして螢回せる放線朕菌の周縁

に阻止帯の認められるものを分離した．．　、

　｛ロ）B『法．　’　　　　・

土壌水噂巌舗離球菌（寺島）及びチ7・菌624醐ブ佃ン二四鱒量にカロみ

充分混和せる後Waksman及び普通寒天培地で，培地10分に菌浮游土壌水1分の割合に雫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
三三繹を行）・，，27℃及び37℃に3～10日間培養して．褒回せる放線状菌の周縁に阻止帯の

認めちれるものを分離しナニ．　　　’一　　　　　　　　　　　墜

　←3C　法．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．　一
　　　　　　　　　　　　　　亀噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

上1已の各回天培地の噸に土慰一白鍔三二回し・多牙C・27q37αにて5～15醐

培養三二せる全放下菌を分離した，　　・　　　・　、

　以上の如き方法で分離し得た菌種をCz。Dox（Czapek－Doxの略字，以下これに從う）液

麟地1二丁’（27C）・その嫡力の有繍5『日・7r及び10晦lr培養1麺一輝、
を探り；濾紙法による簡便法にて検した．即ち，pH　8息7．6，6．0に丁丁を修正した普通回天雫板．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　リ
上一面に黄色葡萄歌球菌（寺島株）及びチフス菌の．24時聞プィ、ヨン培養液を流し・37℃の艀

卵器内で約30分間乾燥せしめてから，三二1．5Cmの滅菌弓形濾紙に培養液を浸してその上

に総37C24時間培養衝瀧周邊の阻騰の有鰍び大小醐回して・二二を選翻離
し左．吾々は三三A及びB法を二ってする分離法に櫨つたがC法に比して，有効株の分離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
法として蹄務るの三つたのでまに。法1・擦った描力搬法としての濾灘の實施1ま・、

一時に大量楡定し得る事及び術式の簡易なことよりして稀澤法に優るものと息われる．槍定幻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

、

！
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　　塞天培地としてはpH　8動7・0，6・0，に修正したものを用いたところpH　6．0では阻止帯は著し

　　く小さく現われ，PH　8．0，7．0では大差は認められなかったので，培地P甘は7．4’に修正1した

　　ものを用いた．

　　　2　分離菌ρ形態翠ぴ生物學的性状

　　　A．分離菌N・．20及びN・．22椥こづいて．　’
。　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　．　　　　　　　．

　　　分離菌の分類學上に於ける位鐙決定には，Waksman（5）及びBergey（6）等の分類法並に齋

　　藤のの著書に擦った．．　　　　・　”　　　　　．　　　　　　　　　　　．一

　　形態：氣菌類（Luftmyと母1ium）は長く伸び繊維歌の分枝を有し，且螺旋歌で，　Conidiゴは

　　1．1×3．4μ・で圓筒欣（爾端鈍圓桿菌様）をなす．

　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　ダ　ヂ

　　生物學的性状：’ 　　　・　、

1）・合饒地〔C写・pρk－D。・培ナ也〕：氣事々は白色

で集落は圓形で寒天暦に喰込み，亭板裏面より見ると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
青味（屡々赤味を有するものもある）を帯び，特に塞天

暦に深く喰込んだものは濃青色を呈した．且つ集落の表

面には多数の鐵が見られる．　　　　　．　、

　2）．ゲラチン培地：集落は表面に圓形に稜隣し，ク

リーム色を魅しゲラチンを液化する．　．〆

　3）．

　　　　　　　　　　　　、
　4）．

褒育は良好である．’

　5）．

　6）．

液内には雲袈状に磯属する．

　7）．

トツ化し液は透明となった．

　8）．’

　9）．

iamln試藥を用い検した・3日では極く僅かであるが，5

認めちれた・　　　　　ド　　　一

10）．

　　　　　　　　　　　　　　　し
11）．

第一圖No20及び22株形態

’納 ，《’

㈱o
澱粉培地：．表面に良好に焚育し，澱粉を加水分解する．　　　、

葡萄糖塞天培地’：集落は初めクリーム様の色を呈し．日が経つにっ弧三色となる．

Plain寒天培地：微小の集落が字母表面に嚢育する．

葡萄糖ブイヨン培地：液面は淡次褐色で多数の鐵を有する集落を形成し，獲育は良好∴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　髄
　　　．リトマス牛乳培地：當和は友褐色であるカ㍉日璽ρ経過と共に，帯紅淡紫色のRin9

を生じ・．培地がアルカリ性に傾くにつ礼牛乳は凝固、し（pH　6・31より6・5となる）・且ベプ

馬鈴薯培地：帯黄色の按を有する集落が培地り面に鞘取する「

亜硝酸庫生’：Cz－Dox液艦培地に培養9日及び5日後のものにつきm－Phehylenφ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日目になると著明に亜硝酸の産生か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．6

ご血液塞天：良く雨樋し血液を溶血する・、（3・0×2ゆcm）・　，　　、　　・．　、・

Ca－qitrate塞天培地：集落は｝般に中央部凸隆し・扁李なう弓形を呈し・氣菌枝は白

ノ
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9

　　色をなす・

　　　12）．本株！ま好氣性で合成培地には青色或は帯紅紫色の溶解性の色素を産生する．

1　以上鍼績鰐合すると｛N己2・と22輝胴一種のも風A・ti・・myce・一vi・1aceu・1・

　　一致する事が知られる．（第一圖滲照）・

第二岡No．14株形態

　　生物學的性欣．

　1．合成培地：好事性で塞天暦に喰込んで稜育・する．．集落は中央部凸回せる圓形で氣菌枝は・

白蓮期上に水雷蛉裏面蹴鯨は淡画艶をなし諮麗色鄭多くの囎継

るも，時には全く生じない事もあるボ　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　2．ゲラチン培地：表面に獲育し．徐々に液化する．

　3．澱粉培地：集落は中央凸隆し圓形で，蝋様の光澤を有し三門棟は自色で澱籾を加水分、

解する．

　4．葡萄階回天培地：良好に三三し友白色の二三枝を生する．＼　1　　’

　5．．Plain二天培地：磯育不良で僅に微小の集落の二三を認めるのみである．　　．

’a鞭糖ブ佃ン騨：液面二形に襲育し・灘褐色の氣三枝を有←鮪良好で液中

にも中等度に嚢育する．　　　　　K

　7．リトマス牛乳：帯同紫色のRingを有し牛乳を凝固する，・ペプトン化は遅くpHの移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　・　　　　　　　　　　ミ　　　　　　、
勧は見られな“．

＆馬鈴畑地：端色㊧溶雛の鯨確生しジ三枝三三を畢る・1　、
　9．亜硝酸産生：CzrDox液饅培地にて培養3日及び5日、に，　m－Phenylendiamin試藥に

て亜硝酸に還元せられるを見た．　　　　　　．　．、　　　　　　　♂　　　噛　≧

ユ0．血液毒天：血液を溶血す．　（i．4×1，0cm．），　　’　　　、　　　　　　　　一

11・Ca－Citrat『塞天：Actinomycesの中型的の獲育をなさす・幽間は不良で臨監碑は次白

色を回す．
　　　9　　　　　　．ノ　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　・　！

　以上の所見より，Actinomyces　griseolusに一致するも．のとする・（第二圖参照）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　3．抗生物質（培養濾液）に關する成績・　　　　　．　　　　ノ

　此等の菌株はCz－Dox攣法培地に良く麗麗し抗生物質を形成する・炭素源としては葡萄糖・

乳旛の他に「デキストリン」，Tグリセリン」，或は澱粉を用いても，良く産生せられ㍉特に「デ

キストリン」が良好である・褒育越度としては37℃が最も良いが・抗生物質の生成には27。（1

　B．分離菌No．14株について

　No．ユ4株は培養條件，生物學的性状，形態等No．20及び

No122株と分類學上その性質を異にする．

．形態：氣菌枝は長方形の蓮鎖で長く伸び，小藪の分枝を

有す．Conidiaぼ・1×1．4μにて球桿菌檬の形態をなす．

　　　　　　　　　　　　　1’　　　　　　　　　　、

、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

ん28cの方が適する・離が液三口下して回せる時厳醜回したもの砒し著し

く抗菌力の低下するのが見られ，また増地の始起pHは「アルカリ」性よりむしろ弱酸性及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
中性の場合の方が適切セあっ弛・9 @　　　　　　　　　　　　　　　，．

　　んN・・20及岬9・22榊糟，　　　　　．　ノ・「・
　イ．抗菌力の溝長とpHの移動．

難葡論証（寺島株）及び…牽以9下せる成績は第一，・二二ぴ第三・職

に示した｛　・　・、　　、，　ジ
　　　　　第1表，　　．‘．　　’第2表．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．20株抗菌力消長　・　　　
　　　　　　（No‘20株抗菌力）

培　養

冝@数
3． 一4 6， 8

pH 6．6 8．0 8．8
　09w

抗菌力 葡萄朕
m

’倍
R，20q 6，400 1，600 400

　「　’

`フスﾛ 320 ’80 80 ，0

第3表
（Ng．22株抗菌力）

粥。
♂2卯，

泌〃グ

．430．9

¢208’

〃07，
　806
　0．

続黄価‘難舳》

　　　，」●■●6一の嶋

一説’@P開
　　　　読齢ゆ劇

　〆|、養
冝@数

3 4 6 ・9　．

』pH，’ 6．9 ＆ol 8．6 8．6

葡萄歌i球菌 倍・
R，200 25，600 1，600 ‘640

チフス、

ﾛ‘
160 320 80．

　No．20株の抗菌力は，黄色葡萄歌球菌て寺島

株）に甥して培養4日6・400倍を最高とレて・

噸蔽44・68
第4表
　No．22株抗菌力弓長‘
　　　　　　　　＼

2タ6ρo

脇
溜
出
’銘

圃

　　　　　　．瞭5償色脚

9

8　　ノ1．．嚇肖

7　！　　　　　・麟，

3日3・200．倍・6日正・600倍と三三の「カーブ」・を聲き・

の1P0倍燵レ4一㊧日で串0倍へと回し雌る1・つ礼企ぐ回るに至・・pH◎

騨ま騨6のもρが4日騨・H＆②6日に岬＆8となり・・Hは樋府の上昇

と2拝乱しナニ．　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　3　亭・’♂　8　’
数

チフス菌た上しては，3日で最高

＼
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　　　　より4日160笹に憎時減少し，’6日再び上昇する・、チフス菌に封し最高の抗菌債に達した培

　　　　三日に於て・寺島二三3・200倍で偉ほ上昇の途上にあり・寺島株の最高に津した4日では・

　　　　チフス菌は逆に下降し，6日で爾者に卑しでそれぞれの最高の抗菌債に達した，pHは㌶菌力　’　．

　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　の上昇と共にアルカリ性となり最絡pH：は8．6を示した．
　　　　　　　　　　ロ　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

・　以上よりM20と．22株を比較すると・寺侍閾してゆゆ縄4～β時最離し
　　　　て下降する・チフス菌に漏してはNo．22株は憎時高商に達し，’次で減少再び最高へと波形を

　　　　書くも，No．20株は培養3日で最高に達して，再び昇降するが如き晶晶は見られない．かH
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／・

　　　　・はいつれも抗菌力上昇と共にアルカリ性を示した．而して山色葡萄歌球菌及びチフス菌に封’

　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　

　　　　する・撒嬢現二期が蹴るところカ・ら郷・そ？姓物質としてば⑳m三口び灘

，　．　菌の爾者に作用する二種の物質ヵミ混在するものと思われる・

　　　　　（ロ）．各種病原菌に樹する嚢育阻止作用．　　　「 　　、㌧

　　　ロノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　No．22株の培養濾液につき行える成績は第五表に示す如く，黄色葡萄歌球菌（寺島株）に

　　　　，甥する．最高は3200倍（今迄の最高25，600倍），同じくHeatley株には1，000倍を示した．

　殴　　パラチフスA菌，憂形菌には400倍，チフス菌には200倍（今迄の最高320倍）で，パラチ

　　　　フズB齢騨志賀赤鱒こ凱て欄で盛砂rは最働50働つテ＆

　　　　　　第耳表　　　．　　　　　1　　　　　’　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　No・22株濾液の各種病原菌に封ずる抗菌力
　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爵

ら

礫騨」・・副…｛…

繭綱菌（轍魚

…1…｛・！…踵・1亀…圏照

一ト　一 ／一． P一一＋
””（Heatl・y株）卜

…ラチフスA劇■一

一1－　7一「＝｝午‘｝＋　＋．

±！

＋’ p＋

＋i＋i＋ 』十

・・ラチ・ズB劃．引一． 一i＋ ＋ド’＋

鼠…　刺’■一＋矧＋＋刊．＋i＋
豚・・ラ菌　■

…　’劇■
グ・レトわ噛ト
　　　　　　　　「

＋1刊＋巨！日＋　＋
へ　　　　　　　　ら　　　　　　

ナ1＋　＋．巨　＋
1一「　＋巨、1ナ　＋　＋

1＋

十

赤・痢菌（志則■■■＋刊＋ナ・i＋＋
””（駒込BI・）卜引2刊＋刊＋、刊＋1レ

大腸菌■』＋刊＋
　　　

＋1．±　＋
＋　＋「．’1＋

＋．｝＋

・抗酸聾劇rト・＋巨 十

L
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　　り
弓形菌（Ox19）

緑　膿　菌1一 一ト1＋1＋1＋1＋1＋1＋
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　←弘熱及び酸に配する耐性試験．　　　　　　　　　　．　，　　　　　　・

　ヂフス菌及び黄色葡萄歌象菌（寺島株）を用い，No・22株の培養濾液に就き章験を行つ孝・・

　i，抗チフス性物質に封ずる試験．

　培養濾液をpH　2島3．0，4．0のBu晩r液を以って乱訴し，1，．3，6，8時間後にチフ．ス

．菌に謝する抗菌力を測定して，耐酸性を判定した．向じく』pH：2ゆ，3ρ，4・0に斡て，7ぴC・30分

70℃60分，100℃30秀，100℃60分加熟し，耐熱性の有無を強し九　（第六表滲照）・

　，第六表…　　　　’．　．、
　　　No・20株，鉢チフス性物質の耐酸・三三試験　　　　　　　　　　　　，

分　　類 耐　酸r性　試　験 耐　熟　性「「試　鹸
1蜀照　ヒ

＼＼作用時間

g＼
1 3 6 ’8

7Q℃

R0分

70℃

U0分

100℃

R0分

ユQO℃

UQ分

2
　倍80’

8Q， 80 20 80 80 80 8σ

議　　3
80 80 80 20「 80 80 80　，

，きQ

320
oレ

4 80’ 80 80 46 80 ξ0 80 80

、耐酸試験ではpH’2μ3・0，4・0共に1～6時間迄は當初の抗菌力の1／4に減弱し，8時間では

pH　2・0・3・9で1／16に・．　pH　4・0で1／8にそれぞれ減少した・耐熱試験では7¢C　30分も100℃

賜でも・いつれも1ムに鰯した・從ρて本物二二二三よρて不灘化酔る可なり不安

定なる物質であると思われる．　　1F　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　ピ

、蹴世事菌’（綿株）性物質に託する試験

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第七表　No．22株耐酸，耐熱試験
　耐酸性はpH　3・0，4q　5・0め恥晩r液を以「

つて所要濃度に稀晒し，黄色葡萄歌球菌に封

ずる抗畢生を1及び6時間後に刺賊した・耐

熱性は培養濾液をそのまへ60℃30分及び16

　　　　　　　　　　　　　　　　へ
00C15分加熱して，抗生物質の不活性化を検

．した（第七表参照）・

寺島株に卸しτは，pH　5・0で1時聞作用さ

耐

酸

試

験

＼pH
翻時間＼

1

6

3

3，200

3，200

4 5

………　週

樹照

耐16ぴC30ノ．
熟；
訓・・ぴC・・’

1，600

12，800

80’ O

9

ヤ

’

、

、
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　　　　せたものは1！2に，他はいつれも1！4に減じた．加熱に封しては60℃30分にて118に、100℃15分

　　　　にては1／16に減じ，抗菌性の著しく破壊せられるのを知った．　　　　　‘　　　　　　　　、

　　　　　抗生物質の耐酸，耐熱性を寺島株：とチフス菌との場念について比較すると，耐酸性ではpH　3．’噛

’　脚に於て抗菌力が瀦共に11・怨する・三思の獅轡フ噛肥する物即・一定度’

　』’　以下は温度の高低，時間の長短に左右されないのに，寺島株に回する物質は，加熟度，時間

　　　　の延長につれで著しく二三され，前者の物質は後者に比して，耐熱性であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　←）．一毒性に闘する試験．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　う　　　　　‘所有マウスの關係三次の小實験成績に止めたが，丁重約209のせウス各3匹宛に培養濾液・

　　　　：LO，0属0．25，0ユ。。c．宛腹腔内注射し，．十数日間観察したが，何等の反慮も認めなかった．

　　　　　㈹．細齢細岡によ．る影響．　　　　・　・一　　　気　’

　　　　Cha14berland，　Berkef61d濠ぴSeit乞の細菌濾過器を用いて，濾液の濾過試験を行った・
　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ

　　　　Chamberla耳d，　Berkefeld　lζより拳の抗生麹質は全く吸着されl　Seitzではその抗菌作用は111。

　　　　に減弱し？．大部分は吸着された．．

　　　　　B．：No．14株の場合．　　　　　”．’

　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　Nα・蛛嫉難として篇「デ杁・リ叫簾臨翻等を挙隅腸合蹴勤恥

　　　　周到瓶鮪澱も脚より27Cに三三く・冬接種三三の三三樵及
　　　　び培地のpH等は抗菌力護現に著しく影響し，培地pHが著しくアル卑リ但1に傾V・た場合に

　　　　最高抗菌債を示した・’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　（イ）．、抗菌力の群長とpHの移動．　　　　　　‘
　　　　　ピ
　　　　’黄色葡萄朕球菌（寺島株）及びテクス菌に目する成績は，第八・九表に示す如く，黄色葡萄駿

・　　　　　　　第八表　　　　　　 ・　第九表．
　　　　　　　　　　　　No・14「株抗菌力「覧表　　　　　・　　　　Nq　14株抗菌回漕長

＼

轡叢・・
　　　　　　7．3

抗罐椀…
力歯フス32・

4

8．0

25，600

160

6

8．7

6，400

400

8

8．8

6，400

200

10

8．8

12，800

160、

11

8．8

・3β00

0

12

8．8

200

0・

鶴
慧．

3
　；
謂

　：’
男

燃ε脳，

「剛

醐8　　4　　6　　8》σ　〃　β

＼、

微院＆

球菌（寺島株）に回し6～8日で6．400倍を示し，，10日にて最高の12，800倍に達し以下急速．

に回附る・チ・猫燭しては3欧て最高の320悟淫し・4日塒磁るも・三目

再び400倍に上昇し，8～10日にて160倍に下降，培養11日に至り全く浩失’した．即ち寺．

島株に濁しては10日を最頂とした山門を作り，チフス菌に掛しては3日及び6日を頂顯と

した波形の「ヵ幽ブ」を示す㌦pHは抗菌力の上昇と卒下してアノセカリ側に傾き，’かHの最高

時と寺島株に封ずる抗菌力の最高とは一致する・濾液中にはNo・22株の如く異る二種物質が　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　邑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
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　　　　　　　　　　　　　　　　〆　炉
混在しヂフス菌に封ずるものは急速に漕失した．

何熱酸及びアルカリ回する耐性試験．　　＼　』▽

培養濾液をpH鵠a鱗嚇0のBd任er液を以つで順濃度に簾し，耐酸，而ナア・けり

性を黄色葡萄歌球菌（寺島株）を供試菌として1，3，6，9，24時間の5回にわだって測定し

た・又pHa¢a¢40に数も601C30分・6ぴC60分10αρ15分・19αC30分間加熱し

て・耐難の有無搬昧（第十・十一表参照）・

　　　　　　　　　窮モ表　　　　．‘．鎮＋1俵．．’
　　　　　　No．14株，の耐酸試験成績’　　　　　　No．．14株，の耐熱試瞼成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隻
＼作用時間
　　　

H＼
’　　2

3

4

1

ε00

400

400

8 800

3

400

400

400

6

400

、400

400

800　　400

9

400

400

400

400

24

400

・400

200

100

二丁　　作用温度及時間三下二等　樹下

3．200．

　．

U0℃

30（分） 800（倍）　　　、

60． 800

15 800

3，200

100℃
30 ら±タoo

　No．14株の抗生物質は，・pH　2島3．0，4．0にてはpH　2．0の写時間を除き，他はいつれも

11・i鍼少した、pH＆Ol質は3時間迄は稻判定であ撚6時間にては1ノ・24時間にて

は1／32と著しく破壌された．一芳60℃30分，60分及び100℃15分と加熟せるもの犀，1ムに

減じ≧が・100P30分になると完全に確認され応以上タり鉢生ゆ質は短時間のアルカリにば

比較的安定であるカ～長時間に亘る時1よ酸性に比し著しく不活性化さ．れ，、又二二により急速に、

破壌される．　．　　　　．　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　國　・

ω・細菌丁丁による影響・，1、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　Chamberland　L2，　L、細菌濾過器を用v・，培養濾液の濾過試験を試み江ところ抗生物質は全

く吸着せられ，た．　　　　　　　　　　　．　　　　　．　　’　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　III　穗　　　‘　括

　1）・土壌中よりグラム陽性及陰性の繭菌緯に強く作用す15・放線雌菌No・20・22翠ぴNo・14

の旧株を秀離した．而してNo．20及び22株の雨菌株はその形態及び生物學的性瓶より同一種

回してAbtinomyごes　violaceus膨こ麗し，　No．14株はActinomyces　griseolusに麗するもの

　　　　　　　　　　　　　’、
である．、　　　　　．　　　　　ノ　　　　　　　』，　㍗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

＼

．　、
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　2）．本旧離株はいつれもアルカリ側に於てグラム陰陽性菌に著しく作用し，三者に封ずる抗

菌作用より観て，その代謝産物中には少くとも二種以上の物質が混在するを思わしめる．

　β）．熱及び酸により比較的容易に不活性化掌られ1抗菌債は減少す～ら．

　の．抗隼物質な細菌濾過器により全く或は大部分吸着せられ，、その毒性は僅少である．

　5）．有効菌株の探求には，分離せられた各放線歌菌株の液艦培養につき濾紙法を以ってする

簡便法が最もよいと思われる．楡定用普通寒天培地のpH，濃度，濾紙の大きさと培養液の量，

嬉養時間等を常に一定すれば濾紙周遽の阻止帯のそれは，稀繹法による抗菌力と大饅卒行ずる

ものである．　　　　　　　　．　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　，　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

　6）．合成培地1コ緩代培養すると，時々不明の原因により抗菌力は急に低下したが，土壌或は

馬鈴蓼三代通過せ．しめるこξによつτ復活し得た・　　、

　絡りに臨み経始懇篤なる御指導と御校閲を戴いた恩師細菌部長八田博士に深謝する・

’

　　　一ノ．．、　、’　引　’用．文’献

1．Kriss：Microbio1．932（1940）

2．Waksman．　S．　A，　Woodru匠，　H．　B，：J．　Bact．40，581（1臼40）．　　　，

3．Waksman．　S．　A，　Woodru鉦，　H．　B，：Proc．　Soc．　Exp．　Biol．　Med．49，207（1942）

』4。Wak即an．　S，　A，　Schatz，　Bu息iα：Proc．．　Soc♂．Exp．　BioL　Med．55，66（1944）

5．Waksman．　S．　A，：Principles　of　Soil　Microbiology∬．　ed．（1932）

6．Bergey，s　et　al：Mamal　of　Determinative　Bacte｝五〇10gy　VI．　ed．（1932）、

7・齋藤賢道：醗酵菌類検索便軍　　第5版（昭和18年）

、
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放線献菌の産生する抗生物質に回する研究
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、

　　　　　ご（本報告のiた要は昭和22年4月傳染病碍究駈學術高談會に於て螢表された）

騨轍・浦附礁憎した・H6ゆの土騨騨の放線脚鱗此の中、・
に抗生物質を産生するものを認めたので，此威に報告する．．ゴ

　　　　　　　　　1．分離菌の形態並に生物學的性状

冴離せ礁細菌の齢幽棲の女・く・分論る齢が獄卒する二項羅で・齢は

　　　　　　　　　　　　第二表、一　　’細その雌はα・

　　　　　　　　　　分立榔の諸性朕　、一　，～α9・窩胞刊ま酪

へ・　瞼鏡
　　　性状

，、

分枝細長菌懸

胞子卵圓形

直，毛墾　　0！7～09μ

直径・、1・0／1・5μ

培地名1 培 養 小 歌

生

、物』

學

的

養。．

　　　馬鈴薯培地1黄色襲孕有す友白色室中腎綜．『褐色色素産生
・匪

．歌

　　i

グラチン培地

合成培地
澱粉培地
葡萄糖回天

普，通塞天
葡萄糖肉汗

牛孚L培地

友色　表面三二
無色　室中菌縣白色

透明　小．集落
限局性の白色集落　室中細綜は帯淡褐色

稠密な襲を有す薄膜

淡褐色沈澱及小浮游片

褐隼環漸次凝固ペプトン化弱濁・

水離概色素を産生u
澱粉分解作用を有す．

好氣性にして

至適温度……27℃なり．

1．0μ長径1．5μの卵圓

形を呈しでいる．

　諸種培地に於ける性

1伏としては，ゲラチシ

回暦に穿刺レた場合に

は，表面に次色の集落

としで繁殖し，ゲラチ

ン水解妹殆ど見られな

い，Lipman及びBra㎜

の合成旧地にては無色

又は少しく三色を帯び

た集落として護育し，

室申菌懸は白色を呈
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放線朕菌膠の産生す二抗生物質に關する研究

す・澱粉培地善で峠・三明な小集落として焚育する・葡萄糖回天矯地にに培地中に喰粋込んだ

限局性の集落を形成し，室中三三は淡褐色を帯び白色粉末様の感を與える．普通寒天培地にて

燗麟チリ・曝曝と・映よ轍線状喋のある薄謝吻蝦噛する・葡醜ブ仁

ン中にては，淡褐色の」見架歌沈澱と小浮游片が見られる．牛乳培地では，褐色環を現わし．．　’
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　’

三輪徐々噸固麺ダトン化レ培地の七三7ルカ雌となる1駿薯培塩ては・
集落は隆起し黄色を呈し襲を有して居窮室中町回は友白色で培地に水溶性の褐色色素を産生

　　　　　　　へ
する．澱粉分解作用を有しノ好氣性で至適温度は27℃である．　　　　　　　　’！

　　　　　　　　　　　　　　II．培地組威と抗菌領，1　’　　一

　　　　／・

　本抗生物質を産生せしめるために用いた培地は澱粉培地で，その組成は，溶性澱粉109，ぺ．

ブ・γ59第二燐酸鯉2寸寸29韓マグネ・ウ・0ゆ5＆硫囎α01嚥鰍1000αC
pH　5．8としたものである．之に大量の菌株を接種し，27℃に培養すると1この培養液の抗菌
　　　　　　　　　　ノ
カは3日乃至6日で葡萄状球菌（寺島株）に封し，1，606倍～31200倍の撹菌債1こ嫁する．此

の増養の水素イオン濃度の移動は少しも見られない．叉培養液には褐色色素を産生するが，』之辱

は抗菌力に回して何等の關係も有しない・即ち産生色素の濃淡により抗菌力の強弱が左右され

る事はないのであ．る．　　　　「　　　　　　．　　，　　，

　　　　　∴㌔．「∵、　HL「’糖製法　1．’

・畳．・ |勲「「、　本分繭の掬す磁物質の耀に・・第・表の如

　　　　　　灘崎着．　き簸灘依った・・輔養濾灘・％の割廟臨
　　　　　　　　　　　　、　　　　　l

pH　2酸性メタノ・一ル溶出
　　　　　1
　　三倍量アセトン
　　　　　1

　　「1
・『沈’

逡性メタノ・一ル解

　アセトン
　　1
　酸性雨表．ノール溶解、

　　1　　＼・
　アセトン
　　1
　酸性メタノール溶解‘
　　1

　土一テルにて沈澱
　　2

，工函テルにて洗源
　　1＝　　…　　　　　ハ
　次白色粉末

、 ／

　　　炭を加字充分に振屈して・抗生物質を興着せしめ＃る』

　　　　後pH　2ρ酸性メタノー・レに磁回溶出する・．次に之

・1．．に3騒の「アセトγ」を言圭翻すうと墨色灘が得

上清　られる．之を再び酸性悪馬ノrヲレにて溶解，「アセト

’　　ン」にて沈澱させる操作を繰り返し，最後に「メタノ

　　　　ール」に「エーテル」を加へて得られた白色沈澱を

　　　「土一テル」にて洗際して友白色の粉末を得た．
　　　　’　引　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

，

　　　　　IVド各種の病原菌に封ずる抗菌力・

　　　　　　L
　　　　本精製物質の抗菌力は第3表に示し左・即ちグラム

　　　臨海に雌軸繭無く滴離球菌（寺離）
　　　　に封．しては900萬倍1田村株には25萬倍，FD・A　209P

　　　　　匙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、囎

し

し’
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、 馳 第　3　表

＼　　　（稀職封敏萬）i　　　　　〆　・
菌’株一．」248、2、625325。、。。15。2。。3。。4。。，。。、。6，。。，。。9。。1。・。

欝，．

　　溶血性連鎖歌球菌
　　肺　炎：1苗
　　インフルエンザ菌

　　淋　　 ！菌

　　大　腸　菌
　　　　　　　トト　　　チ　フ　ス．國
　　パラチノフスA菌
　　’パラテラスB菌
・　　　ゲル．トネル腸炎菌

　　鼠層チフス菌

　　コレラ菌
　　轍・置菌

　　緑’膿・．菌
　　　馳

＿＿＿＿二＿＿＿＿＿　＿　＿　＿　＿・＿　＿嗣＿　＿　＿　∴　　　　’　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

r」’一一一一一十十十十十十十十十十十十
．」一一一一一・一一一十十十十十十十十十十
、一一一一』．一一一r→一十十十十十十十十＋
一一一 u一一一一一一一一一一十十十十十
一＋十十・＋＋＋＋＋＋・＋＋＋＋＋＋＋ナ＋
一一一一一一一一〆一一一・一・一一一＋亀 ¥、＋＋＋

一一 D一一一一一一 ¥十十十÷十十十十十十　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　一一一一 ¥十．十十十十十十十十十「十十十、十
一一 V一＋＋＋＋＋＋．＋＋＋＋＋＋＋＋＋
一一一一一一一 ¥十十十十・十十十十十，十．十
」一一一．十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一 ¥十十十十十十十．十・十十十十十
一一一一 ¥十邑十十十十十十十十十十十十十．
一一一一 ¥十十十十十十’十十十．十十十十十
一」一一十十十十十十’十十十十十十十十十
一一 D＋＋十十＋七＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋
一一 ¥十十十十十十十十十十十：十十十’十十

“　　：株及びH6atley株に上しては，100萬倍迄磯育を阻止した．又連鎖歌球菌には503萬倍，肺炎

’　　1菌には僅かに2萬倍ゐ濃度にて作用した．グラム陰性菌にはインフルエンザ桿菌の500萬倍，

　　パラキススA菌及び淋菌は50萬倍，大腸菌，チフス菌，パラチフスB菌，ゲルトネル腸炎菌，
　　　　　　　　　　ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　志賀赤痢菌，鼠チフス菌，コセラ菌は12萬倍，駒込BIII赤痢菌，緑膿菌には各ζ4萬倍で．

　　あった．　　　　　　　・　　　　　　　、’

　　3　”　　　・．y．アルガリ及び熱に封ずる耐性　　　　．　　　，

　．　　次に本粉末が水素イオン濃度の差に依って，如何に影響されるかを見る爲，pH　2よりpH　101

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドヌ　　1迄の介添液を用いて，ピ萬倍濃度のものを調製し，室温に曾て観察した，その結果は60～72

　　時間の間に於て・その螺イオン濃度に匿縣な像激に破壌される♂，　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乱　　　加熱翻が本抗生物質に高高・影響する（第四表高照）’かを知る⑳・蒸溜丞で一士二三・

　　・せるもの‘・少て恒温槽軟蟹験蓼行った・・0ぴC’にては10分迄攣fヒなく・30分に曝壌

　　し始め，2時間にて完全に抗菌力は消失した．70℃にては2時間にて抗菌力の低下を來し始

／　　め，12時商にて十七に消失した．40℃にては6時簡にて分解を始め，漸次分解しつ・72時聞

　　以上を経て分解した．　　　　　　　　　　1　　　　　　　　’　　　　　　　　　　〆

」

ノ
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耐熱試験　第4表

鯛【

1、

勲

1・

玄塊

’髄　　　2　　　‘　　　　，3

　・時司一闇嶋

80奪

」

　　　　　　　　　VL毒　　　性

　ノ
　　離は鱒10解瓦のマウスを恥腹腔離射によ
　　りそ鰍魍を定めた・そ喋果は糊質ρ為・mg顛

　　　　　　　　　　　　　　　　、　にて48～72時間にて発死した．

　　　　　　　VIII試験管内溶血現象一

　　家嚇面上する試騨内融現象は認められながケ
ヨ“ Aた．

VIII．総　　・括

1）グラ・灘菌（蒋繭齢繭）に饗し惣三面描闇を示轍三三を分離そ・
の抗生物質を精製して友白色の粉末を得た1

　2）本粉末は葡萄歌球菌に回して100萬～900萬悟，連鎖劇球菌に封しては500萬倍稀澤に

て，その酸育を完全に障止した．グラム陰性菌に回しては之よりも作用が弱く∫12萬倍以下に

於て作用レた・「　　　　　・
3）離は鵬手・瓦マウ・腹幽・伽9投卿より・致死せしめた・

　　経りに臨み絡始御懇切なる御指導と御校閲を賜った八田部長に深甚の謝意を表する．

　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　献

　1）Waksman．　S．　A，＆　Woodru任H．　B．：工呂act．．40，581（1940）

　　　　　　　　　　　　　　　　ち
2）’Ki鵬M・・Kli臨W・・h・2璃5q与（1943）一（岩波膿・昭和‡9年7朧より引用）

3）W？k・m・濾A＆W・gd「・鰍R：P「・・Sor　ExμBioL　M・d・49・207（1942）・

　4）Waksman，　S．　A，：J．　B璽ct．4⑤299（1943）・

　5）梅澤憎憎．早野正已．竹内富雄：昭和21年8月億染病研究所學術集談會獲表

．、

、、

ノ
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放線朕薗の産生する抗生物質に關する研究

ら

　　　　　　　　第　三　報

擁生物質の産生に及ぼす炭素源の影響

技

囑

副

．官　、宮　　本　　晴

託　庸　　山　　好

手　　丹　　治　　園

　　内容目次
1纏　　　　　言

II實　験方法
In　實　瞼　成　績

夫

作

枝

　第1例供試菌No．14株
　第2例供試菌No．22珠
IV考察及び総括
　引用胴乱

　　　　　　　　　　　　　　　1緒　　　　　言

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　吾々は先に．Actinomyces》iolaceus及びAc御bmyces　griseolusの二株の放線滅菌につ

いて報告したが，ヒの物質は，・グラム陰性菌孫び陽性菌㊧雨菌種に：強く作用して毒性少く，その

馨療的債随：大なるものの如くである．從って之が大量生産の爲には入手し易い旧債な培地を選

1定して最も多量にその抗生物質を生産するにある事は，論を侯た荏いところでうる．

　米國がペニシリンの工業的生産に於て飛躍的な成功を牧め得たのは，炭素源にLactoseを使

用する攣法Czapek・Dox培地に，添加物として玉蜀黍よりコーンスターチを製造し肉際の擁液

　　　　　　　　　　　　〆　、
を即ちCom　Steep　Liquorを加えた培地の使用にほかなら執いのである．吾々1まかΣる見地

’より，以上二株の放線歌菌について，先ず種々の炭素源を1％，2％，及び4％の割に用い
　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　じ

一た場合の優劣を比較し，次に甘藷，高梁及び玉蜀黍の農産物を使用した培地についても實験を

試みて，一慮満足すべき結論を得たの蔦此庭にその概要を報告する・　　　　　・　　．

　　　　　　　　　　　　　　　・II實験・幽方法

　（1）供試菌株は吾々’の分離したAdinomyces，griseolusに屡するNo　14株及びActino・

myces　violaceusに周するNo．22株の二株である．　　　　　　　．　　　「

（2）螺培地はC・aI£kD・x培地の攣法で・N・NO・aO9・KH・PO・1㎏・KCI　O㎏・

・MgSO、・7H260．59，　FeSO4・7H200・01ε，　Pepton（三内）10・09，水1，000ccを基礎培地と
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して，之に炭素源を1％，2％及び，4％の轡1に加えた．即ち軍踏類としてGlucose　1％，

2％，4％，躍annoSe　2％，　Xyloミe　2銘，　Rhamnose　2％，二糖類としてSaccharose　1％，

2・％4％，Lactose　1％，2．％，4％，　Malto鈴2％，多糖類としてはStarch　1％，2％，

4％Inulin’1％，2．％，4％，　Dexthn　1％，2％，4％・アルコール類と・してはGlyc，lin

．1タ誘2％％M・thy1・1・g与・12％孔Ethyl・lc・h・12％農産擬しては玉蜀黍・高梁・甘

藷等を用いた．　　　　　　　　　　　　　　　’　　．　．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　ノ

　Corn培地は一二産Com籾未をその儘炭素源としア上記の基礎培堆に1％，2％4％の

割合に加え幻Corn　Steep　Liquor培地は，　Cornに20倍量の水を加えて，ゴッホ釜で100℃Q

1時三熱浸し1熱時吸引濾過してその濾液を上記の基礎培地に1％，2％，4％の割に加え

ヲこものである．

　高梁及びその浸毘液の培地は，Comと全く三際の方法で作った．　　　　．、

甘藷汁は廿藷を破確してガーゼで搾り，その搾汗を更に逮心．しで得たもので，その含有全踏を

2％rなるや型・・回し混のである・甘三陸その儘町回ものの瞳之lrP・p…（照内）

を1％に加えたもの及びCzaρekDoxの回護塩を加えた培地とを用いた．

　（3）培養容器は各種樋類の不足より，止むを得す大試験管を用い之に10cc宛培養液を分注

して傾斜培養を試みた．　　．．　　、　　　一　　’　　　　　　　　　　　　　　

　㈲　培養液は100℃30分3回闇欺滅菌を行った．　　　　　　　　　　弼

　（5）接腫方法は，、豫め』Pepton加Czapek・Dox培地に培養蛮育せしめたNo．14株及び．

No．22株の一白金卸量宛を上記供試培養液の各々の表面に浮湛せしめた・』 @　　　　　　　’

　（6＞効力の謹厚は倍数稀繹法によりゴ黄色葡萄状球菌（寺島株）ヒ制する24時闇口難事阻止

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
・カを以ってあらわした。　　　　　　　　　、　’　　　　　　　　“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　o
　　　　　　　　　　　　　　　皿實熾球績．・．、　．　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　第一卿悌試菌N・・14株　　　舳　　　　㌔　　・
　抗菌力及びpHの消長は第1表に・最高抗苗力は第ρ表に示した・

　・（1）軍勢類としてはGlucoseが最適で1％，2％，及び4％簡の量的差違は認められす，

そ、の順位はGluc・・e≧Rhamn・・r＞M・・m・・e＞Xy1・・eでうった・

　（2）二糖頚のL，actose，　Saccharoseに於ては，本菌株はいつれも培養6日目で32，000倍の

最：高の抗菌便を宗した．殊にLactoseは培養15日に至るも，1％では16，000倍，2％で’

は4，000倍，4％では2，000倍となおその力債を保持し，本菌株に尉する最適なる炭素源と信

ぜられる．帥ちLactose＞Saccharose＞Maltoseの順で抗菌償の高低が見られた．

　・（3）多雪類のInuUn，　Dektrin及びStarchはいつれも　4～6日の短期閣でその抗菌力は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・
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　　　最商に達し・Inulinは32・000　f音・Dextrin　12・800倍・S⑱rch　16・000倍を示した・しかし・鉾

、　　菌力の下降は比較的早い檬である．、、抗菌便より見た順位は，Inulin＞Starch＞Dextrinである．

　　　　㈲’AIcohol類と』しては，　Methy1昂1coho1友びEthylalcoho1・には見るべき成果を得なかつ

　　　ナニが，．Glycerinでは5日で・既に3，200倍～6，400倍の抗菌力を酸揮し，15、日に至って6，400倍

　　　ん12，800僖と最高を示し，その持緕期間も長く且つGlucoseよりも高い抗菌債の．ものが得ら

　　　　　　　　ヘド
　　　れナこ・抗菌贋の順位はGlycerin＞Methylalcohol＞Ethylalcoho1であろ・　　　　　　　．

　　　　（5）農産物としてのCorn，’高梁語群甘藷の利用で健，可なり高い抗菌債のものが得られ，

　　　一語満足すべき結果を得たが，いつれもその持山畠聞は短かかった．帥ちComに於ては浸

　　　出液よりも面出をその偉増地に加えた方がよく・粉未では最高6・409．倍でGlucoseと大差な

　　　く・4略獲で・解00倍～◎4qO倍のもρが12日後i・肌600倍州400倍1・撚灘液の方で

　　　も5日培養が最高で1，600倍であるが12日ではその大孚を潰失した．　　－

　　　　高梁堀地では4日培養12，800倍～3，200倍でLactose，　Inulin等忙次ぐ優秀性を示し，浸

　　、田液は粉面より劣るが3，200倍～6，400倍でCorn，廿藷のいつれよりも優っておった．

　　　　，憾汁及び之にPeptg岬％1こカ”えた馳礪いつれも100三下で・抗再力圃

　　　なかったが，Czapek－Dox培地の無機塩を加えた培地では，1，600倍の力債を示し九

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　第．2例　供試菌No　22株r

　　　’抗菌力及びpHの由比は箔2表に，最高抗菌力は第4表に示した．

　　　　（1）．軍糖類としては，・No　14株と同様《｝lucoseが最適であって，12，800倍～32、000倍で7

　　　～10日を最頂としその前後には大した力償を示さす．No　14株に比しそめ期間が著しく短かつ

　　　た．力債の順位はGlucose＞Mannose＞Rhamnose＞xyloseである．’

　　　　（2）二糖類で陣しactoseは』7～10日，、Saccharoseは4～7日にて6，400倍～16，000倍を示

　　レし，No　14株に覧ては工actoseが最優秀の炭素源であったのが，本菌株に於ては．　Glucose
ド，

　　　に劣る結果となり．，その關係は逆になっている．

　　　　（3）多糖類で1まStarchが最優秀で16，000倍～32，000倍，　Dextrin之に次ぎ6，400倍～12，800

　　　倍，Inulinは最：高3，200倍であって，その順位はStarch＞Dextr盒＞lnulinである．・

　　　　㈲　Alcoho1’類としてはやはりGlycerinが最適で，16，000倍扇3乞OqO倍の高力債を示して，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　馬
　　　1本菌株にはGlucose，　Starchと共に最優秀炭素源である．その抗菌債の順位はGlycerin＞

　　　Melhylalcoho1＞Ethylalcoholである．

　　　　㊨Comでは800倍～1，eOO倍・Corn浸出液では3，200倍～6，400信，高梁4％では6，400

　　　倍，高梁浸出液では12，800倍の高力債を示したが，・甘藷汗をその浴用V・た培地及びPepton
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　

　　　を1％の割に加えた培地ではいつれも10σ倍以下で，之にCzapek・Dox培地の無機塩を加

　　　えたものでは800倍であった．髄．　　　　　・「　・　　　・

、
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一7’7

　　No．14株

　　　　　　　／
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各種炭素源に於ける抗菌カー覧表、　　’

　　　　　　　　　・培養日勲
e種糧…類　　　　　　　　　　　　　　一　一

　　　　　－

D4　日
’　5　日

6　・日「
11日

’G1亡、。，e　　1％ 　5．8

?W00
　5．8
ｴ800

　5．8
~エ，600、

2％
　5．6．

A0
“5．6

@q
　5．6　・

~800

■　　、’曽｝　　　　　4．％ 5．6

O
5．6

O

　　　　　讐　　　　　．

@5．8
ｶ800

エ・・t・se　　　1，％
　8．0

~6，400

　8．O
?R2，000　　　6

　　8b　一

A×12，800

　8．0

ﾕ6，400『
　8．0

~32，000
　8．2
~12，800

・　　　　　　　　4　％ 　　　、

ﾏ

　7．8

~6，400
　7．8
ﾆ32・000

．　7．8
~．3，200

Saccharose　　　　　1　％
　8．0

~6，400　　’

’8．0．

~32，000
　8．2
~． S，000

．2．％
　　　　　噺
@7．8
~3，200．

’7．9

~16，000
　8．0

~4，000

、　　　　　　　　4％
7．8

~6，400

　　　　、@7．8
~32，000

．　　7．9

@　×4，000

Inulin　　　　　1％
　8．2
D×6，400

　8．2

~32，000
　8．2
~200　．．

2％
　　＼
e　　　　　．．

　7，8

~6，400
　8．0
~1，6000、，

　8．2
~400

4　％’ 　8．0層

~6，400

，　　　8．0

@×32，000
　8．0
ﾕ6，400圏

Starch．　　　　　　　1　霧　　　　　　　　　　　　　ρ 、

　7．5．

~6，400
　7．8
~16，000

　　718隔×4，000

2％
　　　　　　　r
D　．7．3

C×6，400

　7．7・、

~8，000
　7．8

~4，000

’． @　・　1　4　％　　　　　　　　　　　　℃
　　　　’D8　　　　『 　7．31

D×1，600

　7．6．

~8，000
　7．9

~2，000．

Dextrin　　　　　1　％
　8．0
~12，800

o

　＆O
?ﾀ00’　　　　　「

　8．4
~800

1　　　　　　　2露
7二8×6，400

　7．8　　、

~1，600．

　　8．0

D×3，200

1．

9

1

δ



＼

L

σ

、．　　　　し

　　　宮本・青．山辱・、丹．．治
㍗1．

／

　　　表

（註、上段はpH下段は抗菌力）．

1

　　■

P2　日・

　　　　　　1辱14　日

15日　　　　’ 17日 19日．「 26日

7．6×1，60σ
　7．6．×61400

　　脚P，

　8．0

~3，200

　8．0

~3，200

’5．8

~1，600・，

　7．6

~＄・2qo

　7。8　　’
ｶ3，200．

　7．9

~1，600

　7．0

~800
　7．5

~．3，200
　　　　　8

呂．0×1，6QO

　8．0

~80Q

’

　7．9

~12，ε00

ε．0×16，000
・． W．0．’

~1，600

　8．0

~800．

　　　8．2・

D×12・8qo「 D，

　8．2
柏q，000

∂

　8．0

~400
　8．4

~200

　7．8

盾P・600

．8．2．

?Q，000
　　　　　「
u

・　8．6

@×400

・． W．8　　，

~100

1

　8。2．

~2，000．

　8．4

~50
8．4、

O

　8．2

~4，000
鴨

W．4．

~100
8．4

O

812×2，000 8．5×800 　8．6

~200

　　　　●

u

　8．0

~200
　8．O

?S00．

　8．4

~400

　8．0．×200

　　　　　　6
@　　9f／

　8．2

~50
8．4

O

「　　一

　8．0

~6，400
印

　8．2

~1，600．
，　8．4

~1．600

層

　8．1

~1，600

　8．4

~200
　8．6

~200

．　乳

　＆2
~800

　8．6

~400
　8．6

~200

　8．2

~800 1，

　：

@8．4
~400

　　　8．6．　　．　「　1×200

、

　8．4

×200 覧　．

．8．4

×200

● 　8．3

×800
「

．8．4

×200
1

’　噺

ψ’

9

9

、
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鰍盛す・抗糊・壁究
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樋炭素源に於げ、抗菌カー骸

各腫糖類
培養日数 @4貝． ．5　日 6．日 ．11日．

●

7．6

~6，400

　i　8．o　i“×1600’l　i　　　’

　8．0

~1．600

　　　　7@　　　　　ダ
@Com　　　　　　　1　％
C

7．8．、．

~3，200

　7，8
~．1，600

　脚o　　　　　’
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　　　　聖W．O幽
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~6，400＿

、

　8．0・

~ユ㍉600

　　　冒b・垣即液　1霧－
@　　　　、

　7．9．×800 　　8LO　L
D×・1，600

　2．％1　　　　　　℃

8．0

~800
　8．0

~1，600

1

’4　％・

@　　　噛

8．0　　．
~1，600　’
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~800
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@　　’

－8．2．×6，400 　8．0
~3，200 L　　　　　　　，

　　　　層2　％．

u

＆0．

~12，800

　8♂2
~．1，600

8．O

?R・2qo

．　　8．0　　　　　．

@×1，600

，　ヤ

　　　，
Rーリやン浸出液1　％

7．8

~6，400

　8．0．

~800
　・

D　　　　竃

，　2　％
7．8

ﾆ3β00

　8．0

~6，4QO

　」　　　． 　7．8　・、．

黶D ~3，200

1 　8．0

~6，400

L　　　　　吃

　　　　　　　　　、flycerin・　　　　1　％
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’7．7
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@　響
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~．3，200・

i
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，
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竃
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　　　　　　表　　．（績き）
！L

　　　（駐、上段はpH下段は抗菌力）

　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　●
宮本・青山．●丹治 20苧『

、

‘｝

蚕

ノ

，

幽、

覧

’．

1　　　　　　　　　　　　　。

P　12日1L　　　　　曹
14　・日

1　，15日半’
　　’
P7日 19日 26日

　　　　　　、@8．2
~800

　8．5　6

~200

11　・　’
Dr

’

‘8．2・

~200

　8．2

?W00
g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

_

　8．4

~100

　8．0

~1，600

9　　l　　l 8．4

O
　　　”

E

t
1

　8．2．』

×ε00　　・

　8，3

×400

　　82
　×400

　　8．2

　×8eo

　　8．2

　×1，600

・・ @8．2
　父800

　　8、2㌣

　．×1，600

ノ

。

8．0

×200

　　　8．2・

’8．2

~50

　8．2

~200

解

■

号

’

　　　8．45
　　×800　・

　8．O

x50，

’

ゴ

＆6
、

8．2

×800 ×100
、

一8．6 8。2　

×1，600　　　　　「 O　　　l　　凸

7」8
‘

．　7．9 ＆2．

×12，800 蛎 ×800 ×200

7．5 7．9 8．1
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’

，

ら
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N・年2抹

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　．

　　　　　，　第　・
　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　’

．各旧盆に於け

送ﾍ骸
各国類

＼．堵i釦敏

　　　　　　’．一＿

Gl・…e．一．
E・ 刀f

2　％

4　％

Lact・6・．
’1％幽

、

2％．

／

4　96

Sa（ゴcharose

　巳

・1．

唐P

2．

4　％

・Inulin 1％

2％

4タ6．

Starch 1　％
り

／

　　2
ノ’

肇

4％

Dextrin 1　％

　　　　　　　　1．宕％

3　日

．7．0

×50．

　6．8

又50

　7．1

×100・

　7．4

×ε00

　7．4
’×ε00

　｝

　7．6

×1，600

’7．8

×3，20Q

　7．8
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，
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×80σ、
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、

×400

’

「
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．×⑤40P
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×12，800

o
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’
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1
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㌦

　　　表　　．　．　・

．（註、上段はpH下段は抗菌力）

8．日 10日． 11日
ロ　　　げ

　15日、 17日． 22日

　　　　　　7．6
　　　　メ32，000

　　　　　　7．5
　　　　　×16，000

　　　，　7，6
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　　　　　又，驚8。．
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　　　　8．0
　　×16，GOO
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．　　　8．0
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　　　　　　　　　第　　　．2

轡素源に於ける樋力」骸

／

No　2¢株

　　　　へ，

各種攣
培養日数

　　　．、

3　日 ．4　日 6　日

4％
、　　7．2

　×3，200
　7．4
×3，200．

Corn・ ．1％
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×800
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宮本・肯山・丹治 2⑪71

　　　　　　　　　　表　　・　（績　　 き）　』　　　　　ノ

　　　　　　　　　　ち9（講上段は．pH一蹴勘）　・

　　　　　　　●
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　、　L
・No　弄4。三一

　第　3　表

鮪樋『 ﾍ表
　　’4’「

最高抗菌力
臼巌pH．

最高抗菌力’日麟　pH

Gluc・se－ P％ 6，400倍 15 7．6 2％ 12β00 15 乞5

2％． 3，200 15
4％

．’

U，400
15

7．7

4％ 3．200’

@、
15

7．6

E7．5

V．7

M6thyレ
≠撃モ盾?盾P　　2％．

3，200 5 810

800 5Mannose　2％

Xylo6も　．2％ 200 ．5・ 7．1．

Aethyト
≠Pcohol　　　　2％　．

1，600 5、 7．9

耳hamn・se’2％　　　　　「
唱　一

R2，00’ 5 7．7、 C・m　　1’％L 3．200・ 41718

Saccharose．1．露 32，000． 6 8．0 2．％ 6，400 4 8ゆ

2．完 1◎qoO・ 6 7．9 4％ 6，400 4 8．0．

u

呵4％ 33000 6 7．8・ Com
D浸出液　　　1・％・

1，600 6 8．0

「Lactose　　1％ ．32，000 ・6． ’8．0

7　　2％ 1，600 6 8．0

2％ 32ρ00 6．． 8ゆ

4％1 1，600 4 8ρ
3瓦000 6 7．8

コー卿ン．1％ 6，400 4 8．0

Maltose　　2％ 3，200 5 8．0

2％ 12，800 4 8ρ

Starch　　1．％ 16，000’． 6 Z8　、

4％ ．3，200

6
8・ρ

2％ 8，000 7．7

8，000 6 7．6

コーリャン
Z出液　　　1％．

6，400　・ 4 7．8

「Inulin　　　　11．タ≦ ．3島OQO
一6

8．2 ・　　　　2％． 6，400　・ ’6 8．0

16．000；
｝6

8．0 4％ 6，400 6 8．0

．4，％ 32，000．
一6

8．0
　，

f「 I00　　　’ ．9 7．6

Dextrin　　1．％ 1竃8qo． ’4 8．0

甘藷汁

{Czapeゆox、
|地

2％． 6，400：． 4．・． 7．8 甘藷汁＋
P％Pepton一

’　〈100

4％、 6，400．・． 4 7．6
i

Glycerin　1箔 12，800． 、15 78 甘藷汁　　、 く100
、　　．

＼

」

、

．’

L

1

で



ら

、

、

、

e

鉦本；・青山・舟治． 209．「

ド　　　　　　　

　No£2株

，　1第　4　表．

　最．高・抗・菌　力E表

㌧

」　　　　　幽　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．■　　　　’　　　　昌　7　　　　　　　　．」」　　．　」「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二．　胃　　　．　　　　　　　　　・．P■　　圃　「」　　．　」　　　　　　　　　一　　　　rpr　　　　ρ　　　　　’
艦　　　　　　「　　　　，　　．　　　rrr　　　　¶　　　F　　　’　　　，　　「　　P　　　．

最高抗菌力． 日藪 pH
一

L．最高抗菌力　　　．　　　　　　　、

日数

@　1

pH

G1血cb§e噛 @　1‘％ ：10「 ズ6’ 圏　　　　　　　　　9　　　ゴ
@　　　　　　2・％凸 ・ほ6伽 7．

P7．6　卜

2’ 刀F 1◎000「 1b 　←V，5一
　亀　　　円

S1％
　1
W‘ 7．8

4％．
｝　　幽　　　　　　　　．

P6，00σ ．10 7．6＝ レMεth夕F．

@　　　　　　2％，
　　LW0q 5

　　＼
W．0

Mannose　2％．　　　　　　－
1，600 5 7．7

lalcoho1一

　　r　　　　　　’　　　　　、

?凾撃盾唐?w　2％ 　　rq100’
Aethy1勤alcohd－　　2タ6

40ぴ
　　［w副8，0　　1　　：
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■　　　「．　r　・

W（り
6－ 7。61． 　　F、

P，600

鴫1

8ト8．0

Sa6charose　ゴ％ 　　・
Wρ00 7 ．8．q 1　「2’％ 1，600 11i841

296 8．0

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

鳳800 βi82

4％
　　　　－
P2，800 4 8．0 Corロ．、

Z出液　　　1596．・
6，400

　E
S．i8．O
@l

1．actose　．　　1　タ6　　　　　， ク つ8．0．6400
1

16，000♂ 8．0

3；20σ　　　’
　…
S｛8・0．

2％ 10
　　　　，
R，20σ

8．0

．4％ 　1S，｛8ρ
4フ6 16，000 10

　　　、P，600
Maltose’ @2．96 5

li’弗i毒
6i8．0　し

3，200　　　， 7．9．剛

E

．1，600．
4「8ρ．　　1

Sta士ch．　1％ 161000 10 8；α

2％1 32β6σ 8’ 7。8ト
．4％ 6，400 4’

h8ゆ、

4％ 32芝ε00． 乳8『
コrリヤン
Z出液，　1％

　μ
S00 41 810’

1血・1・・』・．％． 援D…‘ 7．’
8．2・ 2％． 1，600、 　FSi8ゆ

　　　　　　　脚　　ρD　　　　2曳6 　　　」 ブ 8．2 1　　　41％ 脚　12，800

@　　　　　｝
4財6

4％
7．』 82 l　　l
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窒宙鼈鼈鼈黶e

@4一2％ 噛6，400 7．8 甘藷汁＋1％Pept6nl

．〈100

4％ 6，400 8 7．7

隔β1yreτin　1％　　　　　　　　．　　．　」　　　■　　’　　　畠　’

8 ε．1　甲　．1‘

、甘藷汁　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一

く100

9

■

し

1

」　　　魯
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IV考察及び総括
、

　　（1）No．14株及びNo．22株の二種の放線瓶菌を用いて，炭素源を異にする種々の培地に培
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’養して抗菌力を検討し左ところ，’：炭素源の種類によって相當の差遠を認めたけれど．も，同一炭

　素源の1％，2％，及び4％の量的關係には殆んど相逡がなかった二

　　（2）No．14株ではLactos6，　Saccharose及びInulinの培地が32，000倍で最高力慣を示

　し，殊にLactose培地に於ては培養5日から15，日迄旧債を維持し，そQ安定性ゑらも最適

　の炭素源なちを知った．Sacc耳arose，　Inu1血は安定性からはLactoseに梢劣るも之に次ぐ優

　秀なものである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．
　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　コ
　Glycerin庶最高12、800．禧でその抗菌債はや義劣るもLactose同様安定で5日より15日迄・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　高力債を維持するから，「大量培養にはSaccharose，　Inulin二者よりも優るものと思われる叉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　ノ
G1…6・ではあま娘職蹴得られなかったカ㍉Glyg・・i・隙可妙長繍抗菌力を保持

　し・．而も抽出精製に，も便であるから手業生産用に適する菌株と思われる・『

　　（3）No　22株ではG1uごose，　Starch，及びGlycerinの培地が最適であって最高・32，000倍・

　を示して“るが∫・No　14株に比べるといつれも7日～10日の間が最頂であって比較的抗菌力

　の持績の短軸ものであるを知った．Lactose，　Saccharose及びDex亡rinが之に次ぎ6，400倍～

　1，600倍を示し弛．　　　　’．

　　㈲　農産物としてのCorn，’高梁及び甘藷の中，前二者は工業的大量生産用として充分使用

　出來偲るものであると信ずる≧例えばNo．14株に於てはCorn及び高梁はGluco6eよりも

　却って高い抗菌債を示し，叉No・22株に蟄でもCom浸出液は6，40q倍，高梁浸出液は12・800’

・倍とLactose，　Saヒcharoseと略同等の力債を現わすので，爾菌株の工業用生産としての炭素

　源はかかる農産物の利用に充分の期待がかけられる．　　　馳　　　　　　』　　　　　㌧．

　　（5）甘藷汁その儘或は之にPeptonを1％の割に加えた培地では殆んど力債をあらわさす，

　之にCzapek－Dox培地の無機塩を茄えたもので，始めてNo．14株は1，600倍，　No．22株／
　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　は800倍の抗菌贋を示し，いつ耗も抗生勃質の産出には，かかる無機塩を必要としている。

　　（6）．p耳の上昇と共に出嫁力も上昇し，　pH　と抗菌力とは殆んど常に一致して，吾々は毎

　回先すpHを測定してその抗菌債を大艦推定し得た．

　　（7）pH　7・5以下で最高を示した場合は全く無く・．殆んど全部炉75～8・0め間であった・，

　　㈲抗菌力は最高時に達したる後下降するも，pHは最後油壷らなかった．ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終りに臨み論題御懇切なる御指導と御校閲を幽いた恩師細菌部部長八田博士に深謝する．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　　　　　　一　で ．　層　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　、

，

’

曜
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　　　　　　　　　　互　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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＼
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新制膓チフスパラチフス混合ワクチン

　　　　　　註射に封ずる一観察

　　　　『技宕乗ボ秀夫

　　　　　●　　内容　目　次

』1　絡　言．⑱　部
1皿　コ貴　ζ験　　の　1部

　ま彼検者について　　　　　　　，
　”ii反慮の雛録法並に注射方法　’

　iii噺制ワクチツの皮下注射によ’る反磁

　iv新制ワクチンの皮内注射による反懸

　　v　從來勾甲内翠定ワクチンの皮下注射による肌守、

皿　小　　　括

　　　参　考．文　獣

、1．緒看の　三部

　腸チフス性疾患に倒し，ワクチン注射が，’豫夢判重要なる役割を演じ居る事は，衆知の事實

である．さればこそ，進駐軍當局は，その改良に，製造に，絶大の援助を與えられているので一

ある。最近渉外局よりの，襲表によれば充分なる量の薪制ワクチンめ製造が了り，豫防注射

の實施に’移ざれつ、あるのは，國昆の」員として，喜びに堪えない所である．

　　　　　　　　　　　　　ω
　1886年Beμmer及びPeiper等が，腸チフ．ス生菌を接種しこれに堪えた鼠は，一定時日の後

再び其の致死量の数倍を接種するも，蛯死しないことを知叫これを人匿に礁用すれば，腸チ

フス性殊患の豫防に資する事が出来るであろうと提言してより，この方面に關する研究は注目

されるに至った，1892年には・60℃召0分円熟殺菌された腸チツλ菌を1接鍾することによって，
　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．（2）

確實に冤疫性を三三し得たとする研究論壇がなされその中には，Brieger，　Wasserma1hn　u・．

Kitazatoの名を見る慕が出來る．開門，この甲防法と・してのワク・チ＝ンはジ製造法，贋施三等

三々の研究改良がカ㈱られ，聴力㌦國でも．・頓猫特の方法が維持されて來ナニのであるが，な

お三民疫病としての腸チフスρ防州が出來洗1國良殊に青肚年間に猛威をたくましうしている

と冒うのが現駅である．　　　　　　　　　　　　　’

　本年度に入って，米國より，優秀なるワクチン製造用の菌株が授與される孝共に・その製法に’

　　　　　　　　　　　　　　　　於ても，・施行法に於でも，・相當に攣改された基準法が制定せら干るに至った，よつでこの新制、

ワクチンの注射施行時に於ける反晦の存否多少を観察すべく考えてヂ以下に報告するよう激嘩’

績を得たので鼓1ζ滲考に供する次第である．

層艦

、！
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　　　　　L　「「
　　i新制腸チフスパラチフス混合ワクチン注射に樹する一観察

　新制ワクチンについては，Biological　Products（Luis　Gershenerld・1939）の．P．118．及び．’

’1卿・・i・ati・n　t・Typh・id　F・verなる白白校1941年脚・詳細に記されてある・それによ

ると，米二軍署高校は，現在我國にも分與し使用されているNo．58株（Eberthena　typhi　58）　　・

は，1936年10月12日二二使用されているとのことである．その出所は，1934年9月パナマ三

河のThr　B・説qf　H・alt車Lab・「at岬の所長DL　L珍Batesカ3・1913年腸チフス1三

つたパナマ地方の一保菌者から分離されたもので．その毒力は，ムチンを使用して，10，100，

1，000の生菌腹腔内注射にて，72時間以内に，16～18　gの白ネズミ（スイス系）叉は大黒ネ

ズミ（C－57種）を発し得ると記されている．因に新制ワクチン中の題画は，1cc申，チフλ

菌0・7mg・パラチフスA菌0・21hglパラチフスB曹02　mg計nmgに含有されている・』，

この菌童は，從來の肝内制定のワクチン菌量0451η9／ccに比較する時・約3倍：量近くの菌量『

となり，非常な改革と言えよう．　　　’　　　・　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．　　　　　　　　　　ぱ　　ロ　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　　　　　　1工二上め部　．　　　ぴ
　　　　　　　　　．　　／

L被槍者について・　・　　、　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　の　被槍者は，約5，000名で，薪潟縣中頸城郡下の小下校及び初等申三校男女學童が主で，これ，

に一般人若干名も含まれている．これ等の人々は，絡始：喜んで實験の封象となって援功された、

二二に回る’して深く感謝する．　r　　　　　　　』　　　　　　1　　　　　　」

　五’反回の記録法並に注射方法　　　、
　　　’
　反感の記録法は，第一表の如くで，．臨機的な便宜上の記載法によった．注射方法は規定の方法

を忠實に實行した．一方封照としては，三三の我國の標準ワ‘クチンを二回注射法により實施した

　　　こ　，　　　　　　　　第　『　’一1　．表

局

所

反

腫　　　論

意　　　赤

9璽　　　痛

自　焚痛

慣 熟

長門　　寒
・身

　　關　節　干
反

　　全身倦怠

頭 ’二

四　横指　以　上

煽れても痛い
動かさなくても痛い

熱が出て出られなy・
程　　　　1

寒くてぞくノぞ、くする

節々が痛く，て抜ける

様

辿も髄がだるい

頭がづきづき痛む

1申　　劇
二横指以上

　　　　〃

璽すれ．ば痛い

・動かすと痛い

熱　が　あ　る

寒 い

節々が痛い
艦がだ　るい

頭　が　痛　い

二横指以下
　　　〃　㌦

強く号する痛い

張く動かすと痛い

熟がある様だ

寒　い　様　だ

何となく痛い様だ

．艦がだるい様だ

頭が痛い様だ

なし

〃

〃

〃

〃

〃

ρ、

’
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iii新制ワクチン皮下注射による反鷹

　結果は第二表の如くで，．反慮は相當に：強い．本注射は，全施行者三三全部に漏れなく怖行し

．旗．このような彊い反磁は或は培地組成に原因するのではなv・かと考えて原芳法に謡い，馬肉

汁をさけて牛肉汁を用いた培地で製造したワクチンを使用して見たがその聞の相違は何等認め

られなかつナニ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第二表…　、
　　　　　　　　　〕　　　　　　　1　（％）

24時間・目・ 48時　間　目

局　　、所 全 身 局 所 全 身

腫脹 稜赤 ・三層

ﾉ

自褒痛 三熱 悪寒 關節痛・ 高明

g怠

頭痛 腫眠 酸赤 高高 自四温 高熱 悪寒 高節　全高

ﾉ身倦i痛

頭

第、一回

強中点ナシ 50

Q5

P3

P2

67

Q2

P0

P1

47

R2

P9

Q

悪6

S4

Q5

P5

9233929 10

P6

Q8

S6

8101666 11

Q0

Q6

S3

13

Q2

v25

S0

27

P7

P7

R9

35

P6

P6

R3

7253632 192961

く1

S14．3

W2

4393 ぐ1693 く1
Q692

ユ3888

第二回

強中躬ナシ 53

f30

P4

@3

62

Q8

V3

43

Q9

Q4

S

26

R8

Q5

P1

11、

Q2

Q7

S0

10

Q0，

P4

T6

8111863 10

P5

P6

T9

14

Q3

Q0

S3

29

Q0

Q0

R1

20㌧

S1

P3

Q6

14

Q0

R1

R5

3153151

く1

@9
?Q

V9

151084

　1

T1886

〈1　魅

@4‘987、

161578

人員

第三回

二二弱　　噂ナシ 38

R4

P8

P0

44

Q8

Q0

W

25
R6

Q5

P4

10

R1

Q9

R0

6192154 491473 4111372 412470 7151563

12’

P8

Q0

T0

11

P9

Q8

S8・

与192848

’1

@6
P9

V4

＜1

@4
P3

W3

一2791 く1’

@4
@6
X0

一く11090 　1

@4、

P0

f85

人則　　　　　　　　3・・8名

’

、

iv　新制ワクチンの皮内注射による反慮　　　　1　　　1　　　　　　　　　　　　　‘
／

　更に，但書きとして記載されている0．1cc三回の皮内注射による反慮について二二した成績

は第三表の㌍くである．それによると，非常に二二が少ζ，更に第四表に示す如丸，ツベろタリ

ン臆三・月以内の三都名・筋構瀦14名爵び協かの身螺常を訴えているもの2

名，計20名の所謂特種見童と見倣すべきものに於ける反窓でも，非常に反懸は弱く現われた・
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　う

　次に，新制ワクチシを食盛水で，從來の標準菌量045血9／ccに稀繹し使用して見たが，’この

高慮は從來のものと，著しい差は認められす，強いて求めれば，幾分弱いかと思はれる程度で

あった．
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新制腸チ7スパラチフ不舜合ワクヂン注射に樹する一親察

r

第・三．表
　（％）

24．時．闇目 48時欄目

引　所　 ．全 身し　局　所　 全　 ・身

腫脹 口論 塵痛
自蛮・痛 蛮熱， 恵寒 關節．痛，

全二

g志

頭痛； 腫，

ｯ・

叢雨． 腿痛 自磯痛 褒熱． 悪寒

割蜷痛身魂　ト

頭痛

第一回

障中弱ナシ
3．31135：311’

く1

@3
f2’

X5・

一4，つβ7 一1ρ6’：93 ＝110，90 ＝一100 一く1　298 　2

R1

D29

奄R8

：2

R1．

T2

P15

ユ1203940

一11，98 一12、593 ＝298 ＝595 ＝一100 ＝く1100

　　．人員ギ 395名

第

回

彊

中

耳

ナシ122

人則

8 4 1 7 一 一 『
一　　　　　　　一

1 ＜1
一 一 一 一 一 一 一

40 51 25 2 3’ 1 ．く1 く1　1 25 40 15
一 一 一 一 一 一

30 31 40， 2． 5 61 5 1　3 35 41 25 7 7・

一 ＜1 く1 一
122 14 『34 96 92 93 95 99　97 39 19 60 99 99． 100 100 100 100

1394名

1

第隠
235 1ユ2 213

一1 Fll 一『 一一 「一　’ 『一 一10 一20 一一 9　一 一一 一一 一一 一一 糊＝

＝
一 弱 30 51 49 2 1 2 1

一 一
13 29 10 く1 咽 一哺 一 『 一．回

1ナシ133 36 36 97 98 98 99’ 100 1go 51 90’ 100 100 100 100 100 100

人創・，、 382名・

、第　四　表
　（％）

．24時上目 48時聞目

局　所　全　身　局’所’　全 身、
’

響

㌧ご

腫脹 護赤 璽・

ﾉ

官蛮野， 嚢熱 悪寒
割全倦痛：射

頭痛 鍾脹 焚赤 脚冷

ﾉ／

・自

髓ﾉ

三熱 ．悪

ｦ
強 ・5 5 5 5

一 一 一 一 一　．5 5 5
一 一 一 一ト 一

第 1

中 ・55 170 35 5 5 ．5

一
・5 5』 、45 50』 30 5 一　　L

一 『
一 弱 25 ユ0 、30 10 30 ユ0

一
5 ．25 15 25 30 5 ユ0 5 轟 、5

回、
ナシ

15 15 30 80 65 85 100 90 70 35 20 35 90 90 95 1・95
1

人員レ
，、 @　20名．’

些
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第瞭二’　　弱回，　iナシ

10

U0

Q5

T

　5

@40・・15

10

ﾀ5’

R5

D25

一5590 一52075 一52075 一51σ85 一51085 一51085 1α

Q5

Q0

S5

　：5

R5

T0

P10

一．20’

ﾀ5．

S5

一『10．90 一一595 一一一100 「『595

『．595

　　1－　　1　　一

@　　一

@　　『

@　100
　　　　1

l測　　　　　　　　　　　　20名1

第三回

‘強

?繝iシ

　　1T303035

　5

P0

E40

S5

　5

E15

E50

R0

一　5・．1085 一　5　5、90 一一．1090 一一，595 一、一「噌一100 噸一」〒■L100 一｝　　　　　　、

D15

Eユ5

V0

一2蔓2060 一一2080

　：一

黶E595

一一一層100 一一一100 一一一100 一一一100 一一一100

人則　　　　　　　　　2・者

V　從來の骨内制定ワクチ．ンの皮下注射による辰晦　．　．

從頼施されていた腸チ・スパラチ・襯合ワク．チ准射による精果麟五表の通りで，こ

の表で，今迄O反慮¢）至貌を知るこ，とが出卒よう．今中二度以上を，“灰雁があった”．とす．るな

らば，局所で20～40％以上，全身で10～25％以上と云う事になる，

　　　　　　　　　　　　　　・第・・　五　　　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）

2タ　日寺『聞　　’目
48時1闇　目

局 所 全 身 局 所「 全 身

腫脹 稜赤 塵痛 自獲痛
三熱

悪寒 關節痛

全三

g怠

顧痛
腫脹 二二 堅瘍

昌昌・痛 登熱 悪寒 關1節．痛

杢倦頭

g忘痛

第＝回

強剛’溺ナシ

15

D32

ｴ

10・8

@7
@45
@．4α

15

Q5

D40．

Q0

681274

　く1
@’ユ

P5’3

@曾6

〈1
P2餌

く1

S5
E10・

V与

く1
N江iβ2

く1

P3

A27

U0

〈1

f10・

R1

T9

3・24葺2網g3
一3．

T，

＝2，98 ＝〈1100 ＝199 ヨ593 一く1．く1100

人則 β57名・ ■

第
中

強i2L　　21
31

Q5

26

R2

10

P1

320 1　　1

QK1
221 27 ユ18 ・2・

Q2

：5

R0

．1

W 2

1、く1

@く1

〈1

ｭ1
＜1．

ｭ1
〈1

ｭ1
二 μ

当身 18 21 20 15 15 4 5 ユ。 β 30 121 34 7 2 1
一

3 1

回、
ナシ 40 23 22 64 62 93 94 67 83 51 55 31 84 95 99 100 97 99

人則 ，343名

，　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

．以上¢）ワクチン注射の効果に弱しては，目下主に血清墨的立場より精査中であるが，實験拮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　ロ
果の一部として，2週間後の，チフズ菌に甥する凝集償の成積を第六表に示して置v・た．
　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ノ

タ
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新制腸チフスパラチフス混合ワクチン注射に蜀する一覆察

　　　　　　　　　　　　　　　　第六表　（累積囲表）　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　’日一凝象・二　　〃0、’　、、　　　〇二凝集　　　　〃

・蘇鞭御伽型鋼颯ン熱論聯繍κ郷伽
　　　　・，・　II：L小．L括

　反恋の面‡り，新制腸チフスパラチフス血合ワクチン注射の一端を睡めて見た．

　本ワクチン注射の効果は，今後の腸チフ塾患者獲生歌況の如何にあるのであるが，その第一

歩たる實施に融つずそρ反回肚ρよう剛れたる事蜘つ礁き度い・

　以下要約すると，　　　　　　　　　　　　　、

　　重．妊制ワクチン注射（菌：量1．1mg／cc三回，、皮下法）による反態は，局所全身共，從來

の2～3信に及ぶ反慮を示したボ　　　’

　　aα1μ露礁内碑は・ツベル列ン反四三翻見童等醐しても大なる反
回を示さなかつナこ．　　、

　　3・蕾騨”チン注射（齢α45m・／cc；回皮下法）によ1る反慮は・局所で20～41解
．’

樺p・・～25％であった　　　　　，’＼’
傷そ坐礁顯より見た二鱗効果・備毒中である・1

本研究に豫嚇生恥聯二細齢並1・ジ本細心と6飼蹴たム暢チ…、・チ

ンに關す・研蜘』部をなすも餌本報告の煙は第一回公衆術年學會に於嘩・れた

　経り忙のぞみ，絡始御懇切なる御指導と御校閲をいた醗いた當細菌部長八田博士に深謝する

ζ欺本卿こ虚し轡蝦助授けた豫防雛襯魚島蘭嗣柳澤結襯長初め錐、
二細菌部諸氏，結核研究所諸氏，及び當細菌部同僚諸兄に深諦する．

　　　　　　　　　1　　参考文，献・r　　　』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　1）Beumer　u．　Peiper；『Zeitschrift　f，　Hyg．　Bd．2．121（1887）

　！2）Brieger，　Wassermann　u．　K：itazato　l　Eりenda　Bd．12．1061（1892）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　し　　　1

」
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告

二、三色素の水に於ける殺菌作用に及ぼす

　　　　　　アンモ＝ア前庭憲の影響

囑　託　　齋　　藤　　　　功

厨究生，高橋玉戸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　容　目　次

　　　　　　　　　　窮一・．縦貫並賓瞼方針

　　　　　　　　　　第二撃方法　で　・　　一　．　　；
　　　　　　　　　　第三．三目成績　　　．．　　　○　　　・

　　　　　　　　　　　　　（A）　Methylvio！ettの成績．附．　Chrysoidinの成績

　　　　　　　　　　　　　（B）　脳性フクシン（ε乞ユrefuchsin）の成績、　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　第四．糖括並結論

　　　　　　　　　　　，　引用丈獄．　　　　　　｝

　　（本報告の内容妹厚生科學研究會第4回総會に於て昭和22年11月29日劇表せられた・）

　　　　　　　　　　　　　　　第一　緒言並實験方針

　　本實験は水に於ける色素の殺菌作用に及ぼすアンモニア前庭置の影響を観察せんとしたもの・

’であるが，その端緒’となったものは先回の著者のアンモニア塩素法の作用機轄に關ナる研究σ｝

葡る・著者は今回の實験継って・塩素以外曝菌敵封ずる㍗亭ア前麟の灘四

三し，同時に前述の研究のによって得たるアンモニア雨虚置に封ずる著者の見解が斯かる場合　　．

　にも撰大適用し得るか否かを瞼噛せんとしおものである・よって本實験に封して探られた實験

　方針を具農的に述べる爲にはアンモニア塩素法の作用機轄，特にその殺菌機轄に劃する著者の

賂を一灘明して置く必要がある，よって場下に之を略述する

　　アンモ昌ア塩素法は既に米國其他に於て廣く實施せられて居るが，本法⑱殺菌機縛の不明瞭

　は本四實施規準の制定を歯難ならしめて居る．著者は本法の殺菌作用を實験的理論的に研究（1｝噛

　‘2×3）して，次の如く結論した．

〕…モ・・縢法（アンモニア前虚置法）㌔弩（・・モニ・前魍）＋（麟瀧）｝濁　’

　上式は著者の，アン勇ニァ・塩素法の殺菌作用は主として盛素自身◎殺菌力によるが，アンモ

　ニア前回置は又猫自の重要なる意義を有し，こ¢）爾作用が相合して殺菌作用を形成するとの意

圖脚し脚であ・・但し本法の化學・勺部門の㈱・顧ては・．輝的に上ヒ稼白撒なるろ

．轡アの髄よ碑水中の鮪物と麟とが結合し謝るこ牛1アンモニτ前懸よ

　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●、
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220 二三色素の水に於けZ殺菌作用に及ぼす，アンモ邑ア前塵置の影響

りChloro－Pheno1の形成が阻止せられること（2x4）はこの好適誰である）が重三せらるべきで

ある．而してナンぞゴア前塵畳め意義を著者は次の如’く’解話する．　　’　　　　　　　　1幽

　著者の實験（1）の示す所によれば，一般アミン酸の細菌保護作用は，そのアミノ酸含有水の

pHが當該アこノ酸の等一紙pHと一致する時は殆ど認められす，等電職pHと離隔するに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し伴い（出水申の分散アミノ酸微粒子は陰性荷電を比す）菌保護作用が面出し，漸次張力となる．

而してかかる検水の殺菌はアンモニア前論置により著明に良好となる．然るにアルギニン含有

水（陽性帯電のアルギニン微粒子分散）に出ては，アンモニア前壷置は殺菌を何等良好ならし

めないのみか寧ろ多少不良の影響を與える．次にアンモごア自身は盤面の殺菌力を明らかに減

磁麗ゆる・斯くアンモ一揃麟は菌保護物質微粒子が陰齢電の時賄効であるカ㍉馳

帯電の時は無効である．

　麟ってアンモニア前庭置を理論的に考察すると，楡水中の蛋白系物質分散微粒子は表面活動

性によって面面周圃に集合し，・緻密なる包園粒子層を形成することが推定せられる．アンモニ

アが投入されれば，アンモニアもその表面活動性によつぎ菌膿表面に集って出て既成の琴白系

物質微粒子による包園粒子贋と感想するが，アンモrヴの件ふ陽性帯電の’N瑞は魚心徴粒子

が陰性帯電のものであれば相結合するため各所に帯電量僅少で菌膣とも吸着し易い粒子の集塊

　　　　　　　　　し　を作り，アンモニアの有する蛋白溶解性をも相侯って包園粒子暦は問隙多きネ完全のものとな

り，直接，間接に監素の露出との接鱗を容：易ならしめる．．之がア．ンモニ7前面置の有効なる所

以である．アルギニ・ンの如き陽性帯電の微粒子の際はNH∫の以上の如き作用は期待されない

．斯く理論的にも著者の得たる面面結果より以上の如く論虚し得るのである．從って實験並に理

論上著者はアンモニア前庭置の意義を上述ゐ如き；山国的，物理化墨的のもの’と解賦し，NHこ一

の意義を重硯する．斯かる解繹に基いて考察すれば，プンモニア前虞置は水溶液中で表面活動

・性があり，陽1生に帯電する如き殺菌剤，（例えば盛基性色素）に封しでは余り効果なく，この反

射の性質を有する如き殺菌剤（例えば心素の如き）に虚しては特に有効である筈となる．爾丈「

アンモニア前庭置鋤果は要するに絶聯勺なぢめではないから・殺菌力の余り弱畷菌剤働’

れば，・アンモニア前記置り効果もよく表はれない筈である．・

　本瓦の小實験はジこれ等の貼を考慮して盛素以外の殺菌剤を用いて観察した．1供試殺菌剤ど

しては，アンモニアと化合して新物質を威生する如きものを避けたので仲々適當なものが見野

されす取敢零す二，三の色素帥ちMethyMgle比適温フ’グシン及びChfy§6idinを選んだ．’

MethyMolett及び』Chry30idin’は何れ』も盛基性色素で，・殺菌力は前者は相當強力で，後者は

前音より弱いと豫想され；酸性フクシンは酸性色素で殺菌力は弱いと思はれるが∴三種の色素

．は何rt．もアミ・ノ基を有し表面活動性を有する・ものと推定せられる・　　　　　　’

（本二品は資材，設備其他萬事不如意の困難な事情の下に行はれ、示規模且つ不尭全を冤れな’
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1い｝殊に今回突如進駐軍命玲・により立退を飴儀なぐされ研究三三も困難だ事情となったので，

取敢木す今までに知り得た實験結果の大要を取まとめて報告する次第であぢ・）

　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　　　　　　　　　　　，第二　實　瞼　方　法

　（1）供試された色素はMethylviolet£（MerCk），　Chrysoidi瑛G通bler），酸性フクシン（Saur・

efuchsin　Gr茸bler）の三種である・二等の化學幕下式を示せば下の如ぎものとなる・（5）16）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　・
　Methylviolettア（6ト

　　　　　　　　　　　kノ

　　　　　　・　　　　　　NH・CH3

　ChrySbidin』』（5），

　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
く：〉興一〇NH・Hα・
　　　　　　　　ぬ

，

　　　　　　　　　　　　　　saurefuchsinl・（6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CH3

　　　　　　　　　　　　　認○畢〇二臨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O一・缶H・，

　　　　　　　　　、　　　　　　　　NH2，1　　『　’　　　　　　　　、・

　（2）供試されたアンモ『・アは局方アンモモア水で・實験に際して適宜に稀鐸水して朔いた・

　（3）供試水は基膿として魏水乃至水道論ろ肌その．1峨1嫁量の職ヲルベ・に探

り滅菌せるものに，實験直前供試物質及び供試菌の駈要量を投入し，且つpH∫を所要の如く修

正せるものである．なお珪較封照門験には軍純なる蒸溜水乃至水道水を用いた．

　（4）殺歯醐投入後の検水中に於けろ菌の消長を知る爲，一定時間毎に槍水中より1cc宛を

：取出し，塞天平板培養に付し，37℃，48時聞後の三生集落数を以て生残回数とした．

　（5）アンモ三・アの投入は一般に殺菌剤投入の15ん20秒前としたが，都合によっては最長20

　　　　　　　　　　　　分以内とし必ずしも毎回同一でなかった二「但し同一實験に於ける各桧艦め投入聞隔は同一とし

た．幽　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　（6）蛇形細菌と・してばE．coli　l及び有芽胞菌のB．　megatheriurnを用い，投入菌量は0．1　mg

とした・、

・　（7）供試有機物としては一般にアスパラギンを用いたが，プスパラギン酸を併用したことが

ある・7’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「．．　・

　（8）供試水の．・pHぱ比色計に一て測定し，・一般にpH　8．0已前後と¶した∴之はヴ’ンぞニア前庭置

の意義．と効果はア’ルカサ性のアミノ酸含有水に於て最もよく認められるからであ4都但し甥照

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u♂　　　　　　　　　　’

“

ρ

、



222 二三色素の水に於ける殺菌作用に及ぼすアンモ昌ア前虞置ρ影響

　乃至特殊の目的がある場合はφ性乃至弱酸性としたこともある．pH：の修正には塵酸及苛性ソ

　Pダの稀癒水溶液を用いた・

　　（9）水温は常に．20℃とした…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧

　　　　　　　　　　　　　　第三　實－験　成　悔
し　・

　　　（A）Methy1Yiolrttの回附Chηsoi血、鍼績

　　一般に供試細菌はEcoli，供試水はpHを8．0前後に修正したアスパラギン10　P．P．m．

　含有水を用いた．　　　　　　　　　　　　L

　　　　　　　　　　　　　　馳
　　（1）Methylviolett　300　p．p．m．投入g場合「　’、　　　　　　　　　　　一’

　　斯かる投入量にてはpH，基髄の如何に拘わらす殺菌は10分以内に完了する（第1表参照）

　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　第1㌧表デスパラギン10PPIn．含有水殺菌試験

供試劇 E．coli

基 腿 、蒸 溜 水 水
　ミ
水．

『虞三脚司 8．2 6．5

6一槍儲號1・1・（蜘i・

8．2 6．5

褻惣F1蕊m）1… 0 300

・（封照）1・

0 300

・（蜀照）i・

0 300

8（封照）

0

’ 殺’ 経過時間 生 残 菌 数
菌剤

10分 0 0 0
亀

0
投入

30分 0 0． 0 0

後 1時聞． 0『 c◎
0 o◎ 0 ◎o 0， c◎

験 2時聞 0　9 oo 0　し ◎◎ 0 oo OQ

態 24時聞 0 CQ 0
　c◎P・

0 ’co 0 ◎◎

’

　　註：。。は1000ケ以上の菌数なるを示す．以下の諸表も同様である．’　　、

　（2）Methylviolett及Chrysoidin　50　P．P．1n．1投入の場合

　Methylviolettに於ては300　PP・m・投入の場合と同様基饅の如何に拘わらす何れも10分

以解紬さ岬㍉・ンモニ・駿置を施蹄蒸鰍暢合のみは錨に39’分を要レ他し

に比し精々殺菌不良なること赤注目される．

一方qh可・・idi・は・ンモ1二・灘置の撫摩綴の嫡1・拘わら三三・る投糧にや

ては有効なる殺菌を行い得す，多少の菌醗育邊延を認めるのみである．筒若干注意を惹くのは

槍艦Ng・3の如く殺菌剤投入後の時間経輝と共ドー度出現しナこ菌磯育遅延作用炉再び不顯著と

なる例のあることで，菌の復活現象獲現の可能性を示唆するが如くであるく第2表参照）ご

i

ノ
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第2表　アスパラギン10PP・m・含有水殺菌試験

供　試　菌 E．CQli

麗、前p則 7．8

基 副 蒸 溜”　　水 水 道 水

・鍛妻1ざ翻）i・・ 0 0 、［・・1・1 0

譲戦鵠猛）1・・i・・ 0 0 ・6、1・ 0

アンモニ b瀞・［・t・同・、 3回31・固・i3
雛醐1・1・1345（封照）1磯照）レ81・gl・・1・・（蜘1・2（蜘

殺
経過時外・ 生 残 菌

噂　F

藪 、

菌鮒投
10分’30分， 00 20

co

揩

c◎

掾

〆

，　　　　・
00 00

c◎

掾

oo

モ

入 1時間 0 0 十．co ◎◎ ◎o c◎
0 ◎◎ ◎◎ ◎◎ co

後の

2時間 0 0 十。co G◎ co ◎o
0 ，0 ◎◎ ◎o’ OQ c◎

歌態

3時間30分

Q4時聞
、

oo

nQ

co

¥．○◎

co

掾

’◎◎

揩

◎◎

メ

o◎

¥．o◎

c◎

ャﾐ

co

盾

　　註：表申生残菌敗に十を附したものは48時間培養の獲生集落敷が24時聞培養時のそれよりも相當
1　ノ　　櫓配したものたるを示す．

　．（3）Methylviolett　40　p．p．m．以下を投入せる場合．

　．a）20～0．7　P．P．m．を投じたる場合：斯かる場合には短時間内の殺菌完了を望み得ない．

叉アンモニア併用め有無，基肥の如何も多くの差異を齎らさないが，殺菌作用は幾分色素軍猫

の：方が優って居るようである（第3表参照）．

　　　　　　　　　第3表　アスパラギン10P．P．m．含有水殺菌試駿

供　試　菌 E．coli

虞置前・司 8．1

基 瞭i蒸 溜’ 本　1水道水
、生埋藁）i・ 3 0・ 1 0

投壷黙坐1・・1・・1・ α…　i・・1・1α・i・・1・1α・’

殺睡過時副
菌
剤　　20分・
投
　　　50分入噂

後、1時間30分

験劇3・分
極　　24時間

生 残 菌

oO

oo

◎o

o◎

3

OQ

◎o

◎o

◎o

oo．

CQ

oo

oo

OQ

◎o

oo
撃

Oo

c◎、

o◎

◎◎

CQ

QO

◎◎

co、

0

oo

c◎

C◎　　、

CQ

十．◎◎

QO

◎◎

◎◎

co

◎o

軸Q◎

◎◎

◎o

◎◎

◎o

oo　　　　　oo

◎o　　　　　◎o

◎◎　　　　　co

c◎　　　　◎o

十．o。lo。

oo

、oo

co

OQ

◎Q

’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．㌧

二三色素の水に於ける殺菌作用に及ぼすアンモニア嗣塵置の影智

　　　b）Methylviolett　40～5　p．p．m♂投入の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
一　　　～二の實験に於ては庭回前pH：がやや高くβ・5であった爲，殺菌は隼較的不良であった・殺

　　菌剤投入後3時間迄はアぞモ三7前塵置¢）有無による結果の差異は見られなかった汎殺菌刺

　　投入後24時間に至ると可成の差異が見られる・自Pちアンモニア前庭置を施せるものが’色素

　　翠猫の場合よりも嚢育阻止作用，殺菌作用何れも多少共顯著であり，就中褒育阻止作用が弧く

　　　40P．pm．及30・PPm．のM・thy1・i・1・tt、の投入されたものは24時闇培養にては鱗の襲

　　現が見られない（第「4表参照）．

　　　1　　　　第4表アスパラギン10PP．m．含有蒸溜水殺菌試験　　圃、

供 試 菌・｝ E．coli

虞　置　 前　づH 8．5

、アンモ
Methyｶ懸＿）1・・1・3・i・・i・・1・1・・1・・i・・1・・1・／（騨

経　　過．時　　高 高 残 高

殺
　　　　　　10分
菌　　　　30分　　　’
飼
　　　　　　1時間
投
　　　　　　2時間
入
　　　　　　3時間
後
　　24時間
羅’

co

◎◎

OQ

o◎

◎Q

0

0

70

oo

c◎

◎o　層

。◎

co

0

0

29

co

co

◎◎

c◎

c◎　’

十’

十

◎◎

○◎

め

G◎

c◎

co

十

三

oo

OQ

◎o

co

oo

o『

◎o

什

・oo

◎Q

co

co

co

◎◎

十

十

1020

c◎

Q◎

c◎

co

co

十

十

1208

　o◎

　◎o

，　o◎

◎o

oo

十

千

oo

Oo

c◎

c◎

CO

oo

男

湯

・QQ

c◎

Oo

Oo

QQ

Oo

l甜

。◎

o◎

QO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。。lc。’

　　（4）投入アンモニア：量を増加せる場合（Methylviolett　70～40　P．P．m．投入の場合）．

　　今迄の實験は早早漕毒の場合の一般アミノ酸10P“m．含有水の場合の経験に徴し，アンモ’

　ニア投入量は3P・P・m・とし牽・斯かる投入量によってアンモニア前庭置の国的を璋するに充

分と信じたからである．，亭亭瞼に於てはアンモニア量をMethylviolett量の孚量前後迄，自P

ち30PP一三ﾒてみナこ・こ暢合pHは三二上昇して・96三二と白麹90以

　上の値を持績する．’然しながら殺菌所要時間は，蒸溜水を基艦とするものにあっては，Meth一・

ylviolett野猫の場合は何lbも4時間，アンモニア併用の際も7q　p．P．m．投入の場合は同じく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
4時聞であって，アンモニアの有無により大差を生じないことは從來の型押と同じである．ア、

　ンモニア及びかHそのものム殺菌剤の作用に及ぼす影響の解り大でなv・ことをアンモニア盛素

法の場合と同様勢至にも再確認弔辞る．然しながら本回の實験に於て顯著に現はれナこ特異的事

・象は菌の復活現翼であって，盛素消毒の場合に大腸菌の復活現象が全く見られないのと著しい

　　　　　　　　　　　璽　、　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　σ

Oo

l甜

Oo
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　　封象々なして居る・蒸溜水を基艦とすう検水に於ては，‘菌の復活はMethylvio！6tt輩猫の場合

　　には全く見られ歩，アンモニア併用の場合に見られジ菌の獲育並びに集落四域の遅延が旧著で

　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　あった；

　　　ロ　　一本回の實験に於ける第二の特異的事象は，・基盟の相違による殺菌歌詠の差異である．帥ち蒸

　溜水を基艘とする桧水に於てMethylviolett軍猫投入の場合は殺菌は4時間にして完了し菌の

　復活が認められなv・・然るに水道水に、Methylvioletf‘を二二に投入する場合には，僅か1時間．．

　後に生獲菌数零となるに拘わらす，20’時聞後には俄然菌が再び出現し，48時聞後も爾菌数回

　少の徹無く，96時間後漸く樗び菌を誰明しなくなる．著者は先回アミ～酸含有水の璽素に・よる

　殺菌成績に蜀し而立の相遠が豫想以上の大影響を與える事を襲回して，水の殺菌試験上蒸溜水

　　と．水一水とを暉尽するの必要を始めて指摘したが，（1，此虞に色素に一よるアスパラギン含有水の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　殺菌の際にも蒸溜水，水道水の相違の無回すべからざる三哲を再確認し得た．實験成績及び供

　三水一水の水質は悟れ割れ第5．6表の如くである．

ノ！ @　．

　　　　　　　　　　　第5表幽アズパラギン10P．P．m．含有水殺菌的瞼　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
、

　　．供 試 菌　1 E．、coli

虜置前・H｝ 8．2

基 蒸 溜 水

アンモ・ア投磁（P・P・m・）1 0 30

1水道水
1 0

乳MethyI望（P・P・m・）i’・・1、5・1・姻…；・・1’・・｝・・1・・陣照）

殺

菌

投

入

後

の

状

態

経 過時剛層
　15分
　30分’
　1時聞

　2時間

　3時間

　4時間

20時間
48時間’

9β時間

生 残 戸 数

1‘・44醐

註：ξ駿菌数は寒天職蝦4帥綱士綾後の難集落数を普瀕用辮にて示し，同じく24時間　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．‘　　の量れは（算用数字）を以って示した．　　　　・　●　　　　　　、　　　ノ

　　例斌348‘（0）とあるは，48㈱培養による馳集融が348個，24時構音養畷生集徽

　　は皆無であったことを示す．以下の諸表も本表に準ずる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●「　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

oo oo co GQセ oo oo c◎ G◎

◎o ◎◎ ○◎ oo oo ◎◎ ◎o ◎Q

oo co CO ’C◎　， Oo oo 0、 0 oo

OQ co ◎o 0 0 0 0』 0

oo ○◎ ◎o 348（0） 。。（0） 920（3） 0 0 ◎◎

0　・ 0 0 0 252（0） 275（0

0 馳0 0 0 0 oo QO、 oo

0 0 0 0 0 0
◎Q GO

L

0 0 0 0 ．0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 ノ
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第6表　供試水道水の水質試験威績
（3月23日探取）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　　　　　　　　
　　供試された水道囎世田ケ谷匪用賀町厚三省衛生試験所の水道水を先づ溶存塩素を

　　駆逐する置数十分間者沸してからユ00℃，30分宛3回煮沸滅菌したものである．

濁度σ　　　　　　　　pH・…・……7．6　　硝酸性窒素……………不撫1斗　絡硬度……2・42

色度0　　　　　　　アルカリ度…34　亜硝酸性窒素……r…・・不検出　　蒸嚢残渣…98

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ臭味，異臭味ずレ　　　塩素イ’オン…10β4、アンモニア性窒素……不瞼出　　銅及鉛…不強出

1反懸…鰯アル靭性鰍材ン…痕跡過マンガン酸カリ蔽量∵σ16輝塩素☆零

　　附記　：本水道ホは砧系の水道で，水質は検査目が違っても殆ど大差ない」

（5）アンモニア前鑓水と等しいpH値の野水とに於ける殺齢況，

　アンモニア前虞置を施せる検水のpHは，封照たるMethylviolett軍三三三水のpHより

蟷将相當高くな祝とは卿ない・ζρ黙於て瀦の實騨勺條件に謄異があることにな

るので，・この雨者のpH値を同一に修正した．即ち苛性ソーダにより供試水のpHを修正して

そンモ・7前麗水ρ・鞭と等しくし之等・とM・・h・1・1・16…を投じてその糖撒聴

槻察した．成績は第7表の如くであるが，大霜に於て殺菌歌況は何れも略同様である．ナこド

Methylviolett　30　P・P・m謂置猫投入の水道水を基面とする検水に於て，24時心後に於てもなお

菌が認められるが，これが生知菌であるか或は菌の復活現象によるものであるかは，この間の

實験を省略したので明らかでない（第7表参照）．

　　　　　’　・第・7表アスパラギγ10⑳m・含有永殺菌試験．，

供　　試　　菌 E．coli

・ン・・ア投刷の・司、， 8．0　に修正

　　　　　　　　　　　アンモニア投入後のpHl
　　　　　　　　　　l

9。2

，、

基 蒸． 溜 水 1水　道　水’
アンモニア投入量
　　　　（P．P．m．）

3 0 1 0

Mefhylv’g’et健ｦ1・・ 30 6・・奄U・ ．30

　　盤
　　困
　　齊1
／　投
・　入
　　後
　　の

　　態

経過時間！ 生 歯 噛 数

　15分
　30分
　1時間

　2時間

　3時聞

24時間

！

◎◎

oo

o◎

o◎

co

O

G◎

c◎

◎◎

OQ

QO

O

ノ

oo

oo

oo

◎o

oo

O

　Oo
　◎◎

　G◎

　c◎

　◎o’

．．0

　QO

　OQ

　c◎

　南

　◎◎

’12

’
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　（6）蒸溜水乃至水道水に於けるMethylviolettの殺菌作用・』

　此庭ではアスパラギンを含有しな“軍純な滅菌蒸溜水乃至水道水に於けるMethylviolett

の殺菌作用を徐討した．供試菌としては三三のE．coliの外，封色素感受性の強い有芽胞菌の

ユ種B．megatheriumを用いた．』成績は第8表に示した・・

・　　　　　　　　第8表　滅菌水に於けるMethylviolettの殺菌作用

増置訪pH1 8．2

供　　試　　菌 E．coli B、megatheτium

基 劇蒸溜1水1水酬蒸溜水／輔水
M鰍黙脇．51・・ 1・，15｝・・ 20 10 5’ 10

経過三階 生 残 菌 敷
殺菌

、1・0分 ◎◎ co 　　oo
◎◎ 12（1） 62（9） 2（0）

剤 30分』 oo ◎◎ G◎ QO 2 、0　　’ 90（72） 1（0）

投 1時聞 ◎6 ◎o oo・ oo 0 0 178（172 1（0）

入後の

2時間

R時時

◎o

メ

◎◎

揩

◎o

掾

◎◎

pQ

00 32⑨・44（1） 152（0）

P40（0）

00

三態 24時間
@　pH・｛　細菌数

72

O

7．2

O

7．2

O．

7．2　’

O

7．8

O　’

7．0

O　　「

7ゆ

O

7．5

O

　上表より明らかなる如く’E．coliはB．　megatheriumよりもMethylviolettに封ずる感受

性が遙に小である．同時に第3表の成績と本四の成績とを比較してみると，アスパラギンの細
　　　　　　　　　　　　　　グ
菌保護作用はM・thy1・i・1・tUこ靴て一匹著でない事が傷う・

　B．megatheriumの場合には菌酸育阻止作用及び菌復活現象が顯著である．水道水と蒸溜水

との一十を比較すると大腸菌の場合は差異が見られないが，B．　megatheriumの場合は水道水

の方が蒸溜水より翠菌の進行良好で，且つ菌の復活が見られない鮎など相當高著な差異がある

叉殺菌剤投入後のpHの低下が，水道水は二十水に比し少いことは塵二二毒の際にも槻られた

が，此の場合にも確認笠られた．　　　　　　　　　．．’　　　　　　．r

　　（B）酸｛生フクシンρ域績・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムヒ
　酸性色素の一例として酸性フクシンを實験に供したが，本色素の殺菌力の薄弱なることは既

，に河合《6），も報告した斯であろ・實験成績は以下第9・10・11黍に示す如くで・本色素の殺菌

力は極めて微弱で殆ど認められなV・，．叉「アンモニア¢）併用も認むるに足る効果塗摯ぴ得なふっ

たご即ら3～6．59の酸性フクシンをアスパラギン5P．P．m．含有水1孟中た投入して（α3～

0・65％1）漸く若干の菌獲育阻止作用を認め碍たiF過ぎない・本心験に於ける供試菌はB・、mひ

gatheriumである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』LL

、
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、

　　5
　　　　第9表　アミノ酸15p．p．m．

（アスパラギン10P・P・m・アスパラギン酸5P・P・m・）

　　・　　　含有蒸溜水殺菌試験　　，　　　　，1
♂

酸性フクシン
　　　投入前のpH

7．3 ノ

酸性フクシン
　　投入量（P．P．m．） ・・1・・1・
アンモニア
　　投入量（P．Pm．）

1．5

50

巨・け・’1・

20

0　・

5

、

0

殺 経過時間 生 残 菌 敷

供
菌 11分 ◎o C◎　　一 G◎ ◎o oo oo

剤 30分 0◎’ ○◎　， ◎o CQ． o◎ co

投 1、時聞 ◎◎ o◎ CQ CQ
D

◎o cO　　’

．入
2時間・ ，

後．

ﾌ
　pH．．，｛細菌数 7．3

揩

7．3

O0

7．O

盾n

．β．8

揩p

z4

fO

．7．4　、

bQ

状 3時問『・ ◎Q GQ　　り oo OQ ◎Q oO

態、
24時間 、CQ co c◎ co ◎o　　　内 OQ

註：供試水のpHは，表示の如く7．3とし7ヒが，之は供試水に豫定量のアンモニアを投入した結果の

　　pH値であって；アンモニアを投入しない槍盤のpHは苛性ソーダ水にて修正して7．3とし，之

　　に酸陸フクシンを投入した，　　9

第10表アスパラギン10P・P・m・含有水殺菌試験

虞　置　前　かH： 8．2

o

基 ．蒸 溜 水 ［水 道 水

アンモニア
　『投入量（P．P．m．）

・3 1 0 0

酸性幕э?�j4・・ 200 …1…｝… 200

殺
菌
翻
投
入
後
の

態

経過時間 生 残 菌 数
’

30．ｪ ◎◎ 　「盾 c◎ ◎◎ ◎◎ c◎

1時間 G◎ o◎ ．oo
oo　　　’ ’　　　◎◎ c◎

幽　．

2時簡’ ◎o

u

’　　◎o ◎o ◎◎　． 　◎o ◎○

3時閥 o◎ oo ◎◎ co o◎ ◎○
L

噂

二

’4時間 ◎◎ ◎◎ ．◎o oo oo o◎

24時簡 co　L ◎o oo め co ◎o

’
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ダ　　　　　　　　　　　　　ノ

第11表　アスパラギン5p画m．含有蒸溜水殺菌試駿』

酸性フクシン
@投入前の　H

7．4 8．5

アンモニア
@　　投入量

0 1．5P．pm．
1腫

0

酸性フクシン
@　　投入量

19’ 39 19 ・・1α・gi 19 ・・1α・・

1 1

菌 15分 Q◎ 南 ◎o oo
　　㌦
b◎

◎6
，◎o

09

齊ザ 30分 c◎ c◎ ◎Q ◎◎ c◎ o◎ ◎o c◎

顧

投 1時間 ◎Q oo o◎ c◎ ◎◎ o◎ oo ◎◎

入 2時間 ◎o ◎◎ oo ◎o　． ◎◎ ◎◎　　． αン

後 3時間 c◎ co 笹 oo 鈴 o◎ oo　’

の 3時間30分 ◎◎　　・ ◎o c◎ c◎ ◎◎ oo ◎o

@、

，c◎

．歌 5時聞 oo c◎ ◎◎ co ◎◎ ’co ◎Q
･

o◎

態 7時間 パ

◎◎ o◎ ◎o oo．
」

，

註’≧1）本實瞼の検水のpHは，先づ供試水のpHを総てpH　7．4κ修正した後で，その中の3個

　　　の検水に1。5p．pm．のアンモ昌アを投入しところ，そのpH値は85となったので，他の3
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　個の検衣のpHも苛性ソーダを以で8．5た修正した．そみ上で之等の検水にそれぞれ豫定量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　　の酸性フクシンを投入した．

　　2）3乃至5．5g投入の際に始めて多少の菌襲育阻止作用が襲現し，24時間培華時の寒天ZF根の

　　　塾生集落敷及び各集落ρ大さは，48時間培養時の夫れに比し，何れも著干少く，且つ小であっ

　　　も　　　　　　9　　　‘」o　　　　、　　　　　　　　　　　　　　．　　　’　．

∠

　　　　　　　　　　　　第四　総1歯並・に結論　　　’

　以上の成績を綜合し結論を求むれば．

ご1）M・モhy1Vi・1・ttは40－rO　P・下棚鄭℃守門雑薙と塗る・H乞8一琶5の・
　　　　　　　　　ロ　ヘコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

累パラギン10p“m．含有水に封し有効なる殺菌作用を畿回する．而しでアスパラギンの細菌

保護作用はMethylviolettの際は瞳一三毒の場合と異り蝕り顯著でない．

　2）アンモニア前庭置はMethylviolettの殺菌作用を多少劣弱ならしめるようであろが，9之

もとりたてム云うほどの影響はない．　　’

　3）Methylviolett・は大腸菌に封ずるよりも有芽胞菌B．　megatheriumに封して殺菌効果が

大である．

　4＞Methylviolettによる水の殺菌試験に於ては大腸菌，　B．　megatheriumの何れに於ても・，

菌の復活現象が見られた．

　5）基｛遷が蒸溜水なるゆ水溢水なるかによってMethylviQlettによる水の殺菌歌況はかなP。

相違すう・　　　　　　　　　　　　　1

　6）Chrysoidinの水に於ける殺菌力はMethylvioletfに比すれば劣弱である・

」L
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　7）酸性フクセンには舞菌力の見るべきものなく，アンモニア前回置も殆ど無効である．，

　8）以上の諸色素の細菌に封ずる作用を観るに，蛮育阻止並に殺菌の雨作用を認め得るが，

雨作用ともアンモニア前庭置の有無によって多く¢1影響を受けることがなヒ・．

　9）獄上の成績は水申に溶解分散する’とき陽性に帯電し且つ表面活動性を有するような殺菌

剤（以上の二貼に於てはアンモ昌アも同様である）叉は殺菌力微弱な殺菌剤に劃しては，アン

モニア前虚畳は多くの意義乃至必要性を持たないことを示すものであってジア．ンモニア．瞳素

法に於けるアンモニア前庭置の主なる意義を，水中に於けるアヒモニアの電氣的，物理化學的

の動きに求めた著者の見解より蹄納せられる所と一致する．・　　．㌦

　絡りに臨み本實験に種々有難き御指導並に本論文の御校閲と御援助を賜はつた　恩師細菌部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
長八田頁義博士並に細菌部員各位に深謝する．

　　　　　　　　　　’　．引　用　文．献’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　（1）齋藤功：厚生科學（嬰約），第5巻，第2號，3頁（昭和22年）

　　（2）八田貞義齊藤功，藤本進，申野愛子’：厚生科學（要約），第ち巻，第2號，2頁（昭和22年），

　　（3）　入由貞義，岩戸武雄，齋藤功，藤本進：厚生科學（要約），第5巻，第2臨，1頁（昭和22年）

　　（4）Kosdhkin，　M　L．：Z．　Hyg，　Bd．116．　S．86．（1934），．

　　（5）後藤格次：、生物有機化學，404頁，（昭和5年），

　　（6）河合県単：衛生學漁労病學雑誌，第22雀，89頁．（大正’15年），
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　　　　　　　　　，The　Gorerhment　Hygienic．：Lab6士atories　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstracts　from　Origina1．papers

　　　・，　．L・af・p・t　di・ea・6・f　S∫の厭・・伽Z・励・H・・今TA

　　　　　　　　　　　　・．by’．Shigekatsu　HIRAYAMA　and　Masaki　YAMAMoTo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY

Th・p・e・en・p・p・・d・ξ1・wi・h・hr・e・皿・・rf・h・w・’ters”・立・・ti…i6h・φthr天・al

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コリspot　di串ease　of　5彪助α〃ゴα　6⑳卿1σ〃’加HAYATA．．The　writers　obs俘rved　5erlous

diseased　16aves　ol　that　plant　cu1｛ivated　i血K：asukabeβaita血a　and　Wakayama　Pref．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
By　d・ta’1rd◎m・rphologi・31’・hysiolo瀬cai・nd　patho’ggical　stu“iεs　the　caワsa’

・・g・盃・mw・・id・・ti且・d孕・恥〃・勲』s鋤蜘・S・wADA・．　’・

　　The　pycnidia　of毎．．　strain．isolated　from　th61eaves　of　5砂加π臨。¢ρ乃α1αη∫加

．in　Kasukabe’a「e　515－148・in．size☆Thr　pycnospo「er　qf　thr　P「esent　fun即ρa「e’

199－5・00・0ρ3－429μi・・量・e・．Py・nidi・≠・㎜・ti・珠w…b・e・v・d…aロ・t　d・c・6ti・・

agar，　orange　decoction－agar　malt　agar，．WAKsMAN’串． 高?р奄浮香@and　Cz鯉Eck’s

medium．　　　　　　・　　．　　．．　　　　　・　．・　　　』・　　　　　　　　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　

lts　pathogeniCity．wζs　pτGved　by　in。c皿atioρtests　With　spぞayiρg　to　the　leaves

of　S彰ρ加η∫σcゆ加1α”飾σbut　it　was　very　doubtful　to　S．観π；〃4翅．

　　Tlle　relation．bf　temperature　to　the　mycelial　growthΨa串detemlined　by．growing

　　　　　　　　　　　　　　　　る

血・m・6・H・㎞．・・・…ed　p1・tes・f　W・鵬M岬’・m・di聯・t　dlffrrenゆpe「atu「・…

It壷・・f・u・d　that　th・m・・t・ig…u・g・・wth　w・・at　24●c⑳d　th・high・・t　li㎡t

　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　

for　the　growth　was　32℃．　There」 翌≠刀@no　gr6wth　at　36℃．

・U・ing　W・騨・・’s　mrdiu卑・the「elation・f　pH　value。f　the　cultu「e　media　to　t＃e

m・・
窒撃堰E1．群・w・h　w・・．・・亡di・¢Th・f・・u1・r　rh・w・h・t　th・・P・i－h・d・g…ll・寧

concentration．．for　the．present　fungus．was．pH　5．0－6．0，　but　they　were　grew
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　ら

slightIy　in　pH　3．O　and　fairelyもvell　in　pH．9．0．．，・．．　’

　　Usin窪sterilized　dist珊ed　water　and　WAKsMAN’s　medium　the　relation．of　the　tem・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．・甲・・gre…h・・b・re　germi…i・・w・・…t・d・・1 ATh・，perce…窪・pf・r㎞h・ゆ

of　the　fungus　present　was　highest　at　24。C．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　．　　　　．　　　　　　　　．ノ
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studies　on　the　bacterial　leal　spot　bf　Jimson壷eed，（1）σ田町sかP）．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　Masaki　YAMAMoTo　，　．f・　　　　　．　　，　　噛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　・’　．　．．SU職ARY

The　auth・・．・6b・erv・d・b・・teri・l　di・ea・e・f　Jim…壷eed，の・∫脚・pP・）1ρ・t

．summer　ih　Kasukabe，　Saitama　Pref．，　and　6tudies　6n唱its．　pathσ重en　were　undertaken．

Th・．di・ea等・1・v・・y　d・・…6・iY・i・：・uゆ・・．　Wh…h・pl斧…．・・e　atta・k・d・・h6．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ
di・ra§・d・pot・魚ay・pP守a「on　1・av・・and丘讐aI1・．　t・r・y・11・w　re・・1ti・g　i・

r冴1y　d・f・1ゆ・．．　Thざ1，・i…．・・亡・11・・pP…a・・rs・おw・・一a琴・d・Th・y軍・

「6unσ・dl’ptic　o「k「egula「・・nd　t「anspa「ent・w取ile　o「palr．brown　r卯tsl　f「equently

having　a　rath6r　dark　brown＼margin．、’，　　　　　．　　　．
　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

．By卑i…sc・pi亭・bse㌣・ti・蜘any　b・・t・d・w・・e　f・・nd、i・th・di・eased　tiss・6・

and　pure　cultures　were　easily＝ 盾b泊gne“．・

lD・・c・ip・i・h．・f．　th・p・e・ent　b・・t・・i・血．i・a・f・11・w・・The適P・thg・・n　i・狙・ti1・・、

’P。sser・i・g…tg　t恥ee　p・1・r　fl・g・11・・rIt　is　sh・・‡「a血d・・d・sh・p・d　wi・h・・undrd

ebds，　occuring　singularly　of　hl　pair串・No’spores　nor　capsules　have　been　observed．

’The　ce11・m・a・u・r・・3・・2・2．P・・3・…η・n　beef・x・・a・・’・g…Th・y・・e

・ea
|・1・rゆr・w・・h・甲・・1　f拝・h・…』．・・h・量・・vi・1・・an・m・・hγ1・・blh・・T・・

o㎎anism　is　Gra：n　negative，　is　not　3cid・fast，　and　is　aerφic．、　The　colonies　on　begf

磁・a・t・gar　a・e’whit・t・P・1・．y・11・wi・h，．ck・・1・士，　Sm・・th，　H・‡・r　rai・ed　with

・e即1一肛gi・・¢・1・・i・i・．　li・・i且・d．ih・・pif6fm・milk・16・・ed．．・f・er．・・ag・1・・i・n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やand．蓋itmas　beconies　red紅血milk．1t　grows寅ell　in　UscHl寅sKY’s　solution　but　by

圏P。・・1y血C・H・’s　s・！・・1…μi・・a・6・a・e　redpced・・nit・i…Amm・罫i・・h・d・・9・n

「sblphid・．・只d　i・a・1町・p・・d・r・¢D・x・…e・・ucr・・…“・1yce・in　a・e　f・・m・nt・d

with　the　production　of　gas，　h6wever　lactose「is　not　fermented．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　The　organism　is　resistaht　to　NaCI　by　8％lbut　they　ca穐not　devdop　below　pH．

：a・・Th・g・gan・・m　h・・d・・・…e・・孕・・賞・・e・1・・…r・m・1走・r・…p・⑳d　pec・’…e・

・h・・p・・…・・m…ム…e・…h…望・w・h玲・b・u・，9乞lr・an・．・h…g・ゆ

φ・・・…一・・・…a毛・h≒・・lherm・1　P9…w・’・耳’忌・pr・・噸・・1y　55．α　，

Th・g・・ゆnumber・f　thi・φ9・ni・m　i・B・・t・211・12110！1・　　　　’

T・・b・女・…mも…h・g・・・・…h黛1・ave・・f　J’血…weed（D伽帥）・乎dt・甲・t・・

　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　罵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　　　　　　　1　　・　　　　　　　　　　．　　　　　　　・　・「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　　　　　．　233
　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　、．

．S・甲e　Expe士i㈹t葺・nThe　C⑩茸ti・nρf　Da牟urrlAlba

　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　by、Y・・i㎡HI鳳血・．’．＿・．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　ト　　　　　　　　．　　　　　　　　SUMM試RY　　　　　　　．

　The　autror’has　now　been　engaged　in　an　irlvestigation　abQut士he　relation　betwe』n．

the　plantation　and　the　crop30f　datura，　and　some　results　will　brieHy　be　reported

車・・e．　　㌧．・一　　．’．．．，．一　、・　）、

1．The　ia旦he井ce　over　t奉e　germination　by　the　depth　of．c6vered　earth．

Ac窒潤uding　to．the　expe「iment　gn　the　drpth（〇一手Ocmのof　coVr「gd　e3rth　o尊sand・

10am　soi1，　the　most　suitable　depth　for　tor　germination　is　1．5－2．Odh．噸　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

2・A・6mp・h・g・b・tweeh　the　c・・P．by　di・ect・e・di・g・hd　th・ゆy　t・a・・plantatiq・・．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，The　cr・P・6ft・an・p1・・t・ゆ孕r・．・・tim・t・d　t・h・v・a・」…ea・e・・f　20頭・．

1eaves，　and　25％in　seeds　against　that．o£seeding，　and　so　the　author　is　inclined．

t…n・1・d・th・t　th・．m・th・“・f　t・a・・pl・・t・ti…h6・1ζb・．孕d・pt6d　if　p・ssib1・・．　’

3．T転e　relation　between．the　methods　of　plantation　and　their　croP3・Ridge甲

P1・罫…i・・alw・y合・・t・、an　i…6m・・亡・f　35％i・1・・v・・…⑳f　40多i・．r・r9・・

against　an　ordinory　plan走atio11．　The　former，、therefore，・is　thoutht　to　be　much．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　し

be實er，　and　it　may．be　more　suitably　adopted　when　taking　advantage　of　a－vacdnt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に

…u・d・’・・wh…tip1　un・xb・h乎en　ted　p・聡・只wi・h・・t・・ta「t　a．μant弔ゆ・含

4．・The　iufluence　of　germ　picking　over　the　crops　of　leaves　and　seeζ【s．1　　．　！

The　cr・P・f　1・ζ・…n層pi・・hi・g・ecti・n・h・w・aiac・ea・e・f．54％・g・i・・t　thざ

…P・btainab1・f・gm　a　n…pin・hip9…，b・t・・the　cQ・t・a耀，　the　cr・P・f　seed・

・hも幅・dee・ea・e・Thrr・’・，・，・・ea㌻di廷ere・ce　b・tW…th・tw・平r・h・d・as

to　the　total　sum　ofαops　after　a11．　　　　．．・　　　　．
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　　　　234

　　　　　　　　’　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　耳i・1・gi・・1…dl・・。ρ・h・p・i・Qn。・・wh・a・畑（1）．．　、、　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shigekatsu　HIRAYAMA　and　Masaki　YA血A血oTo　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMA皐Y

　　　　　．D肛1・g・h・per・・d血・m　r・p‡・mber・・N。・・蜘i：・・941・r・…訊ca・e…．…d

　　　　曾・i…i・gbcc血π・d　i・abec・三・n・f1T・kyρ、a・d　i・scau・ewassu・pr…d・f　b…g

　　　　走h・，wh・at、且…di…ib…d．i・．・h・・di…i…W・6・・ゆ・d，micr・sc・pi¢rllプ

　　　　samples．of士he　wheat　Hour　and　could　not　pr6ve　any　gontaminant　in　them．

　　　　Thr・w・．．．・・i・d・・i・・1・…he　cau・・l　mi・r…g・・剛・・m・h・m・B・i串・i・・1・n，

　　　　・蜘im・・t・・f士h・ゆ9・t　H・u・a・d　6f　the　re・t・f　th・wh・at陸・i・・，　w・i・・1・t・d

sρmesra’ns　o軍F　iu㎡＃om．　them・howlve「．▽e　lould　nrt丘rdrany　Fusahu血．

　　　　spP。　from　non汐poisonous　wheat且our．　　　　　　　　　’　　　　．．

　　　　　The　cult・・al・h孕・a・t・h・tics・f　t与r・e．　F・…i・wrre　i・vesti琴・t・d・．b・t　it　i・．・・t

　　　　yet．　determined　that　theyわelong　to　Gibberelia．saubinetii．　，

　し　　　　　　　’　　　　　．　　　　　．　　　　　．．　　　　．　．　．　．　、
　　　　　　A・a・re・ult・f・・r　experim・nt・it　is　c…idered　t飯・t　i・tim・te　re1・ti・n・耳ip　might

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　’e客i・tも・・ween　th・f・・d　p・ir・ni・g・nd・h・F・・a即m　i・fe…dwh・at　g・ai・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

，　　　　　　　　・、　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　、

　　　曾．
　　　　　　　　　　　　　　　　　噛．』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’

　　　　　．匹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　．　　　　1　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層．．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　On　the　Infectivity（Parasitism）ofα々ひ卿ρs疏。η薦KAwムTA南

　　　　　　　．l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　on　Barley，　Wheat，　Rye，　apd　Oats』．．．．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　Studies　on　t車e　Ergot　Fungus　of　American

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dunegrass（E砂州πs〃zρ〃’s　TRIN．）IH　　　．’

．　．　　　　　　　　　　　　　by　Toyohiko　KAwATANI　　　　　．　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ　R6sum色

．Ergo㌻of　c¢real　crops　especiallyて）f　ry6，　the　pathogene　of　which　isごZぬ膨ρ5μ‘ゆκπσ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
．馬FR．）TuLAskE，　is　cons三dered　to　be　a　disease　of　grea亡．　imかortance．　Infected　rye

　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　

crops　mingled　into且our　are，　moreover，　a　menace　to　r夕e・bread　consumers，　being’．

capab！e　bf　producing　a　disease㎞own　L　as　ergotism．．On　the　other　hand，　the　ergot

or　sclerotia　of　C．ρゆ耀σcollected　from　rye　crops　are　a　weU・㎞own　drug　called

・Sec訓…m・tμ血，”whi・h　i・li・t6d　a1・σi・th・J・p・…φPh・・macqP。・ia　and　h・・．

1・・gbr郷・d’・血・di・in・・f・・1・tahdin＄’mp6丘・n・α．τh・・e　h…h・w・ver・．

been　no　production　of　the　rye　ergot．of　com面erce　in　J呂pa貸．　Therefore，　a　great

amount　of．　it　had　been．．　imported　from　Russia　and．Spain，　until　the・importatio：1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　ロ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セコ

曽as　sψPP・d　i・1941巨ecau・e・f　th・・e6・・d　W・・1d　W…1・．・gcent　tim・・，　a

・・mb…ft・・t・t・cuエtivate　a「ti耳・ially　t耳e「y・．e「g・t（C・．三綱・n「ye　plant・

血　the　field（na∫nely・．the　arti丘cial　or　parasific　cultivation　of　thξ　rye　ergot）have

been　made　i：1　Japan，　but　these　can　n6t．be　said　a　shccess，．so　far，　as　the　contellt

・fal琴・1・・d・・．・・ncem6δ・T・r・域・h…”・・m・・g・t　th・．・s皐1・・只盟・・…夕馳愉．w・th・h・

ho血e・grown　erεot　in　Japan，　has　been　studying　for　years　on　the　ergot・fungus
　　　　　　　、

かara自itic　on　the　poaceous　plant　of　American　Dunegrass（E砂駕π5．甥01薦TRIN，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　　　　　　　ノwhich　wildly’grows．in．abundance．　on　the　seashores　of　the耳orthem　part　of　Japan

（・・m・1y・』 ｨ・pρ…e．S乙gh・lirn　vi・・＄・gh・1i・n　50．．箪・L・sg・thw・・d・th・K・h1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
Islands，． ≠?п@H：okkaido），ξしs，asubstitute　for　the　rye　ergot‘‘Secale　cornutum”in

　　　　　　　　　　　　　　　う
画・p・…e蹄・・m…p・e・aA・・h・・1・・取e　c・・rseρ・…dy・’h・←・bund・th・・

fuhgus　t6　be　a　new　species　and　published　a　rep6丘on　it士6cently，㎞which　it　was

desCribed　a6　C毎ひ∫αψs膨。加薦KAwATANI．「 she　p茸ese血t　paper　herein　reported　is．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　reきults　c　f．　studie』on　the　inf♀ct五v；ity（parasiti6諭）bf　C孔ω名。¢ρs魏。解薦K：AwムTAANI

on　barleヤ，　wheat，．　ry受，．and　oats，　exlperim餌tS　of脚hich；were童hade　by．u忘e．of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　』，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛．！　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　・
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■



、

L

236

　　　　・・c・・p6re・a・“…idi訓・u1…e？f・hi・，⑱・．i・1『43・・d‘1944・・nd・・t　th・・a血・

　　　　tim…t与e　cg・t・・t・f・磁・1・id・f　the　e「gQ㌻ol・this　fun甲s　d曾velo面・・b・・1・y

　　　　i・・hi・隅Thi・p・per　i・・h・・hi・d・・ヰ・f－thb“S・・di…n・h・E・g6・．F・・即・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

、of．Ame「脚Dune望asミ（E脚s鱗T㎜・｝・”．．，．一・

　　　　　　The　res血lts　are　bhefly　su1τ㎞ahzed　as　follows：　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　，．1・Th・i・fecti・ity・f　C・．　Z’励・is　rec・即ized・n・・d吻．b・尊・y〔・w・・r・w・d・

＝b・・h・h・．・・ec・・m．（1ヨわ㎡6z5〃2．4凱5ガ。乃。π　L．。　var．，ε翅6∫μ7η　SCHUBL．）・nd．・1・e．…a・r

　　　　慨4漁・〃Ll・軍・離欝S・曲L），　f・・・…w・dl左…聯L，），と・d・鼠・r・w・d

　　　　ウarieties．（1ガ加紹5漉加”．．L．D　and　hull・1ess　barley〔tWoマ止owed（盈：．77z‘4z彰，　L），

　　　　．four・πowed（E微Zgσ血路．　var．72π伽〃z），　and　six・rowed　varieties（E乃6κσ5あ6乃。写し．

’・・L…伽・））・0ゆecq・t・a・y；there．i・、・・i・fecti・ity・f　thi・f・・g・…　wh・at

　　　、く・・mm・・w与・at働加解・面恥VI・Lカ・・ry・（s・9・z・㈱1・箪・）…d・とt・（・・mm・・

鵬鐙5　．L∵idldllatS（岬噛Elland　ess畔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　

　　　　　　2．The　percentage　of　the　infectivity　of　C．　Z露。πz1た　on　．tWo・rowεd　barley

　　　　〈c6mprising　both　ordinary．bariey　and　hu11・1ess　barley）is　higher　than　thaゼon　four

　　　　rowed　and　sbζ・ro～ved　barley．　The　percentage，　o葦the　infectivity、of．C．　Z〃。πz1誌．　on’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　barley．（comprising　bofh　brdihary　barley　and　hu11－1ess　barley）is　much　lower　than

　　　　．that　on　Amerlcan，Dunegrass．　　　　、

　　　　　　3．The　size　of　the　ergot　of　C．魏。π跳dev610p6d　on　barley　was　5．0－18．2　mm　i皿．，

　　　　．length，　L2－3．O　nlm　in．width，　a皿d　10－66　mg　in．weight．．The　size　of　theとrgot

　　　　・developed　on　two・rowed　barley　showed　a　tendency　to　be　larger　thaガthat
　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　．d・v・1・P・d・・f・u・・r・w・“and．・ix－r・w・d　b・・！・y・M・・と・Ver，　thb・i・と・f　th・e・g・t

　　　　・developed　on　hu11・1ess　barley　showed　a　tendehcy　to　b6　somewhat　larger　than

　　　　’中・tρ・v・1・碑d…｝dina帥・・1・y・

．4・Th・1只fec・’・’ty・・．¢露・・廊9・b・f！・y．・・・…p・・・・・・・…111・aゆ…h琴

　　　　．h・・t．Plant・Th・t．1・・t＃・．i・fec・i・n　wi・h卿・解1落．・n　b・・1・yゆ・al・・吊t　th・

　　　　stage　bf　two　to　three　days　before　ahthesis（pollina㌻ion），　and　the　percentage　of

　　　　the　infecti・ity　is　s・m・wh・t　1・wer　th・・thρt　i・the　c・n…1（1・whi中th・i・f・6・

　　　　ti・n・ccurs　a㌻．th・・t・g・・f・・th・・i・）I　Th・・i・e・f　the　e・g・t　iゆi・ca・e壷・・

　　　　generally　s血aller　than　t耳a亡hI　the　cohtro1．．On　the　other　hand，　the　血fection

　　　　with　C．1∫彦・燃・・b・・1・y。・cu・＄alき・at乏h・白t・g・。f。・・，　tw。，。。とthreeご。y、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　．　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　．　　　　、．　・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　　　aftもr　anthesis（pollihatiop），　and，　the　later．is　the　ti！he噛of　infection’aft6z・anthesis，

　　　the　lower　the　percentage　of　the　infectivity　shows　a　tendenc又to　be・Thg　size　of
　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　の

・　th6　ergQt　in　these　c母ses　showed　no　di任erellce　fr6m　that　in　the　contro1・

　　　　　5．．Becaus合many　investigators　are　not　always．　of　the　same　opihion　cencerning

　　　the　pfoblem．壷hether　barley　opens蓼ts　glumes　at　the　tirロe　of　antllesis　or　not，　the　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　authgf　has　re・b・erv・d　thi・pゆ・m・…p・¢・i・ely・・昇d　h・・di・とussed　the　rel・ti・・．

　　　between　l　the　resistance　of　barley　to　C．〃fo毎Z∫s　and　the．．　bpenihg　of　its．glume寧．

　　　　　6．・The．．blgsso血ing　season　of　barley．　cultivated　ill　Japanese　Saghallen　and　　　’

　　　　　　　　　　　　　　I

　　　H・蝋・id・・where　hu！l’1ers　pa「1ey　is　much　mo「e　rxtrnsively　c終ltivated．中an

　　　ordinary　barley，　coincides　partially．or　tρtally　wit11・that　of　American　Dune倉rass，

　　　the　latt6r　growing　naturally．　and　abundantly　6n．thp　seashores’in　thβse　districts・　　　　　　・．

　　　There…e・・h・b・・lr・・ul尊・…d寧1・・g・五・r・a・hρτes…h・v・・…1防・・Am・…a・

　　　Dunegrass　in．these　dis｛hcts　has　a　probability．of　infection　with　C．　Z’∫oπ」Z齢，

　　　acc・・ding　t・v・・ieti・島・f　ba・1ey　and・nvir・nm・nt・1・i・cum・蔑ance串・

　　　　　　　　　え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ

　　　　　ZThe　eぞgot　ofαZゴ∫o綴sす丘i五cially　cultiYated　on　pa「1ey．　h皐s　p「ove舜to　contain

　　　．．aとonspicuous　amount　of　alkaloids・independent　of　pollination　of　the　host　plant
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　abd　the　time　of　infe亡tion．　The　amount　of　total　alkoloids　of　th6ergot　of『C．魏07uZム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　arti丘cially　cultivated　on　barley．（0．846－0．987％）shows　no　great　dif〔erサnce　as．

　　　・・mp・・ed　with　th・t’・f　C　Z伽Z乞・b・伽・ti丘・i・11y・ult三vat・d．・ゆ・t“・ally　g・・㎜

　　　oh　America耳Dunegrass（0．976－1．124％，1．162％respectively），　and　is　far　greater
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　than　that　of　C．鈎‘ゆ〃7εαnaturally　g士own　on　rye　in　foreign　countries．　This　fact

　　　i・av・叩・ticeable　poi耳t　in’the　a「ti丘cial　cultivatio呵the　e「got・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　December　23，1944．

　　　　　　　　　　　　　　　Experimgntal　Fami．for　the　Cultivation　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Medicinai　Plants：Kasukabe・Maρhi，　Saitama・KeO．『　　　　　　　，　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　．　　　　　　　　　　　　　　　．Govemment　Hygienic　taboratory，　Tok汐。．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　嗣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　，　　β　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見　　　　　　　　　．　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

　　　　　　　馳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　℃　　．　　　．　　　　　　脚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　唱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，



　　　　　　　　　　　鵬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　ダ　

　　　　　　　・　　　　　　　、　　　　　　　　　　Studies　on　the　antibacterial　substance

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　・bt・i・・“、　f・・m鋤・碧ゴ”…伽な卿・（1）　　　、

　　　’　　　／　　　　　　　　　　Shige輩atsu　H血AYAMA　ahd　Masaki　Y4MAMoTo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY

　　　　　　　　　．1・今・pecies・f鋤・㎎ゴπ・・wh・h　p・・d・・b・ahtib・・t。h・1・・b・t・n・g’w・・i・・1・t・d

　　　　　　　　　　丘・m・虻・Th・prese・t　fm即・．is　si岬・・1・．．鋤・加ノ9・∫・・i・．it・甲・・ph・1・gi・a1

　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　　　　　　．characteristics．

　　　　　　　　　　2・Th・f・・t・rs’醐・h・廷・・t　th・p・・d・・ti・耳・f・耳tibi・ti・・’．・g・i・・t　5聯ツ〃…吻・．

　　　　　　　　　．・μ郷3「easf・119響s：、

　　　　　　　　　　　　　a．The’・op士imum　pH　value　is　4－56

　　　　　　　　　　　　　b・，The　good．、ca「bo罫sou「crs　a「e蜘60se・fmρtρse・sucfose・mannose・maltose・

．　ρ・…ご・・・…cc・…a・’d・・耳・d・無・・e・f　lessr・、．iゆ・…辱r…eg孕1・・…e・！ac…e・

　　　　　　　　　　ceUulose，　malic，　tartaric，　benzoic　and　oxalic　ac坦s三　　　　　　　．！

　　　　　　　・　　・c二The　optimum　concentrζtion　of　carboll　source　is　3」らper　cent．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム　　　　　　　　　　　　　　4　As　a　nitroまen　source，　nitrate　is　most　suitable．．．　The　nitrogen　sources

　　　　　　　　　　whi・h・・idify　th・m・di㎝β・t・em・1y．d曲g　the∫ermentatlon．a「e　inad・quate・

　　　　　　　　　　The　optimu血℃oncentration　of　nitrate　is　higher　than　3　per　cent．．．　　．・　　。

　　　．　　　　　．e．　The　additioh　of　yeast　extract　does．．not　promqte　antibacteria1εctivity・

　　　　　　　　　　3．．The　water　extfact　of　various　p1訂皿t．produc士s　is　not　suit吊ble．

　　　　　　　　　　4．The　juice　of　citrus　fruit　and　the．waste．sap．produced　during　the　m耳nufac

@　　　　　　　turing　of　cithc　acid　are　valuable　for　the　preseflt　purpose．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　5．The　antibiotic　substance　in　the「culture．丘Itrate　is¢omparatively　thermolabile．

　　　　　　　　　　6．．Tりe　bi・sta曳ic・ub・tanc6　f6・G・am・n・g・tiv・bact・h・（E…Zね・σβ⑳’・∫痂吻綱

　　　　　　　　　．お…d岬．i・・he　ea・1ier　st・g・、bf　thr・P・esent　f・ng・s　cultu「e・　．．1

　　　　　　　　　　　　　　　、　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　・　　　　　　　　．
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　　　　　　　　　　　．L、　　　　　　　　／

㌦

、

，

i．

’



，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、噛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　．　　　　　・　、　　　　　　　　　　　　　239

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　Color、　reaction　Of　vitam：in・．B1’、　　　　　　　・

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．by　ShUntarb．QGAwA　　　　・　．　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　、　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今mong騨any’劇ical　c。甲？ounds　Pamino．賊Qlc　acid’ざeゆ1　esle「．・and

R・h・…idi・・．　h・v6⑱1・d・d、t・r・a・・…h・＃i・・φ・’・i・・rea・・・・…b・・i・μ・・d・p

Plae・，。f　th・S・・93U・“・ρr・bl・da・M・℃・11um・・e・g⑳t・、　．圏　　　　．

C・・diti・…f・pigm・・t．f・・m・tign・．・phy・i・ζ1．・・d・h・mi・al　p・・P晦s・f．th・pig－

m・・t6∫th・h・pPli・abUity　t。・it・mi・B、．d・t・・甲i・ati…t・，．h・V・been　di・c聡・ed．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

’．

4．

◎

、

L

．　」

●

、

L、

、
、

4

■

9

■

．1

．’

勺



　　　　　240　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　、C・ηversl・h．魚rt・r・f　the　Caπ・P卓ce　reacti・n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．b冥Sh…ρ・・OGAw・．T・・1蜘・TABA盛　’■．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　．　　　　　　　　　圏
　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　By・he　s・・dy・f・・h…串ig・f…。・b・tween　C町・P・i㏄．rea・ti・n・血d　i・t・m・ti・・訓

　　　　㎝至・・g・・dglerm血・d．　by・碑ρ…ph。・。m・・d・m・・b。d．叱328加・・6・・）wi・h

　　　　・・伽r丘sh　live「oUs・，the「e　fgund　a　function41「？lation　brtween　them・IE甲pi副

　　　　fo㎜ulae　an『五gu「eS　haye　been　establis寡ld　for．『「actical　P1塑osα．　　　　1

　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　L
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．

　　　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　．．　　　　　　　　　　’
　」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　．1　　　　　　　、　　　・．、

V

！
’

●

、

、

、

、

ノ

「

、

二

＼

電

1

o
幸

’



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　241
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

　　　　　．A　rapid．and．simple　vitamln．　A　determ玉nation』

　　　　　．　．　　　　．by　Shuntarg　OGAwA　Toshikazu　TABATA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　・　　●

D。vice． Bf　p。，血。血，。t。。1。r　st。nd。，d、。1dti。navヨi，abl。　f。r・he　c。1。・i孟，th。，

determination　of　Vitaminl　A　in．丘s皐1iver　oi1＄，　which　comsiste母of中e　solutio戸

・fC・ph6－Amm・・i・m・・血f・te　ahd　C・b・lt・us　ch1面d・，　　　　　●

A・・q…ec・m…’・・nhasd・6…d・w’⑳isst・ゆ・d昨dbl・ec・1…b・・i一

重・・m15ヴ25　i…漁ti・叩1・孕it・。重・it・mi頭b・C・驚P・ice　reacti・・一

Limit　Qf‡he　eπ9・・亨thi・m・fh・d　w・・wit＃in　15％・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　『　　　　．．　　　　　　　．　　　　　　　　　　’　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

〆

＼
鷺　．

t

〆

●

’

1』

＼

8

、

’

’

嵐

＼

｝．

「



’

昭和二十三年十月二十五日

昭和二十三年十一月　一　日

　　　又

－著作者

印刷岩

印届i」所

　　　　　　印刷

　　　　　　磯行

　　　　　　　　し

。　　　　　　、　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　‘

摩生省東京衛生試験所

　横四三塚跡菅ケ谷町

和　　田　　直　1輔

　横濱市戸塚賑小菅ケ谷町

農業科學研究所印刷部

＼


